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Ⅰ運営・会議・研修 

１ 法人の事業運営について 

令和６年度は、令和５年度に策定した中長期計画（令和 5年度から令和 9年度まで）の２年目と

なりました。現状の課題を提起し達成するための方法を模索し、将来あるべき姿に近づけるよう策

定した計画に基づき事業運営を行いました。また、各年の達成状況を把握するため、ヒアリングを

行い現状把握に努めました。 

中長期計画は、①「個人の尊厳」を守る。②「地域福祉ネットワーク」維持・拡大する。③多様

なサービスサービスの開発」と多機能化。④「職員の資質向上」と効率的・効果的な人材活用。⑤

「社会的責任」を果たす。⑥「チャレンジ事業」の創設。⑦「健全な収支」による経営の持続化。

⑧その他事業所で独自に設定した方針 の８項目について策定されています。 

社会情勢等の変化に対応すべく、随時評価点検を進めながら目標の達成に引き続き取組んでまい

ります。 

 

【令和６年度に特化した重点事項】 

（１） 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

危機委管理委員会を中心に感染症を想定した事業継続計画（ＢＣＰ）作成に取り組み、事業所

ごとにＢＣＰを作成いたしました。 

利用者の安全はもとより、職員の被災状況も一早く知るための「安否確認システム トヨクモ」

を導入（令和 6 年 4 月 1 日）しました。また、令和 7 年 2 月に所長会議終了後、トヨクモ（株）

を講師に迎え、「安否確認システム」を使用した機能学習や操作方法、情報伝達訓練についての

研修を実施しました。 

令和７年度は、災害（自然災害）、感染症に係る事業継続計画（ＢＣＰ）に関する全職員への情

報収集、伝達訓練、演習を行い、災害時対応の取り組み方法の修正や改善に努めてまいります。 

当方法人の運営施設は、入所施設、相談支援、通所施設など、こども・障害・高齢と幅広い対

象者に対する事業を展開しているため、それぞれの施設固有の事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し

ましたが、他の関係機関との連携を含め、さらに情報提供や課題解決に向けた取り組みを行って

いきます。 

 

（２） スケールメリットを活かした多機能化の促進 

聖風苑内４事業所（救護施設、聖風苑デイサービスセンター、総務部、アトリエ聖風）は、聖

風苑としての多機能化をめざした「聖風苑運営会議」として、管理者による「代表者会議」をお

おむね２カ月に 1 回、「担当者会議」をおおむね月１回開催しました。４事業所共催の研修の開催

（虐待防止、身体拘束防止、救急救命法など）したり、保育園などの地域との交流、聖風まつり

等に合同で取組みました。 

また、かわさき地域生活支援拠点たじまでは、生活介護、短期入所、日中一時預かり、家庭支

援センターが協働して、研修や地域交流、などを行いました。 

さらに恵楽園でも、養護老人ホームとデイサービスセンター、居宅介護支援事業所が合同で、

研修会や事例検討会などを行いました。 

いずれの事業所においても、法人が運営する近隣の小規模事業所にも参加を呼びかけ、スケー

ルメリットを活かした効率的な運営に心がけています。 
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（３） 人材育成と有効活用 

令和５年度から始めたキャリアパス面接については、対象者の再検討などを行ったため、令和

６年度面接は行いませんでした。令和７年度は実施予定です。 

その他としとて、リモート会議が定着し、移動時間が掛からないことでの研修や会議へ参加し

やすなり、資質向上のみならず時間の効率化にも繋がっています。今後においてもリモートでの

利点を生かして引き続き活用していきます。 

高齢者支援事業所においても法定研修に対応するため、主に障害者支援分野で導入していたサ

ポーターズカレッジを活用し集団研修の他、自己研鑽にも対応できる研修への環境つくりを図り

ました。毎月各事業所に該当月の研修内容を提示し、受講への促し等により受講率を上げており

ます。 

 

（４） 権利擁護の取組み強化 

令和３年度制度改正に伴い改定した法人「虐待防止・身体拘束禁止・対応指針」に則って、義

務化された「法人虐待・拘束防止委員会」を９月と３月の２回開催しました。委員会開催に先立

ち全事業所の取組を調査し、１年間通して取組みが充実してきたことを確認しました。法人の階

層別研修も「尊厳」をテーマに、また新人研修で権利擁護に関する講義を行いました。 

（５） ＩＣＴ化の促進 

 法人全体でＩＣＴ化を進めていくため、所長会議で各事業所でのＩＣＴ導入事案等の情報共有

を図りました。下半期には複数の事業所でＡＩ搭載のボイスレコーダーを導入し、ＡＩによる議

事録作成に取組むなど業務の効率化に努めました。今後も、職員間の情報の共有システムなど、

各事業所で導入して成果のあるものについては、総務課が中心となって他事業所にも導入を進め

て参ります。 

 

（６） ＳＤＧｓを意識した取組みの強化と発信 

令和４年度に作成した法人中長期計画策定に伴い、各事業所、各委員会の計画ごとに１７の目

標を記載し、「かわさきＳＤＧｓパートナー」登録法人としてＳＤＧｓを意識した事業計画策定、

事業運営に努めました。 

 

２ 理事会・評議員会の開催 

・第１回理事会  令和 6 年 5月 24 日（金）14：00～ 

議  案 

第１号議案 令和６年度第 1 次補正予算（案）について 

第２号議案 令和５年度事業報告の承認について 

第３号議案 令和５年度計算書類及び財産目録の承認について 

第４号議案  定時評議員会の招集ついて 

報 告 事 項 理事長職務執行状況 

・第２回理事会  令和 6 年 6月 26 日（水）10：00～ 

議  案 

第１号議案 養護老人ホーム川崎市恵楽園に係る次期指定管理業務受託にについて 
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・第３回理事会  令和 6 年 11 月 22 日（金）10：00～ 

議  事 

第１号議案 有期契約職員の就業規則の改定について 

第２号議案 有期契約職員の給与規程の改定について 

第３号議案 無期契約職員の給与規程の改定について 

第４号議案 個人情報保護規程の改定について 

第 5 号議案 法令遵守規程の改定について 

第 6 号議案 ノーマ・ヴィラージュ聖風苑給食業務委託事業者選定について 

報告事項 理事長の職務執行状況 

Ⅰ 令和６年度上半期収支状況報告について 

Ⅱ 令和６年度上半期事業報告について 

Ⅲ 令和６年度上半期の人事関係の状況について 

Ⅳ 法人が取り交わす高額契約（100 万円以上）締結の状況について  

・第４回理事会  令和 7 年 3 月 19 日 10：00～ 

議  案 

第 1 号議案 令和６年度第２次補正予算（案）について 

第２号議案 経理規程の改定について 

第３号議案 正規職員就業規則の改定について 

第４号議案 無期契約職員就業規則の改定について 

第５号議案 有期契約職員就業規則の改定について 

第６号議案 就業規則細則の改定につて 

第７号議案 無期契約職員の給与規程の改定について 

第８号議案 有期契約職員の給与規程の改定について 

第９号議案 訪問介護員の就業規則及び給与に関する規程の改定について 

第10号議案 育児休業に関する規程の改定につて 

第11号議案 介護休業に関する規程の改定につて 

第12号議案 令和７年度事業計画書について 

第13号議案 令和７年度収支予算書について 

第14号議案 役員賠償責任保険の契約について 

第15号議案 令和 7 年度管理職配置（案）について 

報 告 
 

・定時評議員会  令和 6 年 6月 17 日（月）14：00～ 

議  題 

報告事項 令和５年度事業報告について 

議決事項 
第１号議案 令和５年度計算書類及び財産目録の承認について 
そ の 他 
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３ 会議報告 

（１） 経営会議 

経営会議は法人管理職による会議で主に事業経営上の諸問題の点検・確認を行い、また、人事等を含め

て円滑な施設経営に努めるための計画、戦略などを協議しました｡ 

（出席者） 理事長・総務部長・事業推進部長・たじま施設長・総務課長・家庭支援センター長・ことぶき所長 

＜会議開催日＞ 

令和 6 年 4 月 23 日（木）14:00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 

・理事会議案事項について 

・利用者の栄養ケア体制の強化のための特別委員会の発足 

・令和 6 年度 委員会メンバーについて 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 5年 5月 28 日（火）14:00～ 

・消費税の納税についての経過報告 

・債券満期に伴う今後の方向性について 

・安全衛生委員会より 

・令和 6年 6 月の報奨賞与支給について 

・次期 川崎市恵楽園指定管理に向けての課題について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 5年 6月 25 日（火）14:00～ 

・令和 6 年度 収支状況（4 月分）状況について 

・令和 6 年度 第 2回 理事会議案事項について 

・次期 養護老人ホーム川崎市恵楽園に係る次期指定管理業務受託について 

・令和 6年 6 月の報奨賞与支給について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 6年 7月 23 日（火）14：00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 

・相談支援担当職員の確保・育成プロジェクトの設置（案）について 

・救護施設 預り金に関する特別監査結果及び処分について 

・法人 SNS(Instagram)運用にについて 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 5年 8月 27 日（火）14:00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 

・法人職員出向による謝礼金の一部取り扱いについて 

・神奈川県 最低賃金額改定に伴う給与規程の見直しについて  

・正規職員への登用試験について 

・Google マップ クチコミ対応について 

・所長会議の議題テーマについて  

令 6年 9月 24 日（火）14:00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 
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・救護施設 利用者預り金不適切な取扱いに関する川崎市への報告ついて 

・入所者への誤薬事故についての報告と再発防止について  

・給食要綱について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 5年 10 月 29 日（火）14：00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 

・第 2回理事会 開催案内及び議題について 

・令和 6 年度 5 カ年実行計画中間評価について 

・エームサービス 間接経費に関する事項について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 6年 11 月 26 日（火）14:00～    

・経理からの報告について 

・令和 5年 12 月支給 賞与支給について 

・聖風苑デイサービス運営状況について 

・給食業務委託について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 7年 12 月 24 日（火）14：00～ 

・経理からの報告について 

・職員キャリアパス面談の実施について 

・賞与支給方法検討について 

・職員評価シート及び昇級推薦書につて 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 6年 1月 28 日（火）14:00～ 

・経理からの報告について 

・栄養ケア 特別委員会報告について 

・外国人日本語・介護教育 e-ラーニングの導入にについて 

・ホームページ職員サイト開始について 

・育児・介護休業法改正に伴う規程変更について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 7年 2月 25 日（火）14：00～ 

・経理からの報告について 

・法人本部「事業継続計画 BCP」について 

・栄養ケア 特別委員会報告について 

・令和 6 年度 第 4回理事会議案事項（規程改定等）について 

・令和 6 年度 4 月 1 日付異動案について 

・所長会議の議題テーマについて 

令和 7年 3月 25 日（火）14:00～ 

・経理からの報告について 

・令和 7 年度 4 月 1 日付 人事辞令について 

・介護人材確保・職場環境改善等事業（処遇改善の計画）について 

・所長会議の議題テーマについて 
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（２） 所長会議 

所長会議は各事業所、施設の運営上の責任者の会議で、各部署の連絡調整や日常の問題など議

論し決定する会議として位置づけています。 

毎月の定例会議で経営会議の連絡事項、決定事項の伝達や各事業所並びに各委員会の事業報告、

次月予定報告など全職員へ周知を図りました。 

また、他事業所での出来事、情報共有、課題検討することで、連携した支援ができるよう図って

おります。 

＜会議開催日＞ 

4 月 25 日，5月 30 日，6月 27 日，7 月 25 日，8月 29 日，9 月 26 日   

10 月 31 日，11 月 28 日，12 月 26 日，1月 30 日，2 月 27 日,3 月 27 日 

 

（３） 広報ボランティア委員会 
広報ボランティア委員会は、法人機関紙「ふれあい」並びに法人職員向け情報誌の企画、編集、

発行や、法人ホームページの更新管理等を行っております。また、法人全体のボランティア係の

情報収集、共有化に関しては、次年度も継続して協議していきたいと考えます。 
今年度の活動内容は以下の通りです。 

ア 機関誌「ふれあい」発行（年 1 回： 令和 7 年 1 月）。 
外部に発信する情報誌として本法人の強みや施設情報を届ける内容となっておりましたが、

今年度より新年の挨拶（年賀状）と１年間の活動報告として発行いたしました。 
イ 法人職員向け情報誌を 5 月、７月、11 月、3 月の年 4 回発行。 
事業内容や仕事場所が違っていても同じ法人の“なかま”であることを意識した法人職員へ

応援エールとなる誌面作りに努めています。 
新人職員の紹介を中心に各号では、事業所の行事紹介を中心に職員のペット紹介など、より

職員のことを分かり合える内容にいたしました。 
ウ ホームページの定期更新 

各事業所の旬な情報を外部の方へもすぐに告知していくために、「施設だより」「献立表」「ブ

ログ紹介」等、ホームページのコンテンツの更新や内容の充実等に努めました。 
＜会議開催日＞ 毎月第３金曜日 

4 月 9日 5 月 14 日 6 月 12 日 7 月 19 日 9 月 20 日   

10 月 18 日 11 月 15 日 12 月 20 日 1 月 17 日 2 月 21 日 3 月 21 日 全 11 回 

 
 

（４） 研修委員会 

法人の経営理念、経営方針を理解し、その実現化を推進し、業務を通じて組織、社会に貢献で

きる人材養成を目的に、「尊厳を大切にした支援」をコンセプトとし、選ばれる施設を目指し、地

域の中にある施設を意識して、各種研修内容の検討と企画・実施をしました。特に法人の中核を

担う一般職員研修は、３階層に分けて開催し、リーダー職員・係長職以上の研修は、外部講師を

お招きして、企画運営・これからの社会福祉法人が歩むべき方向・事業管理者としてどのように

行動すべきか等、第一線で活躍している講師をお呼びして開催いたしました。 
また、法人実践・研究発表大会は、参集研修として開催いたしました。実践発表・抄録内容含
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めて、質が高く密度の濃い取り組み内容となりました。  
研修の標準化を図るため、各研修の映像（ティチミービズ）を取り置き、研修に参加すること

が難しかった職員や、振り返りとして活用できるよう整備しました。 
次年度に向け、法人が求める職員像を明確化するため、キャリアパスの一助となるよう体制づ

くりを行っていきます。 
①  研修委員会開催状況及び会議内容  全 12 回     
回 年 月 日 主な内容 

１ 
令和 6 年 4 月 18 日 

9:30～11:10 

・一般研修共通テーマ 

「ずっと自分らしく暮らしたい！」視点：「人が暮らしていくとい

う事を考える」一般階層別Ⅰ～ⅣからⅠ、Ⅱ、ⅢA、ⅢB に標記変更。 

本年度法人階層別研修の開催日時、担当者の選定。研修アンケーを

Google フォーム活用。 

２ 
令和 6 年 5 月 16 日 

9:30～11:30 

・研修担当の選任・サブ担当２名 

・一般研修は、共通テーマ（仮）「ずっと自分らしく暮らしたい！」

視点：「人が暮らしていくという事を考える」。事例は同様の物を使

用し、それぞれ視点を変えて検討し、ロールプレイも試行的に実施

していく。 

３ 
令和 6 年 6 月 20 日 

9:30～11:30 

・新人研修開催の振り返り、次の新任研修、講師との講義内容確認 

・一般研修Ⅰ（私が長女の視点）、一般研修Ⅱ（私が父の視点）、 

一般研修ⅢA・B（私が支援者の視点） 

・研修企画運営支援について、今年度も継続していくか精査 

・法人実践研究発表大会について 

４ 
令和 6 年 7 月 18 日 

15:00～16:50 

・研修委員としてのファシリテーターの役割について 

・実践研究発表大会の基調講演講師の案を出していく 

 開催日時：令和 7 年 2 月 9 日(日) ※R6.8/1 コンベンション

ホール予約 基調講演のテーマの選定 

５ 
令和 6 年 8 月 15 日 

9:30～11:30 

・新人研修の振り返り・一般研修Ⅱについて 

参加者で配慮が必要な人の確認が必要 

・外国の方で日本語がまだ未習得の方にはポケトークなどで対応

を検討 

・修企画運営支援：  

  〇研修企画運営支援の一旦休止 

案として、５項目にカテゴライズすると 

①職員の動機付け 

②効率的なパターン 

③外部研修の活用方法 

④ＩＣＴを活用する方法 

⑤事業所ごとにニーズのある研修を提案 

→各委員で９月委員会までに意見をもらう 
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・実践研究発表大会の基調講演講師の案を出していく 

・8月 16 日エントリーシート配布開始、所長会議にて後追い説明 

６ 
令和 6 年 9 月 19 日 

9:30～11:30 
・法人実践・研究発表大会抄録テーマについて、基調講演講師確定 

・ 

７ 
令和 6 年 10 月 17 日 

9:30～11:30 

・一般研修ⅢB・リーダー・係長所長研修について：  

 一般研修は、共通テーマ（仮）「ずっと自分らしく暮らしたい！」

視点：「人が暮らしていくという事を考える」 

・実践研究発表大会の基調講演講師の選定 

・研修企画運営支援について（一時中断とする） 

８ 
令和 6 年 11 月 21 日 

9:30～11:30 

・リーダー研修振り返りについて 

・係長・所長研修運営内容について確認：テーマ「チャレンジ、新し

い仕組みづくり（仮題）」 

・実践研究発表大会について 

  〇基調講演：チームフランポネ：代表：マヌー島岡氏：吉本興業 

   依頼テーマを選定：なぜ、福祉に漫才（笑い）を取り入れよう

と考えたのか。活動された映像をバックに流す等の工夫。 

・コンベンションホール担当者と、事前打ち合わせ＆会場の確認など

が必要→日程を決める。 

・エントリーシートのブラッシュアップ 

  今年度も、「エンパワー賞、グッドサポート賞、スタートアップ賞」

の３賞 

９ 
令和 6 年 12 月 19 日 

15:00～16:50 

・係長・所長研修振り返り、欠席者には別日で補講研修実施 

・令和７年度の予算（案）作成について：予算についてはこれで大

きく変わる事はなし 

 ★次年度のテーマについて：今年度は「利用者の暮らしを見てみ

よう（仮）」 

・一般研修をテーマ別研修とする。受講者の希望を聞き、受けたい

研修を選択してもらう(アンケート実施により)。 

10 
令和 7 年 1 月 16 日 

9:30～11:30 

・係長・所長研修振り返りについて：欠席者（５名） 

   ・補講研修：１月３０日（木）１４時～本部にて開催 

・一般職員研修ⅢA について：流れ確認 

・実践研究発表大会について：役割分担等の最終打ち合わせ 

・令和７年度の予算（案）作成について 

・ 

11 
令和 7 年 2 月 20 日 

9:30～11:30 

・一般職員研修ⅢA 振り返り 

→アンケート結果より、日頃の振り返りが出来たという声もあった

ので、良かったという印象。 

→課題として、ファシリの役割、成果物の取り発表扱い方につい 

一般研修ⅢA 補講研修：２月１９日（水）について 
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→恵楽園にて 3 名で 1 時間程実施。1/25 の研修に比べて活発、ス

ムーズに進行が出来た。 

・新任研修の流れについて確認 

・来年度の研修委員会について 

→研修委員会の役割を明確化にするべきで、この内容（事業計画

案）ではキャパオーバーをしてしまう。 

→階層別研修は自己研鑽の促しや受講者が各事業所へ広げることの

促し。 

・事後課題について 

→Google フォームの活用を行う。 

・20 周年記念行事とのタイアップに向けた基調講演講師選定につ

いて 

12 
令和 7 年 3 月 13 日 

9:30～11:30 

・次年度のテーマ「信頼される人になる！」        

・令和 7 年度 階層別研修予定表（案） 

・令和６年度の研修委員会振り返りとまとめ 

②  階層別研修 

令和６年度も「尊厳を大切にした支援」（ご利用者・ご家族・職員を含む）をコンセプトに、

研修の柱として研修を実施しました。 

職員を入職年次や役職により、４グループの階層（新人・一般職員・リーダー・係長所長）に

分け、それぞれの階層で求められる役割や自身の振り返りを中心に実施しました。 
法人の中核を担う、一般職員研修は、就業年数によって４グループに分けて開催いたしまし

た。統一テーマとして、「ご利用者の意志決定支援」について、同じ事例を活用して、「家族の

視点・本人の視点・支援者の視点」それぞれから見た思いや気づきについて、試行的にロールプ

レイを取り入れて実施しました。 

リーダー職員に関しては、「チームビルディング力を高める」をテーマとして、ここで考えた「売

り出したい飲み物」について考えてきたことをチーム内にプレゼンし、誰をターゲットに売るか・

販売地域・商品単価等について、チームで協働してプレゼン発表を行いました。 

係長・所長研修に関しては、事前課題として「接遇に対する、事業所の現状確認」について持ち

寄り、課題・問題が起きている要因（背景）を受けて、「改善するための対策案」についてグループ

ワークし、法人の接遇マニュアル改正の一助としました。 

 
（ア） 令和６年度新任職員研修 （新人職員に限定） (担当：伊藤委員・本多委員・江良委員) 

日 時：令和 6年 4月 1日（金）9：00～17：15 

場 所：聖風苑救護施設２階会議室 

参加者： 5 名 

回 年 月 日 内容 

１ 
令和 6 年 4 月 1 日(月) 川崎聖風福祉会の地域包括ケアシステムと地域共生社会の構

築について、中澤部長からの講話。「対人援助について」伊藤
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13:15〜17:00 聖風苑本部 

5 名参加 

委員・江良委員から講義を実施。 

２ 
令和 6 年 6 月 14 日(金) 

13:30〜17:00 聖風苑本部 

８名参加 

担当：本多委員、伊藤委員、江良委員 

テーマ：「接遇（相手と自分を大切にする）・社会人マナー」

について  

3 令和 7 年 2 月 28 日（金） 

 15:00〜17:00 

 16 名参加 

講師：伊藤委員、江良委員 

テーマ：「この１年を振り返って、自身の成長具合を互いに確

認し合う」７月のストレスマネジメント研修を振り返る。自

身のキャリアパスについて考える。 

（イ） ①令和 6 年度 新人・新任研修 (入職 1～2年目)  (担当：伊藤委員・本多委員・江良委員) 

日 時：令和 6年 7月 26 日（金） 14:00～17:00 

場 所：かわさき地域生活支援拠点たじま 1F 
講師：荒木 乳根子先生 
参加者：15 名  
事前課題、研修後 3ヶ月以内に取り組んだ事後課題あり。 

  内       容 担当者 

13:45～14:00 受付 研修委員 

14：00～14：10 オリエンテーション・講師紹介 研修委員 

14:10～15:00 講義：ストレスマネジメントとは 荒木先生 

15:00～15:10 休憩 研修委員 

15:10～16:10 講義：ストレスマネジメントとは 荒木先生 

16:10～16:20 質疑応答 研修委員 

16:20～16:30 講評・講師退席 伊藤委員 

16:30～17:00 振り返りシート・アンケート記入 研修委員 

（ウ）①令和 6年度一般階層別研修Ⅰ (担当：桜井委員・垣野委員・川渕委員) 

日時：令和 6年 7月 13 日(土) 8:45～12:30 

研修テーマ：「悩んでいるのは私」 

場所：かわさき地域生活支援拠点たじま 1F 

参加者：22 名 

研修 3ヶ月後に取り組む事後課題あり. 

 内       容 担当者 

8:45～ 受付開始 研修委員 

9:00～ 9:30 オリエンテーション・ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ 研修委員 

 9:30～10:05 事例説明・研修内容の確認・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ① 研修委員 
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 10：05～11:40 

発表①・個人ワーク②「この先起こりうる事」 

個人ワーク③「私はどう助けてほしい」グル

ープワーク③・発表 

研修委員 

11:40～11:55 講評 研修委員 

11:55～ 講評・アンケート記載 研修委員 

② 令和 6年度一般階層別研修Ⅱ (担当：垣野委員・大田委員・福田委員) 

日時：令和 6年 9月 21 日(土) 8:45～12:30 

場所：かわさき地域生活支援拠点たじま 1F 

参加者：32 名 

研修 3ヶ月後に取り組む事後課題あり。 

8：45～ 受付 研修委員 

9：00～ 9：10 オリエンテーション 研修委員 

9：10～ 9：30 自己紹介・アイスブレイク 研修委員 

9：30～10：20 研修の目的確認・事例説明・ロールプレイシナリオ説明・

役割分担と準備 

研修委員 

10:30～11：30 グループ①～⑤ ロールプレイ・フィードバック 研修委員 

11:30～11：45 全体ディスカッション 研修委員 

11：45～11:55 講評 研修委員 

12:20～12:30 まとめ・振り返りシート記載 研修委員 

③ 令和 6年度一般階層別研修ⅢB (担当：福田委員・佐藤委員・坂本委員) 

 日 時：令和 6年 10 月 26 日（土） 9：00～12：00 

研修テーマ：「その人らしさを知りましょう」 

場所：かわさき地域生活支援拠点たじま 
参加者：24 入職５年目以上）欠席者 6 名、別階層へ移行 1 名 

  対象者：24 
時 間 主 題 講師・担当 

8:45～  受付 研修委員 
9:00～9:10 オリエンテーション・アイスブレイク 研修委員 
9:10～9:20 自己紹介 研修委員 

 9:20～9:35 事例説明・本日の研修の狙い 研修委員 

:9:35～11:15 

個人ワーク①「この家庭の困り事」 

個人ワーク②「この過程を支援するには」 

個人ワーク③「その人らしさを知る為に」 

グループワーク①～③ 

研修委員 

11:15～11:30 発表 研修委員 

11:30～11:55 講評 研修委員 
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11:55～ アンケート・振り返りシート記載 研修委員 
 ※欠席者は、研修資料を基に振り返りシートをまとめる。 

④ 令和 6年度一般階層別研修ⅢA (担当：大田委員・川渕委員・坂本委員) 

 日時：令和 7年 1月 25 日（土） 9：00～12：00 

場所：かわさき地域生活支援拠点たじま 
参加者：23 名（入職５年目以上）欠席者 4 名 

  対象者：27 名 
時 間 主 題 講師・担当 

8:45～  受付 研修委員 
9:00～9:15 オリエンテーション 研修委員 

9:15～9:30 
個人ﾜｰｸ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ①「この家の困り事・強

み」について 
大田委員 

9:30～9:45 個人ﾜｰｸ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ② 大田委員 
9:45～9:55 発表 大田委員 

9:55～10:05 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ③「困りごとに対する支援内

容」について 
大田委員 

10:05～10:15 発表 大田委員 

10:15～10:30 休憩 大田委員 

10:30～10:50 個人ﾜｰｸ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ④ 大田委員 

11:10～11:30 個人ﾜｰｸ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑤ 大田委員 
11:30～11:45 発表 大田委員 

11:45～ 講評 伊藤委員・江良委員 
 ※欠席者補講：令和 7年 2月 19 日（水）恵楽園にて 4名補講研修実施 

（エ） 令和 6年度リーダー研修 （リーダー職員） (担当：伊藤委員・江良委員) 

日 時：令和 6年 11 月 16 日（土）9：00～12：30 

場 所：かわさき地域生活支援拠点たじま３階会議室 
 参加者：15 名（欠席 1 名） 
対象者：16 名 
時 間 主題 講師・担当 

8:45～ 受付 研修委員 
9:00～9:10 オリエンテーション 研修委員 

9:10～9:40 
自身が考えてきた製品を売り出すためのプレゼンテーショ

ン 
研修委員 

9:40～11:00 
グループで売り出したい製品を決め、売り出すための戦略会

議 
研修委員 

11:10～11:50 プレゼンテーション・質疑応答・投票 研修委員 
11:50～12:30 講評・振り返りシート記載 研修委員 
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 （オ） 令和 6 年度係長・所長研修 (担当：伊藤委員・江良委員) 
  日 時：令和 6 年 12 月 14 日（土）8:45～12:30 
  会 場：かわさき地域生活支援拠点たじま１階地域交流ｽﾍﾟｰｽ   

 参加者：係長１３名（欠席３名）、所長（管理者含む）１６名（欠席者２名） 
  対象者：２９名 

時 間 主題 講師・担当 
9:00～9:10 研修オリエンテーション・講師紹介 研修委員 

9:10～11:00 
社会福祉法人の役割と機能・幹部職員としての共通ベー

スラインとは、社会福祉法人としての存続のために 

一般社団法人ｶﾉﾝ

ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ代表 
今川 貞治講師 

11:10～12:00 
法人又は業種別で、「今」取り組むべきこと、自分へのケ

アの大切さ 
今川 貞治講師 

12:00～12:05 講評 野神理事長 
12:05～12:30 振り返りシート記載 研修委員 

  欠席者４名（１名育児休暇中）については、令和７年１月３０日（木）１４時～聖風苑本部で補講

研修を実施。 
③ 他部署・他施設研修 

本年度も未実施となりました。対象者含めて研修の在り方を再検討していく必要があります。法

人内の他事業所において実地研修を行い、視野を広げるための仕組みとなります。法人の進める「キ

ャリアパス制度」の一環として進めていく必要性があります。 
④ 研修企画運営支援 

<研修企画運営支援の目的＞ 
①研修実施のために、困っている事を一緒に考えるスタンスで。 
②所長以外に、研修担当者等からも聴き取りを行う。 
③訪問時間は、１時間程度で。 
④良い所を探す。良い取り組みを他部署にも共有するという意図もある。 
⑤訪問時聞き取り方に工夫が必要。研修内容を教えてもらう気持ちで。 

<研修企画運営支援の取り組み> 
各事業所における所内研修に関して、法定研修含み工夫して開催されています。事業所長アンケート

からも、運営支援の必要性について再検討する必要があります。 
⑤ 法人実践・研究発表大会 

令和 7 年 2 月 9 日（日）8:45～12:30  会場：川崎市コンベンションホール A ホール 
参加者：１３０名 

 時 間 内容・主題 講師・担当 
8:30～ 8:45 受付 研修委員 
8:45～ 8:50 オリエンテーション 総合司会：佐藤委員 

江良研修委員 
8:50～ 8:55 開会のあいさつ 野神理事長 
9:00～ 9:25 第一発表「たじま家庭支援センター」 

川崎の社会福祉（川崎市社協）に「おにぎりキャラバ

島津職員・佐藤職員 
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ン」、「みんなのご飯」の取り組みが掲載されています 
9:30～ 9:55 第二発表「養護老人ホーム川崎市恵楽園」 

第８期事例集「かわさき健幸福寿プロジェクト」に活動

内容が掲載されています 

小野職員 

10:00〜10:25 
第三発表「地域サービスセンターことぶき」 
「ことぶーカレンダーの替りに、SDGS を意識した、こ

とぶー紙クリアファイルを作成しました 

遠藤職員・職員 

10:25〜10:30 
抄録記載事業所の取り組み紹介 江良委員 

10:30〜10:45 
休憩 

 

10:45〜11:15 
基調講演：「お笑いと福祉のコラボレーション活動」 チームフランポネ 

マヌー島岡氏、シラ氏 

11:15〜11:30 
総評・表彰式・永年勤続者表彰（１０年～３０年表彰者） 
３０年勤続表彰者：３名、１０年勤続表彰者：１４名 

中澤部長 
野神理事長・本多総務

課長 

11:30〜12:00 
外国人技能実習生の紹介 ９名 本多総務課長 

12:00〜 
アンケート入力・記載 退場 研修委員 

今年度も無事に法人内職員が参集しての開催することが出来ました。１８の事業所からエントリ

ーされた中から、３事業所に発表いただき、今年は、３事業所の取組内容からグットサポート賞と

して表彰し、金一封が贈呈されました。 
次年度の選考として、法人の理念を意識した取り組みをされている事業所を選定させていただく

事となります。発表事業所含め各事業所の取り組み内容を拝聴・拝読させて頂き、昨年以上の取り

組み・まとめとなっておりました。新たな取り組みや、継続しての取り組み発表が望まれます。 
基調講演では、吉本興業所属のお笑い芸人（日本人とスイス人夫婦の掛け合い漫才、唯一のフラ

ンス語等で漫才が出来る）のご登壇いただき、簡単にできる創作漫才を披露され、拝聴した職員か

ら貴重な取り組みで、漫才も楽しめたと感想を貰いました。 
次年度は、法人設立２０周年行事とコラボレーションとなるため早めに、基調講演講師の選定を

目指していきます。 
他部署研修もままならない中、他事業所の取り組みを拝聴することで、法人内の取り組みを知

り、異動を含めて将来のキャリアパスに活かしていただきたい。 

 
(５)  権利擁護委員会 

委員会の開催方法をＩＣＴ活用し、原則リモート開催とした効率的委員会活動を行いました。 

年間計画に定めました、入所事業所を対象とした「権利擁護に関するアンケート」調査の実施と、

対象事業所へのアンケート結果の提示、アンケート結果を踏まえた「課題」と「対策・取組み」の

検討と提出の働きかけを行いました。また、権利擁護に関する啓蒙啓発を委員会発信として、ポス

ター（リーフレット）配付を行いました。 
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〇 権利擁護に関するアンケート調査を実施した事業所 

・聖風苑救護施設 

・恵楽園養護老人ホーム 

・桜の風もみの木 

・聖風ホーム 

〇 権利擁護に関する啓蒙・啓発へのポスターの配布（年２回） 

・6 月：「合理的配慮スタートできていますか？」 

「4/1 から合理的配慮の提供が義務化されています」 

上記２本から各事業所で採用したいものを事業所内掲示していただく形とした 

・1 月：「いつでもどこでも意思決定支援に向けて知っておきたいこと」 

    厚労省発出リーフレットのＱＲコードの貼り付けをし、各事業所で活用を働きかけた 

＜会議開催日＞ 

4 月 17 日      5 月 15 日    6 月 19 日   9 月 18 日    

10 月 16 日     11 月 20 日    12 月 18 日    

令和 7年 1月 15 日 2 月 19 日    3 月 19 日      全 10 回開催 

 

（６） 医務衛生委員会 

施設で働く職員をはじめ、施設を利用されるご利用者やそのご家族に向け、感染症や食中毒等の

予防や対策についての情報発信、啓発活動に取り組んでおります。 

今年度は、昨年度から継続していた「共通感染症マニュアル」の見直しが終了し、新たな啓発活動

として全事業所を対象に「感染症対策アンケート」を実施しました。アンケートの結果から医務衛

生委員会としての役割を再確認し、感染症予防への新たな意識付けとして必要な情報を発信してお

ります。情報発信は次年度も定期的に行い、法人全体での感染症対策への取り組み強化を目指して

まいります。 

また、委員会内では、毎月事業所での感染症発生状況等の報告、情報共有や意見交換の時間を設

けており、法人全体で感染症に対する意識を高められるように努めました。 

【定例会議】毎月第 3 火曜（ZOOM 会議） 

 開催日 実施内容 

第 1 回 4 月 16 日 共通感染症マニュアルの見直し(目次、配布方法等)、状況報告 

第 2 回 5 月 21 日 R6 年度活動内容、状況報告 

第 3 回 6 月 18 日 感染症対策アンケートについて(目的・実施方法・内容)、状況報告 

第 4 回 7 月 16 日 感染症対策アンケートについて(実施方法・内容)、状況報告 

第 5 回 8 月 20 日 感染症対策アンケートについて(実施方法)、状況報告 

第 6 回 9 月 17 日 感染症対策アンケートについて(集計・考察)、状況報告 

第 7 回 10 月 15 日 感染症対策アンケートについて(報告)、状況報告 

第 8 回 11 月 19 日 感染症対策啓発(フィードバック→消毒関連)、状況報告 

第 9 回 12 月 17 日 R6 年度実行計画中間評価、感染症対策啓発(消毒関連)、状況報告 

第 10 回 1 月 21 日 R7 年度実行計画、感染症対策啓発(消毒関連)、状況報告 

第 11 回 2 月 18 日 R7 年度事業計画、感染症対策啓発(消毒関連)、状況報告 

第 12 回 3 月 18 日 感染症対策啓発(消毒関連)、状況報告 
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（７） リスク・苦情解決委員会  

昨年度は、委員会報告シートを作成し委員会にて事故・ヒヤリハット・苦情の件数や特記事項を記

載していくことを試みました。報告シートを基に意見交換をすることにより、各事業所の課題と現状

を共有することができました。また、委員会当日に参加が難しい委員は報告シートの提出により、委

員としての取り組みを担いました。 

   今年度の課題としては、法人全体への普及啓発と各マニュアルの更新と考えています。リスク・苦情解決

委員会の役割は、法人内の認識の統一と委員会での気づきを法人全体で共有することと考えています。昨

年度は委員の所属する事業所の報告と困りごとの共有で留まり、法人全体への普及啓発までは至りません

でした。そのため、今年度は各事業所の現状を把握し、現場に沿った普及啓発に取り組んでいきたいと考え

ています。また、各マニュアルについても新しい情報を取り入れながら更新ができるよう努めていきたいと考

えています。 

 

尚、法人全体での苦情・事故報告件数及びヒヤリハット報告件数については下記のとおりとなって

います。 

 

苦情、ヒヤリ・事故件数報告書   

苦情件数 340 件 ヒヤリハット件数 449 件 事故報告件数 442 件 

 
（８） 危機管理委員会 

構成メンバー 

（法人総務、経理、救護施設、もみの木、聖風ホーム、恵楽園養護、社会復帰訓練所あやめ、 

たじま、はるかぜ） 

 令和 6 年度中の法人の各事業所の感染症 BCP 完成と BCP 訓練、安否確認システム導入による訓練

を目標としました。 

 BCP による訓練も、委員会のメンバーの部署の実施確認を進めていきました。委員が各部署の BCP

作成をサポートしました。どの施設も様々な対応を検討しながら進めました。結果、ほとんどの施

設で感染症の BCP の作成の完了を確認し、危機管理委員会の委員の各部署から提出された感染症

BCP のチェックを委員会で実施しました。 

 委員が外部の BCP 研修を受講し危機管理委員会でその研修内容を共有しています。感染症対策

BCP 作成の参考になりました。 

法人職員の安否確認連絡システムついては、総部部長が中心となり導入を完了。システムの業者

による説明会や送受信訓練を行っています。 

【定例会議】 毎月第 3月曜日 全て ZOOM 

＜会議開催日＞ 

 4 月 15 日  5 月 20 日   6 月 17 日   7 月 16 日   8 月 19 日  9 月 17 日 

Ｒ６年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

苦情件数 36 40 25 32 27 22 21 19 23 34 18 43 

ヒヤリ件数 32 43 38 44 43 45 50 36 21 29 34 34 

事故件数 37 43 37 31 46 46 39 32 33 31 32 35 
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 10 月 21 日  11 月 18 日    12 月 16 日    1 月 20 日    2 月 17 日     3 月 17 日 

 全 12 回委員会を開催 

 

（９） ２０周年記念検討委員会 

構成メンバー：7 名 

（法人総務、救護施設、アトリエ聖風、川崎市恵楽園、社会復帰訓練所あやめ、たじま） 

 年度当初は記念誌発行も視野に検討しておりましたが、記念事業を中心に検討を重ねてまいりま

した。記念事業は記念講演や各種表彰、記念撮影などを盛り込んだ式典形式とし、法人の研究発表

大会と同日開催で調整を進めていました。 

今後はオープニング動画や提供予定の食事内容、記念品など詳細について話し合っていく方向です。 

【定例会議】 毎月第 2金曜日 対面式及びリモート参加 

＜会議開催日＞ 

 4 月 12 日  5 月 10 日   6 月 14 日   7 月 12 日   8 月 9 日   9 月 13 日 

 10 月 11 日  11 月 8 日    12 月 13 日    1 月 14 日    2 月 14 日     3 月 13 日 

 全 12 回委員会を開催 

 

（１０） 栄養ケア特別委員会  【定例会議】月１回 

   法人内栄養士職の業務の明確化、利用者への栄養ケアの強化を目的として、令和６年度に本特別

委員会は新設された。神奈川県栄養士会役員の外部アドバイザーを迎え、給食を提供する聖風苑、

かわさき地域生活支援拠点たじま、恵楽園及び、聖風ホームを対象に検討を行った。 

   研修会や他施設の見学などのほかに、「管理栄養士及び栄養士業務に関する要綱」を整備し、給食

委員会の機能や参加者を定めた「給食委員会の手引き」、検食の意義の共通認識化などを図るため

に「検食の手引き」を作成した。更に、フードロス対策や栄養ケアに関する加算算定の検討なども

行い、令和７年度の取組につなげた。 

 
【法令による設置】 
（１１） 安全衛生委員会 
事業所における労働災害の危険防止、快適な職場環境の実現、労働条件の改善等を通じて、職員の

健康保持増進を確保するという基本方針のもと以下の項目を実施しました。 

ア 委員会開催 

開催日 参加 開催日 参加 開催日 参加 

4 月 8 日 7 名 5 月 13 日 9 名 6 月 10 日 10 名 

7 月 8 日 5 名 8 月 9 日 9 名 9 月 9 日 9 名 

10 月 11 日 9 名   11 月 11 日 9 名  12 月 3 日  9 名 

1 月 7 日 9 名    2 月 4 日 9 名   3 月 4 日 9 名 

  イ 安全衛生に関する啓蒙啓発について 

安全且つ健康的な職場環境に資することを目的に年 4 回程度を目安として、季節や時流に応

じたテーマでの啓蒙啓発活動を実施しました。 

今年度委員会にて作成または配布したリーフレットは以下のとおりです。 
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・「みんなに知ってほしい飲酒のこと」 

・「熱中症警戒アラート」 

・「感染症対策」 

ウ 職場巡視 （※職員が 50人以上の事業場である、たじまと聖風苑のみ産業医立ち合い） 

巡視実施日 巡 視 場 所 

 6 月 10 日、8 月 9

日、12 月 3 日、2

月 4 日 

かわさき地域生活支援拠点たじま（※） 

 4 月 8 日、11 月 5

日、1 月 7 日、3 月

4 日 

総務部、救護施設、聖風苑デイサービス、アトリエ聖風（※）  

10 月 10 日 桜の風もみの木 

11 月 26 日 あやめ  

11 月 26 日 恵楽園養護、恵楽園デイサービスセンター 

1 月 22 日 南部基幹相談支援センター、ことぶき 

2 月 20 日 はるかぜ、もとすみ地域相談支援センター 

その他   各事業所自主点検（2 回/年） 

エ メンタルヘルス対策    8 月～9月 ストレスチェックの実施結果 （名） 

部署 
本部 

総務部 

救護 

施設 

聖風苑

デイ 

アトリエ 

聖風 
南部基幹 

もと 

すみ 

はる 

かぜ 

受検者 10 26 15 10 5 3 7 

高スト

レス者 
0 5 1 0 1 0 0 

部署 
こと 

ぶき 

恵楽園 

養護 

恵楽園

デイ 

恵楽園 

居宅 

聖風 

ホーム 

もみ 

の木 

たじま 

生活 

受検者 9 24 9 4 6 14 44 

高スト

レス者 
1 3 1 0 0 1 7 

部署 
たじま

日中 

たじま

短期 

たじま 

家庭 
あやめ - - 合計 

受検者 5 6 3 7 - - 207 

高スト

レス者 
1 0 0 0- - - 21 

受検者数 207 名 高ストレス者数 21 名（10.1％） 

産業医による面接指導受験者 9 名 

カ 職員の健康保持 
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職員健康診断の実施、産業医の判定に基づく再検査等の受診勧奨の実施 

キ 研修会の実施 

      メンタルヘルスに係る研修として、E-learning による動画研修を実施。 

      ・ストレスと上手に付き合おう！～セルフケアの基本～ 

      ・ハラスメントの基礎知識「今、なぜハラスメントを学ぶのか？」 

       ～加害者にも、被害者にもならないために～ 

   ク 委員会内に、2 つワーキンググループ「復職プログラム・グループ」、「安全運転表彰・グル

ープ」を設置。それぞれのワーキンググループに分かれて、「復職プログラム・グループ」

は、休職から復職までの流れ及びメンタルヘルス対策全般の見直し（令和 7 年度中の施行

目標）について、「安全運転表彰・グループ」は、業務中の車両事故削減を目的とした安全

運転表彰制度（令和 7 年度施行目標）についての検討を行った。 

 

（１２） 法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」 

設置が義務化されている法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」を２回開催しました。 

令和６年度の開催内容は以下のとおりです。参加者は、所長会議に参加する全事業所の所長及

び法人本部係長以上の職員。なお、本委員会は、事業所虐待・身体拘束防止委員会と一体開催と

しています。 

【定例会議】年２回 

回 日時 主な内容 

第１回 
９月２６日（木） 

16:00～17:00 

１．事前事業所調査結果の共有 

各事業所の虐待防止研修、身体拘束防止研修の開催及び

参加状況、事業所虐待・拘束防止委員会開催状況 

２．法人「虐待防止及び身体拘束禁止・対応指針」の改定検討 

 ①事業所身体拘束対応手順の明確化、②「担当者」への名称

と役割の変更、③懲戒審査会を明記 

３．意見交換 

  各事業所の取組みに関する情報交換 

第２回 
３月２７日（木） 

16:00～17:00 

１．事前事業所調査結果の共有   

   各事業所の虐待防止研修、身体拘束防止研修開催及び参

加状況、「虐待防止チェックリスト」の活用状況 

２．「桜の風虐待防止特別委員会について」 

          桜の風もみの木 所長 石渡 学 

３．意見交換 

  桜の風の報告を受けて質疑や意見交換 
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Ⅱ 各事業所の実施報告 

１．ノーマ・ヴィラージュ聖風苑  

  ノーマ・ヴィラージュ聖風苑は、生活保護法による救護施設を中心に介護保保険法に基づく聖風苑デイサ

ービスセンター（通所介護）・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づくアトリ

エ聖風（生活介護）の 3 事業所と法人総務部の運営を行っています。 

   ３つの事業所が異なる法律のもと、特性を活かしながら人材交流や利用者支援の連携を行い、一体的な多

機能支援施設として地域のニーズに応えられるように取り組んで参りました。 

 

（１）聖風苑全体活動報告 

ア 聖風苑内委員会 

（ア） 聖風苑運営代表者会議 

聖風苑内の全事業所が一体的に多機能施設として機能するために、聖風苑各所属長等を構

成員とした「代表者会議」を設置し、必要な事項を協議してきました。 

＜主な内容＞ 

・合同勉強会を企画し、救命救急」(日本赤十字)7 月 9 日、7 月 17 日に 2 回参加者 60 名弱、

6 月 21 日研修企画を３事業 Ns 合同で行う。7 月感染症（感染 BCP）。「虐待防止」研修 8 月

に 1 回、「身体拘束」を 1月に 2回実施しました。 

・5 月 12 日ｷｭｰﾋﾞｸﾙ工事、11 月アトリエ聖風入浴室工事、BCP 倉庫設置について 

 BCP 11/27 机上訓練実施、災害（洪水）避難訓練 

・アトリエ聖風のｻｰﾋﾞｽﾆｰｽﾞとｽﾍﾟｰｽについて、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽの事業展開について 

・運営会議のあり方について 

＜会議開催日＞ 基本 3ヵ月に 1回 

5 月 9 日、8 月 16 日、12 月 10 日、3 月 17 日 

   （イ） 聖風苑運営担当者会議 

    聖風苑内事業所職員間の連携・協働について、聖風苑内の各事業利用者間の交流につい

ての具体策の検討し、また、その運営調整をするための「担当者会議」を設置し、協議し

てきました。 

＜会議開催日＞ 基本１ヵ月に 1回 

4 月 24 日、5 月 22 日、6 月 26 日、7 月 24 日、8 月 28 日、9 月 25 日、10 月 23 日、 

11 月 27 日、12 月 25 日、2月 26 日、 

＜主な内容＞ 

・ 「聖風苑内他部署見学研修」を 12月、1 月、2 月、3 月で実施しました。 

・自己紹介冊子 

        全事業所からデータが揃い完成し、各事業所に 1 冊保管することとしました。 

   今後は新年度（12月）で更新し、各部署に 1 冊ずつ配布しました。 

・童謡唱歌を月に１回３部門利用者が参加できるよう実施しました。救護「書道」「テーブル

ゲーム」「映画鑑賞」「脳活ゲーム」、アトリエ聖風「エコたわし」など活動班サークル活動
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として参加できるようにしました。その他、デイサービス敬老会の大道芸、救護の餅つき

など参加できる行事も行っています。 

・救護施設の聖風苑まつりに地域住民、ボランティア参加を再開しました。今後は正式に実

行委員会を立ち上げ、３部門で準備をすすめるしくみを立ち上げ 11月実行しました。 

  ・地域交流 7月 31 日保育園発表会、8月 20 日市立川崎高校吹奏楽、3/19 保育園交流 

  ・BCP 関連 

7 月 BCP 関連倉庫について必要性を提案⇒大会議、 

 

（ウ） 防災委員会  

      消防計画書に基づき、防災管理の適切な運営を図るために設置して、年間計画のもと避難

訓練を実施。水防訓練について今年は聖風苑全体での訓練を実施。局地的な大雨による 

     災害を想定し、各部署間での動きや情報共有の部分を確認。ご利用者にも実際に避難をして

頂き、終了時に水害に対して日頃から意識をして頂くよう講評を行なっている。 

    （Ａ）避難訓練を含めた総合訓練      聖風苑全体を対象 

      令和 7年 1月 21 日実施 

    （Ｂ）夜間想定避難訓練を含めた総合訓練  救護施設を対象 

   6 月 28 日実施 

   （Ｃ）水防訓練 

      令和 7年 2月 19 日実施 

   （Ｄ）防災委員会開催日 

       4 月 18 日、5 月 23 日、6月 25 日、7 月 16 日、8月 13 日 

9 月 17 日、10 月 22 日、11 月 12 日、12 月 26 日、1 月 21 日 

2 月 13 日、3月 11 日 

 

（エ） ボランティア委員会 

聖風苑に係るボランティア活動の募集、受け入れ対応、行事企画運営等、ボランテイア

活動の連絡調整及び対応を行う委員会です。 

      活動内容はつぎのとおりです。 

（Ａ） 募集活動 

・(公財)かわさき市民活動センター  

・ボランティア募集雑誌「ボラ・ナビ」調査票回答 

（Ｂ） 行事企画    
・聖美保育園園児との交流会 

      7 月 31 日（水）13 時 45 分～14 時 20 分  3 月 18 日（火）13 時 30 分～14 時 10 分 
      救護施設、デイサービス、アトリエ聖風の 3 事業所合同で交流会を開催しました。 
      元気いっぱいのお歌や楽器演奏、盆踊りを披露していただきました。最後はご利用者と

一緒に歌や手遊びなどをし、笑顔が溢れる交流会でした。終始感動し涙を流すご利用者も

いらっしゃいました。 
    ・市立川崎高等学校吹奏楽部演奏会 
     8 月 20 日（火）10 時 20 分～11 時 
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      救護施設、デイサービス、アトリエ聖風の 3 事業所合同で演奏会を開催しました。 
      20 名の吹奏楽部員の迫力のある生演奏に感動したご利用者が多くいらっしゃいました。 

 
（Ｃ） その他活動 

例年、救護施設では・理容・美容・童謡唱歌で 3 名の方々に参加頂いています。 
各ボランティア月 1 回の開催となっており、ご利用者の方々は心待ちにして 
います。 
<会議開催日> 4 月 8 日 4 月 20 日 7 月 10 日 7 月 31 日 2 月 25 日 3 月 25 日 
 

（オ） 給食委員会 

円滑な給食業務の遂行及び充実した食事の提供を図ることを目的とし、救護施設、デイサ

ービス、アトリエ聖風の 3 事業所と給食委託業者で行う委員会です。ご利用者に提供する食

事に関すること、各事業所と給食委託業者との意見交換、行事食に関すること、給食提供に

対する共通ルールや感染症対策の確認などを話し合いました。 

＜会議開催日＞ 第 2 木曜開催 

4 月 11 日   5 月 9 日   6 月 13 日  7 月 11 日  8 月 8 日  9 月(報告書回覧) 

10 月 10 日  11 月 14 日  12 月 12 日  1 月 9 日   2 月 13 日   3 月 13 日 

 

（カ） 設備維持管理 
各設備維持管理のため点検を定期的に実施し、修繕が必要なものには交換、修理をいたし

ました。 （今年度実施した修繕内容） 
4 月 1F 事務室電気給湯器部品交換工事 
5 月 3 階女子トイレ照明交換工事 
6 月 １F 浴室換気扇排気不良調査 
   2F 小便器自動洗浄センサーユニット交換 

 誘導灯交換工事 
8 月 厨房フィルター吸気口フィルター交換 
   各階排水口等の高圧洗浄 
   中央監視盤自動制御用パソコン交換 
9 月 4F 男子トイレ水栓部品交換 
10 月 受水槽・高架水槽清掃作業の実施 
   冷却塔部品交換工事 
   冷温水発生器部品交換 

      
イ 給食 

（ア） 基本的な考え方 

食事は生命を維持し健康を保持･増進するだけでなく、ご利用者にとり生活の中で大きな楽しみ

です。 

安全で皆さまに満足していただける給食サービスの提供を目標に努めました。 

（イ） 栄養価報告 
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栄 養 素 単位 

救護施設 
デイサービス 

センター 
アトリエ聖風 

所要量 
給与量 

（平均） 

給与量 

（平均） 

給与量 

（平均） 

熱 量 ｋｃａｌ 1750 1790 628 644 

た ん ぱ く 質 ｇ 61.3 64.9 22.0 22.8 

脂 質 ｇ 44.7 48.3 19.2 18.5 

カ ル シ ウ ム ｍｇ 677 529 103 104 

 鉄   ｍｇ 7.1 6.5 2.2 2.3 

ビ タ ミ ン Ａ μｇ 785 426 156 157 

ビタミンＢ1 ｍｇ 1.17 0.94 0.31 0.34 

ビタミンＢ2 ｍｇ 1.33 0.87 0.25 0.26 

ビ タ ミ ン Ｃ ｍｇ 100 74 33 31 

（ウ） 平均食材費及び食数 

 救護施設 (日) デイサービスセンター(日) アトリエ聖風(日) 

平均食材費(税込) ９６８円 ３８５円 ３５１円 

平均実食数 ７１食 １９食 １４食 

（エ） 給食パターン 

       嗜好調査にもとづき、つぎのとおりに実施しました。 

      （救護施設） 

週 1 回 朝納豆、麺食 

週 1 回 パン食（平日昼食時提供） 

月 1 回 選択食、イベント食 

毎月１日 赤飯 

      （デイサービスセンター） 

月１回 イベント食 

       毎月１日 赤飯 

      （アトリエ聖風）     

月１回 イベント食 

月 1 回 パン食 

       毎月１日 赤飯 

（オ） 行事食及び調査等 

月 行 事 名 献 立 名 備 考 

４ イベント食 
桜えびご飯、具沢山豚汁、春野菜の天ぷら、 

菜の花と卵のマヨマスタード和え、桜葛まんじゅう 
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５ こどもの日 

こいのぼりオムライス、ひよこ豆とベーコンのスー

プ、ブロッコリーとれんこんのみそマヨ和え、キャ

ラメルパンケーキ 

 

６ イベント食 
ご飯、赤だし、豚肉となすのみぞれ煮、 

人参のたらこマヨサラダ、あじさいゼリー 
 

７ 

七夕 
七夕ちらし、すまし汁、揚げ豚のネギだれ、 

七夕ゼリー 
 

土用の丑の日 

（選択食） 
A）鰻丼 B）エビ天丼  

８ 

イベント食 

ピザトースト風卵サンド、ピザ風ハンバーグ(デイサ

ービス・アトリエ聖風)、スープ、牛乳、 

小エビのカクテルサラダ、2 層のサイダーゼリー 

 

デイサービス 

夏祭りイベント 

とうもろこしとおかかのバター醤油おにぎり、 

野菜たっぷりけんちん汁、ミニお好み焼き、 

焼きそば、枝豆、ミニフランクフルト、 

ごま油香る夏野菜サラダ、すいかゼリー 

2 日間 

９ 

敬老の日 
栗入り赤飯、かきたま汁、太刀魚の梅煮、 

きのこのみそバター炒め、芋ようかん 
 

お月見 
ポークチャップ丼(目玉焼きのせ)、スープ、 

具沢山スパゲティサラダ、オレンジ 

救護施設 

（夕食） 

デイサービス 

敬老週間 

イベント食 

9/16：敬老の日同様、9/17・9/18：松花堂弁当・(午

後)お楽しみクレープ作り、9/19：銀杏と鮭の炊き込

みご飯・鶏竜田と秋野菜の黒酢あん、9/20：三色丼・

秋野菜の吹寄せ煮 

デイサービス 

9/16～9/20 

（5 日間） 

アトリエ聖風 

夏祭りイベント 

お好み焼き、焼きそば、たこやき、野菜たっぷり豚

汁、フランクフルト、枝豆、ごま油香る夏野菜サラ

ダ、すいかゼリー  

＜午後＞バニラアイス 

1 日間 

１０ ハロウィン 
ハロウィンキーマカレー、ハロウィンケーキ、 

紫キャベツのハニービネガーサラダ、牛乳 
 

１１ イベント食 
海鮮丼、赤だし、白菜の和風旨煮、スイートポテト、 

今川焼(デイサービス・アトリエ聖風) 
 

１２ 

救護施設 

お食事会 

にぎり寿司盛り合わせ、いわしのつみれ汁、 

冬野菜とピーマン肉詰めの天ぷら、 

ホタテあんかけ茶わん蒸し、抹茶デザート 

救護施設 

12/13 

冬至 
銀杏ごはん、すまし汁、鱒の柚庵焼き、 

かぼちゃの煮物、みかん 
 

クリスマス 

サフランライス、具沢山ネストローネ、フライドチ

キン、ブロッコリーとえびのサラダ、チョコレート

ババロア 

 

24



年越し 年越しそば、もやしとにらのおひたし、黄桃缶 
救護施設 

12/31 

１ 

正月 

（お正月料理） 

祝肴、赤飯、すき焼き風、干支饅頭、紅白なます、

かにかまちらし寿司、二色松風焼き、 

カキフライ、鯖の塩麹焼き、海老の若葉蒸し 他 

救護施設 

1/1～1/3 

七草 七草粥 
救護施設 

（朝食） 

イベント食  
サーモンとマグロのポキ丼、具沢山けんちん汁、 

白菜と豚肉のポン酢和え、みかん牛乳寒天 
 

鏡開き 

（救護施設) 
おしるこ  

２ 

節分 
ご飯、みそけんちん汁、いわしつみれと白菜の煮物、

大豆甘辛揚げ、やわらかきなこ風味プリン 

嗜好調査実施 

(3 事業所) 

イベント食 
ご飯、かきたま汁、かつおのたたき、 

里芋のそぼろあんかけ、ミニたい焼き 
 

バレンタイン 

デミグラスオムライス、じゃがいもとベーコンのト

マトソース、カリフラワーの桃色サラダ、ガトーシ

ョコラいちごソースがけ、いちごババロア(デイサー

ビス・アトリエ聖風) 

 

３ 

ひなまつり 
花咲ちらし、すまし汁、えびと春野菜の炊き合わせ、

三色ババロア 
 

アトリエ聖風 

選択食イベント 

ごはん、ピザトースト、汁なし肉みそうどん、スー

プ、エビチリ、豚の角煮、サバ竜田揚げ、スイート

ポテトサラダ、ほうれん草とささみの梅ソース和え、

サワーチェリーケーキ、青りんごのしゅわしゅわク

ラッシュゼリー 

アトリエ聖風 

3/14 

 

（カ） 個別対応 

       一般食を基本としていますが、アレルギーなどの疾病や体調、食べられない･ 

食べにくい方の為に、自助食器の購入やミキサー食対応などの個別対応をしました。 

a  食種類 

主 食 

種   類 備    考 

ご は ん 大盛あり 

軟 飯 大盛あり 

全 粥 大盛あり 

重 湯  

ミ キ サ ー 粥  

パ ン パン食提供時のみ、パンキザミ・パン粥対応あり 

お に ぎ り 手のご不自由な方 

    常 菜 普通食 

25



 

副 食 

一 口 大 3 ㎝以下、スプーンですくえる大きさ 

キ ザ ミ 1 ㎝程度、スプーンですくえる大きさ 

極 キ ザ ミ みじん切りまたは一部ミキサー 

ミ キ サ ー 食品をミキサーにかけ、裏ごししトロミをつける 

ト ロ ミ 嚥下障害の方対象、食品にとろみをつける 

b 治療食 

    主治医の診断のもと、所属看護師の指示を受け、制限食の対応を行いました。 

種  類 内   容 対 象 疾 病 

エ ネ ル ギ ー 主食･副食の分量減、食材や調理方法の変更 糖尿病、脂質異常症等 

塩   分 漬物･汁物の分量減、調味料の変更 高血圧等 

カ リ ウ ム 生果物等、高カリウム食品除去 腎疾患等 

 

c 禁食の種類と対応 

種  類 対象食材内容 代 替 食 材 

魚  禁 魚全般 肉・卵・豆腐料理 

サ バ 禁 サバ サバ以外の魚・肉･卵･豆腐料理 

う な ぎ 禁 うなぎ 鰻以外の魚・肉・卵・豆腐料理 

肉  禁 肉全般 魚･卵・豆腐料理 

牛 乳 禁 牛乳 カルシウム強化ジュース 

納 豆 禁 納豆 類似栄養価食品 

パ ン 禁 パン 米飯食 

麺  禁 麺 米飯食 

も ち 禁 餅・餅製品 餅類似食品 

油 禁 揚げ物全般とﾏﾖﾈｰｽﾞ類 
煮る、蒸す、茹でるなど調理方法の変更とノンオイ

ル食品への変更 

里 芋 長 芋 山 芋 禁 里芋 長芋 山芋 類似栄養価食品 

※その他細かな申し入れは、個別の相談を受け可能なものを類似栄養価食品で対応いたしました。 
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d 食事時間（配膳下膳時間） 

食事 

区分 
施設区分 配膳時間 

食事開始 

時間 

下膳時間 

(厨房） 

下膳時間 

（苑職員） 

朝食 救護施設 ７：１０ ７：２０ ７：５０ ― 

昼食 

デイサービス １１：４５ １２：００ ― １３：３０迄 

アトリエ聖風 １１：４０ １２：００ ― １３：３０迄 

救護施設 １１：５０ １２：００ １２：３０ １３：３０迄 

（早昼食） １１：３０ ― ― ― 

デイサービス １４：４０ １５：００ ― １５：３０迄 

夕食 救護施設 １７：００ １７：１０ １７：４０ ― 

※配膳時間は職員が厨房から配膳車を出す時間、または電話連絡をする時間とする。 

救護施設の下膳は厨房職員が下膳をする時間とする。 

（キ） 食品衛生管理 

       行政指導の大量調理施設衛生管理マニュアルに従い、実施しました。 

     a 保存食…食材料及び出来上がり食品を各 50g 以上２週間以上冷凍保存 

       b 厨房内害虫駆除…月 1回実施。 

      c 調理従事者の健康管理…検便月１回(6～9月は月 2回) 

                   ノロウイルス検査（11月・1月） 

健康診断年１回実施 

      d 食材の検収…納品時間の記録、納品時温度測定および記録、適切な保管 

      e 調理時管理…中心温度の測定および記録、調理途中の適切な温度管理 

 

（ク） 非常食 

災害時の対応として、非常食を５階倉庫と地下厨房食品庫に備蓄しております。 

内容は、様々な災害状況を想定して一人用缶詰や調理不要のものなどです。 

 

非 常 食 献 立 表 

  朝食 昼食 夕食 

1 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

とりそぼろ缶 ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレー 牛肉大和煮缶 

2 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

五目大豆煮（まごみ） 鶏肉うま煮缶 きんぴらごぼう（まごみ） 

3 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

牛肉すきやき缶 切干大根缶 筑前煮缶 
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4 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

とりそぼろ缶 ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレー 牛肉大和煮缶 

5 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

五目大豆煮（まごみ） 鶏肉うま煮缶 きんぴらごぼう（まごみ） 

6 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

牛肉すきやき缶 切干大根缶 筑前煮缶 

7 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

とりそぼろ缶 ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレー 牛肉大和煮缶 

その他 ミネラルウォーター・アルファー米粥 
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１－２ 救護施設 

 

㉂ 令和６年４月１日 ～ ㉃ 令和７年３月３１日 

種 別    救護施設  

開 所 年 月 日  １９９２年４月１日 

定 員  ８０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町３－１－８ 

          TEL044-287-2235   FAX044-280-6680 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

          土地 1615.80 ㎡  建物 3460.81 ㎡ 

床  面  積 地下 637.02 ㎡  １階 658.48 ㎡  ２階 623.14 ㎡    

３階 525.91 ㎡   ４階 507.97 ㎡  ５階 508.29 ㎡ 

責 任 者  中 石 浩 二   

事 業 所 番 号  川崎市指令民指第１１２号   

 

職員配置計画                     令和７年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

苑長（施設長） 

所長 

事務員 

栄養士 

生活指導員 

地域移行支援員 

精神保健福祉士 

介護職員 

看護師 

介助員 

清掃員 

警備員 

1 

0 

2 

1 

2 

1 

1 

14 

2 

1 

0 

0 

1 

苑長兼務 

4 

1 

3 

1 

1 

14 

2 

0.8 

0.1 

2 

1 

0 

4 

1 

3 

1 

1 

12 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

4 

 25 29.9 25 2 6 
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（１）ご利用者の状況報告 

令和４年度に２回、令和５年度に１回、新型コロナウイルスの感染者拡大によるクラスター発生の経

過があり、その後の新型コロナウイルスの感染症法上２類から５類へと移行されて以降も定期的な換気

や消毒、手洗い・手指消毒の励行と、休日などの一部外出制限の協力呼び掛けにより今年度は感染者を

発生させる事なく経過出来ております。一方で 11 月にインフルエンザ罹患者が発生し、最終的な罹患

者数が２７名を数えるクラスターとなりました。 

救護施設は開設から３２年を迎えましたが、現在、入所者の平均在所期間は男性 6年 10 か月、女性

8 年 7か月、男女平均で 7 年 5か月となっています。平均年齢は男性 62歳 2 か月、女性 60歳 8か月

で、男女平均 61 歳 8 か月です。65歳以上の方は 77 名の在籍者中、29名と 37.6％を占めています。 

令和 6年度、精神科・内科・外科等入院された方は延べ２７名でした。令和５年度比較マイナス１７

名となっています。精神的不調により精神科に入院された方は延べ 8 名、その内の 5 名のご利用者が、

1 年間に複数回の繰り返し入院となり、1 人については５回の入院となっております。また、定期的な

休息入院が必要との主治医判断による入院（３回）の方が１人となっています。内科的疾患の疑いで入

院された方は、検査入院(1 名)、疾病としての入院は、悪性腫瘍の抗がん剤治療の為の入院１名(計７

回)、その他、肺炎、心筋梗塞、低ナトリウム血症、インフルエンザ罹患などでの入院となっています。

インフルエンザ肺炎罹患により 3 名入院となっています。外科的入院は、転倒骨折(２名)、膝及び股関

節手術(各１名)、脱臼による入院の 5 名となっております。 

退所された方は計 11 名です。退所理由の内訳は、入院による退所５名、グループホームへの地域移行

1 名、高齢者施設等への移管 3名、入院先での死亡１名、事故による死亡が１名ありました。  

 

（２） 事業計画をふまえた報告 

全国救護施設協議会が掲げる「救護施設が取り組む生活困窮者支援の行動指針」を基にした項目のほか

令和６年度も以下を重点項目として定め取り組んできました。 

① 地域移行支援として、居宅生活訓練事業（川崎市認可事業）に引き続き取り組み、令和６年度も施

設内訓練後、法人借上げの民間借家へ訓練の場を移し、実体験的な生活訓練に前年度から継続中の

方を含め計３名の方が取り組みました。施設外訓練アパートでの訓練に２名が取り組みました。そ

の内の１名は移行を見据えた準備金（預貯金）の不足と整理整頓の課題が解消出来ず、当初予定の

訓練期間を延長して引き続き取り組んでいます。もう１名の方は訓練アパートでの訓練を継続され

ています。施設内居宅生活訓練室での生活訓練に 1 名の方が取り組まれましたが、訓練アパートへ

訓練の場を移す段階になり取り止めたいとの本人申し出を受け中止となりました。 

② 苑内ご利用者の日中活動の場としての位置づけと、居宅生活訓練の対象者に対しての居場所づくり

として自主製品作成などの模索をしましたが活動提供までには至りませんでした。 

尚、居宅生活訓練取り組み者に対しては施設外の日中活動先（通所）に繋げる支援を行いました。 

③ 施設も地域の一構成員であることから近隣地域町内会（住民）と連携を図り、施設機能を活かした

交流の場として位置付けている「聖風苑まつり」を、新型コロナウイルスの感染対策を行いながら

昨年度に引続き地域の皆様もお招きし模開催いたしました。また、近隣地域町内会で開催された「納

涼盆踊り大会」や「運動会」にも参加し、地域の方との交流を図りました。 

④ 生活保護施設である救護施設の取り組みを発信するべく昨年度、所管する川崎市内 9 福祉事務所と

の意見交換会を開催し、その際にいただいた福祉事務所の新人職員を対象とした施設説明会の開催

の要望を受け、施設説明会を開催しました。当日は７福祉事務所、合計２１名のケースワーカーに
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参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)　ご利用者状況　

ア　実施機関別内訳

実 施 機 関 男 女 計 実 施 機 関 男 女 計

川崎市川崎福祉事務所 8 3 11 横浜市神奈川福祉保健センター 0 0 0

　　　　（旧）大師 3 0 3 　　　　旭 0 1 1

　　　　（旧）田島 6 1 7 　　　　磯子 1 0 1

　　　　　幸 9 2 11 　　　　金沢 1 1 2

　　　　中原 4 2 6 　　　　中 1 0 1

　　　　多摩 10 3 13 　　　　南 0 1 1

　　　　高津 2 4 6 　　　　港北 1 0 1

　　　　宮前 5 4 9 横 浜 市 計 4 3 7

　　　　麻生 1 1 2

川 崎 市 計 48 20 68 横 須 賀 市 0 1 1

茅　ヶ　崎　市 1 0 1

総 合 計 53 24 77

令和7年３月３１日現在
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イ　入退所状況

新 規 入 所 者

在宅から 計 理　由 計

生 活 保
護 施 設

そ の 他
施 設

精 神 科
病 院

一 般
病 院

４月 77 1 1 1 3 0

５月 80 0 長期入院 1

６月 79 1 1 長期入院 1

７月 79  0 移管 1

８月 78 1 1 2 移管 1

９月 79 1 1 0

10月 80 0 長期入院 1

11月 79 　 0 長期入院 1

12月 78 1 1 死亡 1

１月 78 1 1
移管
死亡

2

２月 78 1 1
長期入院
移管

2

３月 76 1 1 0

計 0 1 2 8 0 11 11

退 所 者

前 月
末

入 所
者 数

他 施 設 か ら 病 院 か ら
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　ウ　年齢別内訳

20 ～ 29
歳

30 ～ 39
歳

40 ～ 49
歳

50 ～ 59
歳

60 ～ 64
歳

65 ～ 69
歳

70 歳 以
上

計
平 均
年 齢

男 1 2 3 18 9 8 12 53 62.2

女 0 0 3 8 4 5 4 24 60.8

計 1 2 6 26 13 13 16 77 61.8

　エ　身体障害者手帳所持者 　カ　療育手帳所持者

男 女 計  男 女 計

１ 級 3 0 3 Ａ2 2 0 2

２ 級 0 1 1 Ｂ1 2 1 3

３ 級 1 0 1 B2 0 2 2

４ 級 0 0 0 4 3 7

５ 級 0 0 0
　キ　年金受給状況

６ 級 2 0 2 種 別 男 女 計

計 6 1 7
障害基礎
年 金

10 8 18

　オ　精神障害者手帳所持者

障害基礎
厚生年金

0 0 0

男 女 計
老齢基礎
年 金

2 3 5

１ 級 6 5 11
老齢基礎
厚生年金

12 5 17

２ 級 34 14 48
企業年金
(厚生基礎年金

含 ）

4 5 9

３ 級 4 2 6
共済 年

金
1 0 1

計 44 21 65
遺族 厚

生
年 金

0 1 1

計 29 22 51
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ク　障害別内訳

障 害 名 男 女 小 計 計 割 合

脳血管障害
に よ る も の 1 0 1

そ の 他 0 0 0

1 0 1

0 0 0

27 18 45

0 0 0

1 0 1

5 0 5 　

2 0 2

1 0 1 79.2%

2 0 2

2 0 2

1 0 1

1 0 1

0 1 1

知 的
障 害

5 5 10 10 13.0%

4 0 4 4 5.2%

53 24 77
　

＊　この表は一人について保護理由となる主たる障害一つのみを数えている。

精 神 発 達 遅 滞

合 計

2 2.6%
内 部 障 害

視 覚 障 害

統 合 失 調 症

妄 想 型 統 合 失 調 症

う つ 病

高 次 脳 機 能 障 害

身 体 障 害

精 神
障 害

肢体不自由

心 因 症

パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害

不 安 障 害

薬 物 性 精 神 障 害

ア ル コ ー ル 依 存 症

そ の 他

61

て ん か ん

器 質 性 精 神 障 害
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ケ　面会状況 単位：人

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

計

親 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

兄 弟
姉 妹

3 6 2 2 2 4 2 2 5 2 2 2 34

親 戚 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

配 偶
者

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

子 0 2 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 6

知 人
友 人

4 3 1 2 3 3 4 3 3 7 6 6 45

その他
(後見
人等)

15 16 13 17 12 19 18 7 10 14 11 11 163

計 22 28 18 21 17 27 24 12 18 24 19 20 250

コ　入退院状況

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

計

入 院
者

3 2 1 4 6 3 4 2 1 3 1 3 33

退 院
者

0 3 4 2 4 6 6 2 2 2 2 1 34
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サ　一般疾患入院病名別内訳 シ　精神疾患入院別内訳

病 名 男 女 計 病 名 男 女 計

検 査 入 院 0 1 1 統 合 失 調 症 3 4 7

肺 炎 1 1 2 統合失調症(休息) 0 1 1

肺癌（抗がん剤治療） 1 0 1 0 0 0

左大腿骨転子部骨折 1 1 2 0 0 0

膝 関 節 手 術 0 1 1 0 0 0

股 関 節 手 術 0 1 1 計 3 5 8

低 ナ ト リ ウ ム 血 症 1 1 2

尿 路 感 染 症 1 0 1
ス　服薬管理状況

心 筋 梗 塞 1 0 1 男 女 計

横 紋 筋 融 解 症 1 0 1 施 設 管 理 43 19 62

栄 養 不 良 1 0 1 一 部 施 設 管 理 5 3 8

イ ン フ ル エ ン ザ 3 0 3 自 己 管 理 5 1 6

脱 臼 1 0 1 服 薬 な し 0 1 1

カ テ ー テ ル 手 術 0 1 1

計 12 7 19 計 53 24 77
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セ　介助状況

（ア）　食事 （イ）　起座
自立 一部 全部 自立 一部 全部

75 2 0 76 0 1

（ウ）　立ち上がり （エ）　排泄
自立 一部 全部 自立 一部 全部

75 1 1 68 8 1

（オ）　着脱衣 （カ）　洗濯

自立 一部 全部 自立 一部 全部
70 5 2 52 11 14

（キ）　入浴 （ク）　歩行

自立 一部 全部 自立 一部 全部
21 53 3 70 5 2

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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② 行  事 

ア ＜菖蒲湯＞         ５月１日・２日   参加者 入院者を除く全員  

    端午の節句の季節行事として、のんびりと菖蒲湯を楽しんでいただきました。 

 

イ ＜身体体力測定＞      ５月２９日     参加者 ６９名  

    測定種目を楽しんで頂きながら、ご利用者ご自身で現状の身体・体力を知っていただくことが

できました。 

 

ウ ＜夏季・冬季衣類訪問販売＞ ７月１０日・7 月２４日 参加者 両日併せて ６９名 

                 １２月９日        参加者        ３８名 

※冬季はインフルエンザクラスター発生の為、１回のみの実施でした。 

    たくさん買い物をすることができ、大変満足しましたとの声をいただきました。 

 

エ ＜日帰りグループ旅行＞   ７月１７日 参加者 ８名 

    例年２月に実施していましたが、今年度は７月に実施。 

    公共交通機関を利用し、明治座に行き、観劇を楽しんでいただきました。 

 

オ ＜町内納涼盆踊り大会＞    ７月２６日 参加者 ２２名 

地域の行事に参加し、盆踊り大会の雰囲気を楽しんでいただきました。 

 

 カ ＜団体一泊旅行＞      前半９月１１日～９月１２日 

後半９月１８日～９月１９日  参加者合計 ３０名 

    福祉バスを利用して団体１泊旅行を実施。 

    伊豆稲取方面に旅行へ行き、ご利用者も宿泊行事を楽しまれていました。 

 

キ ＜町内運動会参加＞    令和６年 １０月２０日  参加者２０名 

地域の皆様と運動会を楽しまれていました。 

 

ク ＜聖風苑まつり＞      １１月９日   参加者 入院者を除く全員  

     地域の方もお招きし、コロナ禍前と同様規模に戻して施設まつり行事を行いました。 

 

ケ ＜年忘れ演芸会＞      １２月１３日    参加者 ７２名 

今年度はインフルエンザ陽性者が多数発生した為、例年通りのかたちではなく、 

ビンゴ大会、カラオケは実施せず、食事会のみ行なっています。 

ご利用者の希望が多かった握りずしと天ぷらを提供、美味しく食されていました。 

 

 

コ ＜ゆず湯＞        １２月１９日・２０日   参加者 入院者を除く全員  

浴槽にゆずを浮かべ、冬至の季節感を味わっていただきました。 
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  サ ＜餅つき大会＞       １２月２７日     参加者 ２８名 

     年末行事としてご利用者に餅つきを楽しんで頂きました。 

     令和７年１月１５日に鏡開きとしてお汁粉行事を行なっています。 

 

シ ＜川崎大師散策＞    令和７年 １月１４日、１６日、１７日 参加者計１０名 

川崎大師に行き、お参りと買い物に出掛けています。 

 

ス ＜団体日帰り旅行＞   令和７年 ２月１８日  参加者１０名 

    例年５月に実施していましたが、今回は令和７年２月に実施。 

    スモールワールズ東京・ガスの科学館にバスで出かけ、 

みなさま見学を楽しまれていました。 

 

  セ  ＜お花見＞       令和７年３月２５日   参加者 計５名 

     感染予防対策の観点と天候に左右される点から、普段の散歩 

活動の延長として近隣公園に季節感をあじわいに出掛けました。 

 

  

③ 居宅生活訓練事業 

 令和４年４月から川崎市の認可を受け事業実施し、３年目を迎えました。 

施設に入所（在籍）継続しながら地域生活移行を目指すご利用者の方々が、円滑に地域生活へ移行で

きるように、まず施設内居宅生活訓練室において居宅生活に向けた生活訓練をご利用者のペースに合わ

せて行っています。その後、施設で借上げた訓練用住居（アパート）に訓練の場を移し、より地域生活

に近い環境のもと、段階的な実体験を積み上げながら地域生活に向けての準備(訓練)を整えました。ご

利用者の不安を少しでも軽減しながら安心して地域生活を送れるように関係機関とも連携しながらサ

ポートをしました。 

 

 

 

④ 施設外就労・通所 

ア 事業所 A：女性 1 名 

一般就労の障がい者枠として、保育園の清掃や洗濯の仕事を行っています。 

訓練期間（施設内） 訓練期間（借家） 地域移行 備考
A（男性） R4.4.28〜R4.8.30 R4.8.30〜R5.7.24 達成 民間借家 移行
B（女性） R4.8.30〜R5.5.9 未達成 本人から休止の申し出
C（女性） R5.5.31〜R5.10.10 R5.10.10〜R6.3.15 未達成 金銭管理困難
D（女性） R5.5.31〜R5.12.8 R5.12.8〜 訓練中 R7.4〜福祉に地域移行依頼
E（男性） R6.3.25〜R6.7.10 未達成 本人から休止の申し出
Ｆ (男性) R6.8.1〜R7.1.16 R7.1.16〜 訓練中
※Ｃ様、D様の施設内での訓練は、施設内に訓練室を2部屋用意して実施しました。
※Ｄ様、金銭管理と整理整頓の課題がクリア出来ず、訓練を延長しています。
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イ 事業所 D：男性１名 

地域活動支援センターで廃油を原料とした石鹸の製造、廃油の回収作業を行っています。 

ウ 事業所 C：男性 2 名 女性 1 名 

地域活動支援センターでボールペン組み立てや、箱折りなどの軽作業を行っています。 

エ 事業所 D：女性 3 名 

就労継続支援 B型事業所で喫茶補助や軽作業に取り組んでいます。 

オ 事業所 E：女性 1 名 

  地域活動支援センターでボールペンの組み立てや黒板消しの作成などの軽作業を行っています。 

 

 就労・通所参加状況（人数）及び収入状況（円） 

月 男 女 計 総金額 平均支給額 

４ 12 27 39 44,400 8,880（5 人） 

５ 20 54 74 57,549 9,591（6 人） 

６ 21 55 76 61,510 10,251（6 人） 

７ 20 48 68 55,174 7,882（7 人） 

８ 16 71 87 58,815 8,402（7 人） 

９ 12 65 77 50,323 7,189（7 人） 

10 14 72 86 54,330 6,791（8 人） 

11 21 89 110 82,334 10,291（8 人） 

12 10 69 79 46,356 5,794（8 人） 

１ 16 63 79 64,979 9,282（7 人） 

２ 19 60 79 64,139 8,017（8 人） 

３ 16 50 66 62,665  8,952（7 人） 

計 197 723 920 702,574  

  ※各所管福祉事務所への収入申告を行っています。 

 

⑤  外出活動   公共交通機関を利用するため、新型コロナウイルス感染防止の観点から 

中止としました。 

         

⑥  散  歩   外気温の高い夏期と低い冬期、及びインフルエンザの集団感染発生中 

を除き外気浴と運動を兼ね、近隣公園まで出掛けました。 

雨天時の室内レクリエーションは密になる為、新型コロナウイルスの感染 

予防から引き続き中止としました。 

      （散歩）              （雨天時・レク）                                                

月 回数 人数   月 回数 人数 

４ 5 19   ４ ― ― 

５ 6 21  ５ ― ― 

６ 3 6  ６ ― ― 

７ ― ―  ７ ― ― 
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⑦  クラブ、サークル活動 

 日常生活を豊かにするために、以下のクラブ、サークル活動を実施しました。 

前年度まで個別に行っていたリラクゼーション・創作・足湯・書道などの各サークルを今年度から

合同サークルとして、実施時間中に参加者が好きな活動を選んで取り組める形を取り入れて実施し

ました。ご利用者の参加の多いカラオケは引き続き換気を心掛けながら実施しました。 

 

クラブ名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

カラオケ 月３回    13：30～15：30 ３０回 ４９４名 １６．４名 

 

サークル名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

合同サークル 不定期  13：30～15：30 ４回 ６８名 １７名 

映  画 不定期  13：30～15：30 １回 ６５名 ６５名 

童謡唱歌 不定期   13：30～15：30 ５回 ５２名 １０．４名 

園  芸 不定期  13：30～15：00 １回 ７名 ７名 

 

※ レクリエーション活動 

    ４階食堂室を利用し、ご利用者の運動機能の低下を防ぐために卓球・ストラックアウト・カーリン

グ・ポケットボールを行いました。また、参加状況に応じ月間表彰及び年間表彰を授与し、参加へ

の意欲づけにも努めました。 

     

活 動 時 間 実施回数 参加延べ人数 平均参加人数 

不定期 13：30～15：00 15 回     181 名   １２．１名 

 

⑨ 機能訓練 

  （月）～（金）午前１０時～１１時   延べ 192 回実施 参加延人員 1,084 名  平均参加者 5.6 名 

（内容）  歩行訓練（平行棒使用）、足筋伸ばし（斜面台使用）、起立訓練、マット上運動、 

  腰痛防止体操、筋力維持強化訓練（重すいバンド、エアロバイク） 

 

８ ― ―  ８ ― ― 

９ ― ―  ９ ― ― 

10 2 8  10 ― ― 

11 3 5  11 ― ― 

12 ― ―  12 ― ― 

１ ― ―  １ ― ― 

２ ― ―  ２ ― ― 

３ 5 22  

 

３ ― ― 

計 24 81 計 ０ ０ 

41



⑩ 通所活動 

精神科デイケアに２名の方が、生活のリズム作りの日中活動の場として、インフルエンザクラスタ

ー発生時の外出制限期間を除き通所され、デイケアでのＯＴ活動などに取り組まれています。 

     通 所 先   通 所 日 

 A 様（男性）  Ｋクリニック  週１日 

 B 様（男性）  Ｋクリニック  週 1日 

 

⑪ 月例会 

毎月 1 回、原則第１水曜日の 14 時から開催し、在苑者は全員参加を基本とし、月間予定の確認や

日常生活上の問題を話し合う意見交換の場として開催しています。 

月  日     内           容 参加者数 

令和 6年４月 1日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 朝の清掃について 

② 3 月期及び令和５年度年間レク表彰 

③ 嗜好調査の結果発表について 

６１名 

５月１日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 流し場の使い方とごみの捨て方について 

③ サークル活動について 

④ 川崎市のごみ収集開始について 

⑤ 5/12 停電工事に伴う食事について 

５９名 

６月４日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② ご利用者ご意見箱からの提案について 

６１名 

７月２日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 皆様へのお願いについて 

③ 権利擁護アンケートについて 

④ 公衆電話の撤去について 

⑤ 麺献立時の汁の盛り付けについて 

６２名 

     ８月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 麺つゆの盛り付け方法について 

③ 皆様へのお願いについて 

④ 健康診断について 

５５名 

     ９月４日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

６２名 
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    １０月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① １０月からの牛乳提供について 

② 厨房ガス台故障に伴う対応について 

③ インフルエンザ予防接種について 

④ 聖風苑まつりについて 

⑤ 町内運動会について 

※９月レクは一泊旅行実施のため実施なし 

６２名 

    １１月１日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 食事の箸やコップの取り方について 

③ 冬季衣類購入について 

５７名 

    １２月３日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 演芸会について 

③ 新入職職員の紹介 

インフル

エンザ陽

性者蔓延

により、

放送にて

開催 

令和７年１月８日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② １月からの食事について 

③ 布団交換について 

④ 避難訓練実施時と鏡開き日の出金対応につい

て 

５７名 

     ２月５日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 嗜好調査について 

③ 水防訓練について 

④ 健康診断について 

⑤ 共用テレビの視聴について 

５９名 

     ３月５日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 牛乳パックとジョア空容器のごみ袋分別につ

いて 

③ 共用テレビの視聴について 

④ 質疑応答 

５５名 

                                                        

 

⑫ 保健衛生 

 ア ご利用者の健康状態を維持するために嘱託医による診察を受けました。 

・内科嘱託医 第３（木） 午後１時 30分～2時 00 分 

 １２回実施 延べ２４名診察 

・精神科嘱託医 第２・４（月） 午後 2時 00 分～3 時 00 分 

 ２４回実施 延べ７３名診察 
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イ ご利用者の健康維持のため、通院付き添いの介助をしました 

４月 5

月 

6

月 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

79 

名 

78

名 

85

名 

73 

名 

70  

名 

73 

名 

97 

名 

77 

 名 

68 

 名 

61 

 名 

69 

 名 

70   

名 

900 

名 

  

 

 ウ 訪問診療（往診） 

  訪問診療サービスを行っている精神科クリニックと、歯科クリニックがかかりつけの 

ご利用者に対し、苑に来苑してもらい診察を受けました。

回数 人数 回数 人数
4月 2回 4人 2回 13人
5月 2回 4人 2回 14人
6月 2回 4人 1回 6人
7月 2回 4人 2回 14人
8月 2回 4人 1回 7人
9月 2回 4人 1回 6人

10月 2回 ４人 1回 6人
11月 2回 4人 １回 8人
12月 2回 4人 １回 8人
1月 ２回 ４人 ２回 18人
2月 2回 ４人 1回 8人
3月 2回 ４人 2回 21人

累 計 24回 48人 17回 129人

精神科クリニック 歯科クリニック
月

 

 エ 第１回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

令和 6年 8月 21 日 男性 ４８名 

女性 ２４名 

 計 ７２名 

（入院 ７名） 

（在籍７９名） 

・ＨＢｓ抗原、ＨＣＶ抗体検 ・血糖 

・肝機能検査 ・腎機能検査 ・尿糖検査 

・尿潜血 ・胸部Ｘ線 ・検便   

・中性脂肪 ・総コレステロール  

・視力 ・血圧 ・身長 ・聴力 ・問診 

 

   健康診断結果  要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

肥満 ７ ８ １５ 尿糖＋ ６ ４ １０ 

痩せ ５ ６ １１ 尿潜血＋ ０ ０ ０ 

高血圧 １６ １１ ２７ 便潜血＋ ４ １ ５ 
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肝機能指数上昇 ４ １ ５ 貧血 １８ １０ ２８ 

脂質指数上昇 ９ ６ １５ ＨＢｓ抗原 １ ０ １ 

腎機能指数上昇 １８ １３ ３１ ＨＣＶ抗体 １ ０ １ 

尿蛋白＋ ０ ０ ０ 血糖 ４ ２ ６ 

胸部Ｘ線 ７ ９ １６     

 

オ 第２回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

令和7年2月26日 男性 ５１名 

女性 ２３名 

 計 ７４名 

（入院 ２名） 

（在籍 76 名） 

・視力 ・聴力 

・身長  

・体重 

・尿糖検査 ・尿潜血  

・胸部Ｘ線 ・血圧  ・問診 

  

健康診断結果 要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

尿蛋白＋ １ ０ １ 尿潜血＋ １ ０ １ 

胸部Ｘ線 １４ ３ １７ 肥満 ７ ８ １５ 

高血圧 ２６ １０ ３６ 痩せ ９ ３ １２ 

尿糖＋ ０ ０ ０     

 

カ インフルエンザ対応 

  ・インフルエンザ予防接種 

 実 施 日 接 種 状 況 

令和 6 年 10 月 18

日 

在籍 ８０名 

男性 ５１名 女性 ２３名 計 ７４名 

（入院 ３名 予防接種済０名 未接種 ３名） 

   新型コロナウイルス対応 

  令和 5年に感染症法上の位置付けが 5 類へ移行され、新型コロナワクチンの接種が任意となって

からは施設としての集団接種は行なわず、日々の定期的な換気、手すりなどの消毒を継続していま

す。また、ご利用者には平日の体温測定、手洗い・手指消毒とマスク着用の徹底、外出に際しての

制限（休日の繁華街への外出自粛など）にご協力いただいています。 

 

⑬ 業務委託（トコジラミ駆除） 

平成 26 年 10 月に南京虫(トコジラミ)の発生を確認し、継続的な駆除により令和２年度には南京虫

の生息は確認されず、令和３年度、年間駆除回数を３回へと減らしましたが生息は確認されません

でした。令和３年度で終結とし、駆除の業務委託終了といたしました。これ以降も南京虫の生息は

確認されず推移出来ています。 
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⑭ 研 修 報 告 

ア 法人内研修 

番号 研 修 名 参加

人数 

開催場所 実 施 日 

１ 法人階層別 新人・2 年目研修 3 
法人内 

事業所 
6 月 14 日 

２ 法人階層別 新人研修 2 
法人内 

事業所 

7 月 26 日 

令和 7年 2月 28 日 

３ 
法人階層別 一般職員研修 Ⅰ 8 

法人内 

事業所 
7 月 13 日 

４ 
法人階層別 一般職員研修 Ⅱ 2 

法人内 

事業所 
9 月 21 日 

５ 法人階層別 一般職員研修 Ⅲ 

        （A）・（B） 
7 

法人内 

事業所 

10 月 26 日 

令和 7年 1月 25 日 

６ 
法人階層別 リーダー職研修 ２ 

法人内 

事業所 
11 月 16 日 

７ 
法人階層別 所長・係長職研修 ４ 

法人内 

事業所 
12 月 14 日 

８ 

実践・研究発表大会 15 

川崎市 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ

ﾎｰﾙ 

令和 7年 2月 9日 

 

イ 施設外研修 

番号 研 修 名 参 加

人数 

開催場所 実 施 日 

 １  57 回関東地区救護施設研究協議会研

修 

 ４ 千 葉 県  

浦安市 

７月４日 

～７月５日 

 ２  更生福祉施設協議会・職員視察研修  １ 川崎市 

(川崎自立

会) 

８月６日 

 ３  46 回全国救護施設研究協議大会   

（札幌） 

 ２ 北 海 道  

札幌市 

１０月１７日 

～１０月１８日 

 ４ 33 回 関 東 地 区 救 護 施 設 協 議 会    

職員研修会 

 ２ 静 岡 県  

沼津市 

１０月３０日 

～１１月１日 

 ５  更生福祉施設協議会・施設視察研修  ２ 神奈川県 

救護施設 

１０月２４日 

７  全国厚生事業団体連絡協議会研究会

議 

 １ 全救協灘尾

ホール 

令和７年１月１６日 

    ～１月１７日 

 ９  27 回 関 東 地 区 救 護 施 設 協 議 会    

施設長研修会 

 １ TKP 品川ｶﾝ

ﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ 

令和６年２月６日 

    ～２月７日 
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ウ 事業所内学習会 

番号 学 習 内 容 参加 

人数 

開催場所   実 施 日 

 １ 地域活動支援センターとは １５ ２階会議室 5 月 22 日+動画視聴 

 ２ 赤十字救急法講習会 

（３事業所合同研修） 

２３ ２階会議室 ７月９日 

７月１７日 

 ３  ご利用者のお金の取り扱いについて ２０ ２階会議室 ７月１１日+動画視聴 

 ４  虐待防止啓蒙研修 

 （３事業所合同研修） 

１８ ２階会議室 ９月２４日 

９月２５日 

 ５  身体拘束防止研修 

 （３事業所合同研修） 

１５ 聖風苑内 

他事業所 

令和７年２月２６日 

    ２月２７日 

 ４・５の合同研修につきましては、勤務の都合上、両日共に参加出来なかった職員は後日 

研修で使用した動画を視聴し補完しています。 

 

⑮ 実習生の受け入れ 

ア 社会福祉現場実習生の受け入れ   計４名 

学  校 名 人数 時 期 日数 

田園調布学園大学（社会福祉専攻・心理福

祉学科） 
１ 

令和６年 8月１９日 

～９月２０日 
24 日 

大妻女子大学（人間福祉学科） ２ 

令和 6年８月５日 

～８月１５日 

令和７年１月２７日 

～２月５日 

各 8 日 

川崎市保健局 

（社会福祉職短期派遣研修） 
1 

令和６年12月 13日～12月 15

日 
3 日 

 

(５) ボランティア状況 

  一芸披露、美容、理容、行事などにボランティアに来苑戴いています。 

新型コロナウイルスのクラスターの発生後収束までの間は来苑を休止していただく 

などいたしました。 

 

①  一芸ボランティア 

氏 名 延日数 主な内容 

I 様 ５日 音楽活動（童謡唱歌の歌唱指導） 
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②  美容・理容ボランティア 

氏 名 人数 
延日

数 

延ご利

用者人

数 

内   容 

Y 様 １ １１ ５５ ご利用者への美容カット 

 

S 様 
１ １２ 

 

 ７７ 
ご利用者への理容カット 

 

（６）苦情・解決について 

苦情（相談/要望）件数 解決件数 未解決件数 

118 件 88 件 30 件 

苦情解決の経過 

苦 情 

内 容 

 

１． ご利用者の行動  ４9 件 

・流し場の使い方について。（汚れたままである、洗濯をしている、流し場の床も汚

れている）15件 

・居室の荷物を他者にさわられたことに対して。 

・冷蔵庫の飲み物が他者に飲まれたことに対して。 

・入浴の時間を守るように注意をしてほしい。6件   

・入浴の時間を変更してほしい。2件 

・他の利用者の言動は攻撃的で気になる時がある。    

・他の利用者の足音がうるさいことに対して。   

・凍ったままのペットボトルをゴミ箱に捨てていたことに対して。 

・居室の荷物が誰かに盗まれた。 2 件 

・夜間の男性が女性のフロアで過ごしていることについて。2 件    

・乾燥機に名札が貼りっぱなしであり、他者が使用できない。    

・特定のご利用者が床で寝ていることに対して不快である。またそのご利用者が歩行

器で申出人の食堂席の後ろを歩行器で通ろうとされた際にぶつかる。 

・隣の部屋からの騒音について。４件  

・インフルエンザ陽性中に男性ご利用者と女性ご利用者が洗濯場で会っていた。 

・部屋に居ると大声が聞こえてきて自分の悪口を言っている。 

・食堂当番が配ったスプーンの数が足りなかったことに対して。 

・特定のご利用者が流し場の掃除にモップを使用しており、納得がいかない。 

・男性ご利用者と女性ご利用者が廊下でキスをしていたことに対して。 

・食堂当番同士での集合時間や指示に対しての苦情。 

・特定のご利用者の洗濯機の使い方について。 

・特定のご利用者が流し場で放尿されたことに対して。 

・同室者の夜間出入りが多いので居室変更の要望。 
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・特定のご利用者が掃除を時間前に始めることに対して。 

・自身のサンダルを他のご利用者が履いていることに対して。 

 

 

２． ご利用者間のトラブル ５０件 

・共用テレビを独占されていて他の方が見ることができない。３件 

・煙草をたかられて困っている。 

・ゴミをあさってまで自分の悪い点を見つけて、言われることに対して。 

・悪口を言われる。5 件 

・他利用者が部屋に入ってくる。５件 

・同室者についての事案。（うるさくて眠れない、咳がうるさい、カーテンを勝手に

開ける、壁紙を剥がす、ゴミが散乱している、注意をされる、疑われた、テレビを

つけっぱなしである、ドアの開け閉めがうるさい、ハサミを持っており怖い）14

件 

・自身がゴミ捨て当番であるが、他者が捨ててしまう。 

・テレビを見ていたら、突然チャンネルを変えられた。電源を消された。３件 

・トイレに行き過ぎることを指摘され、暴力も受ける恐れがあり怖い。 

・女性利用者が好きな男性利用者をトイレまで付いてくることに対しての苦情。 

・食堂の隣席のご利用者と喧嘩になることがある。 

・特定のご利用者に部屋を覗かれた。 

・特定のご利用者からお金や物を盗られたと思う。3 件 

・女性ご利用者が男性ご利用者から身体を触られた。 

・特定のご利用者にお金を貸したら、返ってこない。2件 

・特定のご利用者と買い物に行った際にお菓子を買わされる。 

・特定のご利用者の暴力行為への反省態度に対する不満と、今後そのご利用者が申出

人の生活に干渉してきたらトラブルが起こるのではないかという不安 

・女性申出人より特定の女性ご利用者から特定の男性ご利用者のことを好きなのかと

聞かれて、不快に思ったという苦情。 

・ご利用者同士で買い物に行こうと約束したが、結局行かなかったことに対して。 

・特定のご利用者に買い物を依頼したがおつりを返してくれない。 

・食堂当番に強く言い返された。 

・特定のご利用者からエレベーターに乗るなと言われたことに対して。 

    

３． その他 １９件 

・不安な気持ちになってしまったことに対しての相談。 

・ご主人の墓参りに退所された男性と行きたいという相談。 

・通所の回数を増やしてほしいという要望。 

・お見舞いに行きたいという要望。 

・外泊をして就労活動をしたいという要望。 

・ご飯の量を普通量にしてほしいという要望。 
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・他者から怒られたことに対して苑を退所したいという要望。 

・夜お腹が空くので夜食を食べたいという要望。 

・職員はカラオケの機械の操作をしっかり行ってほしい。 

・外出で遅れてしまったが、昼食の麺が伸びていた。 

・居室の常備灯が無いままで、用意されていないので、停電の時に困るのでは。 

・男性ご利用者が女性職員に好意をもっており結婚をしたいと思っているようである

ので何とかしてあげてほしい。 

・食堂当番の回数を増やしてほしい。３件 

・入浴を見慣れない職員のような人に覗かれたと思う。 

・投書した内容について回答をいつしてくれるかという要望。 

・朝の掃除見回りの職員配置の要望。 

・空き巣被害の施錠強化の要望。 

 

解 決 へ

の 取 り

組み 

1. 事実の確認、話し合いなどで解決の方策を図ります。 

また、月例会で金銭・物の貸し借り・他居室への訪問の仕方などは検討課題として提

示し、良し悪しを話し合っています。結果は掲示し周知を図っています。改善が見ら

れない時は、繰り返し 月例会で報告し、再度認識の確認と結果を提示しています。 

(ルビ付き掲示物、絵や写真を活用し、ご利用者に伝わり易いように掲示を工夫する

などの対応を行い、視覚障害者の方へは個別にご説明しています。) 

2. 職員がご利用者と一緒に、約束事などの確認を行っています。 

その際、職員は受容・傾聴し、支持的な姿勢で対応し、ご利用者が理解できるような

説明を心がけています。 

場合によっては、主治医に状況を伝え意見・指示を仰ぎ対応し、福祉事務所 CWや関

係機関と情報の共有と連携を図り、より良い支援を目指し取り組みを行っています。 

3. 聞き取りの実施。 

双方が不快に至らない様に対応を図ります。 

ご利用者の話を傾聴受容し、行為の善し悪しは時間をかけ振り返り頂き、自らの行為

に気づき、良否の理解を深める支援を行っています。 

4. 認識が困難な方へは、理解が得られる方法を職員間で検討し、その上で、必要な

対応方法（環境・可視化）を考慮し個々に適切な配慮が行えるようにします。 
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１－３聖風苑デイサービスセンター 

 

㉂ 令和 6年４月１日 ～ ㉃ 令和 7年３月３１日 

種 別   通所介護・介護予防通所介護   

開 所 年 月 日  1999 年 12 月 1日 

定 員  35 名 

所 在 地  〒210–0832 

          神奈川県川崎市池上新町３丁目 1番地 8 

          TEL044-287-2236    FAX044-287-2265 

床 面 積 ２階 112.70 ㎡（食堂兼機能訓練室）    

責 任 者  江良 泰成   

事 業 所 番 号  1475000111   

 

職員配置計画                      令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

介護職員 

機能訓練指導員 

看護師 

その他 

運転手 

1 

1 

5 

1 

1 

0 

0 

0.2 

2 

6 

0.5 

0.5 

0 

3 

0.2 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

3 

0.5 

0.5 

0 

3 

 

（１） 利用者の状況報告 

利用者状況としては、通所介護全体として前年度と比較し年間 525 名増となっている。その

主な内容としては、下記のとおりである。 

4 月から 9 月までは新規利用者 10 名に対し、サービス終了者 10 名となり増加しているとは

言えない状況であった。 

しかし、居宅支援事業所や地域包括支援センターと関わる際に積極的にパンフレット配布・空

き情報の提供・サービス内容のアピールを続けてきた結果、10 月から 3 月にかけては新規利用

者 13 名に対し、終了者は 7 名と新規が先行している。また、12 月から特に、曜日を追加して

利用日を増やすご利用者が 10名以上となった。 

 

（２） 事業計画を踏まえた報告 

ア 利用者の増加を図り、稼働率を維持する。 

      新型コロナウィルス感染の影響か、令和 5 年 10 月には 55％まで落ち込んだ稼働率が令和 6

年 4 月には 85％まで回復した。しかしその後、長期入院や急な入所のため 80％を切ったが、
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ケアマネジャー等へのアピールを続けてきた結果、6 年度後半はほとんど 80％をキープし、2

月には 86％となった。 

新規利用開始が 23名に対しサービス終了者は 17名、また利用曜日を追加されるご利用者が 10

名以上となったことも稼働率向上につながった。 

   イ ご利用者の社会的孤立感の解消及び身体機能の維持並びにご利用者のご家族の身体的及び

精神的不安の軽減をはかる。 

     利用者のＡＤＬ等を評価し、利用者のニーズ及び課題を分析しその方の状態に最も敵 

    したサービス提供が出来るように、家族や他のサービス事業者とも連携を図り支援する事 

    を継続している。 

     ご家族の介護支援に対する不安も聞き取り、ご家族に情報を提供している。 

   ウ ICT 化による業務の効率化を目指す。 

      ソフトを活用し、3 月よりタブレットによる実施記録を入力することで事務作業の効率化

を図っている。 

   エ 支援職として福祉関係の資格については、積極的に資格取得を進める。 

       資格取得には至らなかったが、研修を毎月行っている。 

 

                                 令和 7年 3月 31 日現在  

（３）利用者状況       (単位：人） 

性別／年齢 ～64 
65～

69 

70～

74 

75～

79 

80～

84 

85～

89 

90～

94 
95～ 合計 

男 性 4 0 1 3 7 9 0 1 25 

女 性 0 1 3 5 5 9 5 5 33 

合 計 4 1 4 8 12 18 5 6 58 

 

 

 

     

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護度／性別 男性 女性 計 

要支援  1 1 1 2 

要支援  2 0 2 2 

要介護度１ 9 11 20 

要介護度２ 7 6 13 

要介護度３ 3 6 9 

要介護度４ 4 4 8 

要介護度５ 1 3 4 

合 計 25 33 58 
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（４） 利用状況    
月別 事 業 月末登録者数 月別利用 1 日平均 

  日 数 (合計：平均数） 延人数 利用者数 

4 月 22 52 425 19.3 

5 月 23 51 416   18.1 

6 月 20 48 385 19.3 

7 月 23 49 448 19.5 

8 月 22 48 425 19.3 

9 月 21 46 423 20.1 

10 月 23 43 455 19.8 

11 月 21 46 421 20.0 

12 月 22 49 396 18.0 

1 月 20 53 408 20.4 

2 月 20 55 428 21.4 

3 月 21 55 430 20.5 

平均/合計 258 49.58 5,060 19.6 

 

（５） 曜日別利用状況（3 月の状況）    
利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日  

第１週 21 16 19 21 24  

第２週 22 19 19 22 22  

第３週 23 17 19 19 22  

第４週 18 19 20 21 24  

第５週 23      

計 107 71 74 83 92  

１週平均 21.4 17.8 18.5 20.8 23.0  

  

 （６） 曜日別入浴利用状況（3 月の状況）   
計 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日  

１週 21 13 17 16 23  

第２週 21 16 18 18 20  

第３週 22 14 18 15 21  

第４週 18 16 19 16 23  

第５週 23      

計 105 59 72 65 87  

１週平均 21.0 14.8 18.0 16.3 21.8  
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 （７） 特別入浴      

利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日   

第１週 5 5 6 6 7  

第２週 5 5 6 6 4  

第３週 4 5 5 5 3  

第 4 週 4 5 6 5 5  

第 5 週 4      

計 22 20 23 22 19  

１週平均 4.4 4 5.8 5.5 4.8  
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１－４ アトリエ聖風 

 

㉂ 令和 6年４月１日 ～ ㉃ 令和 7年３月３１日 

種    別  生 活 介 護  

開 所 年 月 日  ２０２２年４月１日 

定 員  ２０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町三丁目１番地８ 

          TEL044-287-2237   FAX044-287-2213 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

専 有 床 １階［253.5 ㎡］ 
訓練・作業室[１] 156.6 ㎡、訓練・作業室[２]28.8 ㎡、女子 8.3 ㎡、 
男子トイレ 28.1 ㎡、多目的トイレ 12.0 ㎡、多目的兼相談室 15.7 ㎡、

中廊下 18.5 ㎡（ｷﾞｬﾗﾘｰ）、浴室 22.8 ㎡、配膳室 5.8 ㎡、事務室 27.3 ㎡ 

責 任 者  田中陽一   

事 業 所 番 号  １４１５００１６６６号   

職員配置 

職  種 常勤職員

（人） 

非常勤職員（人） 計（人） 

[常勤換算

による計] 

備   考 

（配置する職員が他の部署等

との兼務の場合、その内容） 

（人） 常勤換

算（人） 

サビ管 １   1.0   

生活支援員 8 2 1.0 8.5   

看護師 １   1.0   

他業務職      

アトリエ聖風は障害者総合支援法、その他関係法令に基づき、障害児・者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するため、生活介護事業を適切に実施し、ご利用者本位のサービス提供と効率

的、効果的な運営管理に努めました。適正なサービス提供を推進するため、権利擁護への取組み、

人材確保、育成と定着に向けた取り組み、コンプライアンスの徹底、健全な財務規律の確立を目指

し業務に取り組みました。身体拘束や虐待防止、感染症に関する法定研修も実施しました。令和６

年４月はご利用数 19 名からスタートし、年度末に１名まで増え、最終的に利用者数は 20名になり

ました。収入に関しては人員配置体制加算（1.5：１）を取ることができ、安定した収益を得るこ

とができ、浴室の回収工事を行なうことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位・名 定員数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

令和６年 定員×日数 440 460 440 460 460 420 460 420 400 400 400 415 

延べ人数 400 318 329 292 331 286 290 327 286 269 268 263 294 

１日平均人数  14.5 14.3 13.3 14.4 12.4 13.8 14.2 13.6 13.5 13,4 13.2 14.0 

稼働率 100% 72.2％ 71.5％ 66.4％ 72.0％ 62.2％ 69.0％ 71.1％ 68.1％ 67.3％ 67.0％ 66％ 70.8％ 
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（１） 支援実施状況 

ア 【活動実績】 

ものづくりを中心に散歩やエクササイズなどの身体を動かす活動や調理活動、レクリエー

ションに取り組みました。 

・活動で作成した絵画作品は、展示会（アーリュブレット作品、Colors かわさき展、障害者

作品展、ともいきアート展、川崎市庁舎展望フロア）への出展や常設展示（生涯学習プラ

ザ）を行いました。また、絵画作品１点を販売することができました。 

・アートを活かしたオリジナルグッツの作成やアイロンビーズ等の自主製作作品の販売する

ため、バザー等（田島町内会のお祭り、社協福祉祭り、聖風苑祭り、かわさき市民祭り）

に参加しました。 

・法人内他部署からの受注作業（広報誌の印刷や仕分け、実践研究発表大会の資料集の印刷

や製本、ことブーマグネットやペーパーホルダーの作成や仕分け、瓦版の印刷や仕分け）

にも取り組みました。 

・ご利用者様の工賃収入の合計は 190,278 円であった。 

・創作活動では季節にちなんだ創作やスタッフが調べてきた創作物を作成する機会などに取

り組みました。 

・健康支援・管理については、ご家族と情報共有を行い、ご利用者の体調の変化に注意しな

がら、水分補給や活動室の温度の調整、着衣の調整の為の声掛けを行いました。また、体

調の変化が見られた際は嘱託医に相談し、アドバイスをいただき、健康支援に繋げました。 

・日帰りの外出活動を実施し、八景島シーパラダイスへ外出しました。 

・生活リズムについては、日中活動プログラムの充実や、活動時間と休息時間の切り分け、

適度な運動の実施等からご利用者にとって無理のないペースで規則正しい生活リズムで

過ごせるよう支援し、安定的に通所生活を継続できるようにしました。 

・送迎サービスについては、「送迎対応マニュアル」を遵守し、車内外の事故防止の為に急ブ

レーキ、急発進は避け安全第一で行いました。敷地内で車をぶつけられてしまうことが２

回、送迎中に自転車を避けて右折した際に自動販売機で擦ってしまったことが１回ありま

した。 

・入浴サービスを開始し、女性 1 名がご利用になりました。 

・排泄の支援については、ご利用者が安心して排泄ができるよう、同性介助とし、プライバ

シーに配慮した対応を行いました。また、移動式リフトを導入し、スタッフの身体負担の

軽減を図りました。 

・物価高騰の影響から給食費を 380 円に値上げしました。今年度も選択食を実施しました。 

 

展覧会 

４月 アーリュブレット作品展 

10 月 川崎市庁舎展望フロアでの展示（ハートフル展） 

11 月 ① Colors かわさき展 ②ともいきアート展 

12 月 ① 障害者作品展  

１月～３月 生涯学習プラザでの常設展示 
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作品販売、法人内受注作業 

７月 たじま祭りでの販売 

８月 田島町内会納涼盆踊り大会 

11 月 ①社協福祉祭り  ②聖風苑祭り ③ことブーカレンダー 

12 月 川崎市民祭り 

１月 研究発表大会資料集、広報誌の印刷 

２月 ことブーペーパーホルダー、 

３月 ことブーマグネットの作成、瓦版の作成 

 

アトリエ聖風内イベント 

６月 日帰り外出（八景島シーパラダイス） 

８月 アトリエ聖風夏祭り、保育園交流会 

９月 敬老会 

10 月 演奏会 

11 月 聖風苑祭り 

12 月 お楽しみ会、餅つき 

６月 日帰り外出 

３月 選択食の実施（アトリエ聖風のみ）、保育園交流会 

 

月         事業所内研修、外部研修、法人階層別研修 

４月  

５月  

６月 救命救急研修  法人階層別研修：新人・２年目 

強度行動障害支援力向上研修（笠原） 

７月 法人階層別研修：一般職員Ⅰ 

８月 虐待防止研修 

自閉傾向にある児童への適切な支援と教員・福祉の連携（高杉） 

９月 メンタルヘルスに不調を抱えた職員への対応（福田） 

10 月 メンタルヘルス研修   法人階層別研修：一般職員Ⅲ 

11 月 自閉症について   法人階層別研修：リーダー職員 

スーパービジョン研修（高杉）         

12 月 虐待防止マネージャーコース（高杉）  法人階層別研修：係長・所長 

1 月 意思決定支援、経理書類関係について 法人階層別研修：一般職員Ⅳ 

意思決定支援ガイドライン研修（福田） 

2 月 身体拘束防止研修   法人実践・研究発表大会 

プレリーダー研修（新垣） 

3 月  
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（２） 【具体的支援内容】 

・障害特性に配慮した支援については、気になる刺激の低減、生活の見通しの持ちやすさの工夫、

構造化された空間づくり等の工夫をし、わかりやすく、理解、判断、納得できる支援を行いま

した。また、社会生活につながる対人行動の力を支援できるようにコミュニケーション支援を

行いました。合わせて、カレンダー、日課表、絵カード等ご本人にとって理解しやすいツール

の導入や活動空間の整備によって、日常生活の流れや作業工程等の把握や生活に見通しをつけ

やすくなるように支援しました。 

・健康管理に関することについては、ノーマ・ヴィラージュ聖風苑のスケールメリットを活か

した看護ケア、医療的ケアの連携体制の構築を目指し、打ち合わせを行いました。 

ア 食事について 

食事の提供は厨房業者と連携を密に図り食形態の細分化を行い、より個々の摂食・嚥下能

力に合わせた提供ができるよう取り組みました。また、ご本人のできることに着目し、自助

具を用いて可能な限り自力で食事を召し上がれるよう支援しました。 

正しい姿勢をとることは安全な食事の基礎であると考え、正しい姿勢保持のための足台の

作成や、車いすでの座位の調整等をあわせて行いました。 

必要に応じて車いすや補装具等の修正のため、南部在宅支援室と連携し、安楽で活動参加

しやすくなるよう支援しました。 

イ 感染予防について 

コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウィルス等の感染症の蔓延予防の為、職員、ご利用

者ともに手洗い、手指消毒、うがいを励行するとともに、テーブル、手すり等の消毒、次亜塩

素酸ナトリウム噴霧器による空間除菌を併行しました。マスクの着用が可能な方に事業所及び

送迎車内で常時つけていただきました。 

コロナウイルス感染予防としては、来所時及び食後の検温、衝立の設置、食事支援時のエプ

ロンの着用等を行いました。 

 インフルエンザ予防接種に関しては、希望者に１１月に実施しました。 

ご利用者、ご家族、職員への感染症罹患についての注意喚起を継続して行い、早期受診、症

状の重篤化と他者への感染を防ぐ取り組みを実施しました。 

感染予防については、嘱託医師に報告、相談し対策に努めました。 

ウ 日常健康のケア 

体温、血圧、血中酸素飽和度の測定等、ご利用者毎に必要な健康状態の把握をこまめに行

い、体調変化を早期に発見し、健康な生活を維持できるよう支援しました。また、健康状態

の把握と報告についてはご家庭と連絡を密に取りました。 

病院受診が難しいご利用者も多く居り、定期的な健康観察の必要性も高いことから、希望

者については施設内での健康診断を年 1回（８月～９月頃に）機会提供しました。（胸部 X

線、尿検査、血液検査、心電図、感染等の感染症）。 

口腔内の状態を保つため、日常的な口腔ケアを行うとともに、希望者については歯科検診

の機会を提供しました。 

月 1 回体重測定を行いました。（ご利用者に関しては随時実施。）体重を健康的な生活のバ

ロメータとして捉え、継続的に観察し、急激な増減が見られる場合にはご家族、看護師を含

めた相談の上、食事量や運動量を調整し支援しました。 
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服薬管理の支援が必要なご利用者については、医師からの処方薬のみ対応できるものと

し、安全な服薬管理に努めました。 

 

（３） 主な取り組み 

ア 多機能支援 

上述の目的を効果的に推進するため、法人内の事業所、地域機関、と協働し、多機能総合支援

を構築に努めました。 

イ 地域支援  

田島支援学校の進路学習会に講師として参加し、生活事業所の説明と在学に取り組んでおく

と良い事をお伝えしました。 

ウ 専門支援  

     ・喀痰吸引ケアの登録はできませんでした。 

・行動障害の支援体制を整えるためにスタッフ１名が実践研修を受講しました。また、外部研

修ファシリテーター派遣を２回行いました。 

・ソーシャル・スキル・トレーニング（SST）技法の研修は職員数が少ない事から派遣できま

せんでした。 

エ 本人理解  

本人の持つ能力に合わせた自己表現や意思決定のプロセスを大切にした支援を行いました。 

オ ニーズ把握  

嗜好調査、家族懇談会、アンケート調査等定期的に行い、利用者ニーズの把握に努めました。 

また、個別支援計画の説明時やモニタリング報告の際に面談を実施し、個別支援のアセスメ

ントを行いました。 

カ 情報の共有 

・職員会議や朝・夕のミーティングをとおして情報を共有し情報の共有を行いました。 

・日常管理、請求業務のソフトを導入し、情報、業務管理の平準化を図りました。 

キ 権利擁護 

職員は、利用者・入居者に障害や疾病があることにより差別をしたり、利用者本人の同意に

基づかない行為を指示・矯正・指導したり、暴力や侮辱的言動などの虐待行為をしたり、性的

に不快にさせるような行為をせず、利用者を一人の人格を有する人として接しました。利用者

に対し適時適切な情報を提供し、利用者自身が望むことを自由に決定する権利を保護し支援し

ました。 

ク 虐待防止  

施設内での虐待防止のための虐待防止委員会を設置しました。また、法定研修（虐待防止と

身体拘束）を聖風苑デイサービスや救護施設と合同で実施しました。 

ケ 苦情解決 

苦情解決の方法をガイドラインとして「見える化」することで、苦情への円滑・円満な解決

の促進や事業の信頼や適正化を図りました。 

コ リスクマネジメント 

利用者が安全で安心して生活ができるように事故や災害に対するマニュアルを整え、支援の

備えを行いました。事故報告は共有し、原因を検証し、再発防止を被害拡大防止に努めました。 
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 サ 経営の安定化 

これまでの取り組みや保護者説明会への参加により、地域の方や田島支援学校の保護

者や生徒様より見学希望や利用希望を多く得ています。また、収入に関しても人員配置

体制加算（1.5：１）を取ることができ、安定した収益を得ることができています。 

シ 意思決定支援  

意思決定支援を通じて、自己決定能力の向上、コミュニケーションスキルの向上、選択

の理解と評価、自己管理能力の向上、社会参加の促進、サポート体制の構築を図りまし

た。 

ス 合理的配慮  

・ご利用者が安心できる環境整備の為、ご利用者間の相性や作業環境を考えました。利用者

増により活動室が賑やかに声や音、人の動きの影響を受けてしまうご利用者様が増えて

きた為、活動時のみ活動室中央をスライディングボードで区切り、外部からの刺激を減ら

し、集中しやすい環境を整えました。 

  セ 社会経験の蓄積 

      利用者が自身で作成した商品を売り子として販売し、作業工賃を得る喜びを最前線で

感じていただいたり、購入してくれる方の様子を見ることや、作品に対する評価をいただ

いたり、次の活動に意欲を持ったりできる機会を設けました。 

       

（４） 利用実績 

ア 【利用者概況】 

令和６年４月はご利用数 19 名からスタートし、年度末に１名まで増え、最終的に利用者数

は 20名になりました。 

地域の一般のご利用者や田島支援学校の卒業生を受け入れていく中で、生活介護において、

ご利用者の平均年齢は年々下がってきていますが、その反面、いけがみから川崎聖風福祉会と

かかわりのあるご利用者を中心に高齢のご利用者の比率も増しており、ご本人やご家族の高齢

化による生活状況の変化等も見据えた支援の必要性も高くなってきています。 

 

令和６年 3 月 31 日現在のご利用者について 

身体障害手帳 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無判定 計 

養育手帳 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女  

Ａ1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 5 

Ａ2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 10 

Ｂ1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

Ｂ2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

無判定 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

計 0 １ １ 2 0 0 0 1 0 0 0 0 6 9 19 

精神手帳 

１級 ２級 ３級 

男 女 男 女 男 女 

0 0 0 1 0 0 
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（イ） 障害支援区分 

障害者区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 合 計 

男性 0 0 1 2 5 1 0 9 

女性 0 0 0 6 2 3 0 11 

合計 0 0 1 8 7 4 0 20 

割合 0% 0% 5% 40% 35% 20% 0% 100% 

（ウ） ご利用者人数 

定員 20 
契

約 
20 

 

【ご利用者数の推移】 

R05.４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

19 名 19 名 19 名 19 名 19 名 19 名 19 名 

 

11 月 12 月 R05.１月 ２月 ３月 R05.４月 

19 名 19 名 19 名 19 名 20 名 22 名 

 

（エ） 年齢構成 

平均年齢（令和 5年 3月 31 日現在） 

男性平均年齢 24.77  歳 

女性平均年齢 34.09  歳 

全体平均年齢 30.35  歳 

 

（５） 運営体制 

ア 職員研修 

・外部研修は平均一人２回の受講は達成できなかった。 

・内部研修は聖風苑合同勉強会を含め７回程度の実施。 

題材は身体拘束や虐待防止、自閉症、感染症対策、メンタルヘルス、経理関係書類、意思決定

支援など 

・オンデマンド研修はサポーターズカレッジを利用し、3 月から入職した新規職員に多く見る機

会を設けた。 

イ 社会福祉現場実習生の受け入れ 

未実施。大師高校の高校生の職場体験の依頼はなかった。 

ウ ボランティア状況 

    受け入れなし。イベント時の売り子の付き添いで保護者４名が参加された。 

性別 18～20 歳 21～30 歳 31～40 歳 41～50 歳 51～60 歳 61～70 歳 71 歳～ 

男 3 5 0 0 1 0 0 

女 0 7 １ 0 １ 1 １ 

計 3 12 １ 0 ２ 0 １ 

比率 15% 60% 5% 0% 10% 5% 5% 

61



エ 苦情解決 

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

14 件 14 件 0 件 

苦情解決の経過 

苦情内容 

① 朝の会で体操を行なう際に自分の席を離れ、前方へ来てしまう他のご利

用者と距離が近くなり、危ないので自分の席で取り組むように伝えて欲

しいと要望があった。 

② 今年度は６月に日帰り外出を予定おり、日が近づいてきたことで、２月

の日帰り外出で買い物ができなかった不満を再度思い出したことで、集

合時間に間に合わなかったご利用者とそのご利用者の対応を行なってい

た職員への不満をお話される。 

③ 日帰り外出の中で、ご自身で当日の動き方や一緒に動くスタッフを選択

して行動していただき、その選択が、前日まで本人とお話していた内容

と異なっていた為、当日に複数名のスタッフから本人に本当に良いのか

確認した結果、大丈夫と返答を頂いていたが、次の来所日に不満を伝え

られることがあった。 

④ 活動内容が決まってきており、種類を増やしてほしいと要望があった。 

⑤ 歯ブラシを行う際に自分の歯ブラシがないとスタッフに相談される。探

した結果、前日に職員がしまい間違えており、それを気づかずに他のご

利用者様が使ってしまっていた為、気をつけて欲しいと苦情があった。 

⑥ ご利用者が他のご利用者の発言に対して、「またみんながいる場所で給食

に対して文句を言っている。他にも食事量の制限を我慢している人はい

るのに」と不満を話されることがあった。発言内容：「ハヤシライスの量

が少ない。これではたりない。コンビニに行きたい。」昨年度も複数回や

り取りしている内容に近いが、久しぶりに大きな声で不満を話されたた

め、嫌な気持ちになってしまった。 

⑦ 秋の自主製作作品販売の機会に向けて、ご利用者のイラストを使用した

品物作りを行なっているが、ご自身のイラストがポーチに採用されてい

ない。２年続けて採用されている他のご利用者もいるのにどうしてか？

と苦情がある。 

⑧ 今年度より販売イベントでご利用者様に自分で作った作品を売る機会を

設けている。（参加方法は会場にはご自身で来れない方が参加できるよう

にご家族１名と一緒としている）本人は売り子に取り組みたいがご家族

が一緒に参加できない為、自分はできないと不満をお話される。 

⑨ 保護者様より電話連絡があり、送迎車が迎えに来ないと苦情がある。 

⑩ 上記のタイミングでもう１名送迎表から漏れてしまっており、こちらも

「送迎車が迎えに来ない。すぐに来てもらわないと困る」と苦情があっ

た。（保護者様は通院の予定が合った為、ご立腹されていた。） 

⑪ 特定のご利用者よりもっと難しい活動がしたいと要望があった。 

⑫ 栄養士から選択食の量の調整についての連絡がありましたが、食事はい

つ決めましたか？控えが無いので何を選んだかわからないとお話があ

る。こちらで聞き取ったことを伝えると本人がその場で選んで後からこ
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れが良かったと言うこともあるので、保護者と一緒に選ばせてほしいと

苦情があった。 

⑬ ご利用者より話がしたいと要望があった為、場所を変えてお話を伺う。

保育園の交流行事に参加した際に自身で座りたい席を選んで先に座って

いたが、後から来た他のご利用者に「どいて」と言われてしまった。困

ってしまい、スタッフに相談したかったが誘導対応をしており、近くに

いなかった為、そのまま譲ってしまう。譲ってしまった後、何でそんな

ことを言われなきゃいけないのかと不満を感じ、他のご利用者間で話し

ていたところ、スタッフが来て、じゃんけんで決めるようにと伝えられ

る。なぜじゃんけんなのかと更に不満を感じ、あきらめて後ろの席に座

ったが、不満が治まらない様子で終了後に苦情があった。 

⑭ 上記の翌日、ご利用者より他のご利用者から睨まれている気がする。エ

クササイズの活動で前に行こうと思ったら、座ろうと思っていた席に他

の方を読んで、座るように促してしまった。遠ざけられているように感

じたとスタッフに不満を話されている。 

苦情解決 

① ご利用者数が少ないときは前方にスペースがあり、数名の方は前に来て取

り組まれていた為、机の配置等の環境が変わっても前に来て出てきてしま

う流れを続けてしまっていると思われる。対策として他者とぶつかると危

ないので自分の席で体操することを伝えていたが、移動されてから声掛け

をしても戻ることに拒否があり、前方にとどまってしまう現状があったた

め、開始前にその場で体操してほしいと伝えることで安全を確保してい

く。 

② 前年の日帰り外出の反省点を活かして、同じことがないように特定のご利

用者と一緒に行動することにならないように対応を考えていることや今

回の外出先は距離も近く、現地で過ごす時間も多くとれる事や、前回より

も職員配置が手厚くなること、スタッフ間での連絡をまめに行なうことが

できるように対策を考えていることをお伝えした。 

③ 本人の意思確認については今回の例を出しながら次回は対応していく。本

人の勘違いでお話される場合も有るので、それに関しては傾聴した後、状

況を確認し、誤解であることをお伝えしていく。 

④ 活動の組み方に関しては、過去に毎日違う内容で行っていたこともあった

が、ある程度続けて取り組まないと忘れてしまうご利用者さんが多かった

ので、一週間の中でメインに行う活動と選択して違う活動にも取り組める

時間を設けて対応していことをお伝えした。今後は、同じ絵画活動でも、

自主製作作品の販売や展覧会への出展を意識してイラストや絵画に取り

組むことで内容や大きさ、題材を変えて取り組んでみてはどうかという事

や、創作活動の講師が来るときに普段書きためておいた絵を見る事ができ

ることを伝え、モチベーション維持の機会を設けていく。 

⑤ 歯ブラシの保管場所は一人ひとり個別で用意されており、ご利用者様は自

身の保管場所から使用できるが、スタッフが間違えていると似たようなハ

ブラシであれば名前を確認せずに使ってしまう為、しまう際に間違えない

ように気をつけていく。今回、名前は書いてあったが、他のご利用者様の

歯ブラシで名前の字が薄くなっているものがあったため、再度記入してい
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る。 

⑥ 個人情報に深く触れることはできないが、障害特性上、配慮をしなければ

いけない事を改めて伝える。また、相手には食事についての不満や相談を

お話する際は場所やタイミングの工夫をして伝えて頂けるようにお話を

していく。お話があった際の対応もできるだけ個別に聞き取りを行う。 

⑦ 自分のイラストが使用されたポーチを買いたいという気持ちを受け止め

たうえで、ご利用者のみなさんに描いていただいたいイラストの全てを個

別の商品にすることはできず、販売する商品に合うイラストをそれぞれ検

討している為、作者のスタイルによってバラつきができてしまうことを説

明した。（大きいイラストはエコバッグ、ポーチ類に選ばれやすく、小さ

いイラストはストラップやマグネットに使用している。絵画作品はカレン

ダーやポストカードやクリアファイルに使用されている。）その他、一般

の方にも買っていただける商品を作成しているので、なるべく偏らないよ

うにしつつもデザイン性も求められていることもお伝えし、まずは大きな

作品を複数描き、商品のデザインを検討する際に絵画講師から選ばれるよ

うに描きためて欲しい旨をお伝えした。 

⑧ お話が合ったご利用者の保護者より、そのご利用者が万引き等をしてしま

う為、参加させられないと面談時に伺っているが、他のご利用者様でご家

族が忙しくて参加できないという理由で、売り子に取り組むことができな

い方もいると思われるため、来年度は短い時間からでも良いので、会場ま

で一人で来ることができる方が参加する機会やスタッフが送迎すること

で売り子に取り組んでもらえる機会を設けられるように検討していく。 

⑨ 朝の申し送りの際に送迎表を確認しながらお休み確認を行い、一人ひとり

チェックを入れながら確認していくことで送迎表から漏れていても気づ

けるようにしていく。 

⑩ 上記の対応を行なった。所長とリーダーが謝罪を行なった時に保護者様は

送迎車の運転手や添乗がお迎えを忘れてしまったと思っていたようで、誤

解がないように原因（送迎表から漏れてしまっていた事）を伝え、事業所

全体で再発防止に取り組むことをお伝えした。 

⑪ 全体で取り組むことができる内容で取り組んでいるが、今後、新しい事に

も挑戦して行く旨をお伝えした。 

⑫ 次回から期限にゆとりを持ちながら保護者と一緒に選ぶ事やメニューご

とのカロリー数を提示する形をとっていく。 

⑬ イベントがある際は事前に会場全体のどこに座るのか確認し、座りたい座

席の希望等を聞き、トラブルにならないように座席を決めてから移動する

ように対応していく。 

⑭ 高杉とご利用者２名の三者で話す機会を設け、昨日に相談があったご利用

者が感じたこと、翌日にそのご利用者の行為によって、相手のご利用者が

感じたことをそれぞれ確認した。みんなが気持ちよく利用できるようにス

タッフもイベント時の座席について対策を考えているので、ご利用者間で

も言葉遣いや態度、行動で互いに嫌な思いをすることがないようにして欲

しいとお伝えする。 
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２ かわさき地域生活支援拠点たじま 

期間  自２０２４年（令和 ６年） ４月 １日 

至２０２５年（令和 ７年） ３月３１日 

かわさき地域生活支援拠点たじまは、地域生活支援（包括的ケア）を目的に、家庭支援センタ

ー、生活介護、短期入所、日中一時預かりの事業において、意思決定支援、虐待防止・身体拘束禁

止、合理的配慮、コミュティワーク、相談支援、喀痰吸引、強度行動障害、発達障害、権利擁護等

専門性の強化を図りながら、SOS かわさき事業への参画、川崎区機関連携会議、かわさきネット縁

における援助希求の在り方、食糧支援などを通して、地域生活支援ネットワークの構築と拠点型総

合的支援の展開を進めました。 

特に生活介護事業は、ご利用者・ご家族から選ばれる事業所を目指す為、活動スペースの変更

や、構造化を進めて参りましたが、作業種のバリエーションを増やすまでには至りませんでした。 

今年度は、ご利用者・ご家族の満足度調査を目的に、１１月に「福祉サービス利用者意向キッ

ト」（神奈川県社会福祉協議会）を実施しました。利用者満足度の項目では６６％の方がサービス

提供に満足していると評価いただきました。自由記載の中には、活動・プログラムのマンネリ化、

職員体制（職員の入れ替わりや医療行為のスキルの向上等に対するご意見を頂戴しています。 

いただいた意見を回覧し、各グループ・職種から意見と感想を貰い、課題改善に向けて意識統一

を図る良い材料になりました。 

また、運営推進会議を９月・３月に開催し、拠点施設の一員でもある、聖風ホーム職員・ご利用

者にも参加いただき、事業報告・活動報告及び福祉サービス利用者意向キット・キャリアパスへの

取り組み・記録用カメラの活用方法等について、ご意見を賜りました。 

そして、第三者委員会を４月・３月の２回開催し、地域の民生委員児童委員会長、総合リハビリ

テーション推進センター南部地域支援室長にも出席いただき、苦情・事故報告・令和６年度の事業

の振り返り等について報告し、改善提案を含めて建設的なご意見を賜ることができました。 

次年度も継続して、ご利用者一人ひとりの作業能力に合わせた取り組みとなるよう工夫していき

ます。 

卒業生対策の一環として、平成２８年から川崎市立田島支援学校学校教育推進会議に年２回出席

し、相談支援の立場から、学校評価を含め卒業後の進路や相談支援について、学校関係者・保護者

等にお伝えし、卒業後を見据えて取り組まれているカリキュラム内容について、かわさき地域生活

支援拠点たじま生活介護で継続できる内容について、意見交換できる場を確保し、培ってきた技

能・能力が継続できるよう交流が図れるよう働きかけてきました。今後一層の交流する場が望まれ

ます。 

令和６年度も、事業運営に必須となる、サービス管理責任者研修受講（実践研修）・強度行動障

害者支援力向上研修受講（基礎研修・実践研修）・喀痰等実技研修にも力を入れ推進し、新規技能

実習生の確保など人材確保と育成に取り組んでまいりました。 

今後、福祉サービス利用者意向キットでいただいた意見を基に、必要とされる社会ニーズやご利

用者活動内容や、また、ご家族状況の変化に配慮した家庭支援、また節減、効率化、持続可能な取

り組みが必要と思われます。 
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２－２ 生活介護 

 

事 業 所 名 称  たじま生活介護 

種 別    生活介護  

開 所 年 月 日  平成 28 年 4 月 1 日 

定 員  60 名 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

                  TEL044-276-9693 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   定員 80 名規模、通所の生活介護の提供。卒業生の進路先としての受け入

れが中心になります。 

責 任 者  田中 陽一 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画   

                             令和 7年 3 月 31 日現在 

職種 

支援員配置

基準 

(常勤換算) 

支援員配

置人数 

(常勤換算) 

常勤支援

職員数

(常勤換算) 

非常勤 

支援職員数

(常勤換算) 

管理者 

その他数

(常勤換算) 

所長、支援員、看

護師、栄養士、事

務員、運転手 

35 名 38.3 名 33 名 5.3 名 6.8 

※配置人数は常勤換算数 

事業概要  

営業時間 

利用時間 

送迎 

定員 

対象者 

8：45～17：15  ※土日休業 祝日営業 

9：00～16：00 

あり 

60 名 

川崎区内在住の日中に所属のない障害のある方 

※卒業生中心 

 

（１） 支援実施状況 

ア 【活動実績】 

＜A グループ＞ 

リハビリテーション、ハビリテーションを基軸に、健康支援・管理と生活リズムの安定、機能

訓練、安全な食事摂取、心地よい刺激による自発性の支援への取り組みを行ってきました。 

医療的行為が必要なご利用者の利用が増え、看護師のみならず支援員が出来る行為者を増やす

ことで、お互いの負担軽減につながるが、医療行為に関する、同様のヒヤリハット・事故発生が

多くあり、ヒューマンエラーが第一の要因となり、ご家族からのクレームとして、ご家族が要望

された対応の周知徹底が、看護師・支援員間で図れず、不信感や不安感に繋がった。お互いに対
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応前後に確認することで、安心してご利用いただける体制づくりとして、複眼的な対応・確認が

必要であった。 

体調不良等で、入院や自宅待機となったご利用者宅に対して、退院時の病状説明の立ち合い、

往診時の立ち合いを行うことで、ご利用再開時や日々の変化等について、主治医等にお伝えする

ことが出来き、お互いの安心材料とすることが出来た。 

    また、多国籍の保護者に対して、予防接種や健康診断時の問診表作成・アンケート作成に関し 

※合理的配慮に関しては、意思決定支援を含めて、事ある場面を活用して、ご利用者の意向確認

を意識して対応させて頂きました。 

※職員育成に関しては、新たに技能実習生を迎え、コミュニケーション・介護技術の向上を視野

に、チューターを中心に育成に力を入れ,お互いに技能向上に努めて参りました。 

 

 

て、訪問し一緒に作成することで、保護者の安心に繋がった。 

予防接種・健康診断・理美容に関して、事前に抑制（対応策がない場合、最小限度）に関して

の同意書をいただき、実施後に報告しご家族から確認書を返却してもらう。このことにより、関

わる職員の身体拘束禁止に関する意識が高まった。 

個別面談時に、事前に個別支援計画をお渡しすることで、記載内容含め面談当日ご家族に確認

しやすかった。 

 健康支援・管理については、ご家族と情報交換を行い、ご利用者の体調の変化に注意しなが

ら、水分補給（ご利用者の嚥下状態やその日の体調に合わせたお茶ゼリーの提供）、活動室の温

度・湿度の調整、着衣の調整等行ない支援しました。また、体調の変化などが見られた場合は、

看護師と相談し、嘱託医と連携を図りアドバイスをいただき、健康支援につなげました。 

 個別対応が必要な活動について、毎回５分～１０分程度個々の運動メニューを実施しているが、

職員の人数により実施が出来ない日もあった。 

全体活動として：感覚刺激を楽しんでいただくため、夏場は水刺激・通常スヌーズレンを実施。 

音楽活動として：ご利用者が楽しみにされている、カラオケ（短期入所所有）を活用して、メニ

ューを増やしてきた。ご利用者が参加しやすい様に、手作り楽器を作成し、CD の音楽に合わせ

て演奏を楽しむことが出来た。その他、BGM 用の CD は、オルゴール系の物を用いて、リラック

スして頂く時間に活用した。 

外出行事については、昨年度からの取り組みとしてご本人・ご家族に選択いただき、品川族館・

羽田空港・ディズニーシーに外出し、見学以外に、食事・おやつ・買い物等を楽しむことができ

た。次年度も、ご家族に新たな外出先を募って、選択できる外出先を増やしていきたい。 

誕生会は、ご利用者の好きなケーキを選んで頂き提供し、記念品として写真を渡し、ご家族か

ら好評でした。 

また、夏祭りに向けて外気浴を活用して、外で看板作り、ハロウィンのかぼちゃ作りに取り組

みました。 

 年賀状作成においては、ご本人の笑顔の写真付き年賀状を作成し、封書に入れて（個人情報の

問題クリアの為）ご自宅発送し、大変好評となった。次年度も継続していきたい。 

 新たな取り組みとして、ご家族に普段の活動状況をお伝えするために、毎月「じょあ」を発行

し、ご利用者・ご家族からも好評をいただいている。 
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活動内容 実施回数 

個別活動（機能訓練、意思表出等個

別課題プログラム） 
月 20 回（毎日実施） 

音楽活動 月４回（週 1 回実施） 

お話し 月 4 回（週 1 回実施） 

創作活動 月４回（季節により回数を変動） 

レクリエーション・カラオケ 月 4 回（週 1 回実施） 

体感・感覚刺激活動 月 8 回（週 2 回実施） 

外出行事 

外出日 外出先 参加人数 

１０月２２日・２５日 羽田空港 ６人 

９月２８日 ディズニーシー ４人 

１１月１５日・２０・２１

日 

しながわ水族館 ６人 

 

＜B グループ＞ 

ア 活動実績 

各活動（レクリエーション、季節行事、創作、運動、収穫体験・調理、感覚刺激、誕生日会等）

は、毎月計画表を作成し、実施しました。職員体制やその日の天候によって、変更することもあ

りましたが、各活動定期的に実施できていました。活動を通して（レクリエーション、創作活動、

感覚刺激活動等の全体活動を通して、自己表現、自己決定、対人技能（ソーシャルスキル・コミ

ュニケーション等）、集団参加の支援を行うと共に、動的・静的運動を意識して取り組み、身辺

自立や日常生活につながる力を伸ばす支援を行いました。 

特に強度行動障害の判定を受けているご利用者が大半を占める中、安心して過ごせる場面提

供を行う必要があり、場合によっては専門的なアドバイスをいただく必要がありますが、定期的

及び必要に応じて、職員間で話し合いを行い、支援方法を検討し、環境の構造化など、試行錯誤

しながら実施しました。10 月にともかわさき（かせやま 平間）の職員 2 名が来所され、職員

の支援方法や環境の構造化についてアドバイスをいただき、その後、職員間で話し合いを行い、

支援方法の見直し、環境の構造化を行いました。 

また、日課等一つひとつの場面を視覚化し、分かりやすい環境整備に努めました。より良い場

面提供を行うためには、更生相談所との連携が必要となってきますが、毎日の記録・振り返りを

実施し、まずはグループ職員で対策を検討し、より良い場面提供に繋げられるよう工夫しました。

年度末にはモニタリングを行い、次年度につなげています。 

令和 2年度から、自助具としての車椅子のメンテナンス等を意識して、移動時・体感維持の安

全が図れるよう、ご家族含めて働きかけを行っていましたが、実際に調整・作成をしていた車椅

子が出来上がり、安全に使用しています。次年度も継続します。また、個別のニーズに合わせた

活動の提供に努めました。 

 

（ア） 全体活動は、個別性もあるため、ご利用者本人の意思確認を必ず実施し、参加されない

ご利用者に関しては、ご利用者の意向に併せてご利用者の近くで実施しました。 
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個別活動は、システムの見直しを図り、担当者を中心に考えた具体的な内容をカード化

し、実施の有無が分かるように、実施後はカードを移動することで、計画に乗っ取った活

動の提供を実施しました。 

屋外での活動として、実施していきます。 

（イ）  強度行動障害の判定を受けているご利用者については、基礎・実践研修修了者を中心

に、更生相談所のアドバイスを受け、作成した計画を基に支援を行いました。毎日の記録、

振り返りの実施し、行動が落ち着いているご利用者もいます。令和 4年度までに 7 名の計

画を立案しています。5 年度は新たに 4 名の計画を作成し、対象のご利用者全員分の計画

作成が終了しています。6 年度以降はその計画を基に支援していきます。また、手順書は

担当職員が中心に作成しました。 

      ・強度行動障害支援力向上研修（基礎研修） 

       5 月 1 名、9 月 1 名 計 2 名受講 

      ・ファシリテーターとして 1 名参加、7 月、9月、1 月 

（ウ） 更生相談所との連携 

       令和 4 年度からは、定期的に支援のアドバイスを受ける機会を設けることはなく、グル

ープ職員で対策を検討し、支援にあたりました。今年度も継続し、必要に応じて相談する

こととしています。 

（エ） 誕生会の開催 

       コロナ禍の影響により、外出して好きな食べ物を選ぶ活動が実施できない為、令和 3 年

度からご利用者全員が参加できる、月 1 回の誕生会を開催し、誕生者を祝うと共に、誕生

者にはケーキの種類を選んでいただき、召し上がる時には、全員のご利用者に、チョコソ

ースや生クリームなど自分好みでトッピングしていただき、選ぶ楽しみ、食べる楽しみを

感じていただいてます。ご利用者の反応も良く、好評を受けています。また、プレゼン

トの写真立ても、ご利用者、ご家族ともに好評でしたので継続していきます。 

（オ） 収穫体験・調理活動 

令和 5年度、園芸係を中心に、苗の植え付け・水やり・収穫の活動に取り組み、参加さ

れたご利用者の表情がとても良かったので、継続的な活動に繋がるよう計画しました。   

5 年度はじゃがいもを栽培しましたが、今年度はさつま芋の収穫を目指しましたが、

猛暑の影響と雑草の手入れが追い付かず、うまく育てることができませんでした。今

回の結果を反省材料とし、次年度につなげていきたいと思っています。 

   （カ） 外出活動 

昨年度から再開した日帰りの外出活動を、昨年度は半日で実施しましたが、今年度

は昼食も召し上がっていただき、一日かけて楽しんでいただきました。 

行き先はお台場方面のドライブと品川アクアパークの 2 か所から選択していただき

ました。少人数で、充分な感染予防を行いながら実施しています。 

・お台場方面ドライブ：1/22（2名）、1/29（3名）、2/5（3 名）5名参加 

・品川アクアパーク ：2/12（4名）、2/19（3名）、2/26（2 名）、3/5（2名） 

 体調不良等で 3 名の方が参加できませんでしたが、参加された方は、皆さんが非日

常の体験を楽しまれていました。 

次年度も行き先を検討し、複数個所選定した中から、お好きな場所を選んでいただ

く形を取り、意思決定支援に繋げていきます。 

 日帰りの外出活動とは別で、季節を感じていただく為に外出活動を行っています。

行き先によってはドライブを兼ねて外出しています。 
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・姥が森公園へのお花見：4/2（8名） 

・殿町第 2 公園：5/29（13 名） 

・富士見公園：10/7（4名）、10/8（4 名） 

   （キ） 床上排泄に対するご利用者の衛生面及びスタッフの腰痛予防に対する取り組み 

令和 2年度、ベッドとリフトを導入しましたが、移乗に関して1名体制で対応した場合、

排せつの対応に加え、移乗対応を加えると、15分以上かかってしまう為、コロナ感染症予

防の観点から考えると、最善ではなく、職員 2 名体制で移乗した方が時間短縮にもなり、

現場の体制、コロナ感染症予防を考慮し、2 名体制の方が効率的な為、リフトは活用して

いない状況です。しかし、コロナ感染症の状況も変わってきている現在、ご利用者・職員

の負担感軽減の為、安全面からもリフトの活用について、改めて検討し、推進していきま

す。 

（ク） 健康面での改善について 

 毎月定期的に歯ブラシ交換を実施しました。一部のご利用者は、必要に応じ交換する方

もいました。 

1 日一人当たり 800 ㎖の水分摂取（昼食時と合わせると 1ℓ）を目標とし、個別のコップ

（350 ㎖）を準備し、水分摂取量が可視化できるようにし、確実に水分摂取していただき

ました。 

   （ケ） ご家族懇談会 

    ご家族懇談会は、10 月、2月に開催しています。7 月は、昨年度同様にグループ毎の

開催とし、6 名（5 家族）の参加がありました。主な内容は活動報告、災害時の対応（避

難訓練実施報告含む）、事故ヒヤリ報告、コロナ感染症の情報提供について、衣類の「お

願い（発作につながるボーダー柄着用について）、記録用カメラの設置について等。ま

た、昨年度の懇談会時に「温冷配膳車を使用した給食の試食をしてみたい」というご

要望があった為、全体の懇談会を一度締めた後に、希望された 4 名のご家族対象に、

給食の試食会を実施しました。ランチタイムのような雰囲気で会話がはずみ、有意義

な時間となりました。 

2 月は、2階フロアＢＣＤグループ合同で実施しています。7 名の参加予定となって

いましたが、ご家庭の事情などで当日は 3 名の参加となりました。 

茶話会形式として、ご利用者の誕生会の時に提供させていただいているケーキとお

茶を準備して、召し上がっていただきながらの懇談会としました。活動報告を中心に、

次年度の取り組みについて、記録用カメラ設置のご報告、福祉サービス利用意向調査

結果報告、事故ヒヤリ報告、災害時の対応について（避難誘導時に使用するショルダ

ー担架の使用方法について含む）、医務関係について等お伝えし、そのご意見交換を行

いました。 

   （コ） 強度行動障害支援のための構造化、環境整備の強化を行った。 

活動室の環境の見直しを図り、レイアウトの変更を 2 回行っています。（5月・9 月） 

強度行動障害のご利用者が、自傷・他害行為などで、怪我をすることのない様に、新

たにテーブル、緩衝材を設置しています。また、個々の特性に配慮したパーソナルス

ペースを提供しました。 
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イ 具体的支援内容 

（ア） 強みと興味を活かした自発性の支援 

意思決定支援（机上活動等に関して、ご利用者の目前に提示して選択していただけるよう）

に留意し、現存する能力の確認やそこから発展する活動への取り組みを実施しました。個別

活動は集中力を考え、分かり易く回数を決めて取り組めるよう提供しました。 

   （イ） 感覚に対する配慮と活性 

      スヌーズレン活用については、引き続き活動室以外の広い空間（会議室）を使用すること

で、三密を避ける環境を整え、定期的に週一回実施しました。非日常的な環境に興味を示す

ご利用者も見られています。また、夏場には「水遊び」を実施。水遊びを通して季節感を感

じていただくと共に、水に触れることで、触感を刺激することを目的としました。冬場には

「手浴・足浴」を実施。むくみの解消や血行の促進による全身の温熱効果を得ると共に、手

指、足裏のマッサージを行う事で、リラックス効果も得ることができました。昨年度に引き

続き、開始時期が遅くなってしまい、実施回数が各ご利用者1回程度となってしまったので、

次年度については、今年度の反省を引き継ぐ形を取り、計画的に実施できるように、年度当

初に予定表を作成し、提供回数を増やすようにします。 

   （ウ） 体力や身体機能の維持、健康の向上の支援 

a  自ら健康を守ることが難しいご利用者方の健康の維持については、ご家族との情報交換に

努めました。また、嘱託医にアドバイスを求めました。今後は、年齢が上がってくることを

踏まえ、施設内での健康診断・インフルエンザ予防接種・歯科検診等を活用し、二次予防の

観点をご家族と共有し、現状の健康をどのようにしたら維持できるのかを検討していく必要

があります。 

b  南部支援室と連携を取り、令和 4 年度に作成していただいた運動プログラムを活用し、継

続して体力、身体機能の維持・向上につなげています。また、ご利用者の姿勢、（昼食時も

含む）机上活動の評価等行っていただいています。机上課題についてはアドバイスをい

ただいたことで、提供できる活動の種類が増えました。 

（エ） 社会参加と自己効力感の支援 

a  コロナウイルス発生前は、清掃活動は毎週実施しておりましたが、それ以降は地域の公園

等の清掃活動（社会貢献）は実施しておりません。5 年度は、別の形（隣接する田島支援学

校の生徒さんとの交流会など）で社会参加を計画する予定でしたが、具体的な計画までは進

めることができませんでした。今年度については、昨年と同様に、学校からお誘いしていた

だいた行事に参加しました。学校の催し物に参加することで、楽しい雰囲気を感じていただ

くことができました。 

 ・マジックショー：8/21（2名） 

 ・体育祭：9/26（1 名） 

次年度も引き続き、支援学校の先生とご相談させていただきながら、交流の機会を増

やしていきます。 

（オ） その他 

ａ 支援学校見学（7/2：2 名訪問） 

  田島支援学校を訪問し、授業の様子を見学させていただきました。活動の提供方法、環境

面での構造化の工夫など参考になりました。 
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ｂ 新聞発行 

  ご家族に向けて、施設でのご様子をお伝えする為に、グループの新聞発行を計画していま

したが、担当を立てていなかった為に、年度末まで発行することできませんでしたが、自ら

進んで作成に取り組んだ職員が第 1号の新聞を発行し、外出活動を中心にご利用者の様子を

伝えることができました。次年度も引き続き発行していきます。 

ｃ 縦模様（ボーダー柄）及びチェック柄の衣服着用について 

  平成 31 年度に、上記柄の衣服について、それを直視することで発作を誘発するご利用者

が居る為、着用をご遠慮いただくよう依頼文を配布し、お願いをしていました。それに対し

て、昨年度の懇談会でご質問（継続されているのか？ 衣服を購入する際、選択肢が少なく

て困っている）を受けた為、改めて嘱託医の意見も聞き、再調査・検討をした結果として、

発作を誘発する原因であることをご理解していただいた上で、着用を控えていただき、着用

して来られた時は、職員が声掛けして直視しないよう支援する旨の通知を配布しました。 

ｄ 個別支援会議の実施 

  個別支援会議を通して、通常の申し送りで挙がらないご利用者についても、支援について

振り返る機会を持つことができました。 

 ・個別支援会議（年度当初 4回） 

 ・個別支援会議中間報告会（1 回） 

 ・個別支援会議（中間モニタリング 3回） 

ｅ 摂食評価の実施 

  言語聴覚士（ＰＴ）に依頼して、6月に摂食評価を実施しています。（3 名） 

ｆ 運動機能評価の実施 

  更生相談所に依頼して、新規のご利用者及び再評価が必要なご利用者の運動機能について、

評価していただき、アドバイスをいただいている。（4 名） 

ｇ 接遇の振り返り（接遇の見直し） 

  毎日、夕方の申し送り時に振り返りを行っています。徐々に報告が上らない状況となって

います。意識が高くなって接遇面が良くなっていることも考えられますが、逆に意識の低下

も考えられるので、引き続き振り返りは継続し、研修などを通して意識向上につなげていき

ます。 

 

活動内容 月間実施回数 

体操・ウォーキング 月 20 回（週 5 回実施） 

感覚刺激（スヌーズレン） 月 4 回 

感覚刺激（水遊び） 月 3 回（夏場：8 月～9 月、ご利用者月 1 回程度） 

感覚刺激（手浴・足浴） 月 3 回（冬場：11 月～2 月、ご利用者月 1 回程度） 

レクリエーション・創作 月 8 回（週 2 回実施） 

誕生日会 月 1 回 

日帰りの外出活動（半日） 下半期に実施（11 月～3 月：計 7 回） 
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 ＜Cグループ＞ 

  集団の中で主に受注作業に取り組んでいただけるご利用者が所属されています。パーテーショ

ンや個別の机を使用して、環境づくりを行いました。今年度もご利用者同士の接触を避けるため

に、活動室の環境の見直し（座席の変更等）を随時行いました。 

活動面では、受注作業がメインなので、働く意欲のあるご利用者のために、主にボールペンの

組み立て作業を中心に取り組めるようにしました。今年度はボールペンの仕事を定期的に受注す

ることができました。また、ボールペンがない場合には、タオルたたみやパズル等、様々な軽作

業をご利用者自身で選択して取り組んでいただけるようにしました。また、健康増進のために、

体を動かす活動（ウォーキング、エクササイズ）を定期的に実施し、トランポリンや足踏み台な

どを購入し、より体を動かす活動提供ができました。 

    

活動内容 月間実施回数 

受注作業（ボールペン） 月 16 回（週 4 回実施） 

エクササイズ 月 4 回（週 1 回実施） 

ウォーキング 月 8 回（週 2 回実施） 

レクリエーション 月２回 

軽作業（作業練習） 月 8 回（週 2 回実施） 

外出活動 月 4 回（週 1 回実施） 

喫茶外出 月 1 回 

   

＜D グループ＞ 

D1 グループは、自閉スペクトラム症の方を中心に、集団で過ごすことが難しい方々が所属さ

れています。パーテーションを使用して個別のスペースを確保し、視覚的な刺激を軽減するこ

とでご利用者に安心して過ごしていただけるよう環境調整を行いました。ボールペンの受注作

業の他、個別の自立課題に取り組んでいただいています。 

D2 グループは、強度行動障害の基礎・実践研修修了者を中心に職員を配置し、少人数で受注活

動を取り組んでいただきました。また、ウォーキングを中心に毎週運動を取り入れ、健康増進の

ために体を動かしていただく機会を提供しました。 

    

活動内容 月間実施回数 

受注作業（ボールペン） 月 16 回（週 4 回実施） 

    ウォーキング 月 4 回（週 1 回実施）  

エクササイズ 月 4 回（週 1 回実施）  

学習活動（文字・漢字・計算練習） 月 4 回（週 1 回実施）  

外出活動 月 4 回（1 週間に 1 回実施）  

喫茶外出 月 1 回 

 

ウ 〈CD 共通行事、専門相談〉 

（ア） 更生相談所との連携 

73



      心理相談や摂食評価等、様々な専門相談を依頼し、多角的な視点で支援を展開できるよう 

      に連携を行いました。 

（イ） お楽しみ会の開催 

 12 月にはクリスマスイベントとして、お楽しみ会を開催しました。ビンゴゲームを行った後 

 に皆さんでケーキを召し上がっていただきました。普段多人数の中で過ごすことが難しい方 

 も、お楽しみ会は特別なようで皆さん一緒に参加していただくことができました。 

（ウ）  外出行事の開催 

 今年度は 4 回に分け、しながわ水族館と金沢動物園に日帰り旅行に行きました。ファミリ 

 －レストランで昼食を摂った後に園内を散策しました。 

 〇6月 18 日 しながわ水族館 5名参加 

 〇6月 26 日 しながわ水族館 4名参加 

 〇7月 3日  しながわ水族館 4名参加 

 〇10 月 16 日 金沢動物園   3 名参加 

  （エ） シェア畑 

      今年度よりシェア畑をレンタルし、野菜を育てる活動を開始しました。ご利用者には水や 

りや収穫を行っていただき、野菜が育つ過程を見て、体験して、知っていただく機会を提 

供しました。 

  （カ） 調理活動 

      今年度は綿あめとかき氷、チョコケーキ作りの 3 回実施しました。自分で調理したものを 

      食べるという機会をもつことで、より楽しく、身近に食を感じていただけるように活動提 

      供を行いました。 

 

エ 【専門的支援】 

嘱託医による定期的な健康チェックや健康相談を受けています。今年度も南部支援室に専門相

談を依頼し、強度行動障害の状態増にあるご利用者の支援に関して専門的評価を受ける事が出来

ました。また、日中一時支援に定期訪問しているＳＴからⅭ活動室のご利用者の嚥下評価を受け

ることができました。令和 7 年度も引き続き見ていただきます。 

ご利用者の気持ちに立った支援、また見通しを持った支援（構造化支援）を継続的に実施し、

必要に応じて更生相談所等専門家のアドバイスを受けながら支援を行いました。2 階の生活介護

グループに関して、構造化を視野に活動室の入れ替えを行い、特に感覚過敏のあるご利用者にと

って、刺激の少ない環境を提供し、後半に、安全面等を配慮して衝立パネルを導入しました。 

職員の研修受講に力を入れ、強度行動障害支援力向上研修は基礎研修 4 名・実践研修 3名、サ

ービス管理責任者実践研修に 2名受講することができました。 

また、支援をする上で一番大切にしていきたい、意思決定について、意思決定支援ガイドライ

ン研修に 4名受講することができ今後の支援に活かしていきたいと考えています。今後も積極的

に各研修を受講していきます。 

  オ 【医療的ケアの拡充】 

支援職員による、人工呼吸器装着を含む喀痰吸引および経管栄養の研修を短期入所の営業日数

拡大を見据え、看護師の経管栄養指導員を増やす為、２名が受講しています。生活介護のみなら
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ず、短期入所においても医療的ケアを実施しているご利用者の安定的に受け入れを行うため、今

後も継続的に喀痰吸引および経管栄養の対応がとれる職員を増やしていく必要があります。 

カ 【医務・衛生】                                                                                  

（ア）『経管栄養について』 

・経管栄養の手順・マニュアルを作成し、支援員（経管栄養の受講済）の指導を行っています。

（3 名） 

・経管栄養、喀痰吸引の職員の育成の為に、経管栄養を行うにあたり、実施項目チェックリスト

にともなった指導をしています。 

・看護師の体制は各グループを定期的に巡回する方法をとり、施設全体のご利用者を把握し、看

護と健康管理をおこなっています。 

・定期的に各グループを巡回することで、ご利用者の状態把握をし、看護師間での申し送りを

夕方から朝に変更をしています。（夕方はショートステイの服薬準備のため申送り不可のた

め） 

・コロナ感染防止のため活動室、フロア、食堂、トイレ、施設全体の消毒を継続実施していま

す。 

（イ）『定期健診』 

・年1回の健康診断を実施しました。 

・年1回の歯科検診を実施しました。（職員対象の口腔ケア研修も実施しています） 

・月2回、内科医師による回診を実施しました。 

・インフルエンザ予防接種を実施しました。 

・コロナワクチン接種の実施をしました。（２回実施しています） 

    ・災害時薬の預かり希望者に対し、施設での保管を行っていますが、お知らせ文にて服薬交換を

依頼して、ご家族管の基本定期的な服薬交換に至らない状況にあります。また、医療ケアが必

要となるご利用者の医療器具一式に関しても、出来る範囲でお預かりする方向で検討していき

ます。 

  ・健康のしおり配布、医療的ケア指示書、経管栄養報告・計画書の作成と配布を継続して行いま

した。 

  ・ご家族懇談会・ケア会議・個人面談等で、情報収集に努めました。 

キ 【食の支援】 

（ア） 給食会議の実施 

    【開始時間】16：30～ 【場所】1階地域交流スペースまたは 3階会議室 

    第 1 回：4/18（木）、第 2回：5/15（水）、第 3回：6/11（水）、第 4 回：7/11（水）、 

第 5 回：8/15（木）、第 6回：9/4（水）、第 7回：10/11（金）、第 8 回：11/12（火）、 

第 9 回：12/10（火）、第 10 回：1/14（火）第 11 回：2/12（水）、第 12 回：3/11（火） 

    【内容】  

    ・翌月の献立内容の確認 

・前月、今月の給食に関して 

・提供食材について 

    ・施設職員、厨房委託業者の意見交換 

・行事食、イベント食について 
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    ・その他、連絡事項   など 

（イ） 日々の給食の確認 

     食材や提供方法など、食事で気になったことがあれば、看護師、支援職から栄養士へ報告

し、厨房委託業者と対応を検討しました。施設全体での対応となる場合は、給食会議、職員

会議で話し合い、施設全体で周知できるよう努めています。 

（ウ） イベント食・行事食 

   ご利用者の皆様に食事を楽しんでいただけるよう、行事食、イベント食を提供し 

ています。食事内容だけでなく、行事・イベントをイメージしたカードや、館内放送を用いた

ご利用者へのアナウンスなど、食事中の雰囲気作りも心掛けています。 

【令和 6 年度 実施内容】 

実施月 行事・イベント 献 立 内 容 

4 月 エームサービス 1

周年記念メニュー 

彩り押し寿司、清汁、肉じゃが、マロンケーキ 

5 月 日本昔話～桃太郎

御膳～ 

鬼退治ちらし、鬼退治おつけ、鬼退治鶏だんご、鬼退治

きんぴら、ケーキ桃添え 

6 月 梅雨 夏野菜オムカレー、ホタテ風味サラダ、あじさいゼリー、

野菜ジュース 

７月 七夕 バターロール＆ピーナッツクリーム、パンプキンポター

ジュ、七夕ミートポテトグラタン、レタスとオクラのさ

っぱりサラダ、みかんゼリー、牛乳 

8 月 夏祭り ガパオライス、野菜ジュース、じゃがバター、きゅうり

と大根のサラダ、ビール風ゼリー 

9 月 お月見 月見うどん、かに焼売、里芋のごまマヨサラダ、お月見

ゼリー 

10 月 
ハロウィン ごはん、パンプキンスープ、チキンピカタ、紫キャベツ

のコンソメ和え、ハロウィーンゼリー 

11 月 秋の味覚 ご飯、清汁、魚のちゃんちゃん焼き、さつま芋のサラ

ダ、かぼちゃババロア 

12 月 クリスマス ご飯、洋風スープ、チキンとグリル野菜のトマト煮、ち

ーずとブロッコリーのサラダ、いちごケーキ 

１月 お正月 赤飯、清汁、天ぷら、茶碗蒸し、栗きんとん 

2 月 節分 ちらし寿司、清汁、肉じゃが、ミルクレープ 

3 月 ひなまつり ご飯、つみれ汁、唐揚げ、菜の花のなめたけ和え、ひな

祭りゼリー 

（エ） 食育おやつ活動（日中一時預かり事業） 

     日中一時預かりの子ども達を対象に食育おやつ活動を行っております。トッピングの食材

やホイップ絞りなどを用いることで、子ども達が手先を動かして仕上げができるよう、工

程を工夫しました。また、支援職のお手本を真似たり、自分自身で自由に考えて仕上げた

りと、子ども達が発想力豊かにのびのび作れるよう、支援職と協力し合い、実施していま

す。 
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ク 【ご家族懇談会】2回開催（7月・3 月） 

   今年もグループ毎に、開催しました。ご家族から各グループでの活動状況等が見えてこな

いという声があり、写真・映像・作品展示棟を行うことで、普段の活動状況等をお伝えする

ことが出来ました。3月に関しては、1年間の活動状況の報告と、令和 6 年度の活動予定、災

害時を想定した避難訓練への取り組み状況、災害時を想定して、栄養剤等準備や福祉サービ

ス利用者意向調査結果に基づく報告と改善提案等について意見交換を行いました。特に

B/C/D グループ合同で開催いたしましたが、参加されるご家族が少なく、十分な意見交換に

繋がりませんでした。開催方法含めて検討が必要となります。 

また、8050 問題(逆介護)もあり、ご家族の介護力が低下している状況があり、将来的な不

安を含めグループホームの活用についても意見が出されていました。拠点型施設としての機

能を活かす意味でも、早めにご家族の介護状況を確認し、相談支援やサービスに繋げるため

の取り組みを進めています。 

年度当初には、ご家族には、各グループの担当職員の顔が分かるように、職員紹介冊子を

配布しました。 

 

ケ 【運営推進会議】2回開催（9月・3 月） 

    参加の構成メンバーとして、ご家族代表３家族・地域の代表者２名に参加いただき、た 

   じま施設が提供しているサービス内容を地域に発信し、ご利用者・ご家族・地域住民等から

の要望や助言等を受ける事で、事業所運営の透明性の確保、サービスの質向を図り地域との

連携の確保を行うために開催いたしました。障がいのグループホームも運営推進会議開催が

必須となる事もあり、３月開催時には、二部制として聖風ホーム職員・ご利用者にも参加い

ただき昼食を摂りながら和やかな雰囲気の中で開催いたしました。 

コ 【第三者委員会】2回開催（4月・3 月） 

    構成員として、川崎区民生委員児童委員会長・南部地域支援室長に参加いただき、令和６

年度事業の振り返り、令和７年度の事業計画案の説明、利用者満足度調査、事故・苦情につ

いて報告し、改善提案含むご意見を賜りました。お伺いした提案・意見については次年度の

職員研修・ご利用者支援に活かしていく所存です。 

サ 【行事】 

     各グループにおいて、季節の小行事（ハロウィン、クリスマス等）を活動の一環として例年

提供してきました。コロナ関連が５類に移行したことで、年度途中から例年に近い行事を再開

いたしました。 

（ア） 日帰り旅行 各グループでの日帰り旅行について、ご希望に合わせて実施いたしました。 

（イ） 生活介護夏まつり 

ゲームをメインとして、8 月 7 日に実施しました。その週の昼食は、各グループからの希

望のメニューを提供しました。川崎市立臨港中学校２年生 2名を職業体験として初めて受

け入れを行いました。 

（ウ） その他 活動の一環として、通常の喫茶外出をドライブスルーで商品を購入し、施設内で

の喫食に変更しました。 

（エ） 誕生日会の実施 ご利用者の好みや嗜好に合わせた、ケーキを選択していただき提供し、

大変好評でした。 
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シ 【クラブ活動・地域交流】 

    ご利用者のクラブ活動として、音楽、園芸、体操を行いました。 

（ア） 音楽 

音楽活動は各グループ独自で行いますが、そのプログラム内容や方法について共有し、より

有意義な音楽活動の提供を目指し取り組んできました。音楽活動として、定期開催を行ってき

ました。職員の活動支援のスキルアップを図る事も目的の一つとしています。 

（イ） 園芸 

施設の畑スペースやプランターを利用して野菜や草花を育て、育てたもの（ジャガイモ・サ

ツマイモ）を調理して食べる事で、調理活動の一環としご利用者の役割意識を育む活動を行っ

てきました。 

（ウ） 体操クラブ 

笑いヨガの団体である和ははの会クラブ活動として指導して頂いておりましたが、コロナ

の影響により、中断した形となりました。毎回楽しみにされていたこともあり、次年度は講師

と確認後再開に向けて計画立てを行っていきます。 

ス 利用実績 

【利用者概況】 

たじま生活介護は令和 7年 3月 31 日現在、定員 60 名の通所事業所として営業しており、下表

（ア）の通り登録者数は 67 名、平均利用者数は 50.8 名となっています。令和 4 年度当初、田島 

支援学校卒業生 2 名の新規利用契約がありましたが、年々希望者が減少しています。 

ご利用者の障害支援区分の分布は下表（1）の通り区分 5・6の方の割合が 85％になっております。 

下表(3)(4)から、卒業生の受け入れ中心のたじま生活介護において、ご利用者の平均年齢は年々

下がってきていますが、その反面、旧いけがみから在籍している、または他施設から移行してき

たご利用者を中心に高齢のご利用者の比率も増しており、ご本人やご家族の高齢化による生活状

況の変化等も見据えた支援の必要性も高くなっていく状況です。 

（ア） 障害支援区分 

障害者区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 合 計 

男性 0 0 1 3 14 26 0 44 

女性 0 0 1 3 3 16 0 23 

合計 0 0 2 6 17 42 0 67 

（イ） ご利用者人数 

定員 60 契約 67 
実人数 前年度 新規登録者 登録取消者 

67 67 5 5 

（ウ） 年齢構成 

（エ） 主な障害・疾病 

 ①障害及病名別／性別 男 女 計 

性別 15 歳~ 20 歳~ 25 歳~ 30 歳~ 35 歳~ 40 歳~ 45 歳~ 50 歳~ 55 歳~ 計 

男 6 10 11 4 4 4 2 4 4 49 

女 0 4 11 2 2 0 2 2 0 23 

計 6 14 22 6 6 4 4 6 4 72 
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障害名／等級 

知的障害 36 17 53 79.1% 

身体障害 25 11 36 53.7% 

自閉症・行動障害 18 6 24 35.8% 

精神障害(疾患） 1 0 1 1.4% 

高次脳機能障害 2 0 2 2.9% 

統合失調症等 1 1 2 2.9% 

水頭症・小頭症・巨人症 4 0 4 5.9% 

ダウン症候群（染色体異常） 2 4 6 8.9% 

てんかん 19 10 29 43.2% 

（オ） 平均年齢 

 R6年度 前年度 昨年度比較 

男性平均年齢 38.6  歳 38.0 歳 0.6 歳 

女性平均年齢 25.3  歳 26.3 歳 −1.0 歳 

全体平均年齢 33.3  歳 33.3 歳 0.0 歳 

セ 運営体制 

（ア） 職員研修 

番

号 
研 修 名 

人

員 
開催場所 期 日 

1 
新人・異動職員研修（意思決定支援・権利

擁護・地域生活支援・接遇等） 
3 たじま施設 令和 6 年 4 月 1 日 

 職員研修（接遇） 26 たじま施設 令和 6 年 5 月 15 日 

2 職員研修（車椅子上での着脱） 13 たじま施設 令和 6 年 6 月 20 日 

 職員研修（身体拘束禁止・虐待防止） 34 たじま施設 令和 6 年 7 月 10 日 

 職員研修（食事） 28 たじま施設 令和 6 年 8 月 21 日 

 職員研修（救命救急） 22 たじま施設 令和 6 年 10 月 16 日 

4 安全運転講習会 10 たじま施設 令和 6 年 11 月 5 日 

 職員研修（意思決定支援） 14 たじま施設 令和 6 年 11 月 6 日 

 職員研修（合理的配慮について） 34 
たじま施設 

講師：手をつなぐ育成会 
令和 6 年 11月 13 日 

 職員研修（ストレスマネジメント） 13 たじま施設 令和 6 年 12 月 18 日 

5 職員研修（腰痛予防講習会） 20 たじま施設 令和 7 年 2 月 19 日 

11 
職員研修（身体拘束禁止・虐待防止アンケー

ト） 
28 たじま施設 令和７年 1 月 15 日 

 安全運転管理者等法定研修 1 川崎市産業振興会館 令和 6 年 11月 12 日 

16 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 4  総合研修センター 

令和 6 年 5 月 23 日

/24 日・7月 25 日/26

日・9 月 26 日/27

日・10 月 12 日/19 日 
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17 強度行動障害支援者養成研修（実践研修） 3  総合研修センター 

令和 6年 6月 27 日/28

日・令和 6 年 12 月 14

日/21 日 

21 サービス管理者実践研修 2 
ｵﾝﾗｲﾝ・神奈川県民ホール・

ウイリング横浜 

令和 6 年 12 月 18 日

/19 日・12 月 12 日/令

和 7 年 2 月 6 日/7 日 

 サービス管理者更新研修 1 
かながわ労働プラザ・厚木

商工会議所 

令和 6 年 8 月 5 日・29

日 

22 チームリーダーキャリアパス対応生涯研修 2 
神奈川県社協福祉研修セン

ター 

令和 6 年 7 月 25 日～

26 日 

令和 6 年 8 月 22 日～

23 日 

23 国際福祉機器展 1 東京ビッグサイト 令和 6 年 10月 2 日 

24 神奈川県意思決定支援ガイドライン研修 4 神奈川県労働文化センター 

令和 6 年 8 月 27 日・

令和 7 年 2 月 10 日・

3 月 6 日 

25 体を正しく使った移動・移乗技術 １ 総合研修センター 令和年 8 月 6 日 

26 福祉職に求められる【聴く力・伝える力】 2 総合福祉センター 令和 6 年 12月 17 日 

27 
報酬改定による高齢者・障害者支援への影

響と対応 
1     総合福祉センター 令和 7 年 2 月 12 日 

外部研修に関しては、法定研修等を含め、市社協・県社協研修を活用し、集合研修として参加する

ことが出来ましたが、ZOOM での参加も有りました。サービス管理者・強度行動障害支援者研修等、施

設運営する上で必要とされる研修も受講することが出来ました。特に、サービス管理責任者（実践研

修・更新研修）も受講することが出来、事業所として必要とされる人数を確保することが出来ました。 

サービス管理責任者を担う為にも、次年度も計画的にエントリーしていきます。 

施設内職員研修に関しては、ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ研修オンデマンド研修・介護技術等研修を、サブ・リー

ダーが中心となり、企画から運営を担い、ﾃｨｰﾁﾐｰﾋﾞｽﾞ（動画マニュアル）も併せて、計画的に運用し

実施することが出来ました。虐待・身体拘束禁止に関しては、アンケートを定期的に実施し、事例を

介しながらグループワークを中心に実施しました。また、合理的配慮に関しては、外部講師をお招き

して、障がいをお持ちの方の見え方や考え方等について研修を実施しました。次年も法定研修含めて、

施設運営に必須となる研修を計画的に実施し、異動・新人職員研修に活かして生きます。 

 

ソ 社会福祉現場実習生等の受け入れ 

（ア） 昨年度からの実習依頼があり、継続して受け入れを行いました。 

番

号 
実習内容 人員 所属 年間日数 

1 

精神保健福祉士実習 

相談支援業務の実際（たじま家庭

支援センター） 

2 日本福祉専門学校  ２日 

 フィールドワーク実習 2 大正大学 11 日間 

80



 介護福祉士実習 4 川崎市立川崎高校 20 日間 

 地域の拠点施設の理解 22 イムス横浜国際看護専門 16 日間 

（イ）体験学習 

番

号 
目的（ボランティア名等） 人員 所属 年間日数 

1 職場体験 4 臨港中学校２年生  1 日間 

2 職場体験 4 川中島中学校２年生 2 日間 

（ウ） ボランティア状況 

番

号 
目的（ボランティア名等） 人員 所属 年間日数 

1 日常活動の補助 １ 地域のボランティア  週１回 

（エ） 苦情解決 

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

14 件 14 件 0 件 

苦情解決の経過 

苦情内容 

①バッグの中を確認すると、バッグの中に尿で汚れた衣類がビニールに入れ 

ず、そのまま入れてあったと朝の送迎時に言われた。できれば、ビニールに入

れて分かるようにしてほしいと要望あり。 

②吸引に際してご家族への確認不足 

③吸引に関してご家族への判断の仰ぎ方 

④自宅に帰って来た時、車椅子のラバーシートが裏表逆になっていた。着け

る意味がないので注意して下さいとの言葉があった。 
 

苦情解決 

①送迎職員のご家族への連絡不足。 

②ご家族のご要望に添うと伴に、使用の際はご家族に判断を仰ぐ。 

③看護師間でも情報の共有を図る。また緊急の際の連絡がつかない場合、看護

師判断での対応など事前の確認をとっておく。 

④看護師の手技を含めた共有をする。 
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２－３ 日中一時預かり  

期間    自２０２４年（令和６年）１０月 １日 

        至２０２５年（令和７年） ３月３１日 

 
 10 月～3 月までのご利用者契約数は 1８名となっており、２月に２名のご利用者が引越しで退

所、１月以降新たに３名のご利用者の利用が開始されました。内 1 名は希望があり２歳児の受け

入れとなりました。継続して外国籍のご家庭には日本語の文書を英訳英文で作成、直接説明する

など支援を行っています。 

 コロナウイルス感染症が５類相当に変更となったことで、マスク着用の習慣は障害特性や進学等を

考慮して継続を勧めながら、最終的には保護者の方の判断としています。また、外出時や距離の取れ

るホール活動時はマスクを外してのびのびと活動を行いました。 

 昨年に引き続き 15：00 以降の自由遊びの時間を ST の助言から個別活動の時間を設けるようにして

います。希望者にはその時間は、机の上で落ち着いて塗り絵やお絵かき、アイロンビーズなど自由に

活動しています。その時間を設けたことで、指先の動きなどの繊細な動き、表現し、友達に見せて褒

められる喜び、型はめなどゆっくりと落ち着いて行うことで父母を待つ時間も落ち着いて待つことが

できています。プラレールを追加し、想像して物を作り上げる、指先を動かし、目で物を追うなどが

幅広く行えています。また、リカちゃん人形も増やしたことで、ごっこ遊びをし、創造力や思考力を

育成しました。楽しみながら行えました。 

  

１ 事業所概要 

   

★利用時間  

 

★送迎    

★定員    

★対象者   

︓９︓３０〜１６︓００ 

 ※土日、祝日は休業 

︓なし 

︓１０名以下  

︓川崎区内在住の２歳〜6 歳 

2 利用実績 

 （１）利用状況 

 
契約

者数 

定員 5名に 

対する利用

率 

紹介先／情報提供先 

移行先／人数 

４月 0 名 

   

５月 １名  南部療育センター  

６月 0 名    

７月 0 名    

82



８月 １名  再度利用  

９月 ０名    

１０月 ０名    

１１月 １名  南部療育センター  

１２月 0 名    

１月 ０名    

２月 ２名  南部療育センター 幼稚園２名 

3月 ２名  南部療育センター 桜分教室１名、普通級３名、支援級

２名 

  ※稼働率変動について 

  １０月に１名新規で受け入れしています。１０月の時点で木曜日に２名・金曜日に１名の空きがあ

る現状。登苑できるご利用者も他の通所先があり空きを埋められない状況。また、幼稚園併用者は

幼稚園の行事等の関係で月数日の欠席がある状況。日々定員は 10 名となっているが、当日欠席の

方や家庭の都合で定休を申し出るご利用者がいるため、２月に新規ご利用者と契約を行い利用率安

定を目指しました。紹介を頂いても送迎が必要でご利用が出来ないケースも有りました。また、午

後のみのご利用者も２名いる現状です。新規ご利用獲得の為に、継続をして療育センターへ空き情

報をお伝えしています。 

 

   ２月に２名のご利用者が引越しを理由に退所され、利用微調整を１名の方へ行い、２月に新たに

２名、３月に２名のご利用者を受け入れ、稼働率の安定を図りました。 

3 目的に応じた活動内容 ～「五領域」「10 の姿」を取り入れて～ 

障がいへの特性に応じた支援と保育の指針である五領域を取り入れて、幼児期に育つことが期待さ

れる、生涯にわたる人格形成の基礎（感動したり、興味を持って知ろうとしたりする豊かな感覚を身

に着けていく事）を培うことを目的とします。2017 年に日本の幼児教育、保育の基準となる「幼稚園

教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園・保育要領」の３つの法令の改定が行われま

した。内容の変更に伴い子どもたちが小学校就学前の姿を想定した「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい 10 の姿」が示され具体的な姿や保育者の指導のポイントがまとめられました。2018 年 4 月から

導入された「新保育指針」のポイントである 10の姿を新たに取り入れた支援をしました。 

 

         発達の遅れや障害の特性に応じた支援・訓練 

3 本の柱     幼児期に必要な五領域を指針とした保育   

         幼児期までの終わりまでに育って欲しい 10の姿を活動に反映 

 

【五領域】 

・心身の健康に関する領域「健康」 

・人とのかかわりに関する領域「人間関係」 
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・身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 

・言葉の獲得に関する領域「言葉」 

・感性と表現に関する領域「表現」 

【10 の姿】※5 領域は、資質や能力といった育みたい子どもの姿の目標を表したものです。 一方 10の姿は、5 領域にある資質や能

力といった育みたい子どもの姿を、より「具体的」に提示したものです。 

・ 健康な心と体 

・ 自立心 

・ 共同性 

・ 道徳性・規範意識の芽生え 

・ 社会生活と関わり 

・ 思考力の芽生え 

・ 自然との関わり・生命尊重 

・ 数量・図形、文字等への関心・感覚 

・ 言葉による伝え合い 

・ 豊かな感性と表現 

 

主な取り組み 

・幼児期に必要な五領域を指針とした保育と幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿を基にした支

援、活動。（以下、活動支援参照） 

・個々の障がい特性、発達の遅れに対する個別支援として「まこと」の ST が月 1 回、OT は毎週１回、

直接助言指導があった。個別の成長の様子を客観的な評価、全体の成長段階と日々のスケジュール調

整などの助言を行って頂き個別全体の活動の充実につながりました。 

    

○生活支援に関すること 

①生活リズムについて 

基本的には朝の会が始まる 10：00 までに通所してきます。通所時や外遊びで太陽の光を浴びるこ

とで、体内時計のリズムを整えます。また、昼寝の時間を設けることで脳と体を休ませ、夜の睡眠

も良質なものとなります。 

②生活環境の維持、改善に関すること 

子どもがのびのび遊び活動できるよう室内の空間をパーテーションで分けて、一定のスペースを

確保します。子どもの発達段階に即した玩具の準備や入れ替えなどを行い、より子どもが活動しや

すい環境整備に努めました。 

当初予定していた活動室入口のゲートの取り替えについては、業者に確認したところ大掛かりな

工事が必要となった為、新たなゲート取り付けができる業者を探していたが、業者選定が困難とな

り今年度は設置が行えていません。安全を確保するために引き継ぎ次年度も業者選定を行い、工事

を行う予定です。 
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ご家庭の都合による長期で母親が不在となり、祖母と伯母が養育に加わることになり家庭の力が

弱くなった際に本人の様子やご家庭の状況を聞き取りながら助言等受け入れ時間の調整等を行いま

した。中長期計画にある子どもの尊厳や人権を守る項目についても、客観的なご家族やご本人の変

化を個別に記録し申し送りで報告し合うことで、小さな変化にも気づけるように対応しました。 

○活動支援に関すること  ※以下 10 の姿に沿って 

（1） 体操・運動(室内)   4 回/月 

＜人間関係＞友達と一緒に手をつないで踊る等友達の体操を見て他者を認める力をつけます。 

＜言葉＞体を動かすときに体の部位の名称を習得し、体の動きと言葉を一致させます。 

＜環境＞体操するとき体を大きく動かすなど環境に適したことを学びます。 

＜健康＞体力づくり、健康な体をつくりあげていきます。 

＜表現＞自分の思いを表現するボディランゲージにつなげます。 

    発表会という目標に向けディズニーの「ハッピーライド」「アロハエコモマイ」「フレンド

ライクミー」など子ども達になじみのあるキャラクターやリズムのある曲に合わせて楽し

く身体を動かすことを中心に行いました。また、全体的に体幹の弱さがある為けんけんぱ

や姿勢を低くし前に進む動き、大繩を使いジャンプする動きも多く取り入れました。 

 

  （2） 園芸  毎日/4 月～11 月 

＜人間関係＞お友達とジョウロの貸し借りや成長など喜びを分かち合うなどして友好な関係を育

みます。 

＜言葉＞作物の名前を覚えます。 

＜環境＞土・触感を感じます。 

＜健康＞外に出ることにより太陽を浴び健康につなげます。 

    畑で取れた作物を食べることで好き嫌いの軽減につながります。 

＜表現＞収穫物を使い、季節の作品などを作ります 

年間の作物カレンダーを基に畑にじゃがいもを植えました。ジャガイモを植える際には

実になったらどうやって食べようか等子どもたちで考えました。食育として収穫後にはポ

テトにし、自分たちで味付けを行い召し上がりました。 

 

（3） 製作  ３回/月 

＜人間関係＞作品を相互に確認し、感想を伝え合う事で良好な人間関係を育みます。 

＜言葉＞職員にわからないことを聞き、コミュニケーションを図ります。 

＜環境＞卓上でその場に適した道具を使います。 

＜健康＞のりやはさみを使い、手先を動かします。 

＜表現＞自分が作りたいものを好きに表現して作ります。 

季節を感じる作品、クリスマスやスノードーム。節分の製作等を行い行事にも興味を持

つ機会となりました。ご利用者の写真を製作にも使用する事で興味を持ち、作った後もご
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家族に説明をする様子もありました。年齢に問わずハサミにも挑戦し、指先の筋力向上を

図りながら物の使い方も学びました。卒業製作では、陶器のお皿に絵を描きオリジナルの

作品を作成し、持ち帰りました。 

（4）机上(個別の支援)  ３回/月 

＜人間関係＞共通の課題を行い、共感できる環境を作る。友達が行う場面を見て興味 

を持ちます。 

＜言葉＞わからないことを職員や友達に聞けるよう促します。 

＜環境＞時間を決めて課題に取り組むことにより環境に適応する力を身につけます。 

＜健康＞机上活動で細かい作業を行うことで、手先が器用になります。 

＜表現＞鉛筆を使い紙に書くことで、自己表現ができます。 

職員とマンツーマンで個々にあう課題を行っています。箸、スプーン正しい持ち方の習

得として、トングでパンを掴む、シールはがしなどをしました。また、成長に合わせてひ

らがな、数字の概念、基礎姿勢の学習を楽しみながら成功体験を積んでいます。発語は ST

の指導の下、口周りの筋力をつけるため、口腔体操や口腔マッサージ、息の吐きだしなど

を行いました。 

 

（5）外出   2 回/月 7 月 8 月以外 

＜人間関係＞友達と手をつなぐことにより良好な人間関係を育みます。 

＜言葉＞止まる、歩く、手をつなぐ等、言葉と行動を結び付けます。 

＜環境＞公園等、場によって適した遊びやルールを理解します。四季を感じます。 

＜健康＞外に出て思い切り走ることにより、体力づくりにつなげます。 

＜表現＞自分の好きな遊具を使い、オリジナルの遊びを見つけます。 

 地域の公園に外出し、交通ルールや順番待ちの練習をしました。公園にある遊具を正しく

遊ぶ方法や、言葉でコミュニケーションを取れる子ども同士で遊具の新しい遊び方を工夫し

て想像するなどしていました。交通ルールでは、標識と同じイラストをプリントし、外出時

に持っていく事で、標識に興味ち、意味を知る機会となりました。 

 

（6） 室内レク   ４回/月 

＜人間関係＞コミュニケーションの基礎能力を伸ばします。 

＜言葉＞職員の言葉を集中して聞く力をつけ、ルールを理解する力をつけます。 

＜環境＞室内での遊びを学びます。 

＜健康＞体を動かしながら時に俊敏な動きも取り入れ、運動機能の発達につなげます。 

＜表現＞勝ち負けを経験することで喜びや悔しさを表現します。 

子どもが好きな「だるまさんがころんだ」やボール送りゲームを行い、集団行動や決まりを意

識しました。また、勝ち負けの有る、ゲームを行い、遊びの中で、楽しく勝ち負けを経験しまし

た。 
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（7）音楽  4 回/月 

＜人間関係＞音楽活動、音楽発表会を行い、人間関係における連帯感や、協調性を学びます。 

＜言葉＞歌詞で季節の言葉や物の名前を覚え発語につなげます。 

＜環境＞音に対して過敏・聞こえにくさを把握し、不快感を軽減させます。 

＜健康＞発声をすることで肺機能の健康につなげます。 

＜表現＞楽器や踊りを介して表現します。 

毎月異なる季節の歌を２曲ずつ歌いました。季節の歌に合わせてジャンプや歩行をしたり、タ

ンバリンをならしたりしました。音楽の中でリトミックも経験し集中力や記憶力、協調性も育み

ました。発表会では星に願いをの曲に合わせて自由にハンドベルを演奏しました。自分の音を覚

え順番に奏で、楽器の音色の違いや曲を聞いて待つ練習も行いました。 

 

（８）自由遊び  午前 30 分・午後 30 分/毎日 

＜人間関係＞集団生活の中では、ぶつかり合うことも人間関係を広げるための重要な経験とな

り、同時に、集団生活では決まりやルールが必要なことも学びます。 

＜言葉＞数を数えたい、文字を読みたいと意欲的になり言葉の発達を促します。 

遊びの中で「かして」「ありがとう」など人間関係の基本となる言葉の習得につなげます。 

＜環境＞その場にあるもので遊ぶ能力を作ります。 

＜健康＞戦いごっこや、真似をすることで、意欲的に自分の意思で体を動かします。 

＜表現＞ごっご遊びをとおして自分の役になり、考え表現する力を養います。 

基本的には自己の選んだ遊びを安心して行えるように環境を整えています。一人遊びが得意な

子どもに対しては、おもちゃの正しい使い方、新しいおもちゃを紹介して遊びの幅が広がるよう

に支援をしています。全体の様子を見ながら、ひとり遊びをしている子ども同士をマッチングし

て一緒の空間に他者がいることに慣れ他者意識をもつ時間にもなりました。幼児期は、友達と仲

良く遊ぶだけでなく、けんかやいざこざを経験できる貴重な時期であり、けんかを通して、自分

の主張をぶつけ合い、お互いの気持ちに折り合いをつけ、自分たちで仲直りすることを学び、道

徳倫理、社会のルールを守ろうとする意識付けを行いました。また、子ども達を自由遊びの部屋

と学習部屋に２グループに分けて、自己選択の場とひとつの遊具に対してゆっくり遊べる機会も

提供しました。 

 

（９）午睡  必要に応じて/毎日 

＜人間関係＞昼寝によって外部の情報をシャットアウトする事で、脳はリフレッシュされ、午

後も元気よく過ごすことが出来るようにします。 

＜言葉＞おやすみなさいなどの挨拶を習慣化することを心掛けます。 

＜環境＞眠りの心地よい環境をつくります。 

＜健康＞昼食後に睡眠をきちんととることにより、規則正しい生活につなげます。 

＜表現＞布団をかけることで暑い、寒いなど主張する力をつけます。 
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午睡専門の部屋を作り、落ち着いて眠れる環境を作ります。午睡専用の部屋のほかに活動

室にマットを敷き午睡できる場所を確保しました。また、遮光カーテンを導入し安眠につな

がるよう環境設定を行いました。使用したシーツは必要に応じて取り換え、洗濯をしていま

す。月に一度はマットカバーも全て洗濯を行っています。就学半年前のご利用者が６名であ

ったので、10月から午睡なしとし、就学に向けた着席時間の増加、不安定時の対処方法を身

に着ける方法、文章の読み取り、文字の板書を習得する時間にあてました。 

 

（1０）プール活動  週 2 回/7 月・8 月実施 

＜人間関係＞冷たい、水の感覚を共有します。 

＜言葉＞水特有の感触を言葉に表します。 

＜環境＞水特有の感覚を言葉に表す。 

＜健康＞服を脱ぎ、光を浴びて体の抵抗力をつけます。 

＜表現＞水の流れや浮かんだ玩具で遊びを表現します。 

気温が２６℃以上で実施し、雨天時や気温が２６℃以下の日は別の活動に切り替えて実

施しました。水の中で遊べる道具を取り入れたり、水を使ったゲームを行い水に対しての

怖さをやわらげながら行いました。プールの周りには今年買い足した、滑り止めマットを

使用し転倒防止も行いました。ビニールプール以外にも色水遊びや氷遊び、寒天遊びなど

を行い、楽しく色認知や感覚遊びができる機会を提供しました。着替え等に使用するタオ

ルはご家庭から持参したタオルを使用しました。 

 

（１１）サーキット  ３回/月 

＜人間関係＞友達と一緒にまねっこをすることで協調性を育みます。 

＜言葉＞職員の話を理解し、道具の名前を覚える。お友達を応援する。 

＜環境＞道具を使ってその場にある玩具を使います。 

＜表現＞道具を用いて体を使った表現をします。 

＜健康＞平均台などバランス感覚を養います。 

全体的に体幹の弱さがあり、階段昇降、平均台、けんけんぱ、鉄棒、マット運動などを

行っています。また、1人ずつ表現の場も設けながら、笛の合図で順番に競技を行うこと

で、1人では難しいことも友達の真似をすることで行うことができました。友達と協力しゴ

ールを目指す動きも取り入れ、周囲への興味関心を引く機会にもなりました。 

 

（1２）粘土  4 回/月 

＜人間関係＞お互いの作品を見せ合うことで共感、他者を認める気持ちを育みます。 

＜言葉＞知っている言葉を形にします。 

＜環境＞どれくらいの量を使うか、数量など自分で決めて使います。 

＜健康＞粘土をこねたりすることで、力加減を学び、巧緻性のある動作を学びます。 
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＜表現＞形をつくる、好きな色を使います。 

   普段使用している油粘土のほかに、小麦粉粘土も行いました。4 色の小麦粉粘土を混ぜて

色を作ったり、小麦粉粘土の感覚を楽しんだりすることができました。普段の油粘土で

は「好きな食べ物」とお題を出し、そのお題に沿ったものを自分で考え作る作業や印刷

したイラストの上に粘土を並べ形を作る事を行いました。自ら考えたものを形にする事

によって創造力を育みました。 

 

４ 健康管理・保健衛生 

① 感染予防について 

コロナウイルス感染症が５類相当となり、幼児や社会的に流行している感染症について、

ニュースや川崎市発信の情報、看護師による嘱託医への聞き取り等を行い施設内での流行を

予防に努めました。看護師から共有される情報をその都度掲示し、保護者の方へも常に何が

流行っているのか都度周知しました。 

感染拡大・予防のため 

１ 体温が 37.5℃以上ある 

２ 24 時間以内に嘔吐が 3 回以上ある場合 

３ 全身状態がいつもより元気がない、ぐずっている等の体調の変化がみられた 

以上３点の場合、保護者への連絡を迅速に行いお迎え・通院等をお願いしました。利用再

開については、〈保育所における感染症対策ガイドライン〉に掲載のある感染症については登

園許可証をご持参いただきました。 

②健康把握 

・言葉で体調不良を伝えることが難しいご利用者の様々なサインを見逃さないようにしま

す。 

・いつもよりもぐずっている 

・機嫌が悪い 

・食欲がない 

・顔色が悪い、ぼんやりとしている 

・体温が高い、顔が赤い 

・体温測定 毎日 

・便がいつもと違う、嘔吐する 

・身長体重測定 月 1 回 

上記のような変化に加え、それぞれの、普段の様子をしっかりと把握し「いつもと違う」とい

う気づきから早期対応に努め、状況によって保護者に連絡をしお迎え・通院等をお願いします。 

5 専門相談 

  ア 小児科医委託医による相談、言語聴覚士による相談指導 

  イ 川崎市南部地域療育センターや児童発達支援事業所による連携相談 
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  ウ 保護者相談実施 

6 相談・連携・交流 

 （1）こども食堂への参加 

    コロナウイルス感染予防により今年度は集団としての参加を中止しています。代替として、現

在ご利用中の方に限られますが、行事にてご家族間の交流の場を提供します。また、社会資源など

の情報提供は適宜行っています。 

 （2）電話相談・見学 

   川崎市南部地域療育センターからも４件新規利用者のご相談がありました、現在の空き状況に

空きが少ない事から、契約を３月に行い、利用を新学期からにし、調整しました。 

 （3）各機関・相談・連携 

   ア たじま家庭支援センターとの協働 

  イ ご家庭内の相談 

    ・子どものみ在宅になる時間があるご家庭について 

     ご両親の別居、お仕事により姉妹のみ在宅になる時間帯(夕方～夜にかけて・早朝)がある

ことが分かった。川崎市南部地域療育センターや児童発達支援事業所へ相談、各通所先と

のによる連携を図った。 

    ・適切な環境での養育がされていないご家庭について 

     父親、祖母、ご本人の３名で暮らしているが、養育者 2 名とも働きに出られていて、連携

が取れていない様子であった。また、役所機関や療育センターからの連絡もつかない状況

であった。就学前のお子様だったこともあり、就学先や放課後ディサービスとの連携を図

り契約や引き継ぎも一緒に行った。 

  ウ 保護者相談実施 

・個別面談 

 外国籍の方で就学先や放課後ディサービスに不安を抱えられていた。ご家族のお引越しも

重なっていた事もあり、契約や引き継ぎ、就学先面談等全面的にサポートを行った。   

  エ 小学校・幼稚園・保育園その他の機関に関する相談 

    ・就学説明会 

・就学相談会 

障害特性により公共交通機関の利用が難しいご利用者であった為送迎を行うとともに集

団生活での様子を報告する為職員も塚越相談室へ同行しました。 

 

7 併用・移行・アフターフォロー 

① 大きい集団(学校・幼稚園・保育園等)への移行支援について 

次年度の４月に幼稚園との併用を希望された２名に対して、資料等の書き方、園服のボタンの

練習や上履きの履き方等を活動の中で取り組みました。 

  ②アフターフォロー 
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   ・卒業生への状況確認の連絡 

     ３月に卒業生全員へ学校生活でのご様子を伺う電話をしている。皆様、大きな問題はなく

元気に通えているとのことでした。 

8 行事  

※コロナウイルス感染症５類となった為、飲食、外出を伴う行事は予定通り行っています。 

（1） 6 月：買い物イベント 「イトーヨカドーへカレーの材料を買いに行き調理し召し上がっ

た」 

目的 

    ・買い物をする経験をする 

    ・食材を自分で切り調理工程を体験する 

   効果 

    ・実際に自分たちで買い物、調理を行うことで、日頃食べている物の中に何が入っているの

か調理方法はどんなものか等考える経験が出来た。 

    ・自分で作ったことにより、食欲が増していた。 

(２)8 月：夕涼み会    

 目的 

・現代の生活様式では、自宅や自宅付近で花火をすることが難しい為、たじまの中庭で花火

を行うことで季節を感じる機会を持つ事ができる。 

・保護者と子どもで参加することで子どもとの関係性を把握する機会となる。 

   効果 

    

    ・家族同士で会話するなどの場面もあり、家族の交流の場となった。 

    ・夕方実施したことで、普段会うことが難しいお父様も参加する家庭がいて様子を観察する

ことができた。 

 （３）9月：懇談会・参観日 

 目的 

  ・活動の様子を見ていただき、現状の様子を見ていただく。 

  ・給食懇談会と参観を一緒にすることによって、ご本人の食事の取り方やご自宅との差異を

確認していただく。 

  ・保護者の方にも実際に温冷配膳車を使用した給食を、召し上がっていただき、日頃ご利用

者が食べているものを知っていただく機会にする。 

    ・栄養士とも直接話せる機会を提供し、保護者の方同士の食事に感ずる悩み等を意見交換す

る場にする。 

   効果 

    ・同じ年代のご利用者を持つ保護者の方同士、偏食に対する質問が出たり、食事を召し上が

りながら、温冷配膳車の温度管理について話し合ったりし意見交換の場となった。 
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    ・栄養士とも直接顔を見合わせ話した為、専門知識が必要な栄養素等についての質問も出来

た。 

（４）11 月：親子遠足「新江ノ島水族館」 

目的・家族同士の交流の場 

      ・家族環境により遠方へ外出することが難しいご家庭への外出機会の提供。 

    効果・利用日が異なり普段会話することのないご家族同士が楽しそうに一緒に食事をしてい

た。 

      ・親子の様子を知る良い機会になった。 

 

 （５）２月：卒業遠足「野毛山動物園」 

目的・小学校入学前のご利用者を対象として子ども同士の想いで作り 

効果・就学前のご利用者が対象だった為、特別感を味わいながら楽しむことが出来た。 

   お弁当・おやつを各ご家庭から持参された為、日頃どの様なものを召し上がられているか

確認する機会ともなった。また、お子様はご家族の手作り弁当に喜ばれる様子が見受けら

れた。 

 

（６）３月：送る会・発表会 

目的・卒業生はたじまの生活を通して成長した事を振り返り、新たな門出を祝う節目の時を親

子で迎える。在園児も出席することで年長者が卒園して新たな年が始まる意識を持つこ

とが出来、在園児も保護者も卒園を身近に感じる。 

効果 

・日々の練習から、継続する事の大切さを学びました。また、子どもたちの成長にご家族も涙

される場面もありました。就学する利用者やご家族は入学式の練習の場としても活用されま

した。 

 

通年：イベント食（スイカ割り・夏祭り週間等）食育おやつ（毎月 2回） 

 目的 

  ・「食べるということは楽しい」と思えるような機会を提供する。 

  ・食育給食の際に、役割を自分たちで決め調理することによって責任感を持って調理する。 

・食のこだわりがどこにあるのか（色、形、配置、空間など）様々な視点から観察する機

会。  

・たじまの畑で取れた作物などを使用して自身が調理（トッピング、混ぜる等）する機会を

提供し、調理前と調理後の変化や自由な発想や工夫する楽しさ食べ物に感謝する機会。 

・行事に関係するメニュー、季節の食材を使い食から四季を感じる機会を提供する。 
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 効果 

    ・すいか割りは、玩具のスイカを使用し全員が割る楽しみを経験することができた。食べる

スイカは購入。その場でカットし、種もついたまま提供し、かじり食べる事、種を口から

出すなど経験となりました。また、畑で収穫したスイカも実際に切り希望したご利用者の

み召し上がりました。 

 

月 日 メニュー 月 日 メニュー 

4 月 10 日 おにぎりを握る 10 月 9 日 野菜スティック 

 22 日 いちご  22 日 フルーツ 

5 月 14 日 しらすパスタ 11 月 ５日 せんべい作り 

 30 日 フルーツ  20 日 フルーツ 

6 月 14 日 カレー(買い物イベント) 12 月 13 日 鏡餅を作ろう 

 24 日 フルーツ  24 日 フルーツ 

7 月 11 日 クレープ 1 月 9 日 ラーメン 

 23 日 フルーツ  28 日 フルーツ 

8 月 5 日 そうめん 2 月 ４日 恵方巻 

 21 日 フルーツ  20 日 フルーツ 

9 月 18 日 焼きそば(調理イベント) 3 月 ４日 クレープ 

  日 フルーツ  28 日 フルーツ飴 

（7）その他行事 

  【花見】 

    4 月に活動の中でふれあい公園に行き、桜を楽しんだ後に前で写真を撮った。 

  

  【防災訓練】 

    年４回（4月、7月、10 月、1 月）実施。地震、火事を想定して 4月 7 月に実施済み。これ

までは活動時間に実施していましたが、7 月は自由遊びの時間に実施しました。いつもとちが

う場所で避難指示を待つことは子ども職員にとっても安全を守る方法を考える良い機会とな

りました。10月は火事、1 月は地震、津波を想定して実施、1 月は防災頭巾を被り、避難先で

ある渡田小学校の校門前まで歩きました。 

  【地域の子どもとの交流・保育園幼稚園との交流・地域の中学校との交流・保育子育てセンタ

ーとの交流】 

    地域交流として、「京町いづみ保育園」「渡田保育園」との交流を実施しています。 
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9 地域交流 

番号 期日 内容 開催場所 実施の有無 

1 6 月 20 日 

京町いづみ保育園 京町いづみ保育園 

実施 

2 7 月１日 実施 

3 9 月５日 実施 

4 1１月１日 実施なし 

5 １月２１日 実施 

6 2 月６日   実施 

7 6 月１１日 

渡田保育園 

渡田保育園 
実施 

8 7 月 25 日 実施 

9 9 月１２日 たじま 実施 

10 1 月２２日 
渡田保育園 

実施 

11 ２月１３日 実施 

 

10 職員研修 

番号 研 修 名 人員 開催場所 期 日 

1 自閉症傾向にある児童への適切な支援と教育・福祉の連携 1 
総合研修

センター 
８月２７日 

２ 発達障害の理解  
南部療育

センタ 
9 月 27 日 

３ 言葉と構音の発達について １ 
南部療育

センター 
１１月２１日 

４ 自閉症実践療育講座 １ 
中原市民

館 
12 月 6 日 

５ 不器用さの理解と対応  
南部療育

センタ 
12 月 19 日 

６ 子どもの心と身体の発達  
南部療育

センタ 
1 月 23 日 

 

11 社会福祉現場実習生の受け入れ     計  3 名 

 番号 学 校 名 人員 期 間 日数 

1 聖ヶ丘教育福祉専門学校 1 名 7 月２３日～8 月 6 日 1１日間 

２ 学研アカデミー 1 名 7 月 2９日～8 月１４日 1２日間 

３ 川中島中学校 ４名 12 月３日・12 月４日 ２日間 

４ イムス横浜国際看護学校 ５名 1 月９日・１月１６日  ２日間 

５ イムス横浜国際看護学校 ５名 1 月 23 日・１月３１日 2 日間 

６ 市立川崎高校 2 名 1 月２９日・２月５日 １日 

   ※１の実習生、インフルエンザり患し 7月 3 日からの予定が 10 日から開始となる。 
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   ※2月・３月に学研アカデミーと聖ヶ丘教育福祉専門学校の実習を予定していたが、相手の都合

によりどちらも中止となった。 

 

12 ボランティア状況 

  所属 年間日数 

１ 育休中職員 

山﨑容子 

３月１４日、発表会送る会 

２ 元職員 

菊池優花 

３月１４日、発表会送る会 

３ 元職員 

安木彩菜 

３月１４日、発表会送る会 

 

13 苦情解決 

 苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

件 件 件 

要望内容  

要望解決 
 

要望内容  

要望解決  

要望内容  

要望解決  

要望内容  

要望解決  

特に無し 
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２－４ 短期入所 

事 業 所 名 称  たじま短期入所   

種 別   短期入所 

開 所 年 月 日  平成 28 年 5 月 1 日 

定 員  4 名 

所 在 地  〒210-0853 

            神奈川県川崎市川崎区田島町 20番 10 

            TEL044-276-9638 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   通所施設に併設されている短期入所。川崎市単独型。在宅ケアの継続、 

地域移行体験、自立支援の目的でサービスを提供します。 

責  任  者   徳 永 由 紀 子 

事 業 所 番 号  １４１５００１０５４ 

職員配置計画                      令和 7 年 4 月 10 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

生活支援員 1 名以上 6 名 4 名 2 名 

※配置人数は常勤換算数 

事業概要 

営業日 
年中無休 

（人員体制によって年末年始は休業） 

営業時間 
チェックイン 10 時～17 時 

チェックアウト ～10 時 

職員体制 

日中 １～２名 10 時～16 時 

夜間 2 名 
早勤 16 時～翌 9 時半 

遅勤 17 時～翌 10 時半 

緊急枠 

無し  

※但し、たじま独自の緊急受け入れ要綱を基に

仮眠室等を利用し受け入れを実施する 

医療行為 胃ろうからの経管栄養のみ可能 

定員 ４名 

対象 

  

１８歳以上（在学中は除く） 

身体・知的・精神の障害。難病者等。 
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１．登録状況 

新規登録       

  令和 平成       

性

別 

6 年

度 

5 年

度 

4 年

度 

3 年

度 

2 年

度 

元年

度 

30 年

度 
      

男

性 
8 14 12 11 6 12 17       

女

性 
7 3 11 11 5 14 13       

合

計 
15 17 23 22 11 26 30       

総

数 
250 235 218 195 173 162 136       

障害程度区分 加算 

  
区分

6 

区分

5 

区分

4 

区分

3 

区分

2 
区分 1 不明   国 市 

合

計 
90 58 64 18 10 0 10   

重度

Ⅰ 

重度

Ⅱ 

行動

障害 

重度

障害 

重複

障害 

割

合 
36.0% 23.2% 25.6% 7.2% 4.0% 0% 4% 合計 59 9 60 24 45 

登録者の年齢      

  10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 不明      

合

計 
8 102 58 43 25 9 1 3      

割

合 
3.2% 40.8% 23.2% 17.2% 10.0% 3.6% 0.4% 1.2%      

居住地区      

  川崎 幸 中原 宮前 高津 多摩 麻生 不明      

合

計 
179 46 15 0 5 2 0 1      

割

合 
72% 18.4% 6.0% 0% 2.0% 0.8% 0% 0.4%      

令和 6年 4月より、国の「強度行動障害加算」および「重度障害加算」が、「重度加算Ⅰ」に統合され、

今まで加算対象になっていなかった区分４．５の行動関連項目 10 点以上の方が対象となる「重度加算

Ⅱ」が新設されました。新規登録者は支援学校を卒業したばかりの 10 代が多く、利用者層としては２

０～３０代が多くなっています。 
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２．利用状況 

  
利用率

(%) 
申込人数 

利用人数

（延べ） 

利用割合(延べ) 利用割合(延べ) 

たじま 一般 男性 女性 

4 月 100.5 44 59 55.9% 44.1% 54.2% 45.8% 

5 月 97 46 65 58.5% 41.5% 55.4% 44.6% 

6 月 98 47 65 56.9% 43.1% 55.4% 44.6% 

7 月 100.9 52 74 51.4% 48.6% 56.8% 43.2% 

8 月 102.9 48 67 52.2% 47.8% 53.7% 46.3% 

9 月 96.6 47 66 54.5% 45.5% 57.6% 42.4% 

10 月 97.8 49 72 48.6% 51.4% 56.9% 43.1% 

11 月 101.4 49 69 55.1% 44.9% 56.5% 43.5% 

12 月 96 46 62 54.8% 45.2% 53.2% 46.8% 

1 月 96.7 39 62 58.1% 41.9% 53.2% 46.8% 

2 月 100 44 63 49.2% 50.8% 61.9% 38.1% 

3 月 97.9 42 61 54.1% 45.9% 60.7% 39.3% 

上半期はご家族の体調不良等による緊急受入れが目立ち利用率 100%を超える月が出ています。下半期で

は他機関からの紹介で家庭環境の安定しない家庭を積極的に受け入れていたこともあり、本人や家族の

体調不良や、宿泊の準備ができないなどの理由で当日欠席が多くキャンセル枠が埋まらず稼働率 100%を

下回る月が多くなっています。 

利用者の男性比率が上がっていることについては、「（介護負担などで）なるべく多く使いたい」といっ

た層が男性に多くなったことが原因と考えられます。開所当時はそういった層は女性の方が大半でした

が、施設入所やグループホーム入居が進み徐々に逆転しました。男性は入所の枠が空きづらく、入所の

タイミングがあっても断ってしまうなどのケースが散見されます。 

事業内容 

（１） 生活支援 

短期入所では、ご利用者のプライバシーを守り、自己決定を大切にした支援を行っています。ご利用者

からのご意見や要望を参考に、短期入所でより快適に過ごせるよう、サービス内容を見直しました。全

体会議等で意思決定支援・虐待防止研修などを行いご利用者の意見やプライバシーの尊重について勉強

会を行っていますが、シフト勤務の都合上全員が参加できているわけでないため、令和７年度はご利用

者のプライバシーが守れているかを確認する、職員向けのセルフチェックシートを導入し定期的に実施

します。 

 

① 川崎区内の通所施設への送迎サービス 

前年度に引き続き、川崎区内の通所施設および幸区の一部事業所への送迎を行いました。 

短期入所は送迎サービスがない事業所が大半ですが、利用の必要性が高いが送迎手段を持たず利用でき

ない家庭が多いという状況があります。たじま短期入所では家庭の送迎負担を軽減できることから需要

が非常に高く、各通所先からも「たじまであれば短期入所が利用できるかもしれない」とのことで、事
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業所からの紹介が増えています。令和６年ｘ月に川崎市ふじみ園から打診があり懇談会に参加し、事業

紹介を行っています。 

 

② 貸し出し衣類 

ご家庭の状況により十分な量の衣類を用意することが難しいケースや、急な気候の変化により適切な衣

類の持ち合わせがない場合に向けて、貸し出し衣類を整理・遣い購入を行っています。家庭の準備が整

わず利用を当日キャンセルされるなどのケースもあるため、手ぶらで利用できる貸し出しセット（下着

など買い取りも発生するため有償）の準備も進めています。 

 

③ 避難訓練の実施 

夜間帯の火災・地震を想定した避難訓練を年３回実施しました。夜勤者役と利用者役を設定し、避難誘

導及びレスキューシートを使用した避難を行いました。その他、たじま施設内役職者でＢＣＰ机上訓練

を行った他、看護師を中心に施設全体で感染症対策（嘔吐物処理等）の学習を実施。 

 

（２）日中活動・余暇活動 

＜インスタグラムの運用＞ 

令和５年度よりＩｎｓｔａｇｒａｍの運用を開始。主な狙いとして、利用経験のない方にはたじま短期

入所の雰囲気を感じてもらい利用の障壁を減らすこと、既に利用している方には再度利用したいと思っ

てもらうための他、日中活動で行った内容（おやつ作り・整容など）を家庭でも行えるようにすること

を目的としています。 

 

＜おやつ作り活動＞ 

日中時間帯（10 時から 16 時の間）を短期入所で過ごされる方を対象に活動参加費を頂いて「日中活動

（特別活動）」を提供しています。 

季節やイベントに合わせたものや既存のメニュー内容を見直し、よりおいしく召し上がって頂けるよう

工夫しました。アレルギーや趣向、食形態によりメニューが限定されてしまう事があるので、利用者の

状況に対応したレシピを増やしています。 

 

＜創作活動＞ 

「フェイクスイーツ」や「レジンアクセサリー」等のプログラムを用意しています。ご自身で素材や色

など自由に選んでもらい、完成品にも好評をいただいています。 

しかし、難易度的に創作活動ができるご利用者が限定されてしまうので、簡単な動作（押すだけ、握る

だけなど）で出来るものや動作をサポートする器具の導入を検討しています。 
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＜外出活動＞ 

コロナ禍が明け規制緩和されたことにより、通常利用が可能になった施設やイベントが再開するなど外

出先が増えてきました。 

時期に合わせてお花見や葛西臨海水族園、地域の夏祭りに参加して楽しんでいただきました。療育手帳

の提示で無料になる施設も多数あるので、感染対策は行いつつご利用者に楽しんでいただけるよう引き

続き実施していきます。 

 

＜カラオケ＞ 

iOS のアプリケーションを活用したカラオケを導入しています。インターネットを使用するため多くの

曲を使用でき、ご利用者が希望する曲の多くに対応できるようになり満足して頂けました。また、居室

内にテレビを設置したことで周りを気にせずにご利用して頂くことも可能になりました。 

 

＜雑誌・絵本＞ 

月 1 回の雑誌や絵本の購入を行っています。ファッション・エンタメ・グルメなど色々なジャンルの雑

誌を購入し、余暇時間にご利用いただいています。話題作りやコミュニケーションツールとしての活用

もしています。 

 

＜室内環境＞ 

ご利用者に短期入所でより楽しく過ごして頂けるよう、リビングに飾りつけを行っています。季節に合

わせた飾りで、見た目にも季節を感じて頂けるようにしています。 

 

＜居室テレビ＞ 

昨年度、居室にテレビを設置しましたが、各ご利用者が好きな時に見たい番組を視聴できるようになり

楽しんでいただいています。また、消灯が遅いご利用者も他のご利用者に気を遣わずに利用できるので

好評でした。 

 

＜ベッド＞ 

車椅子利用者など、ベッドを希望する利用者が増え、利用希望日が重なるとベッドが足りず Aグループ

から借りてくるなど運搬や設置に時間がかかるため、新たに折り畳みベッドを購入しました。 

 

（３）外部研修 

外部研修の開催状況を共有し、職員が希望する研修に参加できる体制作りと、研修で得た知識を現場に

還元できるよう報告する機会を作っています。今年度は自閉スペクトラム症支援者自習セミナーや移

動・移乗技術の研修を受講し、現場に情報と技術を還元しました。 
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（４）健康管理 

①医療的ケアご利用者受け入れ 

短期入所内で管理職含む３名の職員が医療的ケア研修の受講が完了。土日も含めて医療的ケアご利用者

の受け入れが出来る体制を整えています。令和６年度末に川崎市から訪問看護との連携制度の提案があ

り、令和７年度始動に向けて準備を開始。 

 

②感染症対策 

新型コロナウイルス、季節性インフルエンザ等、引き続き感染症対策を継続しています。今年に入り、

生活介護利用者の新型コロナウイルス感染が確認されるなど油断できない状態ですが、短期入所での感

染は今のところ確認されていません。 

 

（５）電話相談、見学 

短期入所の必要性が高いが、家庭の自発的な申し込みが難しい家庭に対しアプローチを行い定期的な

利用に繋げました。 

ご利用期間を延ばす際、新たに必要となった医療的ケアや指示書の調整が必要なケースがあり適宜相談

を行い、必要に応じて医師に対して意見などをお伝えしました。 

 

（６）他機関との連携 

短期入所の特性上、ご利用者情報の不足することが多く他機関との連携の必要性が高いと判断したこ

とから、川崎市内の短期入所連絡会を企画しました。令和６年 7 月にライブリー、ラシクル、たじまの

３事業、令和６年１１月にライブリー、ラシクル、たじま、桜の風、ひらまの５事業で開催。令和７年

２月には川崎市全域を対象に企画し１１事業が参加しました。連絡会では各短期入所の現在のご利用状

況や、契約からご利用に至るまでの流れ、予約方法等の情報共有を行いました。また、各短期入所を併

用されているご利用者に関する情報共有も行われ、この会をきっかけにカンファレンスの開催が提案さ

れたり、ご利用者に関する情報共有を頻繁に行うようになったりするなど、連携の強化が良い効果をも

たらしています。その他にも、ご利用者カンファレンスに積極的に参加し、他事業所からのご利用者紹

介などを受けています。 

 

（７）緊急受け入れ 

令和 6年度上半期は、緊急受け入れの依頼が 3 名あり、うち 2 名の受け入れを行っています。 

 相談内容 期間 対応詳細 

１ 計画相談たまふれより入電。お

母様が末期がんで入院され、手

術で一命は取り留めたものの

退院は難しい状況。お父様も手

術の為、別の病院に入院され兄

7 月中 3 泊 4

日、8 月中 4

泊 5 日 

体制上受け入れが可能だったため、

超過で受け入れを行う。 

101



二人も両親の対応に追われて

いる上、ご本人との関係が悪い

ため、ご本人の生活確保が難し

い。GH 入所を探しており、見つ

かるまで短期入所で繋いでい

く予定。 

２ 相談支援センターさらんより

入電。お母様が 8 月 9 日に胆石

で救急搬送され入院し胆のう

摘出手術を受ける。13 日に退院

となるが、まだ腹痛が続いてい

る状態。8 月 15 日まで、ひらま

短期入所を利用予定だが 15 日

～23 日がどこも受け入れ先が

ないため、受け入れが可能なら

お願いしたい。ひらまは延長が

難しく、ライブリーは返答待ち

中とのこと。それとは別にお母

様から 26 日～28 日に通院の

為、利用希望入電があったが休

業日であったためご利用が難

しかったため、お断りしてい

る。 

利用無し 空きがなく、またもう一名緊急で受

け入れる可能性があるご利用者が

いたことから、受け入れが難しいこ

とを伝える。 

３ 幸区 CW より入電。お父様が入

院、お母様も認知症、肺がんで

入院、弟様も排泄・入浴介助（ご

本人は女性）等を行ったことが

ないため、急遽短期入所を契

約・利用したいとのこと。 

9 月中 2 泊 3

日 

キャンセルで空いた枠があったた

め受け入れを行う。 

４ ご家族より入電 

お母様の検査入院のため、月末

に利用できないかとの相談。そ

の日程での受け入れが難しか

ったため、他の日程を提示して

医師と相談することとなった。 

１０月 親族での対応に都合がつき利用な

しとなった。 
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５ 身体障害利用者が自宅の改修

工事のため自宅での生活が困

難になり、短期入所を利用でき

ないかとの相談があった。 

１０月 緊急性が低いことから他の緊急枠

を持っている短期入所なども促し、

それでも調整のつかない範囲で受

け入れを実施。２泊３日２回。 

６ お母様から入電 

たじま生活介護利用者で、日中

は２F で過ごしているご利用

者。家庭の事情で夕方まで預か

ってもらえないかとの相談が

あった。 

１月 体制上支障のないことから、１９時

までの短時間受け入れを行った。 

７ ご利用者宿泊中に、他の家族全

員が感染性胃腸炎に感染。ご家

族から感染予防のために宿泊

を伸ばせないかとの相談あり。 

２月 他利用者に支障の少ない範囲とい

うことで、１泊延長。 

 

課題 

＜職員体制上の課題＞ 

異動や退職により夜勤に従事できる職員が減少し、シフトに偏りが出てしまう状況です。そのため、今

年度より入社・異動してきた職員もトレーニングとして、消灯前（21 時）までもしくは起床後（7 時）

からの対応から始め、徐々に従事できる人数を増やしている所です。 

 

苦情・要望、解決 

内容 対応 

装具を面倒くさがっている、排泄介助の場

面で対応の声が怖いと感じた。 

「毎日装具を付けるの大変ですね」と労わ

るつもりで声かけは行った。面倒くさいと

いう言葉は使っていない。本人の前以外、事

務中の独り言などでも、そういったネガテ

ィブな発言をしていないか確認 

（上記と同じ利用者） 

夜中にナースコールを鳴らすと他のご利用

者に迷惑になるから、あまり鳴らさないで

と言われた。声だけで呼んでもすぐに応答

がなかった。 

ナースコールの使用方法を一緒に確認した

が「他の人が起きる」や「使わないで」と発

言した記憶がない。ナースコールに応答し

なかったことはないが、他利用者対応で即

座に応答できなかったことはある 

（上記と同じ利用者） この段階で、3日前に発熱で帰宅した利用者

を対応しており、職員は既に体調があまり

良くなかった。介助中に咳が出てしまい、本
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他のご利用者で風邪を引いた方に対して、

私まで風邪がうつってしまうなどを小声で

話していた。 

人に「うつさないように気を付けるね」と声

をかけた 

男性スタッフの対応（移乗介助、入浴介助

等）が不慣れ（危険）で不安になった。入浴

介助で足をぶつけられそうになった、今後

たじまに行くことも不安があるとのことだ

った。 

技量の足らない職員に対応させてしまった

ことを謝罪している。（本来、当日まで対応

する職員の通知は行っていないが）本人の

不安もある為、次回は該当職員ではない事

を伝え、安心して利用してほしいと伝えて

いる。また、十分な指導と技術習得が完了す

るまでは該当職員を本人の解除に携わらな

い事を伝えた。 

7 月 6 日（土）、たじま短期入所チェックア

ウト後、日中一時を利用後帰宅した際、長袖

で厚めのシャツを着ていた。とても暑い日

だったので、このような服装をさせること

で熱中症になったら困る。着替え用衣類は

リュックサックの中に入れていたのにどう

して使わないのかとのこと。 

チェックアウト当日対応した職員よりお母

様へ謝罪の連絡を行っている。嘔吐が断続

的に見られ T シャツが汚れたため、チェッ

クアウト直前に着替えたが、その際グルー

プから預かった着替え衣類がその厚めのシ

ャツのみと見逃していた（袋の奥に半袖が

入っていた）それとは別のリュックサック

の中に衣類が入っていたが使用して良いも

のかどうか分からず提供できなかった。ま

た、その旨を日中一時へ引継ぎができてい

なかった。 

１０月１日（火）、相談支援事業所さらんよ

り入電。「骨折があったのに説明や謝罪がな

く家族が混乱している」という旨の連絡が

あった。 

経緯）該当利用者は８月２３日―２６日で

短期入所を利用しており、２５日夜の入浴

時にバランスが崩れ膝をつく事故があっ

た。元々も予定で２６日チェックアウト後

に精神科入院（たじま職員が補助で同行）、

元より身体の痛みを訴えていたことから８

月３０日に全身検査を実施。この際に骨折

が見つかっていた。 

たじま短期入所は８月３０日に担当 CWから

連絡を受け、休暇中の藤川が担当ＣＷに状

況確認の連絡を行った。その際 CWから「お

母様も『いつ骨折したものか分からず、本人

も暴れるので仕方ない』と話していた」と伺

っていた。９月２日９：００に家庭から先に
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連絡が来たため、謝罪と膝をついたときの

状況を口頭で説明した。 

 

相談支援担当には謝罪等を行っている旨を

説明したが納得せず、施設長と相談の結果

再度家庭に謝罪と説明に伺うこととなっ

た。 

（上記と続き） 

相談支援事業さらん担当者に謝罪と説明を

行った旨を報告したところ、「報告内容が言

い訳に見える、私ならこういうことは書か

ない」と苦情。 

たじま側としては言い訳に見えるとしても

客観的経緯を書かないわけにはいかず、そ

の旨を伝えるが納得されず。 

（上記と続き） 

ご家族より入電。骨折に伴い入院中のオム

ツが必要（普段はパンツタイプを使ってい

るが、痛みがありテープ式を希望）になった

ため、入院中のオムツ代を負担してもらえ

ないかとの相談があった。 

 

施設長に相談し、負担する方向で対応。 

令和７年２月に退院し、支払いを完了して

いる。 
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２－５ たじま家庭支援センター 
 

事 業 所 名 称  たじま家庭支援センター 

種 別    特定相談支援事業 一般相談支援事業 地域交流事業 

開 所 年 月 日  平成 28 年 4 月 1 日 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

          TEL044-276-9683 FAX044-276-9619 

施 設 概 要  法に基づく計画相談支援及び地域相談支援、地域移行・定着支援、訪問に

よる生活支援・見守り、在宅生活のコーディネイト、 地域住民ボランティア

の育成・活動支援、障害児者と地域住民・ボランティアの交流支援等。 

責 任 者  江良泰成 

事 業 所 番 号 １４７５０００３０１（障害児相談支援） 

         １４３５００１０４３（計画相談支援５２） 

         １４３５００１０４３（地域移行支援５３） 

                  １４３５００１０４３（地域定着支援５４） 

職員配置計画                     令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

相談支援専門員 

地域支援員 
3 名 4 名 4 名 0 名 0 名 

 

    たじま家庭支援センターは、かわさき地域生活支援拠点たじまの拠点施設窓口として、地域の

関係機関と連携し、複合的な生活課題を持つ家庭を支援することを柱とし、これらの支援を通し

て、「地域を基盤とした暮らし」を実現するための地域包括ケアシステムの一翼を担うべく、事業

展開をしてきました。 

 

（１） 相談支援事業  

今年度の相談支援事業は、新規 2 件・終了 7件・継続 28 件となりました。 

一般相談の新規は、精神障害のある４０代男性ご本人が飛び込みで来所され、話を聞いてほしい

との希望があったため面談を実施し、それ以降現在も月１回のペースで面談を継続しています。初

回面談では、感情的になり涙を流される場面もありましたが、面談を重ねるごとに徐々に落ち着か

れ、定期的に話を聞くことで精神面だけでなく生活面においても安定した様子が見られています。

また、一般相談で長年関わっていた親子のケースについては、４年間関わる中で母支援を行ってき

ました。当時は子から同居の祖母への威嚇があり、子も過去には発達障害の診断が出ているものの

手帳未取得者だったため、母の困り感を聞きつつ、母を通しての子への支援を行ってきました。こ

の４年間で、ある程度の枠の中で子の支援ができてきたこと、精神保健福祉手帳の取得、年金申請

に踏み出せたことをきっかけに地域型相談支援センターに引き継ぐことができ、終了となりました。 

計画相談の新規は、市外から引っ越してきた発達障害のある小学生のケースです。相談内容とし

ては、母親が父親からのＤＶを受け、小学生の本児と未就学児を連れて母親の実家に戻ってきてい
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る中、本児のサービス利用に繋げてほしいとのことでした。引っ越し前に児童発達支援を利用して

いた経緯があり、体験利用ののちに放課後等デイサービスの利用に繋がりましたが、急遽引っ越し

が決まり前の自宅に帰ることとなり、年度内に終了となりました。 

また、田島特別支援学校さくら校の地域コーディネーターの教諭より、「支援学校に通う生徒の

母親が地域型の相談支援センターから、１８歳以下は相談の対象外であると断られ、心が折れてし

まっている。今後たじま家庭支援センターに相談依頼が来る可能性がある」とのことでしたが、現

在までに連絡はない状況となっています。以上のことから、特に子どもに関しての相談や支援を希

望されても繋がる機関が少なく、子どもと親の不安を受け止めることが難しいことがうかがえます。

家庭支援としての当センターの役割を果たす機関が増えていくことを期待しています。 

※相談支援の実績については、実施結果報告書を参照 

   ア 相談対象者 （重複有） 

 実人員 身体障

害 

重症心

身障害 

知的障

害（疑

い 含

む） 

精神障

害（疑

い 含

む） 

発達障

害（疑

い 含

む） 

高次脳

機能障

害 

その他   計 

障害者 39 237 173 352 190 126 4 0 1082 

障害児 19 3 4 165 2 147 0 3 324 

その他 16 0 1 0 0 0 0 207 208 

  計 74 240 178 517 192 273 4 210 1614 

※トータルの相談対象者は、定期的支援内容・状況を見直ししたこともあり、重症心身障害者児に関して安

定しているご利用者が増え支援回数が減少し、知的障害者児に関しては、対象者数は減ったものの一家族の

支援内容が複雑多岐に渡り、家族間調整を含めて時間を要しています。 

イ 支援方法 

 訪問 面接 

（来所） 

同行 電話等相

談 

その他   計 

家庭 関係機関 

件数 109 59 107 55 801 75 1206 

※訪問支援・来所面が増え、電話相談は４割ほど減収しています。 

ウ 支援内容 

 生活支

援見守

り（訪

問） 

衣 食

住 

健康・

医療 

家計・

経済 

余暇活

動等 

子 育

て 

対 人 関

係 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ・研修

に関す

る情報

提供 

権 利 擁

護 

件数 12 40 228 17 3 34 22 1 0 

対応時

間（分） 

260 790 1810 315 90 10 90 0 0 

 関係機

関等と

福祉サ

ービス 

計画相

談支援

等 

不安不

不安解

消 

災害時

個別避

その他  計 
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の連絡

調整 

難計画

の作成 

件数 487 100 32 127 1 268 1371 

対応時

間（分） 

660 1207 413 60 0 3069 8774 

※ボランティアや研修等に関する相談内容を増やしていく事も課題と考えています。 

 また、拠点型施設の機能を活かして、暮らしの中で「入浴」に苦慮されている相談が入り、浴室を

貸し出す（直接支援も有り）ことで、定期的に保清が図れ、相談支援と関わるきっかけともなってい

ます。基本的に、週２回（月・木）に開放しています。 

（対応時間区分と相談件数） 

日中 1027 件 

夜間 188 件（17 時 15 分以降の対応） 

休日 5 件（土日・祝日の同行支援） 

 計 1220 件 

※休日・夜間帯対応の件数は、体調不良等でご家族やサービス提供事業所からの連絡となり、減収し

ています。 

 

（２） 地域交流事業 

地域交流事業：今年度も地域交流スペース運営委員会という形ではなく、地域交流スペース利用団

体交流会として 7 月と 2月に実施し、顔の見える関係作りに努めました。 

また、各団体のみなさまに適切にご利用いただけるよう、地域交流スペース・調理活動室・浴室の貸

し出しについての要綱を見直し、交流会で利用団体の担当者と一緒に確認し、活動紹介及び利用方法

についてご意見を頂きました。今後も年２回程度開催し、利用方法等について検討していきます。 

ア こども食堂(てんとう虫ハウス)共生食堂 

こども食堂(てんとう虫ハウス)は、子どもから高齢者等を対象としており、8年 8 カ月間継続して

います。地域に住んでいる高齢者・子どもたち等が定期的に参加されています。田島支援学校の高等

部に進学している障害をお持ちの子どもたちや不登校になった子どもたちの居場所となっておりま

す。定期的に高等部の生徒 3 名が参加し、小学生の相手をするような場面も見受けられ、子どもたち

自身が成長したことを感じられる場面が見られています。また、未就学児とその母親が利用したこと

を契機に口コミで広がり、現在 4～5 人の未就学児と母親が利用しています。会場で食べる家庭の他

に、テイクアウトや宅配の需要が増加しており、会場の人数を上回っています。テイクアウトや宅配

については、自力で取りに来ることができる家庭、こどもが自力で取りに来る家庭、支援者が届けな

いといけない家庭があり、川崎区役所・田島支所が中心となって家庭状況を精査しながら進めていま

す。支援者が届ける家庭については、生活に課題のある家庭となっており、家庭の中に支援者が入る

ことに抵抗感がある家庭でも、お弁当の宅配や食糧支援を通じて各家庭に繋がることができ、支援開

始の糸口となっています。 

  今年度から京町にお弁当の配布会場を作り、月 1 回お弁当の配布を開始しました。配布会場でも、

自力で取りに来ることができる家庭もあれば支援者が届ける家庭もあります。たじまから配布会場ま

では、川崎市 SOS 事業にて近隣の高齢者施設にご協力いただきお弁当の運搬をお願いしています。そ

れに伴い、代金やコンテナの回収が今後の課題となっています。 
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また、長年関わって下さったサポーターさん２名が高齢やご家族の介護のため辞められ、新たなサポ

ーターさん１名と、コロナ前に関わって下さった方１名が新たにお手伝い下さることとなり、継続の方

１名と合わせて現在３名のサポーターさんが調理をしてくださっています。サポーターさんとしても、

やりがいや居場所となっていることが何よりだと考えています。 

 

イ 学習支援 

平成 30 年度 11 月から学習支援を開始してから、7 年目を迎えます。 

今年度の学習支援では、小学生が 3 名となり、毎週水曜日に実施しています。3 名は昨年度から継続し

て通ってきていて同学年のため、勉強が終わった後は一緒に思いっきり遊ぶ姿が見られています。学年

が上がってきたことで、学校の授業についていけなくなってきた子どもが出てきており、特に算数や漢

字は苦手意識を持っています。 

また、サポーターさんは昨年度より継続していた 20 代の女性がご家庭の都合で参加ができなくなり、

10 月まではサポーターさんがいない状況でしたが、11 月から新たに 1 名男性のサポーターさんが参加

してくださっています。子どもたちも最初はぎこちない感じでしたが次第に慣れ、今では勉強後に一緒

にボール遊び等で楽しんでいる様子が見られます。 

 

ウ 食料支援ネットワーク会議 

コロナウィルスの流行が始まり、学校が一斉休校した平成３１年３月に開始しています。 

学校が再開するまでの間に、ご家庭での課題(低栄養や虐待等)が浮き彫りとなり、川崎区社会福祉協

議会を中心として、各区役所・支所の地区支援、青丘社、当センターで、お子さんのいる家庭に何か

支援が出来ないか？ということを考え、食糧支援を開始しました。今年で、丸 5年を迎えます。 

不安定であった食料も、この 5年間で少しずつ安定した供給量となりました。依然としてご家庭の

事情や物価高騰により、食料の配布が必要な状況が継続しています。 

年 4 回程度、各関係機関が集まり、支援状況を確認する等を行ないました。 

地域の動きとしては、地区民協を中心に「みんなのごはん」が川崎区で展開し、区内全域で長期休

み前に年 3回開催されています。みんなのごはんは、貧困家庭に限らず、子どもに食料を届けること

を目的とし、町内会館を会場として各地区の創意工夫により子どもや親ごさんの憩いの場となってい

ます。その中で、地区社協の方や主任児童委員・民生委員との意見交換会を行ない、区内の現状と食

糧支援が必要な家庭があることを改めて認識する場となりました。 

※地域交流事業の実績は、実施結果報告書を参照。 

 

エ 地域交流事業                R6.4.1～R7.3.31 の間  1,369 名参加 

事業名 内容 参加者 

こども食堂 

～合計 21 回開催 

・共生型食堂として、学齢児か

ら高齢者・障害者が参加。 

・施設来所と配食を実施 

・サポーターとして、毎回固定

・年間合計 1,232 名参加。 

・近隣の小・中学生、高齢者。 

・施設に来所することが難しい家庭には

９月から配食を開始。配食が来所参加
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のボランティアが参加 人数を超える事が多くなっている。 

・コロナ禍の影響で、幼児の参加は控え

ている。 

こども学習支援 

～合計 62 回開催 

小・中学生を中心に、小学生は

原則毎週水曜日、中学生は不定

期で実施している。夏・春休み

には、宿題を中心に対応。 

年間合計 137 名参加 

小学生/中学生 

 

（３） 地域等支援事業  

  ア 川崎区機関連携会議 

活動目標として、「支援が必要な人に必要な支援が届くために、支援者同士が手を結び、各々の

支援力を高めていく必要がある。最終目標は、会の効果を地域に還元し、川崎市の地域包括ケア

の構築に寄与すること」を目指し、地域包括支援センター・基幹相談支援センター・訪問看護ス

テーション・地区支援担当・高齢・障害担当・精神保健福祉センター・医療機関等が集まって、月

１回第４木曜日１８時３０分から開催しています。 

各参加者から事例を提示し、現状のエコマップを通して、川崎区の関係機関（医療・福祉等）

からネットワークをどのように構築していくかを検討し、幼児（障害児）～高齢者（障害者）「地

域包括ケアシステム」を意識した支援を検討しています。今年度はコロナウィルスも落ち着いて

きましたが、参集よりも ZOOM での開催を希望される参加者が多かったため、研修以外については

ZOOM での開催としました。 

研修はケアマネ事業所を中心に参加を呼びかけ、7月、10 月、2月に参集形式で行い、どの研修

も公開研修とすることで、定例会議のメンバーに限らず多くの方に参加していただくことができ

ました。7 月は事例報告会とし、以前定例会議の中で検討した 2 事例のその後について報告を行

いました。どちらも高齢と障害に限らず多職種との連携という点がポイントとなっており、多く

の参加者から「勉強になった」との感想をいただきました。10月は、七樹居宅介護支援センター

管理者で神奈川県社会福祉士会川崎支部長を務められている武笠太朗氏をお招きし、成年後見制

度についてお話いただきました。後見人の業務内容や社会福祉士としての後見人としてのお考え

等、実際に後見人をやられている方の生の声を聴くことができました。2月は「生活環境や債務整

理の整備を支援しながら世帯の暮らしの見守り体制をどう構築するか～認知症の父と、手足が不

自由な上、生活管理が上手くできない娘との２人暮らしへの支援～」をテーマとした事例検討会

を行いました。参加者が日頃の支援の中で出会う機会の多い、金銭管理に課題のあるケースだっ

たため、興味関心の深い事例検討会となりました。 

次年度も継続してこの会に興味関心を持っていただき、顔の見える関係を築き、参加者を増や

していくことを目指していきます。 

 

イ TOUCH（スペシャルニーズのあるこどもたちの未来を考える会） 

活動目標として、医療依存度の高いこどもの、地域社会での生活の可能性が広がり、また、発

達障害への対応も細分化され、一人ひとりにあった支援内容を構築していく必要があります。そ
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のため関わる支援者（医療・教育・福祉）が連携を図り、こどもたちとその家族が幸せに暮らせ

るよう、支援者の力量を上げることを目指して活動しています。コロナ禍で関係機関の体制に変

化があり、昨年度同様集まることが出来ず、今後についても機会をみて、再開するか検討してい

ます。 

 

ウ 川崎ネット縁（発足の経緯は、科学技術振興機構【JST】の社会技術研究開発センター【RISTEX】

の「安全な暮らしをつくる新しい公/私空間の構築」領域で実施された研究プロジェクト、「都市

における援助希求の多様性に対応する公私連携ケアモデルの研究開発」の成果から出発していま

す。その為の取組みとして、援助希求を早期発見するため、「生活課題を抱えた市民がその援助

希求を負担なく発することが出来る場」としての「集いの場」が必要であると提案されています。

具体的な「集いの場」としての要件は、①安心・安全な場（無条件の承認）、②あげた声が支援に

繋がる場（専門機関との連携）、③支援の受け手・支え手に二分されない関係性（役割の付与）、

④地域に開かれ、社会と接続している事への実感（地域と共生）の４つが上げられています。こ

のプロジェクトの成果を社会実装するために、研究者・市内を中心とする現場実践者・行政機関

が集って「とことんミーティング」を発足させ、そこで培われた川崎区を中心とする繋がり（縁）

を核として、川崎ネット縁が、スタートしました。社会実装するための取り組みについて、様々

な視点から研究者等の話を伺う場となりました。 

 ２年目の取り組みとして、田島地区福祉の集いのコンセプトから当日の運営の一部について準

備段階から、当日の運営まで参加することが出来、みんなのご飯・おにぎりキャラバン等につい

て啓発ブースを通して、地域住民に理解いただく一助となりました。 

 ZOOMにて定期的（月１階回18時30分から）に、参集が可能となった時期から、かわさき地域生

活支援拠点たじまを会場として、意見交換を行ってきました。 

  エ コロナ禍における子どもの食糧支援振り返り：6 回開催 

日時 参加人数 
参加団体 

 4 月 24 日 17 人 
川崎市社会福祉協議会 

川崎区社会福祉協議会 

こども未来局 

川崎区見守り支援センター 

大師支所・田島支所地区支援担当 

ふれあい館 

総勢 21 名 

 7 月 17 日 17 人 

1 月 22 日 18 人 

3 月 12 日 18 人 

  9 月 17 日 川崎区内の民生委員児童委員

との意見交換会 

37 名参加 

  6 月 28 日 おにぎりキャラバン打ち合わ

せ 10 名参加 
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○ みんなのご飯 東鋼会館：１２月２５日（水）、３月２７日（木）、浜町４丁目会館：１２月

２７日（金）、３月２８日（金）参加  

定期的各関係機関と、食糧支援の振り返りを行い、地域の実情に合わせた食糧配布の仕方や、人

材活用の方法についても話し合いを重ねてきました。区社協・市社協がこども未来局から委託を

受け、地域資源の一つとして事業を継続して展開することに至りました。 

特に大師地区では、地区社協・民児協等が協働して、フードパントリーを開催し、教育機関に

も働きかけ、中学校内でフードパントリーを開催するに至っている。 

       食糧支援の基本は、家庭内の状況確認となります。頂いた食料を通して（ツールとして）、こど

もの様子・家族環境を把握していきます。 

 次年度も、食糧支援を必要とする家庭に支援が継続できればと考えています。 

 

オ ひきこもりネットワーク幹事会議（川崎市精神保健福祉センター主催）4 回開催 

ひきこもりネットワーク会議：総合自治会館にて：2 回開催 

 参加機関として、１７団体が参加。事務局・幹事会以外に、７区の高齢・障害課から代表者の選

出、各機関相談支援センターから１名ずつ、地域支援課から代表者１名、教育委員会から１名、

発達相談支援センターから１名、他に親の会等に参加依頼して、市民講座・支援者向け講座を開

催いたしました。特に、当事者からの生きづらさや、周りの支援者に求める事等について話を伺

えたことで、成功体験だけでなく周りが介入するタイミングや、継続的に帆走することの意味に

も触れ、参加頂いている家族会の方々も、体験談含めて意見交換が出来、当事者の抱える課題と

ご家族が抱える課題について回を重ねてきている事で、今後の支援者支援に繋がる道筋を得られ

たと考えます。 

       参加事業所 参加者 

川崎市精神保健福祉センター 竹島所長、倉本室長、原係長、一ノ関職員、後

藤係長 

ひきこもり地域支援センター 小向職員、西村職員 

フリースペースえん・たまりば 西野理事長 

ホッとスペース中原 佐々木代表、福正職員 

だい JOB センター 中村職員 

 

カ 療養通所介護まこと 運営推進会議（年 2 回参加） 

 移転が終了し、通常の事業展開が実施されている。ご利用者が入院等で日々の定員割れすること

で、事業運営が不安定になる要因とはなっているが、職員の確保を行らず、次世代育成として研修

生・実習生を積極的に受け入れ、医療的ケア児者の置かれている状況について啓発することに努め

ている。区内で同様の事業所（のずえ）が閉鎖になったことで、通う場に困る利用者が出てきてい

るが、受入に余裕がない状態にある。この状況を改善するためにも、川崎市と協議して閉鎖日とな

っている木曜日の運用を検討していく必要があると感じている。 

次年度は、この取り組みを再開することで動き出しが始まってきている。まずは、地域向けの学

習会から開始していきたい。 
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川崎区機関連携会議等     R6.4.1～R7.3.31の間     329 名参加 

事業名 内容 参加者 

川崎区機関連携会議・事務局

会議 

支援者期間による事例検討、

公開講座等の運営。 

7 月 16 （水）事例報告会を開

催：桜寿園地域包括支援セン

ター・たじま家庭支援センタ

ーから事例報告。５８名参加 

10 月 24 日（木）に公開研修

会開催：「成年後見制度個々

が知りたい」をテーマに、武

笠太郎講師をお呼びして開

催。ケアマネ等の関係者参

加。３０名参加。 

2 月 13 日（木）公開事例検討

会：「生活管理が上手くでき

ない娘との２人暮らしへの

支援」をテーマに、桜寿園地

域包括支援センターが事例

発表。３２名参加。 

事務局会議：10 回開催 75 名

参加 

川崎区機関連携会議 

206 名参加（12 回開催・支援

者向け講座、ZOOM と参集にて

開催） 

 

 

 

 

 

 

回想法講座（下平間住宅） 認知症予防のため、単身・高

齢者世帯対象に回想法講座

開催 

48 名参加（7 回実施） 

 

貸館               R6.4.1～R7.3.31 の間     841 名参加 

団体名 内容 参加者 

田島地区民生委員・児童委員

協議会 

研修会 27 名参加（1 回） 

田島地区老人連合会 総会 105 名（3回） 

田島地区社会福祉協議会 総会 109 名（3回） 

川崎区機関連携会議 事例検討会・研修会 120 名（3回） 

川崎区社会福祉協議会 食糧支援ネットワーク会議 69 名（4 回） 

育成会 保護者 15 名（１回） 

かわさきネット縁 テーマ別研修会 128 名（8回） 

外部事業所 ケアマネ会議等 85 名（4 回） 

スマイルサロン ネイル・似顔絵・化粧等  40 名（1回） 

田島町祭礼神輿 市制 50 周年に合わせて祭礼 100 名 

田島中央地区交流会 ５町会との交流会 43 名 
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施設見学           R6.4.1～R7.3.31 の間    40 名参加 

事業名 内容 団体名 

施設見学・事業説明 施設見学、事業概要等の説明

及び、関係機関との連携につ

いて相互に情報交換を行う。 

      30 名 

施設見学・事業説明 こども食堂・フードパントリ

ー・貧困支援について 

    10 名 

 

地域交流スペース・調理活動室利用団体  R6.4.1～R7.3.31 の間     2188 名参加 

登録活動団体 内容 団体名 

和ははの会 

（まちの縁側事業） 

笑いヨガ、体操、うた 田島地区の地域の方 

健康気功体操 気功体操 小田地区の地域の方 

タムラボ エアロビクス 地域住民 

中国気功保健体操 気功体操 京町地区の方 

スポーツ吹き矢の会 スポーツ吹き矢 地域住民 

こまどりバレエ バレエ教室 幼稚園卒業児童 

ボッチャの会 ボッチャ 地域の高齢者 

健寿体操 健康体操 日進町地区の高齢者 

ヨギーニ ヨガ教室 渡田小学校 PTA 保護者 

ビオラ男友会 健康体操 介護老人福祉施設ビオラ 

梓の会 配食弁当作り 地域住民 

     今年度は、新たな団体も参加され、個々の活動団体の参加人数も増えました（600 名程）。 

 

（４） 研修報告  R6.4.1～R7.3.31 の間 

外部研修は、相談支援における加算対象となる研修、子どもを支援する上で必要となる研修を

メインで受講し、日々の相談業務に活かすことが出来ました。市内を会場とした研修に参加いた

しました。 

日時 内容・開催場所 参加者 

4 月 22 日 医療的ケア児等コーディネーターフォローアップ研修 

主催：川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター企画・

連携推進課 

開催会場：川崎市総合自治会館ホール 

島津 

7 月 3日 こころの健康セミナー 災害とメンタルヘルス 

～現場の経験から学ぶこと～ 

主催：川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター 

開催会場：川崎市コンベンションホール ホールＢ 

島津 

７月 12 日 令和 6年度川崎区地域福祉防災研修 江良 
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主催：川崎区介護支援専門員連絡会 

開催会場：カルッツかわさき 大会議室 1・2 

佐藤 

7 月 12 日 

自閉症の基礎～障害者の特性と理解～ 

主催：公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

開催会場：オンラインセミナー 

佐藤 

8 月 29 日 

医療的ケア児等コーディネーター研修 実習 

（医療的ケア児退院前カンファレンス同行） 

主催：川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター企画・

連携推進課    

実習先：県立こども医療センター 

島津 

7 月 1日～

10 月 15 日 

相談支援従事者現任研修 

7/1～7/29 オンライン講義 

7/30～10/15 のうち３日間 対面研修 

主催：川崎市社会福祉協議会 

開催会場：総合研修センター 

江良 

10 月 30 日

～1 月 29 日 

相談支援従事者初任者研修 

10/30～11/19 オンライン講義 

11/19～1/29 のうち５日間 対面研修 

主催：川崎市社会福祉協議会 

開催場所：総合研修センター 

佐藤 

2 月 21 日 

傷害のあるこどもの「思い」に寄り添うために 

～障害児の意思表明権の保障～ 

主催：川崎市内４療育センター 

開催会場：川崎市生涯学習プラザ 

佐藤 

3 月 3日 

児童・思春期の気になる子の接し方 ～地域で支える視点～  

主催：神奈川県障害福祉課 

開催会場： オンラインセミナー 

島津 

佐藤 
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３．聖風ホーム（グループホーム） 

 

種 別     共同生活援助事業 

開 所 年 月 日   平成 19 年 3 月 1 日 

定 員   24 名 

所 在 地   2 号館（代表） 

〒210-0834 

            川崎市川崎区大島 2 丁目 14-3 

            TEL044-742-7226  FAX044-742-3133 

1 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさしＣ棟 

3 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさしＢ棟 

           4 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさしＡ棟 

5 号館：川崎市川崎区大島 4 丁目 1-6 ヴィラージュ大島 2階 

           6 号館：川崎市川崎区大島 4 丁目 1-6 ヴィラージュ大島 1階 

責 任 者   管理者兼サービス管理責任者 徳永 由紀子 

事 業 所 番 号   1425000435 

 

職員配置 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 （1） 0.1 （1） 0 0 

サービス管理責任者 （1） 0.5 （1） 0 0 

生活支援員 2 2 1 1 0 

世話人 6 6.1 2.1 0.8 3.2 

令和 7年 3月 31 日現在 

※配置人数は常勤換算数 

利用者状況【定員 24 名】 

利用実績（令和 5 年度平均稼働率 91.4％ ） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

規定 

日数 

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31 

全利用

数 

671 691 684 702 677 675 734 712 708 711 654 730 

人数 

（人） 

22 22 23 23 22 23 24 24 23 23 23 24 

稼働率 

（％） 

93.2 92.9 95.0 94.4 91.0 93.8 98.7 98.9 95.2 95.6 97.3 98.1 

令和 7年 3月 31 日現在 
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手帳種別 

種別 1 号 2 号 3 号 4 号 5 号 6 号 

（定員） 4 名 4 名 2 名 4 名 5 名 6 名 

精神手帳 0 0 1 1 2* 3 

療育手帳 4 4* 1 3 3 2 

身体障害者手帳 0 1* 0 0 0 0 

重複 

（精神・療育） 

0 0 0 0 1 0 

重複 

（身体・療育） 

0 1 0 0 0 0 

＊重複障害を表記しております。その為定員数の人数が異なります。 

 

令和 7年 3月 31 日現在 

障害支援区分 

区分 1 1 

区分 2 9 

区分 3 8 

区分 4 4 

 

0
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精神手帳 療育手帳 身体手帳 重複
精・知

重複
身・知

手帳種別

0
2
4
6
8

10

区分5 区分4 区分3 区分2 区分1

支援区分 （平均区分 2.8）
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令和 7年 3月 31 日現在 

入退去状況 

入所 令和 6 年 10 月 1 日～ 男性（6 号館） 1 名 

退所   0 名 

体験利用 

体験利用 令和 6 年 5 月 男性（6 号館） 2 週間 

 令和 6 年 9 月 男性（6 号館） 2 週間 

 

令和 76 年 3 月 31 日現在 

事業内容振り返り 

  

 

（１）関係機関との連携 

① 相談支援センターなどの他機関と連携し支援しました。他機関を含めたチームとして支援

ができるように日々情報共有を行い、適宜カンファレンスに参加。 

② ご利用者に生活課題が生じた際、福祉分野だけではなく就労先と話し合いを設けるなどし

て仲裁入った。 

   また、借金、入国管理局などの相談、弁護士など専門機関と共働で解決に向け、多岐にわ

たる生活課題への対応を行った。 

③ 誕生会については外出控え、ホーム内の食堂にて入居者全員で希望されたメニ 

ューを召しあがっていただいた。 

④ 昨年度、関係機関に対しての不適切な対応があり、事業所内で不適切に関わる 

アンケートを実施。職業人としての適切な対応について会議などで共有。 

（２）感染症対策 

① 毎日の検温を継続的に実施。発熱等の症状があった際は通院を促し、コロナとインフルエ

ンザの検査を実施。使い捨てのお皿を導入。 

② 感染症になった際は、食事などご利用者自身で用意できない場合のみ夕食以外の支援も行

った。また sns のツールを使って、状態の観察を行った。 

 

（３）運営、会議形態、その他 

① 事業所内で週 1回定例で会議を実施。 

   定例会：職務分担、設備、体制、接遇、等にかかる情報共有 

   ケース会議：個別支援会議、利用者支援に係る会議 

② かわさき地域生活支援拠点たじまとの共有 

  合同会議：事業部長参加の聖風ホーム内の会議、制度、体制などの共有 

  たじま運営会議：地域、各事業の報告共有など 

 ③ 自立生活援助について 

   共同生活援助(グループホーム)から単身生活に移行するご利用者をフォロー 

   する自立生活援助事業の運営について人員配置基準やサービスの報酬、ニーズに合わせて

情報の収集を行った。 

118



 ④ 座談会の実施 

虐待防止・勉強会の実施。また、食材の管理やカロリー、栄養バランスについて研修を行

う。 

⑤ 世話人の業務内容について 

「業務は調理だけ」の認識が強く、総合的にご利用者の生活の支援としての役割である説明

を行い、整頓や清掃などの業務を職員から世話人業務へ依頼。常勤職員が細やかな支援を

できる時間を確保した。契約更新時に毎回説明を行う。 

⑥ 食材の管理について 

   食材の保存について世話人個人の感覚で管理しており、いつ開封したのか、保存日が不明

であったり、消費期限を過ぎたものを使用している等、改めて事業所としてのルールを設

け統一し、適宜チェックすることとした。 

    ⑦ 冷凍調理食材の廃止 

      調理が不安定な一部の世話人や体調不良で休む世話人が増えている事から冷凍調理食材

(グローバルキッチン)の導入を行っていましたが、若いご利用者には不向きなため、手

作りで調理したものを召し上がっていただけるよう、固定した号棟の勤務ではなく、地

区に分かれてそれぞれがカバーして調理できるような仕組みづくりをしたことで、グロ

ーバルキッチンの利用を中止した。 

       ⑧ 長期休みについて 

事業の冬季休みやＧＷの長期に職員においても休日としていたが、ご利用者が安心して生

活するために通常どおり日曜日以外は職員の配置を行った。入院、帰宅が昨年と比べて少

なく減収も抑えた。 

⑨ 勤務時間の変更について 

ご利用者の生活上、日中活動や就労で帰ってくる時間が職員の勤務時間に合っていないた

め、試行的に遅番を取り入れた。 

    ⑩  BCP 訓練 

       災害の BCP 訓練を実施。備蓄食料の置き場所や期限を確認した。また、実際の避難する場

所へ道などの留意点なども確認しながら訓練を行った。 

⑪ コンセントから突然発火したことを受けて全号館、tenpo 点検を実施し、全室のコンセント

の点検を定期的に行う事とし、合わせてブレーカーを免振に交換（身体のご利用者） 

 

（４）設備・居室・地域連携 

   設備・居室等 

① 防犯カメラ点検 ホリデン株式会社（川崎市多摩区菅馬 2-13-24） 

令和 5年 10 月 30 日 

② 消防設備点検  

株式会社赤塚防災設備（川崎区藤崎 1-24-17） 

総合点検、機器点検 実施 

③ 大島地区においても町内会に加入、清掃活動への職員参加、夏祭りのご利用者参加。地域

からの認知もなく閉鎖的であったが、「地域で安心して暮す」ために交流を開始。小田と大

島に近くの神社参拝を同行するなど、地域での交流と文化的な経験を実施。 
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４.中部地域生活支援センターはるかぜ 

種 別    地域活動支援センターA 型 

開 所 年 月 日  平成 28 年  4 月  1 日 

定 員  16 名 

所 在 地  〒211-0035 

          神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1  

川崎市中部リハビリテーションセンター2F 

              TEL044-750-8908    FAX044-788-8831 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造２階建て２階部 

床面積  465．09 ㎡ 

・地域活動支援センター部分 332．14 ㎡ 

・共用会議室部分      132．95 ㎡ 

責 任 者  田中 美砂子 

事 業 所 番 号  1435200892（指定一般相談支援事業所、指定特定相談支援事業所） 

職員配置計画 

・地域活動支援センター：三福祉士国家資格いづれかを有する職員 3名（１名常勤） 

・地域移行・地域定着支援：精神保健福祉士または同等の知識を有する職員 4 名（常勤） 

令和 6年 3月 31 日現在 

職 種 配置数 
区 分 

保有資格等 常 勤（非常勤） 
専 従 兼 務 

中部地域生活支援

センター所長 
（管理者兼 
相談支援専門員） 

1  1 
社会福祉士 
精神保健福祉士 
公認心理師 

相談支援専門員 3 2 1 

社会福祉士 
精神保健福祉士 
公認心理師 
保育士 

生活支援員 2 1（1）  ピアサポート専門員 
社会復帰指導員 2 １（1）  社会福祉士 

 

（１） 総括 

令和５年度の職員の体制変更を経て、令和６年度は「地域活動支援センター事業」「川崎市地域

移行・地域定着支援体制整備事業」「指定特定相談支援事業」「交流促進事業」「ピアサポート活

動支援」の主要 5 事業を、安定して事業運営が展開できた一年となりました。 

 その中で最もケースの支援件数が増えたのは、指定特定相談支援事業（計画相談）の依頼です。

その背景には、職員 7 名中 5 名を相談支援専門員として配置できていることに他ありません。加

えて計画相談は未契約ながら、当事業所の通所契約者から訪問、同行の依頼があれば、可能な限
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りご要望に応えられるようアウトリーチ支援を行いました。さらに、前年度の事業報告書にも記

載した通り、今年度は精神保健福祉法改正に伴う「入院者訪問支援事業※」にも取り組みました。

本事業に参画する上で条件になるのが、訪問支援員の養成研修の修了ですが、当事業所では、前

年度に 2 名の職員が訪問支援員として名簿登録しており、今年度は計 2 病院、3ケースと面会交

流を行いました。今年度は職員 2 名、ピアサポーター1名が新たに訪問支援員の養成研修を受講

し、名簿登録しております。また、令和 6 年 5 月から、ハートフル川崎病院との協働プログラム

「ハートウォームの会」は、計 10 回開催しました。病棟から参加された患者様たちの１回当た

りの平均参加者数は 12.6 名と、想像以上に多くの患者様と対話する機会を得たことは今後につ

ながる大きな収穫と言えます。 

※原則、市町村長同意での医療保護入院者に対して権利擁護の視点から、研修を受講した訪問支

援員が 2 名体制により希望者に対して面会・交流を行うこと等を目的としたもの 

 

（２） 各事業の実施状況 

ア 地域活動支援事業  

コロナ禍以降、夜間帯（17 時以降）に利用される方が減少しています。その一方で日中の

同行や訪問といった支援ニーズの増加や、依然として高い支援ニーズが続く夜間の電話相

談需要等を踏まえ、利用時間の変更を検討しました。変更に際しては、職員間での協議のみ

ならず、ご利用者にアンケートや口頭で調査した結果、次年度の館内利用時間を「月曜～木

曜：10 時～20 時、金曜、土曜：10 時～17 時」に変更するように周知しました。但し、金

曜、土曜日の 17 時以降も、ご利用者からの面談希望や利用希望に関しては、事前予約や連

絡をしていただくことで利用可能とするなど柔軟に対応していくこともルール化し、ご利

用者に不利益が生じないよう、事業所全体で配慮しながら実施していく方針です。なお、電

話相談受付時間は 9 時～20 時で変更はありません。 
また、登録者が 208 名にのぼっていますが、定期的に利用される方は半数未満となってお

ります。そこで、ご利用者の最新の生活状況を把握し、適切な支援体制を構築するために

も、利用登録は年度更新制に変更し、更新のための面談を既に令和 7 年 2 月から実施しま

した。地域活動支援センターとしては個別支援計画の作成義務はありませんが、より支援

ニーズを可視化し、ご利用者の現状に応じた適切な相談支援体制をとるためにも、今後は

個別支援計画書を作成する方針です。 
 

イ 地域移行・地域定着支援体制整備事業  

市外、市内病院の継続ケース９件と新規ケース７件の支援に取り組みました。そのうち退

院例は 3 ケースでした。内訳は、川崎ラシクルへ 1 名、桜の風もみの木へ 1 名、グループ

ホームへ 1 名がそれぞれ入所しました。また、意欲減退等の理由で支援中断したケースが

3 名でした。なお、グループホームへ入所された方については、入院中は地域移行支援計画

書作成とともに個別給付申請を行い、退院後は計画相談を担うなど、退院後の地域生活も

不安なくソフトランディングしていただけるような支援体制をとりました。 
  
ウ 指定特定相談支援事業 

前年度の 16 ケースに加えて、今年度は新規 10 件の計画相談を実施しております。内訳は、
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地活ご利用者２ケースをはじめ、紹介等によるものが、桜の風もみの木３ケース、病院・ク

リニック３ケース（地域移行支援からのスライドを含む）、各区役所高齢・障害課１ケース、

地域相談支援センター１ケースでした。 
前年度から計画相談支援件数が大きく増加した背景として、依頼数が増えたことに併せ、

令和 5 年度から相談支援専門員が 5 名体制となり、令和６年度はフルに実働することがで

きました。川崎市の第 5 次ノーマライゼーションプラン改訂版の基本方針に即し、「地域生

活を送る上で生じる多様なニーズに対して、地域活動支援センターＡ型の地域性、専門性、

一体性の特徴を生かしたきめ細やかな支援が関係機関と連携を図りながらアウトリーチや

居場所を活用した相談支援を行う」をコンセプトにした相談支援を実践してまいりました。

今後も関係機関との連携を軸に、精神に特化した専門機関として、より良いサービスの提

供とは何かを事業所全体で考えていきます。 
 

エ 交流促進事業 

共用会議室利用状況は以下の通りです。今年度は年間で 1,394 名の利用がありました。 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 8 10 11 9 7 12 9 10 8 7 5 6 

人数 89 148 202 133 59 92 104 107 109 97 83 113 

 

オ ピアサポート活動支援 

ピアサポート活動支援は、これまでと同様、利用者ミーティングをはじめ、WRAP（Wellness 
Recovery Action Plan）講座、ピアスタッフがファシリテーターを行い、メンバー同士の対

話を楽しむおしゃべりサロンほか、第 18 回ピアサポーター講座を開催しました。また、NPO
法人レジスト（就労継続支援 B 型事業所レジネス）が主宰する「ピアサポート活動支援連

絡会」に参加していますが、ここでは、川崎市精神保健課、川崎市総合リハビリテーション

推進センター 企画・連携推進課、北部地域生活支援センターゆりあす、NPO 法人 ACT‐
R とともに、お互いのピアサポート活動に関する現状報告や課題などを共有しながら、市内

におけるピアサポート活動の推進のための協議の場となっています。 
 

（３） 令和６年度の利用状況並びに主な活動は下記の通りとなります。 

ア 相談支援事業 

 

 

 ケアマネ契約者 16 10 2 24

うち計画相談契約者 16 10 2 24

①ケアマネジメント契約件数

当初時点 新規 解除 末時点
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イ 地域活動支援センターＡ型運営事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 208 5 0 19 194 5 4 1

解除 2 0 0 0 2 0 0 0

4 4 0

新規 16 2 0 1 13 1

当初時点 194 3 0 18 181

0 1

②登録者の障害種別（本人あるいは紹介者等の申し出によるもので、重複障害あり。）

実人員 身体障害 重症心身障害 知的障害 精神障害 発達障害 高次脳機能障害 その他

0

0 3 1 0

12 3 3

計画相談の件数は個別給付の請求を行ったもの。

62 429 78 21

2 0 2 4 0

夜間

17:00～19:59
246 1 10 0

合計 4665 432 879 134

夜間

20:00～
0 1 1 0 0

0

土

曜

日

日中

9:00～16:59
415 44 171 4

月

｜

金

曜

日

日中

9:00～16:59
2752 348 656 127

26

夜間

17:00～19:59
1244 37 39 3 4 33 9 2

56 376 64 16

1 1 0

夜間

20:00～
8 1

③支援方法別

電話 面接
面接（非

構造）
訪問 同行

情報共

有
連絡調整 その他

計画

相談

その他

208

4)一日平均来所者数（年間/見学者は除く）

人数 18

3)地域別

川崎 幸 中原 宮前 高津

8 1 5 208

多摩 麻生 市外 合計

人数 12 10 104 21 47

人数 1 10 28 48 62 40 18 1

人数 138 70 0

2)年齢別

20歳

未満
20代 30代 40代 50代 60代

70歳

以上

不明

（未登録)

208

合計

5

⑤登録者の状況

1)男女別

男 女
不明

（未登録)

261 501 467 1948 1527 166件数 5 597 126 187 2548

合計

256

対人関

係

制度・

サービス

センター

利用・見

学

日中活

動(余暇

含む)

退院支

援(地域

移行)

希死念

慮

④支援内容別

精神的

不安定・

混乱

医療・健

康

金銭管

理・経済
就労

生活上

の困難・

不安

家族関

係
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ウ 地活プログラム実施状況 

（ア）パソコン教室 毎週月曜 10時～12 時（二部交代制）計 42 回実施、参加者数：185 名 

（イ）スポーツプログラム 毎週火曜 13 時～14 時 計 47 回実施、参加者数：219 名 

（ウ）体操教室 月 2 回木曜日（うち一回は講師を中部在宅支援室 PT が担当）  

計 23 回実施、参加者数：57 名 

（エ）カレー会  計 6 回実施、参加者数：91 名 

（オ）季節行事…４月（お花見）参加人数：7 名、７月(納涼会) 参加者数：12名、10 月（秋

の茶話会）参加者数：10名、12 月(クリスマス会) 参加者数：15名、12 月

（大掃除と豚汁会）参加者数：13 名、（もみの木主催フラワーアレンジメン

ト教室）参加人数：５名、1 月(お雑煮会) 参加者数：14 名、2 月（節分お

好み焼き会）参加人数：12 名、3月（ひな祭り茶話会）参加人数：3 名、（お

花見）参加人数：9名 

※その他：3月（食生活改善推進員さんによる食事会）参加人数：7名 

 

エ 美術プログラム 

     アトリエプランタン 計 15 回実施、参加者数：55 名 

 

オ 地域移行支援・定着支援事業 

（ア）令和６年度 個別支援リスト 

病院名 年齢 
性

別 
疾患名 

直近入院期

間 

支援開

始日 

支援終了

日 
退院先など 

日向台病院 50 代 男 統合失調症 15 年 2 ヵ月 R1.12.4 R7.3.31 支援中断 

斎藤病院 60 代 女 統合失調症 2 年 11 ヵ月 R4.6.17 継続中  

秦野厚生病院 40 代 女 統合失調症 1 年 6 ヵ月 R4.7.5 継続中  

長谷川病院 50 代 女 統合失調症、SLE 1 年 6 ヵ月 R4.7.7 R7.3.31 支援中断 

横浜カメリア HP 20 代 女 統合失調症 1 年 5 カ月 R5.4.17 R6.6.6 川崎ラシクル入所 

栗田病院 60 代 女 統合失調症 29 年 9 カ月 R5.4.26 継続中  

栗田病院 30 代 男 
統合失調症 

1 年 9 カ月 R5.6.14 継続中  

生田病院 50 代  女 統合失調症、MR 5 年 R5.12.8 R6.6.6 グループホームクライスハイム初山

入所 

東横恵愛病院 40 代 女 妄想型統合失調

症 

約 11 年 R6.1.17 継続中  

日向台病院 50 代 男 統合失調症 23 年 1 ヶ月 R6.4.9 新規  

東横恵愛病院 50 代 女 統合失調症 1 年 11 ヶ月 R6.5.23 新規  
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長谷川病院 50 代 女 統合失調感情障

害 

3 か月 R6.6.21 R6.6.21 桜の風もみの木入所 

富士病院 50 代 女 統合失調症 6 か月 R6.9.17 R6.3.31 支援中断 

ハートフル川崎

病院 

50 代 女 統合失調症 11 年 9 ヶ月 R7.1.15 新規  

松沢病院 20 代 女 統合失調症 5 か月 R7.2.12 新規  

生田病院 30 代 男 解離性障害 11 ヶ月 R7.2.14  新規  

※上の表内の網掛けは退院につながったケース。  

カ そのほか会議等 

A.体制整備会議（川崎市総合リハビリテーション推進センター 企画・連携推進課との協

議会）毎月第２木曜 15：00～17：00 

B.川崎市精神障害者地域移行・地域定着推進会議 年間 6 回、 

   事務局会議 6回／職員 3名（うち１名ピアスタッフ）、ピアサポーター１名参加） 

 

キ そのほか 

（ア） 中部リハ内連携について  

      中部リハ内における協議の場としては、①運営調整部会(毎月)、②運営調整委員会(年
2 回)の 2 つがあります。①は各事業所所長が参加し、前月の運営状況、事業所課題

などを共有しています。②は中部リハ内４事業所の法人代表者、理事、事業所責任者

で構成され、中リハ全体の事業運営などについても情報共有及び意見交換を行ってい

ます。今年度はアフターコロナの試みの一つとして「地域交流」をテーマに挙げ、井

田山周辺の福祉施設や教育機関を対象に、事業所責任者が手分けして地域交流会のあ

り方について直接訪問、ヒアリングを行うとともに検討を進めました。 
 

（イ） ピアサポ―ト活動支援への取組 

A.ピアサポーター講座 

今年度の参加者は、当事者 9 名と支援者 3 名でした。次年度以降も市の担当課と協

議しながら、ピアサポート活動に興味がある方のエントランスの講座としてブラッ

シュアップしたいと考えます。  

 

B.ピア関連プログラム 

ピア関連のプログラムでは、①進行役に COMHBO 地域精神保健福祉機構理事でもある

加藤伸輔氏を招き、自分の気分の波を知り、自分自身のためのケアのプログラム

「WRAP」 ②ピアスタッフを中心にそれぞれの体験や思いを共有する対話の場「お

しゃべりサロン」の 2 プログラムを中心に行っております。また、3 月 22 日（土）

には COMHBO 地域精神保健福祉機構主催の「リカバリーフォーラム 2024」に利用者 2

名、職員１名で参加しました。（ZOOM 開催） 
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C.利用者ミーティング 

利用者ミーティングは、今年度の参加者は総数 100 名でした。昨年と比 

較すると概ね参加人数に変わりはありませんでした。新規利用者も定着 

しています。運営にあたってはピアサポーター2名と職員の協働により、 

司会や記録など役割分担をしながら会を進行しており、ピアがかかわる 

ことで参加するご利用者が意見を出しやすい雰囲気を創り出していま 

す。 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

R4 5 5 6 6 6 5 7 6 6 5 7 9 
R5 10 6 8 9 9 9 11 8 7 9 5 12 
R6 10 8 9 9 5 12 9 7 8 6 8 9 

 

（ウ）ピアサポーター、ピアスタッフ、メンバーによるイベント参加 

イベント・講座 

7/8（月） 田園調布学園大学出張講座 

 

ピアサポーター2 名 

ピアスタッフ 1名 

8/9(金) こころの健康セミナー ピアスタッフ 1名 

9/5(木) 川崎市看護協会（訪問看護認定研修） ピアサポーター1 名 

ピアスタッフ 1名 

11/30（土） 田園調布学園大学 

合理的配慮に関する学生ピアサポート活動

講師 

ピアサポーター2 名 

ピアスタッフ 1名 

11/５(水) 川崎市精神障害者卓球大会 ピアサポーター１名 

メンバー3名 

3/5（火） ピア活動地域交流会 ピアサポーター5 名 

ピアスタッフ 1名 

病院事業説明会 

1)ハートフル川崎病院 

11/25（月）＜入院患者向け＞ 参加者/12 名 

12/19(木)＜職員向け＞参加者/10 名 

2)生田病院 

12/9（月）＜患者向け(閉鎖病棟患者中心)＞ 参加者/職員 3名、患者 13 名 

12/16（月） ＜患者向け(開放病棟患者中心)＞ 参加者/職員 3名、患者 8名 

3)東横恵愛病院 

11/26（火）＜職員向け＞ 参加者/職員 12 名 

4)武田病院 

11/5（木）＜患者向け＞参加者/患者 21 名 
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（エ）  次年度に向けての取組 

A.入院者訪問支援 
精神保健福祉法改正に伴い、令和 6 年 4 月より「入院者訪問支援事業」が施行され

ました。それに伴い、川崎市健康福祉局障害保健福祉部精神保健課からの依頼で、入

院者訪問支援員研修、入院者訪問支援事業運営研修等に参加。この事業の対象になる

のは、原則、市町村長同意での医療保護入院者で、面会交流を希望される方に対し

て、研修を受けた訪問支援員が病院を訪問して傾聴や生活に関する相談、情報提供等

を役割とした面会交流、支援を行うものです。面会は 2 人 1 組のペアで行い、同じ

ように病気の体験をもつピア（ピアスタッフ、ピアサポーター）の役割に期待する声

も高まっています。はるかぜからは専門職１名とピアスタッフ１名が訪問支援員と

して研修を修了しました。 
 B.ハートフル川崎病院におけるピアとの協働プログラム 

ハートフル川崎病院との連携、協力で、令和 6 年 5 月より「ピアとの協働プログラ

ム“ハートウォームの会”」を実施しました。月 1 回の定例会を実施し、多くの入院

患者と交流を重ね、ハートフル川崎病院のスタッフの方々と協議を行ないました。こ

のプログラムは、医学モデルだけでは見えない「ひとり一人のリカバリー」を考える

こと、地域と交流していくことで、院内の生活だけではみえない個人のストレングス

や希望する地域生活を探し出していくことを目標にしています。 
 

（オ） 精神保健福祉士実習指導 

4/8（月）～4/30（火） 計 16 日間 日本福祉専門学校    １名 

7/1（月）～7/19（金） 計 14 日間 神奈川県立保健福祉大学 １名 

8/30（金）～9/20（金） 計 15 日間 日本福祉教育専門学校  １名 

令和 7年 1/20（月）～令和 7年 2/7(金) 計 15 日間 日本福祉教育専門学校  １名 

令和 7年 2/18(火)～令和 7 年 3/11（月）計 15 日間 日本福祉教育専門学校  １名 

合計 5名 

その他、総合リハビリテーション推進センター企画・連携推進課の依頼で３月に計２回、

新任職員（生活保護・自立支援室）の受入のほか、他施設より１日実習として数名を受

入。 

 

 

 

5）栗田病院 

12/4（水）＜患者向け＞参加者/職員 5名、患者 13 名 

そのほか 

・令和 6 年度からハートフル川崎病院との協働プログラム「ハートウォームの会」を開催。

令和 6年 5月～令和 7年 2 月まで計 10回実施（令和 7年 3 月は 1年間を総括する振り返り

の会を実施。） 
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５．社会復帰訓練所 （就労支援事業所 あやめ） 

種 別     就労移行支援サービス・就労継続支援 B 型サービス 

就労定着支援サービス 

開 所 年 月 日   移行・継続 B支援事業 平成２０年４月１日 

定着支援事業     平成３０年１０月１日 

定 員   移行１０名・継続 B２０名・定着定員なし 

所 在 地   〒２１３-００１３ 

            神奈川県川崎市高津区末長１－３－８ 

            TEL044-888-4853 FAX044-861-5006 

施 設 概 要   地域において自立した日常生活または社会生活を営むことができるよ

う、ご利用者の働きたい想いに沿い支援をすると共に安定して長く働き続

けられるよう支援をする施設です。多機能型就労支援事業所として就労移

行支援サービス・就労継続支援 B 型サービス、就労定着支援サービスの３

事業を運営しています。 

床 面 積  １階 170.6 ㎡   ２階 158.6 ㎡    

責 任 者   上野 聡子 

事 業 所 番 号   １４１５３００４１５ 

職員配置計画   （就労支援多機能型）          令和 7年 3 月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 １(業務に差支えない範

囲で他業務兼務可) 

移行 0.2 

継続 0.2 

定着 0.1 

0.5  

 

 

 

サービス管理責任者 １(60 人に対し１、兼務

可) 

移行 0.2 

継続 0.5 

定着 0.3 

1  

 

 

 

生活支援員 1 以上 

 

移行 0.3 

継続 1.3 

1.3  

 

 

就労支援員 1 以上 移行 1 １   

職業指導員 2 移行 1 

継続 1 

 1 

1 

 

 

就労定着支援員  定着 0.5 0.2  0.6 

※配置人数は常勤換算数 

 

障害者総合支援法に基づく「就労支援事業」の２つのコース（就労移行支援事業と就労継続支援

B 型事業）から、ご利用者の希望に応じ選択していただきます。一般企業へ就労後は、「就労定着支

援事業」をご利用いただき、安定して就労を継続できるよう必要に応じて 3 年まで契約更新するこ

とができます。 

当事業所では、企業での就労を前提として、生活の土台となる健康状態、生活（家族）状態、自分
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に合った仕事についてアセスメントを行い、親亡き後の生活の不安、人生での生き（生活し）づら

さに焦点を当てた相談支援を行いました。そのうえで、ご本人の生きていく力（勇気）と自信が持

てる援助を心がけています。また、企業に就職後、人間関係に悩んでしまう、仕事によるストレス

を抱え込んでしまう、自分の意見を伝えることが苦手である、誰に相談したらよいかわからないな

ど課題がでてきた時に、離職せず就労できるよう各関係機関と連携した定着支援を続けています。 

また、支援の質向上のため満足度アンケートや権利擁護アンケート結果を検証し、ご利用者の意

見要望を受けとめ、職員の意識や技術のレベルアップに努めています。研修数 34 回、参加延べ人数

61 名。また、国家資格等の実習生を受入れすることで職員の業務見直しにもなりますし、ご利用者

には自分の経験を伝えるという大切な機会となっています。精神保健福祉士実習生 2名（専門学校

2 校）、精神障害者ホームヘルパー養成実習生 1 名。 

苦情解決対応については、公正・中立な立場として地域から第三者委員の方を選任し令和 5 年度

苦情について報告会をおこなっています。令和 5年度は 3 件の苦情と 2 件の要望がありました。 

運営連絡会は開設時に地域住民の方との協約で「地元との話し合いの拠点として運営連絡会を設

置してほしい」という要望を受け開催をしています。家族連合会会長より社会復帰訓練所の障害施

策上の位置づけ、どのような製品を作っているのか、就労プログラムについて、若い方の利用につ

なげる PRはしているのかなど具体的な質問をいただきました。 

昼食については配食業者変更後、ご利用者の利用が多くなりました。価格と量が選べるようにな

ったことが要因と思われます。物価高騰のため 3 月より 50 円値上げになりましたが、低価格で食

品数を多く取れる工夫を続けています。 

感染症対策のため、ご利用者・職員共に検温・マスク着用・手洗いうがいの喚起・定期的な換気・

次亜塩素酸ナトリウムによる施設内消毒を毎日継続しています。他機関との連携プログラム・個別

対応プログラムは必要に応じて実施しています。 

作業面では、受託作業の新規取引と従来取引のあった企業から新しい作業を受注しました。自主

製品（レジン雑貨・トートバック・がま口バックなど）製作はクオリティーを挙げながら継続して

います。その結果、かわさき産 SUN フェスティバルに連続して出店、小田急新百合ヶ丘エルミロー

ド福祉販売会に出店をしました。また、川崎市 100 周年消防へ防火服や消火ホースなどのリメイク

品として園芸用エプロンと鉢カバーを納品しました。動物愛護センターからの依頼でワークショッ

プに参加しました。当年も完売で終了時間ぎりぎりまでご利用いただきました。 

広報としては、あやめ通信を年 3 回発行、インスタグラムの適宜発信、事業所での活動内容がわ

かりやすいよう写真を多く取り入れています。 

 

（１） 事業報告の概要 

ア 就労継続支援Ｂ型事業（定員２０名） ＊期間の制限はありません。 

年度末登録者は 32 名で、平均して日々13 名の方がご利用されました。施設内作業では令

和 6 年度に取引のあった業者は 11 社でした。施設内作業収入は（令和 4 年度 297 万円、令

和 5 年度 340 万円、令和 6 年度 346 万円）前年度比較 6万円の増収、施設外実習収入は（令

和 4 年度 113 万円、令和 5 年度 78 万円、令和 6年度 87 万円）前年度比較 9万円の増収とな

りました。令和 6 年度の工賃収入は総額 433 万円、時給 454 円の工賃支給となり、令和 5年

度総額 417 万円、時給 490 円となりました。川崎市消防局より市制 100 周年 GREEN FOR ALL

企画として防火衣・消防用ホースをガーデニング用品にアップサイクルする業務を受注した
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ことで工賃が下がることなく支払いができました。法人内他事業所との連携により施設内作

業を 1作業（行事に使用する小物）、施設外作業を 3 作業（清掃業務・事務補助・介護補助）

請け負うことができました。介護補助業務は当年度より 1 名の方が参加しています。 

自主製品（小物雑貨）の製作販売は 8 年目となり、かわさき産 SUN フェスティバルは定期的

に出店できるようになりました。 

ご利用者の状態を職員と自らが把握するための「気分調べチェックシート」を継続的に行

いました。「気分調べチェックシートを継続利用する事で、普段なかなか自分から不調等を訴

える事の出来ないご利用者の日々の変化について職員同士がスムーズに情報共有する事が

でき、関係機関との連携や個別支援に活かしています。 

家族会は 3月に実施しました。ご家族の高齢化により坂道を登ることが難しい方が多いの

で、溝の口駅まで事業車で送迎をさせていただきました。また、開催日を 3 日設定し（平日

と土曜）参加しやすいようにしました。事業所の現状・作業内容の説明、個別支援計画と個々

の相談を個別面談で実施しました。家では事業所のことを話さないご利用者多いようで、様

子がわかり安心したという感想をいただきました。新規ご利用のご家族は初めて来所される

ことが多く、支援者と顔を合わせることで事業所の雰囲気を知る事、今後相談しやすいと思

ったとのご意見もありました。 

イ 就労移行支援事業（定員１０名） ＊利用期間２年   

年度末登録者は 2 名で１日平均 2 名の方がご利用されました。就労実績は 1 名の方が就職

しています。 

人数が少ないメリットを生かし、ハローワークとの連携や企業応援センターかわさきと短

時間就労から時間を増やす目標を設定しながら就労支援につなぎました。モチベーションが

下がらないよう、企業見学やハローワーク登録や求職の探し方など、その方の希望に合わせ

支援をしています。 

トートバック製作では、様々な工夫案をご利用者と共に考え、少しずつデザインの変更を

しています。当年は“がま口バック”にも挑戦しました。 

また引き続きご利用者自身が日々の精神状態や体調面の振り返りを行い、職員に報告する

事ができるように K-STEP を実施しています。K-STEP を継続して行う事で、ご利用者自身で

自分の症状や体調の変化の兆しについて新たな気づきを得る事ができ、職員もよりご利用者

の変化について把握する事が出来ました。文字が苦手なご利用者には絵や写真で工程を覚え

ていただき、行動把握が苦手は方には振り返り面談をすることでご自身の苦手な面に気づけ

るよう支援を続けています。 

その他に軽作業以外のスキルアップを目的として自主学習の時間にお知らせや月間スケ

ジュール表の作成、施設内で使用する各種事務用品の準備、作業手順表の作成などを行って

いただきました。 

施設内での作業や施設外実習に関しては、就労後の状況を想定してより実践的に臨む事が出

来る場として、自分にあった就労体験実習（事務・軽作業・清掃・介護）の情報提供や就職

活動の支援を行いました。 

ご利用者の活動報告の一環として、あやめ通信を年 3 回発行し外部機関や利用希望の方へ

の発信を行っています。 

ご利用者からいただいたご意見の“他事業所と異なりゆっくりと自分に向き合いながら通え
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る場”の提供が出来るよう支援に努めています。 

 支援学校進路担当と連携を強化し、見学会を 7月に開催し 6 家族の方に参加いただきまし

た。昨年評価をした方の本利用に向けた体験実習を 10 月に 5 日間実施しました。就労アセ

スメントは支援学校高校 2 年生 1 名（3 日間）2 月に実施しました。振り返りでは学校では

見ることができない作業に集中する姿があることや学校以外の環境での行動を確認し今後

に活かせる内容を共有しました。 

 

（ア） 就労支援プログラム 
Ａ 社会生活技能訓練（ＳＳＴ）は、ご利用者の知的レベルや課題に大きく違いが

あり個別ワークの実施となりました。 

内容は日常生活や就労準備の段階、就労後に課題と感じている事柄・場面につい

てご利用者から意見を頂いたものをテーマにしてその方のレベルにあった内容で

実施しています。 

（Ａ） 実施内容 

全 3 回「相手の気持ちを考える」「気持ちの切り替え（作業）」 

「気持ちの切り替え（生活を持ち込まない）」「気持ちの切り替え（焦り）」

「気持ちの切り替え（苦手な作業）」「企業訪問時の挨拶」 

Ｂ 運動プログラムは、週 20時間労働（障害者雇用のカウントになる最低就労時間

数）ができるよう体力を養う事を目的ですが、夏場は猛暑によりご利用者の希望

がすくないため 2 回行いました。 

（Ａ） 実施内容「ウォーキング」  

第 1 回 1 月 4日（初詣 溝ノ口神社）  

第 2 回 2 月 27 日（久本薬医門蔵ひなまつり散策）  

Ｄ 川崎市消防局アップサイクル 

  防火服・防火ホースを昨年に続き、ガーデニング用品にリサイクルしました。 

防火服は大人用とこども用のエプロン 3種（各 50 着）、防火ホースは鉢カバーを 

10 個作製しました。次年度も継続できればという話を頂いています。 

Ｅ 地元企業とのコラボ製品 

地元企業と連携し、地元の果物を使ったアロマオイルの下準備をしています。

第 41回全国都市緑化かわさきフェア開会式記念品のアロマオイルのボトル充填、

包装を担当しました。また、自主施品販売会にも一緒に参加しています。 

Ｆ パソコン教室 

令和 6年度は通算 37 回教室を開催、延参加者数 54名でした。 

個別学習のため１回の参加者は 1～3 人、週に１回で実施しました。受講生の習熟

度に合わせ復習をしながら学習したことが実践で役立つようスキルアップを図り

ました。学んだことを就労体験時の報告などで実際に活かしています。また、施

設内の事務用品準備作業も担い、お知らせや募集の案内の作成を行っていただき

ました。Excel や作図のスキルを身に着ける、就労していた時に使ったスキルの復

習をする、AI機能を使い動画を取り入れながら自分の想いを表現するなど各自に

あった内容で学ぶことができました。 
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ウ 就労定着支援事業 ＊利用期間３年＊  

年度末登録者は 2 名でした。企業訪問や事業での面談、各関係機関との連絡調整、各種

プログラムの実施など生活全般の質を上げるための支援を行ないました。就労移行支援事

業としての定着支援から就労定着支援事業への引き継時は、事業の異なる点を理解できる

よう丁寧な説明をしました。 

企業や事業所での面談（電話相談・メール・リモート面談含む）は月 1 回以上行い、業務

や環境面については企業担当者と連携、生活面については家族や関係機関と連携していま

す。一貫して顔の見える就労支援ができる強みのある事業所として企業からも評価を頂い

ています。企業の担当者から、失敗をして落ち込んでいる方への対応方法の相談があり、

できていることを伝え、修正が必要なことについてはその場で短いセンテンスで具体的に

指示いただくよう依頼しました。連絡を密にとりご利用者が安心して就労継続ができるよ

う努めています。 

就労者の会を 3月に開催しました。就労を長期間継続している方から前年度就労した方

とキャリアの異なる方々が集まり、久しぶりに会う仲間同士、職場の悩みや情報交換を和

やかな雰囲気の中で実施できました。 

（２） 苦情・要望報告 

総数 9件 → 苦情 6 件 要望 2 件 相談 1件 （全て解決済） 

ア （内容内訳） 

     環境  1 件 灰皿設置 

支援  5 件 名前の削除、作業指示、否定、工賃低下、ハラスメント 

その他 3 件 他者のﾀｲﾑｶｰﾄﾞをかってに見る、近隣住宅前長時間滞留、飲食店出入り 

（３） 事故報告 

      総数 5 件  

ア （内容内訳） 

環境 1 件 トイレ窓施錠 

  車  2 件 事業車物損 

事務 1 件 工賃計算ミス 

利用者同士のトラブル 1 件 喧嘩 

（４） ヒヤリハット報告 

      総数 14 件 （事故につながらないように職員間で情報共有、ご利用者には注意喚起） 

ア （内容内訳） 

      事務 4 件   環境 3 件   確認 4 件  支援 3 件      

  （５） 満足調査 

      満足調査の結果を基に職員の支援の質と意識の持ち方の把握に努め、支援向上に活かし 

ました。 

    ア 配布 28 枚 回収 28 枚 回収率 100％ 

      結果としては、各質問ともに「そう思う」「ややそう思う」が大半をしめていますが、 

「職員の態度がえらそうだったり、怖いと感じたことがある」という質問に 4 名の方が不 

 満足と回答しています。「職員に“不公平”だと感じたことがある」という質問に 5名の 
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方が不満足と回答しています。 

職員会議で課題の共有と改善策の検討をしました。職員の口調や説明の仕方が、ご利用 

者の受け取り方に差があるため障害特性に配慮した対応が必要と考えました。このこと 

により不公平と感じるにつながると思われます。休憩時間の会話にも内容などご利用者 

に負担を与えない内容にしていくという対策を取っています。 

 

（６） 利用者状況 

ア 登録者状況 

（ア） 就労継続支援Ｂ型事業 

性別 定員 
令和 6 年度 

末登録者 

令和 5 年度

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 

就労者 

(取消者内) 

男性 

20 

22 24 5 3 0 

女性 9 10 2 1 0 

合計（名） 31 34 7 4 0 

   

（イ） 就労移行支援事業 

性別 定員 
令和 6 年度 

末登録者 

令和 5 年度 

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 
就労者 

男性 

10 

1 1 1 1 0（0） 

女性 1 2 1 0 1（1） 

合計（名） 2 3 2 1 1（1） 

     ＊（ ）は就労開始から 6 カ月以上経過している就労者です。 

 

（ウ） 就労定着支援事業 

性別 定員 
令和 6年度 

末登録者 

令和 5年度 

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 
備考 

男性 

基準 

なし 

0 1 1 0  

女性 1 2 1 0  

合計（名） 1 3 2 0  

 

イ 年齢別状況 

（ア） 就労継続支援Ｂ型事業 

性別 18 歳～ 
20 歳

～ 

30 歳

～ 

40 歳

～ 

50 歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 3 4 12 3 22 51 

女性 0 1 1 1 5 1 9 47 

合計（名） 0 1 4 5 17 4 31 50 
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（イ） 就労移行支援事業 

性別 
18 歳

～ 

20 歳

～ 

30 歳

～ 

40 歳

～ 

50 歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 0 1 0 0 1 43 

女性 0 0 1 0 0 0 1 36 

合計（名） 0 0 1 1 0 0 2 40 

 

（ウ） 両事業合計 

性別 
18 歳

～ 

20 歳

～ 

30 歳

～ 

40 歳

～ 

50 歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 3 5 12 3 23 51 

女性 0 1 2 1 5 1 10 46 

合計（名） 0 1 5 6 17 4 33 50 

  

（エ） 就労定着支援事業 

  性別 
18 歳

～ 

20 歳

～ 

30 歳

～ 

40 歳

～ 

50 歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 0 0 0 0 0 0 

女性 0 0 0 1 0 0 1 49 

合計（名） 0 0 0 1 0 0 1 49 

 

ウ 出身区別状況 

住居区 継続 移行 定着 合計 住居区 継続 移行 定着 合計 

横浜市 1 1 0 2 宮前区 6 0 0 5 

幸区 0 0 0 0 多摩区 1 1 0 2 

中原区 8 0 0 8 麻生区 1 0 0 1 

高津区 14 0 1 15 合計（名） 31 2 1 34 

 

エ 手帳別状況 

   （ア） 精神障害程度(障害者手帳)             （重複含む） 

  
1 級 2 級 3 級 判定なし 療育＊ 合計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

継続Ｂ型 0 0 11 3 6 5 3 1 2 3 22 9 31 

移行 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 2 

定着 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

合計（名） 0 0 11 4 7 5 4 1 2 4 23 11 34 

＊  継続Ｂ型：  療育手帳 B２:5 名 （男性 2名 女性 3名（精神 2 級と重複 2 名・3

級と重複 1名）） 

         身体障害者手帳 4 級：1名(女性 1 名 精神 3級と重複) 
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        移行：   療育手帳 B１:１名 （女性１名） 

  

（イ） 精神疾患名                   （重複含む） 

疾患名 継続 移行 定着 合計 

統合失調症 14 0 0 14 

うつ病 4 1 0 5 

双極性障害 3 0 0 3 

適応障害 1 0 0 1 

自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ 1 0 0 1 

不安障害 3 0 0 3 

てんかん 1 0 1 2 

高次脳機能障害 1 0 0 1 

知的障害 3 1 0 4 

合計（名） 31 2 1 34 

＊ 上記疾患と重複： アルコール依存症 1名 

                      人格障害    1 名 

                       

オ 入退所及び契約状況 

継続 B 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計(名) 

入所 0 0 1 1 0 0  0 1 0 1 0 0 4 

退所 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 2 1 6 

移行 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計(名) 

入所 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2 

退所 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

定着 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計(名) 

契約 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

解除 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

135



６．川崎市南部基幹相談支援センター 
 

種      別   基幹相談支援センター 

計画相談支援・地域移行支援・地域定着支援・障害児相談支援 

開 所 年 月 日   ２０２１年１０月１日 

定      員   定員なし 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1-4-8 イーストブルー101 

            TEL 044-222-8281    FAX 044-589-5620 

施  設  概 要   鉄筋コンクリート造 ９階建 1 階部分 

床   面   積   ５５．１５８㎡ 

責 任 者   原 智子 

事 業 所 番 号   計画相談支援  1435000508 

地域移行支援  1435000508 

職員配置 ： 合計５名 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

所長・管理者（兼務） １ １ １   

主任相談支援専門員（市独自） ２ １ １   

相談支援専門員 ２ ３ ３   

医療系相談員 １ １(～R7.2） １(～R7.2）   

※配置人数は常勤換算数 

 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

ア 重点目標  

川崎市の相談支援体制の再編に伴い、川崎区、幸区の２区を管轄する基幹相談支援センターを

受託した。川崎市障害者相談支援センター設置要綱に則り、病気や障害等により生きづらさを抱

える方々に必要な支援を届けられるよう、管轄する地域での新たな相談支援体制の構築を図り、

相談支援体制の強化、地域づくりなど、これまでのつながりを基盤に様々な活動に取組んできた。 

イ 主な取り組み 

（ア） 総合的・専門的な相談支援 

○川崎市の委託事業である基幹相談支援センターの人員配置基準に基づき、専従の相談支援

専門員４名（社会福祉士、精神保健福祉士の有資格者）、医療系相談員１名（公認心理士の

有資格者）を配置し、総合的・専門的な相談支援に対応できる体制を整備した。相談支援

従事者研修、専門研修等を積極的に受講または企画に携わり学びを深めるなど、多様化・

複雑化する相談ニーズに対応できるよう努めてきた。 

○障害種別や年齢を問わずワンストップサービスの姿勢をもって相談を受け止め、適切な支

援機関へのつなぎとチーム支援の実践に努めた。 
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○地域相談支援センターや指定特定相談支援事業所等が、個別支援を抱え込まないように日

頃より関係づくりや声掛けを意識して行ってきた。 

○行政や地域リハビリテーションセンター等の関係機関との連携協働を図り、虐待等の緊急

性の高いケース、医療的ケア等の専門的な支援が必要なケース、支援の介入が難しいケース

等への対応を積極的に行った。 

○地域みまもり支援センターが開催するサービス調整会議、相談支援調整会議等に出席し、

適正なサービス利用に関する意見出しや地域の相談支援体制に関する協議、検討、人材育成

の一環として実施を推奨されているストレングスモデルに基づくグループスーパービジョ

ンの企画運営に努めた。 

○多様化するニーズに適切にこたえるために、南部リハビリテーションセンターや各種専門

機関との連携協働を意識した活動を行ってきた。各機関の立ち位置などの確認の場として南

部 3 機関連絡会を活用した。また、人材育成の一環として地域の相談機関にも対象を広げて

専門機関の活用や連携などにつながる取り組みを行った。 

（イ） 広域調整が必要な利用者への対応 

○管轄区外、市外からの転入や住所不定の方など地区割では対応の難しい相談、虐待など

の緊急性の高いケースや医療的ケア等の専門的な支援が必要なケース等に対して、市外、

県外の相談機関や担当の行政、専門機関等と連携協働し、広域的な調整を行うなど必要な

支援を提供した。 

（ウ） 地域の相談支援体制の強化の取組 

○地域の相談支援センター、指定特定相談支援事業所など管轄する地域の相談機関に対し

て必要な時に必要なかかわりができるよう、日頃の関わりなどから状況の把握に努めた。 

○地域自立支援協議会の事務局の一機関としてとして、相談支援事業所連絡会やワーキン

グなどの場を活用して管轄内の相談支援従事者、事業所等から地域の個別課題を抽出でき

るよう取り組みを行った。 

○地域のインフォーマル資源との顔の見える関係づくりや、行政、サービス事業所、地域

包括支援センターや他分野の支援機関等との連携の強化を図るための取組として民生委員

児童委員協議会への事業説明、地域包括支援センターと地域型との共催の事例検討会の運

営等、地域型と協働して行った。 

○複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、南部３機関

連絡会や幸区権利擁護連絡会、川崎区機関連携会議を事務局として運営するなど、行政や

南部地域の関係機関と協働し、普及啓発・ネットワークの構築などを図った。 

○研修企画検討委員会の委員として相談支援従事者研修の企画運営に携わり、研修の実施

や法定研修の相談支援実習の受け入れ等を通して南部エリアにとどまらず全市の相談支援

従事者の人材育成に努めた。 

（エ） 地域移行・地域定着の促進の取組 

○障害者支援施設及び精神科病院等への地域移行に向けた普及啓発 

・地域移行・地域定着支援をスムーズに実施できるよう、精神障害者の地域移行地域定 

着推進会議に事務局として参加し、居住支援、社会資源の情報収集、家族支援、ピア 

活動の普及に取り組んだ。また、施設からの地域移行部会に委員として参加し、地域 

移行に向けたガイドラインの作成、研修等、普及啓発や支援の促進に向けた取組を行 
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った。 

・法人内「はるかぜ」主催の地域移行・地域定着支援の勉強会に参加し支援力の向上に 

努めた。 

      ○障害者支援施設及び精神科病院等に入所・入院している障害者等に対する意思決定支援

の取組の推進 

・「障害福祉サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドライン」を理解し、実 

 践し、障害者やその家族が安心して地域移行に挑戦できるような関りや体制づくりに 

努めた。 

・精神科病院からの退院支援、入所施設からの地域移行支援に携わる中で、意思決定支 

援を意識した支援を行った。 

・地域活動支援センターＡ型の機能に関する懇談会に出席し、地域の現状を伝えた。 

・神奈川県意思決定支援実践研究事業に関わり、施設生活における意思決定支援につい

て地域の資源や関係機関とのパイプ役として依頼があった。支援者会議には日程が合

わずに参加できなかった。 

○障害者等の地域生活を支える体制整備コーディネート 

・障害者支援施設等に配置されている地域移行コーディネーターと協働し、地域生活の 

体験や移行後の生活につながるように道筋を立てた。地域の通所事業所、グループホ

ーム等との連携を図った。 

（オ）権利擁護について 

○川崎市障害者虐待防止対策事業実施要綱に基づき地域みまもり支援センターからの要

請を受けてコアメンバー会議へ出席し、客観的な立場からの意見や支援方針の検討等を

行った。その後の継続支援では権利擁護の視点を意識した。 

○幸区権利擁護連絡会として区内生活介護事業所への出前講座などの活動を通し、権利擁 

護に関する啓蒙啓発活動を行った。 

（カ） 障害者虐待を防止するための取組 

○障害者虐待防止に関する普及啓発や障害者虐待通報の義務の周知等を行い、早期発見で 

きる地域づくりを目的に、権利擁護連絡会として幸区内生活介護事業所への出前講座な

どの活動を通し、虐待防止に関する啓蒙啓発活動を行った。 

      ○川崎区幸区の相談支援調整会議の場で虐待に関するマニュアルを活用し、原則について

改めて学ぶ場を設けた。 

○業務会議の時間を活用し、月１回虐待防止チェックリスト表を用いて日頃の自分自身の

振り返りを行なった。 

 ○法人虐待・拘束防止委員に出席し、委員会の報告をし、法人全体の状況を共有した。 

   （キ） 成年後見制度の利用支援 

○制度利用を必要とする方に対して、専門機関の紹介や申請手続きの支援を行った。 

○成後見制度利用促進協議会へ委員として出席し、障害者相談支援センターの立場として

の意見や現状の情報提供を行った。 

   （ク） 日常生活自立支援事業の利用促進の取組 

○必要な方へ適切な情報提供ができるよう、あんしんセンターからの情報を共有した。 

      ○消費者トラブルを防止するための取組について、今年度は具体的な取組が出来なかった
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が、次年度も引き続きの課題として地域の関係機関に対して、川崎市消費者行政センタ

ーの消費者トラブル相談事例などを活用した普及啓発を行っていく。 

   （キ） 障害者差別の解消に関する取組 

○幸区権利擁護連絡会の活動において当事者の思いを尊重し、一緒に歩む意識を持ち取組

んだ。 

○川崎市障害者差別解消支援地域協議会に出席をし、障害を理由とする差別に関する相談

事例の共有や情報交換を行い、障害を理由とする差別の解消に関する課題を協議した。 

○次年度も引き続き、研修や勉強会の企画、参画、地域のイベントなどの機会を活用し、

障害者差別解消法の普及啓発を行っていく。 

ウ その他の取組 

   （ア） 法人の特性を活かした取組 

○川崎区機関連携会議の事務局として、たじま家庭支援センターと連携協働し、地域の支

援者や地域住民との繋がりの強化など、地域に根差した支援体制づくりを進めた。 

○法人内の各事業と連携協働し、障害種別や年齢を問わない相談への対応に努めた。 

   （イ） 市民や支援を必要とする方々の防災対策 

○幸区災害対策協議会要援護者支援部会の委員として出席し、区内関係機関との訓練に参

加した。 

○「災害時個別避難計画」の作成支援の一環として、川崎区地域自立支援協議会相談支援事

業所連絡会にて川崎市危機管理室による講義・演習を行った。 

○今年度は取組むことが出来なかったが、災害時に備えて、地域のサービス事業所等が相互

に助けあえるよう横のつながりを拡げる仕組みづくりを次年度以降継続して進めていく。 

  エ 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

（ア） 法人職員として法人の理念を理解し、日々協力し合える職場づくりを目指した。 

（イ） 法人内研修、外部研修等の各種研修に参加し、相談支援従事者として必要な知識や技

術の習得・研鑽に努めると共に、つながりを大切にした。 

（ウ） 所内会議の開催 

○月 2回、事業推進部長を含めた職員全員で各種会議や事業の進捗状況を確認してきた。

このほか必要に応じて、情報共有や検討の機会を設けた。 

○週１回、個別支援の状況や支援方針の確認、職員同士の情報共有、職員がテーマ設定を

した研修会、意見交換、センター内の協力体制の確認等を行った。 

○朝礼で当日の予定確認、報告事項、相談事項等の確認を行い、協議検討の必要な事案は

各種会議の議題として話し合いの場を設けた。 

○障害者相談支援センター運営マニュアルの確認の場の確保が難しかった。基本に戻る時

間として意識して確保したい。 

（エ） 人材育成に関して 

○所内会議、法人内相談支援センター会議内での情報共有や意見交換、事例検討を継続し

各々の自己研鑽につなげた。 

○法人内階層別研修に参加し、他事業所職員と横のつながりを作ってきた。 

○外部研修に参加し、「改めて基本に戻る」「新たな知識を習得する」「改訂された制度の確

認」の場とした。それらを所内で報告し共有した。 
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○これらにより、個々の資質とチーム全体としての支援力の向上につなげた。 

オ 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

（ア） 上記「イ 主な取り組み」に記載した取り組みを通して、地域相談支援センター、サ

ービス事業所、地域包括支援センター、行政や他分野の支援機関等との連携を意識し

て関わり、少しずつではあるが関係性が深まった。 

（イ） 川崎区機関連携会議の事務局として企画・運営に携わり、地域の多職種連携、ネット

ワークの構築を進めてきた。また、幸区は既存の会議に地域相談支援センターと参加

し、つながりを広げた。次年度も引き続き、参加できる場を活用し、役割や立場を整理

していきたい。 

（ウ） かわさき SＤＧ’s に登録し、どなたからの相談でも対応し、ジェンダー平等、誰もが

住み続けられる街づくり、パートナーシップを自分たちの活動に紐づけて捉え、出来る

ことから始め目標達成を目指した。 

カ 危機管理、安全管理に関すること 

     以下のことを同敷地内ことぶきとの協力の下、実施した。 

（ア） 事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の方針に則り、事業所内でおきた事故は速やかに報

告した。事故内容については個人で振返り後、事業所全体でさらに原因究明の場を設

け、自分ごととして意識し再発防止に努めた。 

（イ） コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に努めた。人員に関

しては不測の基幹が発生した。引き続き適正な運営のために法人と共に努めていく。管

理者は、法令理解に努め、職員にも法令の周知を徹底し適正な運営を意識した。 

（ウ） 苦情解決・権利擁護について 

法人のガイドラインに則り適切な実施に努めた。また、苦情解決に取組むにあたり、

川崎市障害福祉施設等苦情解決支援事業を活用できるよう、体制を整えた。 

（エ） 情報公開について 

○行政機関、その他関係機関に求められた場合は、情報保護の守秘に反さない限り、必

要な情報を公開する体制を整えた。 

○利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を求

められた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示する体制を整え

た。 

（オ） 個人情報の保護について 

○個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業におい

て個人情報を慎重に取り扱ってきた。 

○個人情報の取得にあたり、利用目的を明示した上で、必要な範囲の情報を取得した。 

○あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本

人の同意を得ることなく外部に提供しないことを遵守した。 

○個人情報を外部に持ち出す際の規約を設置した。その際は内部で利用するよりもさらに

利用目的を可能な限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用し

た。 
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○外部に持ち出す際の管理簿を作成し、持ち出す前後に管理者等の許可を得ることとした。 

○個人情報を正確な状態に保つとともに、漏洩、滅失、き損などを防止するため保管場所

や方法を固定するなど環境を整えた。 

○本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除･利用停止を求める権利を有し

ていることを確認し、これらの申出があった場合や、個人情報の取り扱いに関する苦情

があったときは、適切かつ速やかに対応する体制を整えた。 

○個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、職員の個人情報保護に関

する意識啓発に努めてきた。 

キ 防災管理について 

（ア） 事業所内外の安全対策の実施 

○事業所内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の設置、確認等を年２回行っ

た。 

○緊急避難路の確保を含め、安全確認を年２回実施した。 

（イ） 連絡体制の整備 

「災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含

め、具体的に職員が行動しやすい体制を検討した。危機管理委員会の協力のもと、感

染症 BCP を作成した。 

（ウ） 防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セット、非常食を常備し、定期的に確認した。 

地域サービスセンターことぶきとの共同避難訓練を実施し、避難経路や発災時に必要

な事柄を改めて確認した。 

ク 協力体制の強化 

（ア） 今年度は取組むことが出来なかったが、以下の取り組みを進めていく。 

○他相談支援センター、区役所職員と連携を図り、必要な対応マニュアルの作成に取り

組み、見直し改善。 

   ○緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から地域住民団体、ボランテ

ィア、行政機関など、関係機関との協力。 

ケ 衛生管理について 

（ア） 感染症対策 

○感染症の蔓延を予防するため、日々の清掃など環境衛生に努め、消毒薬の設置や消毒

の実施、感染症に関する知識の共有、職員の健康確認、手洗いや手指消毒の励行など

の対策を講じてきた。 

○メンタルヘルス 

職員一人ひとりが働きやすい職場づくりを意識してきた。お互いに声を掛け合い、より

ストレスの少ない環境を目指した。年１回の定期面談のほか、随時面談など声を掛け合

うことが出来る雰囲気を大切にしてきた。 
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責 任 者   田中 久美子 
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年間延べ人数 

 

 

（１） 重点目標 

     川崎市の委託事業である地域相談支援センターとして、支援を必要とする方々に支援を届け

ることを目的とした活動に取り組みました。 

地域へ出向き、地域の課題を掘り起こし、発見された地域課題の解決をめざし、相談支援体

制の強化を図るために自立支援協議会、相談支援調整会議、指定特定事業所交流会の企画運営

を積極的に担っていきました。 

 

（２） 主な取り組み 

ア 障害種別及び年齢等を問わない総合相談  

虐待ケースや触法ケース、福祉サービスに繋がっていないケース、他県からの転入ケース等、

小児期から成人期、高齢期に至るまで、障害種別や年齢等を問わない相談支援に努めてきまし

た。今まで築いてきた領域を超えた関係機関との関係性（ネットワーク）をもとに、地域の包

括支援センターや居宅介護支援事業所から依頼の高齢者、その家族の相談も受け、適切な機関

につないでいきました。家族や地域の方からの依頼に対応し、支援希求がないケースに対して

も根気よく対応していきました。 

イ 支援に繋がっていない障害者等への支援 

どこに相談しても適切につながる相談支援体制づくりを模索するために、地域相談支援セン
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ーの機能の周知と住吉地区町会、民生委員児童委員代表の方とのネットワークづくりを行いま

した。引き続き市民からアクセスしやすい地域型相談支援センターを目指していきます。 

ウ 福祉サービスの利用支援 

福祉サービス利用の必要性（ニーズ）、本人の希望等を把握したうえで、本人がサービスを選

択できるよう各種福祉サービスの種類や特徴などを分かりやすく伝え、特定の事業所に偏るこ

となく複数の事業所から選べるようにしました。更に選択したサービス利用後も必要に応じて

相談支援を行うなど、ニーズ把握→選択支援（意思決定支援）→導入支援→モニタリング支援

を行っていきました。 

エ 社会資源を活用するための支援 

担当エリア内のフォーマル・インフォーマルな社会資源の存在や特徴などをマップ化（見え

る化）した情報を、地域の方にどう活用していただけるか、また新しい情報をいただけるかを

探していきます。 

中原区役所主催の「中原区で活動するグループの名刺交換会」に参加し、教育、文化、スポ

ーツ、趣味、福祉、町内会等のグループの代表の方々とお互いの活動について情報交換しまし

た。今後、いただいた情報をどう活用していくかを検討していきます。 

オ 社会生活力を高めるための支援 

関係機関と連携し、利用者の個別状態を見極め、本人が地域生活力を高める意識を持てるよ

うな働きかけや、参加・活動・生活のための情報収集方法、コミュニケーション、健康管理な

どについても力を高めていけるよう支援を行っていきました。 

カ 地域の関係者・関係機関等とのネットワークづくり 

（ア） 担当エリア内の関係者・機関との顔の見える関係づくり 

担当地区をもつ地域相談支援センターとして、地域に根付いた関係機関との繋がりをつ

くるため、新たに参入される事業所からの面会に応じ、情報収集や情報提供に協力しまし

た。 

（イ） 地域包括支援センターとの連携強化 

包括支援センターからの依頼で、高齢者と障害者の世帯で、サービス拒否が始まったケ

ースに対する個別ケア会議に障害者支援機関として参加し、出来ることを伝えました。今

後もかかわっていきます。 

地域の不動産屋からの相談で独居生活が困難になった障害、介護保険どちらの対象でも

ない方に対し、包括支援センターと協働で医療に繋げ、生活保護申請等支援し、地域生活

が続けられるようにしていきました。今後も協働で支援していきます。 

ケースを通して連携が強化されており、今後は地域づくり等協働できるようにさらなる

連携を目指します。 

（ウ） 町会や民協を通した住民とのネットワークづくり 

「地域でつながる地域交流会」に参加し、町内会の方、住吉地区民生委員児童委員の代

表の方と地域の障害者支援について話し合いました。３度目の顔合わせとなり、事業所を

覚えていただけたので、今後は具体的なかかわりが持てる方法を検討していきます。 

地域のコミュニテイの場である「よりあい処みすぎ」の参加も継続しています。川崎市

からの障害支援についてのチラシやイベントのお知らせ等の情報を発信し意見を伺うよ

うにしました。毎月参加することで、住民の方とのつながりを作りつつあります。 

（エ） 指定特定相談支援事業所の支援と連携 

基幹相談支援センターと協力し、指定特定相談支援事業連絡会の開催等、今後も継続し
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指定特定相談援事業所と連携が取れるようにしていきます。指定特定相談支援事業所が関

わっているケースに対して役割分担して一緒に動くだけでなく、関わりがないケースの相

談、サービス事業所の紹介、制度の説明等どのような相談も受け、バックアップが実感で

きるようにしました。 

（オ） 介護保険機関との連携 

居宅介護支援専門員から、担当高齢者の障害がある子や兄弟等親族についての相談が入

るようになり、ファミリーケースとして協働で世帯の支援にあたりました。６５歳になり

介護保険利用になったケースであっても介護支援専門員からの相談に対応していきまし

た。 

（カ） 自立支援協議会や相談支援センターのつながりを通した取組み 

中原区地域自立支援協議会に引き続き積極的に関わっていきました。障害児制度から障害

者制度へのスムーズな移行を目指しワーキングを立ち上げ、中原養護学校の先生と委託の

相談支援センターの顔合わせを企画しました。障害支者支援の説明と座談会を設け、先生

や親が課題に感じていることや要望等を洗い出しました。来年度は協議会の活動として継

続していきます。 

キ 障害者支援施設及び精神科病院等からの地域移行及び地域定着のための支援 

（ア） 地域相談支援事業としての活動 

精神科病院からのアパートへの退院ケースを入院中から支援しました。また、地域移行

支援事業所からグループホーム入居したケースを引継ぎました。給付は取っていません

が、安定した日常生活が送れるよう病院、訪問看護、グループホーム職員等と連携し支

援に当たりました。 

（ウ） 不動産事業者・家主への理解普及 

「住宅確保用配慮者の住まいのあり方について」の住宅福祉関係者との情報交換会に参

加し、精神障害がある方の住居支援について話し合いました。不動産業社として困難と感

じている具体的な内容を伺い、委託の障害支援センターとして協力できる内容を伝えまし

た。今後も、不動産業者、家主とよい関係を作り、地域移行に協力していただけるように

していきます。 

（エ） その他 

地域生活の準備として宿泊型自立訓練施設や病院、地域生活活動支援センターとも連携

し、地域生活全体の支援を行っていきます。 

ク 権利擁護のために必要な支援 

   （ア） 虐待防止及び身体拘束禁止について 

「法人内虐待身体拘束防止対応委員会」に所長が参加し、内容を事業所で共有しまし

た。各職員が外部研修に参加、伝達研修として年２回部署内研修も行いました。 

日々の支援や関係機関等からの相談の中から虐待が疑われるケースについて区役所に

通報しました。コア会議、個別支援会議に参加し、ご本人の保護だけでなく擁護者であ

る家族に対する支援も行いました。今後は、虐待防止や差別解消法にむけて地域住民や

関係機関に対して普及啓発活動の場がもてるようにします。 
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（イ） 成年後見制度、日常生活支援事業利用支援 

成年後見の利用に関する相談を受け、成年後見支援センターを利用し制度の説明を行

い、本人申し立て、家族申し立ての書類作成支援から家庭裁判所の面談同行まで行いま

した。 

事業所内でも「障害福祉サービス等の提供における意思決定支援ガイドライン」をも

とに意思決定支援の視点を持ちながら、ご本人の意思に寄り添った支援を行っていきま

した。 

ケ SDGｓの取組み 

（ア） ペーパーレス化 

SDGｓの 12 と 15 の目標の取組みとして、職員の予定表をスマホとパソコンを連動させ

Web 管理とし、ペーパレスにしています。相談室の利用状況がスマホで確認できるため、

訪問先からでも予定が組め、時間短縮になっています。 

（イ） 途切れない支援   

SDGｓの 3の目標の取組みとして、支援ソフトをクラウド管理にし、事業所が被災した

場合でも法人の他の事業所を利用し、利用者情報がわかるようにしています。  

（３） 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

法人内研修や外部研修等の各種研修に全職員が参加し、法人職員として、支援職員として

相談支援に関する知識や技術の習得するため、また、倫理観、権利擁護意識の向上のため

に、次のように取り組み、研鑽、啓発に努めました。 

ア ケア会議について 

毎週定例でケア会議を開催しました。ケース検討を主とし複雑化する支援について共有

を図りました。新規の相談者が増える中で新規相談の検討の場を確保し、センター全体と

して対応が出来るようにしていきました。会議の場をピアスーパービジョンの機会と捉

え、職員相互に自己の支援を振り返り、助言し合い、相談支援技術の向上を目指しまし

た。 

イ 職員学習会について 

外部研修に参加した職員が受講後、所内業務会議において伝達研修をおこない、学習会

開催職員は研修で習得した内容を深める機会とし、学習会参加職員は新たな知識や技術を

習得できました。 

ウ 内部研修について 

法人内で実施している階層別研修、研究発表大会へ参加し資質の向上に取り組みまし

た。  

エ 外部研修について 

外部で行われる専門研修に職員が、支援に必要となる内容、今後求められる専門性につ

いて、Zoom やユーチューブ等も活用し、年 4回参加し、支援の実践に取り入れていきまし

た。研修終了後事業所職員間で共有するため伝達学習会を実施しました。 

（４） 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

行政主催の会議等への出席、勉強会や研修会の参加等を通じて行政や地域型相談支援セ

ンター、サービス事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関、家族会等との連携

の強化を図りました。 
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（５） 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の作成した書式にのっとり、事業所内でおきた事故を

報告、事故内容を分析、原因を究明し再発防止に役立てました。  

イ コンプライアンス（法令順守）について 

指定障害福祉サービス事業者に対する集団指導に参加し、関係法令の確認、遵守し、人

員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に務めました。管理者は、法令理解に努め、職

員にも法令の周知を徹底させ、適正な運営を実施しました。 

ウ 苦情解決・権利擁護について 

（ア） 苦情・要望は、期待の声であり事業運営のための財産であると受けとめて、適切な

対応に心掛け、些細なことも聞き逃さず対応しました。サービス事業所に対する苦情

に対しても相談を受け付け対応しました。 

（イ） 苦情・要望を寄せた利用者へ個別対応するとともに、運営を見直す機会と捉え、職

員間で共有、分析、対応の協議を行いました。 

（ウ） 苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために、川崎市障害

福祉施設等苦情解決支援事業に加盟し、利用者からの話を必要な機関に持ち上げ対応

しました。 

エ 情報公開について 

（ア） 法令に従った、人員、設備、備品および会計に関する諸記録を整備しました。行政

機関、その他関係機関に求められた場合は、情報保護の趣旨に反さない限り公開しま

した。 

（イ） 利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を

求められた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示できるようにし

ました。 

オ 個人情報の保護について 

個人情報を保護するために、個人情報が書かれた書類は錠付きの書庫に保管しました。

外部に持ち出すときは持ち出し簿に記入し、管理を徹底しました。 

カ 防災管理について 

（ア） 事業所内外の安全対策の実施 

        法人の安全衛生委員会からの指示に従い、ロッカーに家具転倒防止突っ張り棒を設

置し、半年ごとの安全確認をおこないました。 

（イ） 連絡体制の整備 

「災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含

め、職員が行動しやすい体制をつくりました。 

（ウ） 防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セットを常備し、定期的に確認しました。 

（エ） 協力体制の強化 

相談支援調整会議を利用し、区役所職員、他相談支援センターと連携を図り、必要

な対応について話し合いを持ちました。 

キ 安全管理について 
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      災害、感染症双方の BCP を作成しています。 

    （ア） 感染症対策  

新型コロナウイルス感染症が 5類に移行した後も、職員、ご利用者等の検温を続

け、法人内通知や他事業所からの情報、川崎市からの情報を確認しました。 

    （イ） 健康管理 

毎日の体温測定を継続し個人個人の体調管理に努めました。休憩時間の確保、休暇

取得も積極的に行いました。 
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８．地域サービスセンター ことぶき 

種 別     居宅介護支援・訪問介護 

開 所 年 月 日   平成 12 年 4月 （居宅介護支援） 

           平成 17 年 7 月 （訪問介護） 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1－4－8 イーストブルー101 

            TEL044-589-5538    FAX044-589-5620 

施 設 概 要   第二種社会福祉事業：介護保険事業・指定障害者福祉サービス事業 

責 任 者   伊藤 多恵子 

事 業 所 番 号   介護保険：1475000152 

           障害者福祉サービス：1415000726 

           地域支援事業：1465000485 

職員配置計画                     令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

サービス提供責任者 

訪問介護員 

2 

 

2.5 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

0 

1 

1 

 

 

 

17 

※配置人数は常勤換算数 

（１）全体的な取組み 

今年度は、法改正や報酬単価の改定もあり在宅での暮らしを支える現場は、様々な苦難と闘

う事を強いられましたが、まずはしっかりと法令を遵守する事に取り組みました。情報公表の

調査も入ったことが功を奏し、揃えるべき書類や研修、その他虐待防止やＢＣＰの作成等につ

いては、居宅、訪問介護ともに取り組むことが出来ました。業務継続計画（BCP）の作成につい

ては、災害時の計画の枠組みは作成が完了、緊急時の連絡方法や備蓄しておく備品の確認、購

入について取り組みました。南部基幹相談支援と合同での防災訓練も実施（トヨクモ、グルー

プＬＩＮＥ等）また、ご利用者やそのご家族、現場のヘルパーさん達への日頃の感謝を伝える

為、生活に役立つ物として、ことぶきのオリジナルグッズ「ことブーカレンダー」と「ことブ

ーマグネット」を作成し配布しました。ご利用者には、大変喜ばれ事業所への愛着を持ってい

ただけたと思います。「サービスの質の向上」については、「ＡＳＣＯＴツール」を使っての分

析を実施する事を計画していましたが、令和６年度は実施できませんでした。次年度は、実施

したいと思います。虐待防止委員会の設置。 

ア 感染予防に関しての取り組み 

（ア）職員の毎日の健康管理（体調の確認、適切な休憩、ストレスの回避、軽い運動の推進） 

（イ）衛生用品の充分な確保  ・事業所内の消毒の徹底 

（ウ）厚労省のマニュアルを基本に、予防対策の徹底と職員研修の実施 

（エ）ご利用者への、感染予防に関する情報提供など 

（オ）ＢＣＰ作成⇒内容の検討⇒訓練の実施 
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イ 業務継続計画の作成 

（ア） ＢＣＰの作成を行いました。 

      災害と感染症に関してのＢＣＰを作成。内容に関しては、定期的に見直しを行う。防災グ

ッズの購入（職員の人数分） 

（２） その他の主な取り組みについて 

ア 居宅介護支援 

（ア） スーパービジョンの実施⇒年２回の実施を継続 

     効果：ケアマネジャーが個人で抱えがちな事例を通しての悩みが、軽減されて不安が少な 

くなった。スーパーバイズを通して、多角的な視点で課題を分析することができる

ようになり、サービスの質の向上につながった。 

（イ） 目標件数は、毎月達成した。123 件（内 予防 10 件）→月平均 132 件 

（ウ） 特定事業所加算の取得により、質の向上と売上アップが達成できた。 

      毎週の定期的なケアマネ会議の実施は、より具体的内容の情報共有が出来た事により、 

      担当が休みの時も伝達、対応がスムーズになった為、ご利用者の安心と信頼に繋がった 

      スマホの有効的な利用により、敏速な対応が可能になった。 

イ 訪問介護 

報酬単価が大幅に下がったことで収入の減少が見込まれた為、その対策として「自費」の

サービス内容の拡大と単価の引き上げをおこなったが、今年度は自費を定期的に利用されて

いたご利用者がお亡くなりになった、プランの変更により自費の対応が少なくなった等の理

由で、自費の実績は減少となった。報酬単価の減少により、ご利用者の人数や稼働時間が多

くても、収入増には結び付かない現状があります。業務の効率化（時間外を減らす）に関す

る取り組みや、ご利用者のキャンセルを減らすための提案など工夫をしました。高齢者、障

害者、障害児、また障害から介護保険に切り替えの方など、支援の対象者が幅広い事で家族

丸ごとの支援が可能だというところが強みだと思うので、どんな状況でも支援が出来るよう、

引き続き、現場の質の向上を目指します。 

事業所内研修に関しては、通常の法定研修に加えて現場での介護技術の向上を目指し、実

技研修にも力を入れて自身の体験として学ぶ方法を取り入れました。受け身の研修ではなく

自分自身で考える研修の実施に取り組みました。 

（３） 生活援助に関すること 

     報酬単価が下がったことで生活援助を受けない事業所もあり、援助を必要としている方々

の暮らしに不安をもたらしている。ことぶきでは、生活援助の重要性を職員間で共有し、 

    介護予防や、虐待などの早期発見に繋げていけるように研修を行った。 

（４） 人材育成・確保に関すること 

人材確保に関しては引き続き有料求人サイト、ホームページ等で募集。育成に関しては、

今年度は特に、外国人ヘルパーの育成に力を注ぎました。言葉や文化の違いからご利用者と

の関係性が作りにくい事や、記録の文章がうまくかけなかったり（単語を間違えることも）

電話で伝えたことが、伝わらなかったりという事があり、個別での研修を繰り返しおこない

接遇のマナーや、文化の違いについての理解など出来るだけ具体的にわかりやすく伝えてい

く工夫をしました。1年を通して充実した研修が行えたと思います。ZOOM の利用や動画によ

る研修も実施できたため、職員のオンラインに対する苦手意識が少なくなった事が、今後の
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ICT 化にも繋げていけると確信しています。 

（５） 他機関を含めた地域や社会資源との連携 

      前年度に続き地域ケア会議の開催もあり、継続してケアマネが出席し地域の課題を住民の

方たちと共に把握し検討いたしました。また、区内の連絡会への参加、機関連携会議への参

加により、行政やサービス機関等との横のつながりの構築を行いました。物品の購入を出来

るだけ地元（地域の商店）でおこない、「顔見知り作戦！」で介護に関する困りごとや、ちょ

っとした相談がしやすいように働きかけました。今後も、地元の応援団として事業所の存在

が成立するように引き続き、意識して取り組みたいと思います。 

（６） 危機管理、安全管理に関すること 

ア リスクマネジメントについて 

事業所内で発生した事故やヒヤリハットから、事故防止についての話し合いをしました。 

まずは、事故の原因となった心身の状態についての把握（ここを分析することで、ストレス

マネジメントにもつなげていける）事故を起こした後の初期対応の重要性について、学ぶこ

とができた。 

イ 緊急時の対応について 

例年通り研修（具体的な対応の仕方）の実施、ＢＣＰを意識した訓練（連絡網による緊急

連絡）特に現場での緊急時の対応について具体的に指導しました。あらゆる場面を想定して、

実際に遭遇した際に慌てずに対応できる事を目指しました。一人一人がしっかりと自覚を持

って、今後もご利用者や地域の方に安心して頂けるよう、更なる努力を重ねて参ります。 

  訪問介護 利用状況 【介護保険（介護度別 男女比） 

R6 年度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要支援 1 要支援 2 

４月 男 7 名 5 名 0 名 1 名 １名 1 名 3 名 

   女 8 名 11 名 5 名 3 名 3 名 3 名 4 名 

５月 男  7 名 5 名 0 名 1 名 1 名 1 名 3 名 

   女 7 名 12 名 5 名 3 名 3 名 2 名 5 名 

６月 男 8 名 5 名 0 名 1 名 １名 1 名 3 名 

   女 8 名 13 名 5 名 2 名 3 名 2 名 5 名 

７月 男 9 名 6 名 0 名 3 名 １名 0 名 3 名 

   女 8 名 12 名 6 名 2 名 2 名 3 名 5 名 

８月 男 8 名 6 名 0 名 3 名 １名 0 名 3 名 

   女 9 名 13 名 4 名 2 名 2 名 3 名 4 名 

９月 男 8 名 5 名 0 名 2 名 1 名 0 名 3 名 

   女 9 名 14 名 3 名 2 名 2 名 3 名 4 名 

10 月 男 7 名 4 名 0 名 2 名 １名 1 名 3 名 

   女 7 名 14 名 3 名 2 名 1 名 4 名 4 名 

11 月 男 6 名 4 名 0 名 3 名 １名 1 名 3 名 

   女 7 名 14 名 3 名 2 名 1 名 3 名 4 名 

12 月 男 6 名 4 名 1 名 3 名 １名 1 名 4 名 

   女 7 名 16 名 4 名 1 名 1 名 3 名 4 名 

R7 年        
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1 月 男 6 名 4 名 1 名 3 名 １名 １名 4 名 

   女 7 名 16 名 3 名 1 名 1 名 2 名 4 名 

2 月 男 6 名 4 名 1 名 3 名 １名 1 名 4 名 

   女 8 名 16 名 2 名 1 名 1 名 2 名 3 名 

3 月 男 5 名 3 名 1 名 3 名 1 名 １名 6 名 

   女 9 名 15 名 2 名 1 名 1 名 4 名 3 名 

  訪問介護 【自費利用】利用者人数/時間 

利用月 2024.04 2024.05 2024.06 2024.07 2024.08 2024.09 

人数 12 10 8 12 9 7 

時間 26 30 27 33 20 19 

利用月 2024.10 2024.11 2024.12 2025.01 2025.02 2025.03 

人数 9 8 10   8 4 8 

時間 22 15 20 13 8 14 

 訪問介護 利用状況（人数） 

 【障害（居宅介護）地域支援事業（移動支援、あんしん見守り、通学・通所）】 

利用月 2024.04 2024.05 2024.06 2024.07 2024.08 2024.09 

居宅介護 16 16 17 17 19 20 

地域支援 5 5 7 7 6 8 

利用月 2024.10 2024.11 2024.12 2025.01 2025.02 2025.03 

居宅介護 18 18 18 19 19 20 

地域支援 8 9 8 7 7 8 

 重度訪問介護、行動援護は、実績なし。 

 

 居宅介護支援 利用者状況 【月別、要介護度別 人数】 

 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要支援 

2024.04 37 37 20 13 10 17 

2024.05 35 39 19 10 9 19 

2024.06 34 39 19 12 9 17 

2024.07 35 40 17 16 9 18 

2024.08 33 42 15 16 10 19 

2024.09 33 44 16 15 9 17 

2024.10 31 44 16 15 9 16 

2024.11 32 43 17 15 9 15 

2024.12 31 42 19 14 11 14 

2025.01 32 43 19 16 10 12 

2025.02 32 43 17 15 11 12 

2025.03 31 41 17 16 11 12 

居宅介護支援 2024 年度 目標件数：120 /達成度 

利用月 2024.04 2024.05 2024.06 2024.07 2024.08 2024.09 
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件数 130 135 129 133   130 132 

稼働率 110% 110% 105% 108%  106% 107% 

利用月 2024.10 2024.11 2024.12 2025.01 2025.02 2025.03 

件数 135 131 130 130 140 129 

稼働率 110% 107% 106% 106% 114% 105% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

153



９． 川崎市恵楽園 

開 所 年 月 日   昭和２８年 ５月 

所 在 地   〒213-0033 

            神奈川県川崎市高津区下作延 2－26－1 

            TEL044-866-2253    FAX044-865-4009 

施 設 概 要  耐火構造 4階建て 

床 面 積 5067.336 ㎡ 

責 任 者  園長 小林 勇 

 

９－２ 養護老人ホーム 

定    員   １４０名 

職員配置計画                     令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

国家資格もしくは加配理由等 

施設長（園長） １ １ 社会福祉士、介護支援専門員 等 

事務員 実情による 1.93 適正な事務処理を行うために配置 

栄養士 1 1 栄養士 

看護職 2 3.55 適切な医療管理対応のため 

医 師（嘱託医） 必要な人数 0.03 嘱託医(内科 1 名、精神科 1 名) 

主任生活相談員 2 2 社会福祉士・精神保健福祉士  ＊生活相談員に含む 

生活相談員 
5 5 

社会福祉士・精神保健福祉士・ 介護福祉士 2 名・介

護支援専門員 

主任支援員 1 1 介護福祉士 ＊支援員に含む 

支援員 10 13.82 生活支援の充実と職員研修機会の確保ため 

警備員 実情による 3.38 夜間帯及び日祭日の施設内警備と設備保全のため配置 

清掃員 実情による 0.96 トイレ等共用部の清掃による衛生管理のため配置 

※配置人数は常勤換算数 

 

 養護老人ホームの入所定員は 140 名であり、利用率 100％を目指して、新規の利用希望者へ即時

対応するなど事業運営を進めましたが、令和７年 3 月末日の利用者数は、男性 36 名、女性 61 名、

合計 97 名となっています。 

今年度の新規利用者は 16名、退所者数は 26名でした。入所される方の事情は様々ですが、虐待

事案等により緊急な受け入れ要請が多く関係機関と連携をとりながら入所対応を行いました。今後

も出来る限りの即時対応に努めます。 

一方、退所者の退所理由は、ご逝去 7名、特別養護老人ホームに入所 3 名、医療機関への長期入院

のため 5 名、自宅へ移行が 3 名、老人保健施設に入所 2名、有料老人ホームに入所 7名、他施設移

行が 1名となっています。 

入所者の心身機能の維持・向上への取組みでもあるクラブ活動や行事については、新型コロナウイ

ルスなどの感染症の予防対策を図りながら行いましたが、園内の感染症発生により中止や延期とな

ることもありました。 

 

ア 施設及び設備の維持・管理 

（ア）修繕・保守点検について 
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 衛生設備や空調設備は定期点検を行い、適宜修繕を行いました。特にご利用者の生活 

に影響するこれらの設備や消防関連設備には、担当職員と警備職員が連携し、巡回監視を

行いました。 

（イ）委託業者に対する監視・確認 

       空調、衛生、電気設備などそれぞれ委託業者を分けています。定期点検は、ご利用者の

生活にできるだけ影響しない日時を設定し、実施しました。委託業者には、急なトラブル

に対応できるよう連絡先の提示や点検時の報告書を都度提出するよう求めています。 

（ウ）委託実績一覧 

（建物管理関係業務委託） 

内 容 実施月・実施期間 業者名（事業所所在地） 

エレベーター保守点検 令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 3１日（毎月） 

（株）横浜エレベーター 

横浜市中区松影町 2－2－6 

害虫防除作業点検 令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 3１日（毎月） 

（株）シーアイシー 

台東区北上野 1－10－14 

自家用電気工作物点検 令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31 日（隔月） 

月次点検  隔月 

年次点検 10 月 

日本テクノ株式会社 

横浜市港北区新横浜 3-19-11 

消防設備点検 

（非常電源含む） 

8 月 

2 月 

（株）赤塚防災設備 

川崎区藤崎 1－24－17 

空調設備保守点検 

 

6 月 

11 月 

（株）日本空調サービス 

宮前区菅生 2-26-11 

吸収式冷温水機保守点検 

 

4 月、6 月、7月 

10 月、1 月 

（株）荏原冷熱システム 

横浜市港北区新横浜 1－9－1 

電気温水器保守点検 

 

 

12 月 （株）ユパックシステム 

東京都豊島区西池袋 5－8－9－208 

貯水槽（受水槽）清掃 

汚水・雑排水槽清掃 

汚水・雑排水ポンプ点検 

配水管清掃・昇温器点検 

6 月 

12 月 

 

一部清掃等は年１回 

秋山商事（株） 

川崎市川崎区南町 20－3 

簡易専用水道検査 3 月 

 

（株）日本環境衛生センター 

川崎区四谷上町 10－6 

ガス設備定期保安点検        

3 月 

東京ガスネットワーク（株） 

横浜市西区西平沼町 5-55 

 

 (事業運営関係業務・その他業務委託) 

内 容 実施月・実施期間 業者名（事業所所在地） 
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調理業務 
令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31 日 

エームサービス(株) 

東京都港区赤坂 2-23-1 19 階 

一般廃棄物収集業務 

令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31 日 

(株)エコキューブ 

高津区北見方 3-6-14-3 

 

寝具貸借料(ｼｰﾂ) 
令和 6年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31 日 

関東メディカルサービス（株） 

相模原市中央区田名 2842-5 

 

イ 適切なサービス提供の実施について 

新型コロナウイルスなど感染予防の対策を図りつつ、行事や活動について実施をしました。 

しかしながら、今年度も園内でインフルエンザ感染が発生し、療養・経過観察をしている期間は自

粛を余儀なくされました。大規模なクラスター感染には至らなかった為、比較的短期間で行事や活動

を再開することができました。 

前年度に行っていた転倒事故予防を目的とした「川崎市中部リハビリテーションセンター在宅支援

室」との取り組みは、園内の事例検討部会として引継ぎ、施設全体として取り組む事を継続致しまし

た。 

 

ウ 事業実績等 

被措置者の状況 ＊在籍者数 

（ア） 男女別年齢構成別被措置者数（各月末日） 

 

 ～64歳 65 歳

～ 

69 歳 

70 歳

～ 

74 歳 

75 歳

～ 

79 歳 

80 歳

～ 

84 歳 

85 歳

～ 

89 歳 

90 歳～  合計 

   

4 月 

男 1 3 5 7 11 6 4 37 

女 1 0 9 16 15 21 7 69 

   

5 月 

男 1 3 5 6 12 7 4 38 

女 1 0 8 16 17 20 7 69 

 6 月 男 1 3 6 6 9 6 4 35 

女 1 0 8 16 16 19 7 67 

 

7 月 

男 1 3 5 7 10 6 3 35 

女 1 0 8 16 16 19 7 67 

 

8 月 

男 1 3 6 7 10 6 3 36 

女 1 0 8 15 15 20 8 67 

 

9 月 

男 0 3 6 7 9 8 3 36 

女 1 0 7 15 16 19 9 67 

 

10 月 

男 0 3 6 7 9 8 3 36 

女 1 0 7 15 16 19 8 66 

11 月 
男 0 3 6 7 9 8 3 36 

女 1 0 7 14 15 19 7 63 
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12 月 
男 0 3 8 7 8 7 2 35 

女 1 0 7 14 14 19 7 62 

１月 
男 0 3 7 8 9 7 2 36 

女 1 0 6 14 15 18 7 61 

２月 
男 0 3 7 6 10 7 3 36 

女 1 0 6 13 15 18 7 60 

３月 
男 0 3 7 5 11 7 3 36 

女 1 0 6 13 16 18 7 61 

合計 
男 5 36 74 80 117 83 37 432 

女 12 0 87 177 186 229 88 779 

 

（イ） 年度末（3月 31 日）における介護認定者数 

                                  （単位：人） 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

7 10 21 26 7 1 1 73 

 

エ 利用者の健康管理、感染症への対策について 

令和 6年度も新型コロナウイルスへの感染予防を主眼とした対策を進めました。 

職員の出勤時の検温チェックやアルコールでの手指消毒など一般的な対策を行いました。 

また、入所者への新型コロナウイルスワクチン接種は、嘱託医と連携をとりながら随時 

実施しました。 

令和 7年 2月にインフルエンザのクラスターが発生しましたので、高津区衛生課と連絡 

を取り合いながら、感染者の看護と他入所者の経過観察を実施しました。また、症状の 

ある方などには、ゾーニングされたエリアで療養をして頂きました。幸いにも重度化に 

至る方は発生しませんでした。 

入所者へのインフルエンザ対策としては、予防接種を 10 月から 11 月にかけて複数回に 

分けて実施しました。また、職員に対してもインフルエンザの予防接種を受けた場合は 

一部費用を法人が補助し、組織として感染予防に努めました。 

入所者は施設内共用部で職員は施設内で常時マスク着用による感染予防を行いました。 

特に入所者の協力と理解によりほとんどの方が着用しています。 

厨房内の食品衛生管理については「大量調理施設衛生管理マニュアル」に従い、食品衛生 

     管理を行いました。 

（ア）月 1回、厨房職員、栄養士の細菌検査の実施（但し、6 月～9月は月 2 回） 

（イ）年 2回のノロウイルス検査の実施 

（ウ）月１回、厨房の害虫駆除の実施 

（エ）保存食は食材および出来上がり食品を 50ｇ以上 2週間の冷凍保存 

（オ）給食従事者の健康診断を年１回の実施 

（カ）食材の納品時検査（温度・時間）および記録の実施 

調理時の中心温度計測、調理の出来上がり時間確認等の管理の実施   
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オ 職員教育・研修の実施状況について 

年間実施内部研修    合計 16 回 

年間実施外部研修    合計  4 回 

（ア） （内部研修） 

研修等の名称 実施日・実施期間 参加人数 備考 

事業所合同研修会 

「アンガーマネジメン

ト」 

令和 6年 4月 10 日 4 名 

事業所職員 

事業所合同研修会 

「身体拘束廃止の取り

組みに関する研修」 

令和 6年 5月 15 日～  

令和 7年 3月 31 日 
18 名 

事業所職員 

法人階層別研修 

一般研修Ⅰ 

令和 6年 7月 13 日 2 名 法人共通研修 

2、3年目職員対象 

事業所合同研修会 

「接遇研修」 

令和 6年 6月 12 日～  

令和 7年 3月 31 日 
19 名 

事業所職員 

事業所合同研修会 

「口腔ケアについて」 

令和 6年 7月 10 日～  

令和 7年 3月 31 日 
18 名 

事業所職員 

事業所合同研修会 

「入浴介助について」 

令和 6年 9月 11 日～  

令和 7年 3月 31 日 
21 名 

事業所職員 

法人階層別研修 

一般職員研修Ⅱ 

令和 6年 9月 21 日 6 名 法人共通研修 

中堅職員対象 

事業所合同研修会 

「意思決定支援につい

て」 

令和 6年 10 月 9 日～令

和 7年 3月 31 日 
19 名 

事業所職員 

事業所合同研修会 

「BCP（事業継続計画）に

ついて」 

令和 6年 11 月 13 日～  

令和 7年 3月 31 日 
17 名 

事業所職員 

法人階層別研修 

一般職員研修Ⅲ 

令和 6年 10 月 29 日 3 名 法人共通研修  

中堅職員対象 

法人階層別研修 

リーダー職員研修 

令和 6年 11 月 16 日 1 名 法人共通研修 

リーダー職員対象 

事業所合同研修会 

「高齢者・障害者の虐待

防止と身体拘束の禁止

について」の研修 

令和 6年 11 月 13 日～  

令和 7年 3月 31 日 
18 名 

事業所職員 

法人階層別研修 

係長・所長職員研修 

令和 6年 12 月 14 日 4 名 法人共通研修 

係長・所長職員対
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象 

事業所合同研修会 

「感染症予防について」 

令和 7年 1月 8日～  

令和 7年 3月 31 日 
15 名 

事業所職員 

事業所合同研修会 

「アンガーマネジメン

ト」 

令和 6年 4月 10 日 4 名 

事業所職員 

法人階層別研修 

一般職員研修Ⅲ 

令和 7年 2月 25 日 3 名 法人共通研修 

中堅職員対象 

法人全体研修 

実践・研究発表大会 

令和 7年 2月 9日 9 名 法人共通研修 

全職員対象 

   ※事業所合同研修は当日研修に欠席でも映像記録を年度末までに視聴している 

（イ） （外部研修） 

研修等の名称 実施日・実施期間 参加人数 備考 

施設における健康づく

り～減塩と野菜摂取量

の向上～、グループワ

ーク 

令和 6年 8月 6日   1 名（園

長） 

川崎市保健所高津

支所 主催 

令和 6年度 老人福祉

施設関係者等研修会 

「BCP 訓練の手法と実

践」 

令和 6年 10 月 29 日 1 名 川崎市社会福祉協

議会 主催 

リーダー・中堅のため

のセルフケアとチーム

向上と区別セミナー 

令和 7年 2月 10 日 1 名 川崎市老人福祉施

設事業協会 主催 

令和 6 年度 障害者福

祉施設関係者等研修「地

域とのつながり方」 

令和 7年 3月 19 日 1 名 川崎市社会福祉協

議会 主催 

 

カ 意見・要望・苦情に対する対応について 

（ア） 意見等の収集方法 
 
苦情処理の手順 

１. 投書箱への投書や職員への直接申込み 
２．受付けた苦情解決責任者及び第三者委員へ報告 
３．苦情解決のための協議対応 
４．苦情申込み当事者へ解決策の報告 
５．無記名の投書及び必要に応じてホーム会議で報告 

 施設内容を説明する文書等に苦情に対する措置の概要を掲載 
 施設内に苦情に対する措置の概要を掲示 
 第３者委員の設置状況 

（イ） 意見等を事業・管理に反映させた具体的な取組 
令和 6 年度に実施した満足度調査結果について、結果や自由意見を集計しその結果を 
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恵楽園の生活環境の改善や支援について職員間で共有し活かしています。 
支援の 

（ウ） 意見等に対する迅速な対応  
意見や苦情などは朝の引き継ぎで対応を話し合うようにし、適宜、返答することに努めまし

た。朝の引き継ぎでは難しい課題等は職員会議等で話し合いました。 
（エ） 年度内に受けた苦情等の一覧 

苦情等受付日 苦情等内容(利用サービス) 施設の対応 

令和 6年 5月 17 日 70 代女性入所者：同室者が入

院したが、バナナが置いてあ

り腐った状態であった。何度

か職員には話したがそのまま

であったとの事であった。 

職員の手が行き届かなかっ

た事を謝罪する。また、職

員が忙しいのも承知してい

るが、もう少しご利用者の

声にも耳を傾けていただき

たかったとも話され、改め

て謝罪する。その上で、居

室清掃について職員によっ

ては「担当職員の業務」と

いう認識があり、必要性と

緊急性についても考慮する

べきである事を職員間で話

し合った。 

令和 6年 6月 2日 90 代女性入所者：車椅子の後

ろのポケットの中にパットと

リハビリパンツを沢山入れな

いでほしいとの事であった。 

嫌な思いをさせてしまい謝

罪する。また、すぐにパッ

トとリハビリパンツをポケ

ットから取り出している。

職員の都合で物品を入れて

しまっていた所があり、今

後は本人に事情を説明し、

納得していただいた上で物

品を入れさせていただく事

を徹底した。 
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令和 6年 6月 20 日 70 代男性入所者の成年後見

人：本人との面会の時に「こ

こには居たくない。車イスの

人は恵楽園に居ちゃいけない

と言われた」と話されていた

との事。 

後見人の立場として苦情とし

て挙げさせていただきたいと

の事であった。 

すぐに聞取り調査を始める

事を伝える。職員に対して

も記録ソフトを通して苦情

内容の共有を図った。ご本

人から話しを伺うと特定の

職員の名前を挙げられたの

で、その職員と管理者含め

面接する事とした。6 月 26

日に該当職員と支援係長、

管理者の三者で面接を行っ

た。該当職員からは「むし

ろ、70 代男性入所者からは

信頼されていると思ってい

たのでビックリした。もち

ろん『居ちゃいけない』な

ど、そのようなことは言っ

ていないが、『杖でがんば

って歩きましょう』と伝え

たことはあるとの事。いず

れにしても、本人がそう感

じているので声かけなどの

アプローチの仕方を変えて

いく事とした。 

令和 6年 7月 16 日 80 代女性入所者の娘様より電

話にて職員の応対について不

満を次の内容で述べられる。 

・職員の話す時の癖だとは思

うが、時折、失笑されるのが

不愉快である。以前、本人が

抜歯する際も抜歯に至る説明

が少なく時折失笑され不愉快

であった。今回は母がペット

ボトルで水を持ち歩いていて

衛生的に不安なのでどうにか

して欲しくて、水筒を持って

もらいたいのだが、こちらが

話している間に言葉を被され

て話を聴いてくれず不愉快で

ある。 

・娘様には謝罪し、職員の

応対とご本人がペットボト

ルで常温の水を持ち歩いて

いることについての対応策

を検討し、返答する事とし

た。 

管理者が該当する職員と

面接をし、娘様の心情を共

有する。その上で今後の対

応を次の内容で確認する。 

①ご本人への対応について 

・排泄の確認時に購入等の

日時のわからない封の切れ

ているペットボトルの飲料

は破棄する。 

・ご家族が水筒の使用を希

望するのであれば、朝に水
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を入れて本人に渡し、夜間

に水筒を預かり洗浄し、翌

朝にまた水を入れてお渡し

する事を試みる。 

②娘様に対して 

・話し終わるまでゆっくり

聴き、自身の癖を意識する

ことを当面続けることとし

た。 

令和 6年 7月 23 日 80 代女性入所者の息子様より

「面談前に話したいことがあ

る」と次の内容で話される。 

・以前より恵楽園職員には母

と一緒に暮らしたいと話して

いるが、職員からは『区役所

に相談してほしい』とのこと

であったため、区役所に相談

した。区役所の返答は「恵楽

園を出すことはできない」で

あった。しかし、母は恵楽園

に入って 10 ㎏も痩せたし、ま

た、母がお金がないと言って

いたので 3.4 万円渡したのだ

が、母はベッドの下に隠した

ようだが、そのお金がなくな

ったと言っていた。もし、そ

れが本当なのであればこのよ

うな施設で生活する母が心配

で仕方がない。園の退所が難

しいのであれば 3 週間程度の

外泊をさせて欲しいとの事で

あった。 

以前からご本人・息子様よ

り「恵楽園を退所し一緒に

暮らしたい」という思いを

聞いていたため、高齢者支

援係含めカンファレンスを

検討していたが高齢者支援

係職員に急用が入り中止と

なり、その後、日程調整が

なく話し合いの場がなかっ

たため、今回の苦情に至っ

たと考えられた。担当の相

談員が当面休暇となったた

め、代わりの相談員が高齢

者支援係へ連絡した。高齢

者支援係の返答は次の通

り。 

・所内でも長期間の外泊の

話しは挙がっていた。 

恵楽園に籍がある状態での

外泊であれば、帰着先があ

るため安心なのだが、長期

間の外泊は支援者の目が入

らないことになるので気に

なるとの事幸区の高齢者支

援係からの返答は「まだ所

内で協議中であるため、い

ままで通り 2 泊くらいの外

泊でどうでしょうか」との

事であった。 

息子様へ外泊期間につい

て、2泊を提案するが、ど
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うしても 3週間という期間

は譲りたくないとのことで

あった。そして「一度区役

所交えて話し合いをする予

定だったが、当日区役所の

人が急用入ってしまったみ

たいで話し合いは無しにな

った。それ以降、なにも話

し合いの連絡がない」と話

され、結局、7月 30 日

10:30～8月 6日昼前まで外

泊することとなった。本人

は息子様からの暴力があり

恵楽園へ入所したが、現在

息子様は落ち着いて生活し

ている様子だが、過去を考

慮すると段階を踏んでいく

ことが望ましいと考えらえ

る。そのため、関係者含め

ての話し合いの日程の再調

整をしていく事とした。 

令和 6年 8月 22 日 80 代女性入所者：8月 21 日に

外部デイの荷物準備中に主の

連絡帳がない事に気づき、リ

ネン室に保管してあるデイバ

ッグを確認しても見つからな

かった。そのため本人の居室

にないか確認を行った。その

後、１階に準備していたデイ

バッグ内から連絡帳があった

のを確認した。 

ご本人には夕食の食堂で連

絡帳が見つかったことを報

告し、謝罪を行った。その

際ご本人より「外のデイが

悪いのか」と問われたた

め、恵楽園の職員のミスで

あることを伝える。ご本人

からは「また私の物が無く

なっている。この前もだ

し、私のばかり無くなって

いる」と指摘される。併せ

て、今回の事は苦情として

上げてほしいとの話もあ

り、改めて謝罪し、繰り返

さない様に方法を考えてい

くことを伝えている。 
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令和 6年 8月 24 日 70 代女性入所者：ご本人より

話があるとのことで次の内容

で話しを聞いている。 

・職員が忙しくて大変なのは

理解しているが、朝の挨拶が

無かったり、声掛けしても返

答が無くてショックを受けて

パニックになっているとの事

であった。 

主には謝罪を行い、職員の

会議や引継ぎ時に周知を行

なっていく事を伝えた。苦

情内容をパソコン上で共有

して全職員に周知し、該当

する可能性のある職員とは

個別に面接を行う事とし

た。 

令和 6年 8月 26 日 80 代男性入所者：ご本人よ

り、特定の職員に対し、次の

内容で苦情を申される。 

・3 回～4回くらい嫌がらせを

受けている。大きい声で怒鳴

られた。この前は、夜の薬を

もらいに行くのが 10 分～15

分遅れていったら、その職員

から「時間で私は動いてるん

だから、時間通りに来てもら

わなきゃ困る。それに 10分あ

ればどれだけの仕事ができる

と思ってるんだ」と言われ

た。自分は老人ホームっても

っとゆったりできる場所だと

思ってた。なんでもあの職員

は一方通行でこっちがなんか

を話し始めても遮って自分の

ことばかりいう。もう恵楽園

の人に話しても無駄。だから

役所の人に話そうと思ってる

との事であった。 

傾聴対応。話してくださっ

たことに感謝を伝え、該当

の職員から事情を聞く事を

伝える。8月 28 日に係長と

管理者の三者で面接を行っ

た。 

該当の職員からは「19時に

薬を取りに来ることとなっ

ていたが、それがだんだん

19 時 10 分と遅くなってい

った。入所したばかりであ

るため、少し強めに言って

おかないとどんどん遅くな

ってしまうと考えてしまっ

た」との事であった。該当

職員には、強くいったこと

でうまくいったかを確認す

るが、「うまくいっていな

い」との返答。それは『自

身の支援がうまくいってい

ない』ということをご利用

者が教えてくれていること

を伝える。そのうえで、ど

のように対応すればよかっ

たかを該当職員へ聞くと

「柔軟に対応すればよかっ

た」とのことであった。ご

本人の居室へ出向き、話し

た内容と謝罪を行った。 

令和 6年 8月 26 日 90 代女性入所者：ご本人よ

り、職員によって車椅子の操

謝罪し、丁寧に車椅子を操

作することを職員全体に伝
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作が雑で足を壁や角などにぶ

つけけられてしまい痛い思い

をしたとの事であった。 

えるとご本人からは「それ

でよい」との事であった。 

介護福祉士の資格を持つ職

員による「実技勉強会」を

支援職員に対して行う事と

した。 

令和 6年 8月 29 日 80 代女性入所者：ご本人に呼

び止められ「話を聞いて欲し

い」と泣きそうになりながら

話を切り出される。 

 26 日の月曜日に歯科往診が

あり呼ばれたが、息子様の家

に泊まった際に昔から通って

いた歯医者に行って治しても

らったので事情を説明し「申

し訳ないけど今日は行かなく

ていいです」と伝えた。する

と「それはそれ、今日は今日

だから」と聞く耳を持っても

らえず、強制的に受診させら

れた。往診を受診したせいで

せっかく治してもらった箇所

がまた痛くなった。と憤慨さ

れていた。 

 また、呼びに来た職員(だれ

か分からず。顔を見たらわか

るとの事)に対しても「言い方

ってもんがあるでしょ」「バカ

にされているとしか思えな

い」とお怒りが納まらなかっ

た。 

話を傾聴し、今後の歯科往

診について再度検討しても

らえるよう繋いでおくこと

をお伝えしている。ご本

人、ご家族にもカンファレ

ンスに参加して頂き、今後

の歯科受診について方針を

統一した。ご本人、ご家族

ともご納得して頂けた。 

令和 6年 9月 13 日 

 

 

 

 

 

80 代女性入所者：A様・B

様・C様と四名で、介護サー

ビス相談員とお話をされ内容

は次の通り。 

＊3 階の洗濯機が壊れていて 3

台くらいしか使えない、とて

も困っている。園長からは川

崎市に依頼をしていると聞い

相談員は、全体に施設や

職員に対する不信感が募っ

ている印象を受けたとのこ

と。 

 思い込みや行き違いもあ

ると思うが、完全に解決し

なくても何か少しでも職員

の対応があれば、「やって

くれている」「考えてくれ
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ているが、いつまでも直らな

い。 

＊お風呂場のカゴは使い終わ

ったらその辺に置いてある。

棚の上の物が消毒してあると

職員は言うが、その辺に置い

てあるものは消毒していない

ので使えない。 

＊お風呂場に職員が回ってく

るが、職員によってマットを

交換する職員としない職員が

いる。 

＊郵便物が届くのが遅すぎ

る。 

＊収入申告の交通費が控除の

対象になることを知らなかっ

た。バスや電車代を申告でき

ることを知らなかった。最初

から言ってくれればよかった

のに損をしている人が沢山い

ると思う。 

ている」という思いにご利

用者がなるのではないでし

ょうかとアドバイスを受け

ている。・洗濯機につい

て、川崎市高齢者事業推進

課へ依頼しているが今一度

確認をする。その上で、入

れ替え時期がまだまだなの

であれば洗濯機 1 台を購入

していく方向。 

・浴室のカゴの消毒につい

て、ご入所者自身がいつで

も除菌できるように除菌液

とペーパーを設置し、ポス

ターで周知する事とした。 

・脱衣場のマットについて

は、交換する時間を 14時

としており、ポスターでご

A67:M91 入所者に交換時間

を周知する事とした。 

・郵便物について、お渡し

しようと訪室した際に不在

の時は、「ご不在票」を作

成してお知らせする事とし

た。 

・収入申告の控除対象につ

いて、収入申告書は職員が

作成しており、交通費も申

告していたが、作成した申

告書をご入所者へ提示して

いなかった為、今後は作成

した申告書について説明と

確認をしてもらうなどする

事とした。 

令和 6年 10 月 24 日 80 代女性入所者のご家族より

入電があり「本人から連絡が

あり、看護師からひどい言い

かたをされた」との事であっ

た。内容は、本人が足の炎症

のため帝京大学病院を受診

すぐに先方に謝罪し、すぐ

に対応する旨をお伝えして

います。電話を受け付けた

係長と管理者が医務室へ行

き、電話で受け付けた内容

を共有する。看護師からは
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し、その診断内容について医

務室で話をしたところ、主治

医からは水虫ではないと言わ

れていると伝えているのに、

水虫だと決めつけてひどい言

いかたをされたとの事。ご家

族からは「すぐに施設として

対応するべきではないです

か」と、かなり強い口調でお

話があった。 

「本人の履いている靴が小

さすぎるから靴を大きい物

に履き替えてもらいたかっ

たが、本人に受け入れても

らえず強く言ってしまっ

た」との事であった。 

 看護師とは、その場で今

後の対応策などを話し合っ

た。医務室内で話し合った

内容をご家族へ連絡し、再

度謝罪をしている。 

令和 7年 1月 16 日 100 代男性入所者 7 時 50 分

頃、本人より「今朝、（夜勤）

職員からの挨拶が無かった。

廊下の電気も時間になっても

点けられなかった」との指摘

を受ける。 

時間をあらため、14:25 頃

に再度本人から話しを伺

う。 

本人からは「朝 6 時の電気

は点いていたよ。昨夜の巡

回と今朝の巡回が無かっ

た。巡回で体調や安否の確

認をする為にするんだろ

う？」との事。本人には

「園内でインフルエンザが

流行り始め、その対応で巡

回を出来なかったかもしれ

なかったが、いずれにして

も申し訳ありません」と謝

罪する。また、後日、夜勤

職員から事情を聞く事とし

た。 

 2 月 3 日、苦情受付担当

者が 1月 15 日夜勤入り職

員に苦情内容について話し

合う。夜勤職員からは「見

回り／挨拶はしている」と

の事であったが、挨拶は声

をかければいいのではな

く、ご利用者の表情や体調

確認まで含む行為として行

う事を再確認した。 

令和 6年 2月 4日 100 代男性入所者 居室前の

手洗い場が詰まっていること

修理依頼を受けた際の手順

について周知する事とし
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を 2～3 日前にも職員に言った

が、対応してくれないとの事

であった。 

た。 

令和 6年 2月 28 日 70 代男性入所者 排泄対応時

に本人から「職員の車椅子の

操作」について持ち上げられ

たりするから怖いとの事であ

った。 

・本人から状況等を詳しく

聴かせてもらうと「雑に操

作される」との事であっ

た。後日に該当する職員と

面談をする事とした。上司

とも相談し、該当する職員

とは管理者と係長による三

者面談を行った。該当する

職員からは雑には操作して

いないとの事であったが、

相手がそのように感じてい

る事を意識して今後は対応

する事を話し合う。 

令和 6年 3月 10 日 80 代女性入所者 夕食中、主

に呼び止められ「お粥を最後

まで食べたら、一番下に細い

短毛が 1 本、お粥の底につい

ていた。 

主には謝罪し、厨房に報

告。夜勤職員がスマホに写

真を保存。栄養士、厨房と

情報を共有し再発防止を依

頼 

令和 6年 3月 30 日 80 代女性入所者 談話室のゴ

ミ箱があふれていると主より

訴えあり 

ごみを廃棄している。昨

日、ごみを回収していな

い。   

日勤者で誰がやるかを検

討、必ず行うように注意喚

起。また、正規職員が率先

して行うように注意喚起 

 

キ 個人情報の取扱いについて 

法人共通の「個人情報保護規定・個人情報保護に関する方針・個人情報の利用目的」に基づ

き運営しています。 

また、職員には入職時に「誓約書」を法人理事長宛に提出し、ご利用者からは、「個人情報使

用同意書」を事業所に提出していただくなどしました。 

 

ク 安全管理について 

（ア） 事故発生時の報告体制 

関係職員からの報告等に基づき、あらかじめ指定された緊急連絡先(身元引受人等)に速

やかに連絡を行いました。また、事故の発生状況等については、適切な説明が迅速に行え

るよう努めました｡法人本部・行政機関・嘱託医等関係機関に対して、事故等に関する必要
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な報告を行いました。 
（イ） 発生した事故への対応状況 

a 急病者、事故の発見 

  b意識の有無、外傷などを確認する。 

  c看護師に状況を連絡、対応を依頼。意識が無い場合救命措置開始(救急要請判断) 

d 救急車要請 

       f支援職係長、園長へ連絡 

            g 親族、行政関係機関へ連絡 

             h 病院にて治療  

           i 職員帰園後記録、報告書作成 

(ウ) 事故防止に向けた取組 

Ａ 実施した訓練実績 
年間防災訓練結果 

月日・訓練種別 訓 練 内 容 

第 1 回：5月 21 日（火） 

総合訓練（養護、通所介護） 

昼間に火災が発生したことを想定した通報、消火、避難誘導訓

練を入所者、職員にて実施しました。 

第 2 回：10 月 8 日（火） 

総合訓練（養護、通所介護） 

昼間に大規模地震が発生したことを想定した避難誘導訓練を

入所者、職員にて実施しました。併せて避難誘導と出火想定

場所での水消火器での消火訓練を行いました。 

第 3 回：3月 4日（火） 

夜間想定総合訓練（養護・

法人職員） 

夜間に地震が発生したことを想定し、入所者の安否確認と避

難誘導訓練を行う 

 

（エ） 事故件数一覧表・内訳 

   (事故件数)  

 ４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

合

計 

事故件数 6 10 7 8 12 15 8 7 9 10 6 10 108 

うち医療機関

受診案件 
2 0 2 1 3 1 1 1 2 4 0 2 19 

    
(事故内訳)※ヒヤリ・ハットを除く、医療機関受診案件  

事故発生日 事故内容(利用サービス) 施設の対応 

(受診の場合は医療機関名) 

令和 6年 4月 2日 70 代男性入所者：20 時 18 分

頃、他男性入所者の居室へ行

き、刃物を取り出しての揉み

合いの喧嘩となる。夜勤職員

他入所者から職員へ連絡があり

揉み合っている二人の間に夜勤

職員が割って入っている。その

際、アイスピックの様なものが
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では収拾がつかず、高津警察

署に通報した。 

床に落ちている。両者とも飲酒

しており「殺してやる」など興

奮した様子が見られたため、警

察へ通報した。20時 35 分頃、

高津警察署員が来園し両者から

事情聴取を行う。警察官からは

事件扱いにはできないので施設

で見守りをしてくださいとの事

であった。管理者を出勤させ、

夜間の見守りを行った。夕食時

より両者の間で言い争う事が見

られていた。男性入所者の根底

には退所したい願望があり、ト

ラブルをおこせば退所になると

思いこんでる節があることか

ら、行動がエスカレートした事

が考えられた。本人の希望を区

役所の担当者や本人の保佐人と

も共有して他施設へ移行してい

く方向となった。移行するまで

の間は刃物類は職員が預かる事

として見守りを継続している。 

令和 6年 4月 14 日 90 代女性入所者：職員が朝

の巡回時に本人より転倒した

と報告を受ける。頭部を打っ

ている様子があり医療機関

（横浜新都市脳神経外科病

院）へ受診し、打撲と診断さ

れる。 

6 時 15 分頃、職員が朝の巡回を

していた所、足を引きずってお

り本人からは転倒したとの報告

を受ける。右前頭部に腫脹が見

られたため職員が病院へ受診同

行した。骨折等は見られなかっ

た為、施設に戻り経過観察を行

った。 

令和 6年 6月 12 日 80 代女性入所者：入浴後に

流し場でドライヤーをかけよ

うとコンセントをさし、立ち

上がったところ流し台の角に

頭をぶつけ裂傷を負う。溝の

口脳神経外科クリニックへ受

診し、右前頭部裂傷の診断と

4 針縫合の処置を受ける。 

本人が医務室に来られる。右前

頭部に約 2㎝で半円状に切れて

いたため、ガーゼにて圧迫保護

するも、抗血栓薬内服中という

こともあり、止血できず医療機

関へ職員付き添いで受診した。

CT 等の検査には異常なかった

為、施設にて経過観察をおこな

った。流し場のコンセントの位

置が低く、かがまないと挿し込
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めない状況であった。ドライヤ

ーのコンセントは職員が挿して

セットする事とした。また、状

況により延長コードの設置も検

討する事とした。 

令和 6年 6月 19 日 70 代女性入所者：廊下で座

り込んでいる本人を見かけす

ぐに職員が駆けつける。転倒

した様子で移動する為に車椅

子へ移乗しようとするも痛み

が強く見られ、その場で救急

要請した。帝京大学付属溝口

病院に搬送され右大腿骨頸部

骨折と診断される。 

廊下で座り込んでいる本人を発

見し声を掛けるが、気が動転し

ている様子が見られた。その場

でバイタル測定はできたが、車

椅子へ移乗しようとするも痛み

が強く救急要請を行った。搬送

先で大腿骨頸部骨折と診断さ

れ、そのまま入院となる。普段

から速足で歩く様子があり躓い

てしまった事が考えられた。専

門家による歩行評価を受ける

等、検討する事とした。 

令和 6年 7月 8日 70 代男性入所者：17 時 20 分

頃、夕食時に不在であったた

め、防犯カメラを確認したと

ころ 16 時 36 分に外出されて

いるのを確認した。すぐに職

員が近隣を捜索している。17

時 50 分に地域住民から電話

連絡があり、本人がマンショ

ンの前で倒れているとの事で

あった。職員がすぐに現場に

向かう。現場では警察官 1 名

とマンションの住民の方がお

り、本人にアイスノンとお水

を 1 本渡してくれていた。本

人の額にはコブと鼻に擦過傷

が見られていた。本人からは

「立ち上がる際に転んだ」と

の事であった。タバコを購入

するために届け出無しに単独

で外出して戻れなくなること

が以前から見られていた。ご

自身で電話をかけてくること

もあったが、当日はかなりの

外出されているのを確認後、す

ぐに職員が近隣を捜索する。地

域住民から電話連絡を受け、職

員が現場に向かい、警察官との

対応を行う。本人の額にはコブ

と鼻に擦過傷が見られていたた

め、再三、病院への受診を勧め

るが、強い拒否があり、本人の

意識もはっきりして歩行も出来

ていたので一旦帰園して様子を

見る事とした。今後は GPS 端末

の利用をすることとした。ま

た、タバコと飲み物は買い置き

にし、買物の希望時にのみ現金

をお渡しする事とした。その

際、買物をする方法について都

度、職員と一緒に考えることと

した。 
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暑さで体力がなくなり動けな

くなってしまった事も考えら

れた。 

令和 6年 8月 5日 80 代女性入所者が受診し帰

園された際、対応した職員が

同行していたヘルパーから説

明を受け処方箋等の書類を受

け取っている。その時に休憩

時間中ともあり一旦机の上に

書類を置いてしまっていた。

その後、事務処理をしようと

した時に処方箋が見当たらな

く紛失した事に気づいた。一

旦置いた机の上にはシュレッ

ターで破棄する書類もあり、

誤って処分してしまったこと

が考えられた。 

すぐに上司に報告し、医療機関

にも相談を行う。医療機関から

は再診が必要との事で、ご利用

者に謝罪し、職員付き添いで再

診を行った。再診料は自費扱い

のため施設で弁済した。今後は

通院報告を受け、処方箋等の書

類を受け取った際は、その場で

記録と看護師へ連絡する等事務

処理を後回しにしないこととし

た。また、破棄する書類は専用

の入れ物を用意し、区別するよ

うにした。 

令和 6年 8月 5日 8 月 5日 19 時 45 分頃、70 代

女性入所者から夜勤職員に

「A 職員が朝の配薬担当の時

に自分のではない薬を渡され

る。何の薬か聞いても答えて

くれない。怖くて飲めない」

と訴えがあった。同日の日中

にも看護師が同様の話を聴い

ており A 職員に事情を尋ねた

が要領の得ない返答しか返っ

てこなかったとの事であっ

た。翌日の 8月 6 日に出勤し

た A 職員と係長が面接し、A

職員からは「同じ姓の入所者

と薬と取り間違えてしまい、

誤薬してしまった可能性が高

いです。飲まれずに残った薬

はどうしたら良いか分からず

捨ててしまった」との事であ

った。A 職員とは、8 日と 11

日、16 日にも係長、管理者

と面接を行っている。本人は

本来、誤薬の恐れが発覚した

同姓の入所者への誤薬、服薬漏

れが考えられ、状況確認を行っ

た。訴えのあった女性入所者は

A 職員から渡された薬は飲ま

ず、その後、出勤してきた看護

師から本人の薬を出してもらい

服用出来ていたが、女性入所者

と同姓の方が本来の処方薬が飲

めず、誤薬してしまっていると

思われた。この時点で丸一日以

上経過してしまっていたが、経

過観察を行った。A職員には残

薬を破棄した行為について隠蔽

と思われても仕方のない行為で

ある事を伝えている。法人本部

にも報告をし、当面の間は A 職

員単独では配薬はさせない事と

した。改めて該当入所者への謝

罪と担当区役所への報告を行っ

た。誤薬をしてしまった方の主

治医に報告相談し経過観察を行

った。本来の誤薬時の対応につ

いて A職員は理解できていた
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際は残薬と薬袋を保管してす

ぐに報告をすることは知って

いたが行動に移せなかったと

の事であった。 

が、行動に移せなかったことも

あり、当面の間は A職員単独で

は配薬をさせない事とした。ま

た、全職員に「報連相の徹底」

と「誤薬による健康被害」に対

する注意喚起を行った。 

令和 6年 8月 9日 90 代男性入所者：16 時 30 分

頃、居室からナースコールが

あり、看護師が本人の居室へ

行くと床に血だまりがありご

本人はベッドに座られてい

た。前頭部や鼻、右手第 2 指

から出血が見られ応急処置

後、職員付き添いで「溝の口

脳神経外科クリニック」へ臨

時受診をおこなった。頭部へ

の CT検査に異常はなかった

が、縫合処置を前頭部 7針、

右手第 2指 4 針、鼻 1 針行っ

た。本人からは入口ドア付近

の荷物を避けようとした時に

転倒したとの事であった。 

出血が見られたため、応急処置

と頭部を打っている事から急

ぎ、臨時受診の手配と受診同行

を行った。頭部への検査と縫合

処置後、帰園し経過観察を行っ

た。入口ドア付近の荷物は同室

者のものであり、同室者と話し

合い歩行に対する動線確保のた

めに片付けをする事とした。 

令和 6年 8月 30 日 70 代女性入所者：10 時 15 分

頃、入所者が参加される施設

での会議を食堂で開催中に駐

車場付近から落下する姿と音

がし、会議に参加していた職

員が窓越しに倒れている本人

を発見する。すぐに現場に駆

け付け声かけ等をし意識確認

などを行う。駆けつけてきた

看護師と救命措置を行い救急

隊へ引き継いだ。搬送先の日

本医科大学武蔵小杉病院で

14 時 20 分に死亡確認される 

倒れている本人を発見した職員

がすぐに現場に駆け付け声かけ

等をし意識確認などを行う。駆

けつけてきた看護師がバイタル

測定後、心臓マッサージと AED

装置を試みる。AED は解析する

も電気ショック動作はしなかっ

たが、心臓マッサージを救急隊

が到着するまで継続した。到着

した救急隊に状況説明など行い

引継いだ。その後、警察官が到

着し、現場検証と事情聴取が行

われた。その際、給食の委託業

者の社員が一部始終を目撃した

との事で、ご本人が 3 階ベラン

ダの柵から片足ずつ乗り越え握

っていた柵から手を放して転落

したとの事であった。 
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令和 6年 8月 31 日 70 代女性入所者：昼食時に

食堂に来られなかった為、居

室を訪問した所、ご本人より

就寝中の深夜にベットから転

落し右腕を打って痛みがある

との事であった。看護師に様

子を見てもらい経過観察して

いたが、9月 11 日にかかり

つけ病院である太田総合病院

へ受診し、その後 9月 20 日

の MRI 検査にて右肩右上腕骨

折と診断される。 

居室を訪問し、ご本人から就寝

中の深夜にベットから転落し右

腕を打って痛みがあるとの事で

あった。看護師に右腕の状態を

確認してもらう。転落直後は痛

みで腕を動かせなかったが、そ

の後は肩下ぐらいまで挙上可能

となり、腫れや打撲痕も見られ

なかった為、湿布を貼り経過観

察とし、状況によってかかりつ

けの整形外科を受診する事とし

た。9 月 11 日にご自身でかかり

つけの太田総合病院へ受診し 9

月 20 日の検査で骨折が判明し

た。 

 施設の備え付けのベッドを使

用しているが、手すりや柵など

がなく寝がえりの際に転落して

しまったものと考えられた。

「要介護１」の認定を受けてお

り今後は介護保険を利用して手

すりをレンタルすることをご本

人に提案していく事とした。 

令和 6年 9月 18 日 90 代女性入所者：17 時 30 分

頃、2階職員室前の廊下で倒

れている本人を発見する。他

の職員と看護師に応援を要請

し、バイタル測定を行った。

頭部を打った様子は無かった

こともあり施設内で様子を見

ていたが、痛みが継続し体動

も困難となった為、救急要請

し、搬送先の横浜新都市脳神

経外科病院で「右大腿骨転子

部骨折」と診断される。 

倒れている本人を発見する。他

の職員と看護師に応援を要請

し、バイタル測定を行い車イス

にて本人の居室へ移動介助す

る。頭部を打った様子は無かっ

たこともあり施設内で一晩様子

を見ていたが、翌朝になって痛

みが増し体動も困難となった

為、救急要請をした。歩行時は

職員の付き添いが必要であった

が、ナースコールのボタンがベ

ッド脇に落ちており、本人がボ

タンを見つけられず職員を呼び

に職員室へ歩行器で向かい転倒

してしまった事が考えられた。

定期的に居室の環境整備を行

い、ナースコールの位置の確認
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など行う事とした。 

令和 6年 10 月 29 日 80 代女性：19 時 30 分頃、本

人との対応の際に、支援員室

まで物品を取りに行き戻って

ところベットサイドで転倒さ

れていた。本人からは「居室

の柱に後頭部を打った」との

事で経過観察を行い、翌朝

「溝の口脳神経外科クリニッ

ク」で CT検査と MRI 検査を

行い「打撲、脳動脈瘤、脳萎

縮」と診断された。 

この数ヶ月物忘れの症状や体重

減少、転倒が見られていた。今

回は便失禁があり本人も驚かれ

た様子があり、職員がお尻ふき

を取りに行っている間に自身で

着替えようとして転倒したと考

えられた。また、転倒時に本人

へ声掛けし、転倒時の状況や痛

みの確認を行った。本人の意識

は明瞭であった事もあり、救急

ではなく 1～2時間おきの経過

観察を行う事とした。翌朝に看

護師に報告し、頭部を打ってい

るため受診する事とした。受診

をして現在の病状を確認し、治

療へつなげる。ケアマネジャー

に相談をして歩行器などの福祉

用具の利用を勧めていく。排泄

確認の際は職員がその場を離れ

ることがないよう準部をしてか

ら訪室する。危険が予測される

場合は他職員を呼ぶなどの対応

をしていく。 

令和 6年 11 月 8 日 70 代男性入所者：6時 55 分

頃、2階エレベーター前の廊

下で歩行器と共に転倒されて

いるところを職員が発見す

る。様子をみていたが、身体

に擦り傷や腫脹が見られたた

め「梶ヶ谷うえの整形外科ク

リニック」へ受診した。レン

トゲン撮影をし「打撲と擦過

傷」と診断された。 

エレベーター前で転倒されてい

るのを発見し、声かけを行う。

意識は明瞭であったため痛みの

有無や状況を聴いている。本人

からは「頭は打っていないが腰

を打った」との事であった。起

き上がっていただき、職員が付

き添いながらも歩行器で自室へ

戻られたため経過観察をした。

出勤してきた看護師が本人の状

態を観察したところ身体に擦り

傷や腫脹が見られたため受診す

る事とした。最近、転倒を繰り

返しており、進行性の病気にか

かっていることが判明した。今

回は歩行器を使用していたがエ
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レベーターのボタンを押そうと

したところバランスを崩し体制

を戻せず転倒したと考えられ

た。本人へは「ゆっくり動くよ

うに」と声かけを行うことと、

今後の生活について関係者と話

し合いの場を設けることとし

た。 

令和 6年 12 月 18 日 80 代男性入所者：6時 15 分

頃、朝の巡回時に訪室した

所、ベット上で臥床したまま

で体動なく、声かけにも反応

ない状態であった。救急隊へ

連絡するも警察へ引き継がれ

た後、かかりつけの医療機関

（虎の門病院分院）へ搬送し

死亡確認される。 

6 時 15 分頃、朝の巡回時に訪室

した所、ベット上で臥床したま

まで体動なく、声かけにも反応

ない状態であった。他の職員に

応援を要請し、119 番通報をす

る。救急隊が救命処置するが、

警察に引き継がれる。警察の指

示により、かかりつけ医へ連絡

して事業車にて病院へ搬送し、

死亡診断書には直接の死因とし

て「大動脈弁狭窄症」と記載さ

れる。慢性腎不全と大動脈弁狭

窄症のため、定期的に虎の門病

院分院に通院をしていた。12月

16 日の受診時は職員が付き添

い、主治医から本人へ「大動脈

弁狭窄症が進行しており、今後

は息苦しいなどの症状が頻発し

たり、そのまま亡くなる可能性

も十分あります」と説明を受け

ていた。これまでも入院を勧め

られたことがあるが、本人は入

院はしない選択をされ、園内で

経過観察を続けていた。 

令和 6年 12 月 28 日 80 代女性入所者：6時 20 分

頃、職員へ頭痛の訴えがあ

り、その職員がバイタル測定

後に自身が持っていた頭痛の

市販薬を渡してしまい服用し

てしまった。 

当日の朝の申し送り時に、該当

する職員から報告があり、処方

薬以外の服用があったことが判

明する。すぐに本人への謝罪と

体調の再確認を行う。本人の意

識等がしっかりされていた為、

経過観察を続けることとした。

該当の職員は夜勤専従の職員で
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もあり、施設からの指導不足か

ら薬に対する危険認識が持てて

いなかったことが考えられた。

定期的に開催される研修会に参

加してもらい、知識と介護技術

の向上を図る事とした。 

令和 6年 12 月 31 日 70 代男性入所者 8時 45 分

頃、高津警察署より電話に

て、施設近隣のコンビニ店で

万引きがあり入所者であるか

の確認の電話であった。入所

者である事を伝え、職員がコ

ンビニ店へ行き対応する。コ

ンビニ店より事情説明を受

け、今後の対応についてお店

への出入りは禁止となり、支

払い等については年始明けに

区役所と相談していく事とな

る。 

高津警察署からの電話で入所者

である事が判明し、すぐに職員

がコンビニ店へ向かい謝罪す

る。店側からは「12 月 17 日か

ら毎日来てお酒を盗っていた」

との事。被害金額と請求額の説

明を受け、年始明けに区役所の

ワーカーとも相談して対応する

事とした。本人には当面は外出

を控えていただく事を伝える。           

12 月 10 日にご家族からの虐待

ケースとして、急遽入所された

ため、本人は現金をほとんど持

っておらず、しばらくは携帯電

話の電子マネーで買い物をして

いたが使い果たし万引きに至っ

たものと考えられた。1月 6 日

に区役所へ報告し、コンビニ店

への支払いを含め、本人の年金

等の金銭管理について早急に対

応してもらう事とした。 

令和 7年 1月 4日 感染症の集団発生（インフル

エンザ）、 1月 10 日に男性

入所者に発熱が見られ、翌

11 日に受診の結果、インフ

ルエンザ A型に感染している

事が判明した。16日までに

延べ 10 名の入所者が感染

し、集団感染の一報を高津区

役所衛生課へ行った。 

インフルエンザ流行期ともあ

り、発熱が判明した直後から個

室にて部屋食対応するなど隔離

対応を行った。他の入所者にも

体調確認を行う事とし、体調不

良者には個室での対応で検査と

経過観察を行った。館内のアル

コール消毒の実施と入所者の体

調確認をこまめに行い、体調不

良者の早期発見に努め、初期治

療と感染拡大への対策を行っ

た。1月 23 日までに延べ 19 名

が感染したが重症化した方はお
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らず 1月 29 日に終息した。 

令和 7年 1月 14 日 80 代女性入所者 13 時 24 分

頃、高津警察署より保護して

いるとの電話連絡が入る。す

ぐに職員が迎えに行き帰園さ

れる。 

警察署からの電話連絡を受け、

すぐに職員が事業車にて迎えに

行く。警察官からは「近くの国

道沿いを一人で歩いており通行

人から警察に連絡が入った」と

の事であった。昼食時は職員が

食堂にいる事を確認していた

が、昼食後に 1人で外出する姿

が園の防犯カメラには映ってい

た。 帰園後、本人にも様子を

伺うが、怪我や体調不良などは

見当たらなかった。帰園後、本

人に外出された理由を聞いてみ

ると「別にやる事ないし、行く

ところもないし。わからない」

との事。今まで一人で外出する

ような行動は見られなかったた

め、外出に職員が気づく事がで

きなかった。また、日中の過ご

し方を見直し、デイサービスの

利用日の追加や外出ヘルパーの

導入など検討する事とした。 

令和 6年 12 月 6 日 職員の不祥事案 退職した職

員が担当していた 90 代女性

入所者の郵便物を引き継いだ

職員と本人が確認してみた

所、携帯電話料金の滞納によ

り 11月 1日付けで解約とな

った通知であった。本人から

は料金の支払いは職員に依頼

をしていたとの事であった

が、令和 6年 4月以降の支払

いの記録がなかった。 

1/25 携帯電話の使用料の支払

い状況を確認し、職員が支払い

を行っていなかったことについ

て説明をし、謝罪をした。今回

の延滞金及び再契約にかかる費

用は施設が支払う事とした。こ

れまでは担当の職員が支払い代

行の実施状況のチェック体制が

なかった。今後は支払い代行の

内容を相談員に報告して、支払

い状況の経過を相談員が必要に

応じて確認をする事とした。 

令和 7年 3月 10 日 70 代女性入所者 11 時 20 分

頃、居室前の廊下部に倒れて

おり、本人から「頭が痛い、

転んだ」との事であった。後

頭部を打った様子であったた

職員が他入所者の昼食対応中に

廊下で倒れている本人を発見す

る。本人からは「一人で歩行器

でトイレへ行き手洗い場まで来

たところで転んだ」との事であ
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め、職員同行で「溝の口脳神

経外科クリニック」へ受診し

た。MRI 検査等を行い「打

撲」と診断された。帰園後は

経過観察を行った。 

った。後頭部にコブシ大の腫脹

と擦り傷が見られたため、すぐ

に看護師に応援を呼び状態確認

を行った。意識もあり会話もし

っかりできていた為、救急車は

呼ばずに職員同行で受診した。

受診後は園でしばらくは経過観

察を行う事とした。持病の影響

で下肢に痛みや動きが悪くなる

ことがあり、その時は歩行も不

安定となることもあるので、手

洗い場への方向転換時にバラン

スを崩して転倒してしまったも

のと考えられた。今後、排泄は

時間で声かけをして職員が見守

りをしていく事とした。また、

歩行器の種類や操作についても

ケアマネジャーを通して福祉用

具事業者に相談する事とした。 

令和 7年 3月 19 日 80 代女性入所者 15 時 20 分

頃、施設の自動扉の外側で本

人が右側臥位の姿勢で倒れて

おり、上唇や両手から出血が

見られたため「まみこ皮膚科

クリニック」へ受診し「打撲

と切り傷」と診断され処置を

受ける。その後、帰園し経過

観察を行った。21日に「梶

が谷うえの整形外科クリニッ

ク」へ再受診し、骨折はして

いなかったので傷口への消毒

を継続した。 

屋外から助けを求める声が聞こ

えたため職員が確認に行くと施

設の自動扉の外側で本人が右側

臥位の姿勢で倒れているのを発

見する。上唇や両手から出血が

見られたため看護師が応急処置

を行い、同時に形成/整形外科

のへの医療機関へ受診するため

手配をするが、なかなか受け入

れてもらえず「まみこ皮膚科ク

リニック」へ受診同行した。普

段は杖歩行をされているが、当

日は買い物へ行かれ両手に荷物

を持ち、杖を使用していない状

態であったためふらついた際に

転倒したものと考えられた。今

後は買い物時用としてシルバー

カーの利用についてケアマネジ

ャーとも相談していくこととし

た。 
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ケ 地域交流（ボランティア受入れ等）の状況について 

（ア） 傾聴活動などのボランティア 

地域の方で主に傾聴を中心としたボランティア活動を希望される方を受け入れています。今年度

は 2 名の方が新たに登録され活動致しました。引き続きボランティア募集のポスターを作成する

など受け入れを進めます。 

 

コ 各実習の受け入れ状況について 

（ア） 学生現場体験（教員免許）の受け入れを再開致しました。 

   学校名   人員        期間 日数 

洗足学園音楽大学    1 10 月 21 日～10 月 25 日 5 

洗足学園音楽大学    1 10 月 28 日～11 月 1 日 5 

洗足学園音楽大学    1 11 月 11 日～11 月 15 日 5 

洗足学園音楽大学    1 11 月 18 日～11 月 22 日 5 

 

（イ） 社会福祉士・相談援助実習の受け入れ 

   学校名   人員        期間 日数 

田園調布学園大学    1 8 月 6日～9 月 9 日 24 

田園調布学園大学    1 6 月 13 日～6月 24 日 8 

 

サ 行事等の活動について 

新型コロナウイルスなどの感染予防の対策を図りつつ、行事や活動について実施をしました。 

しかしながら、今年度も園内でインフルエンザの感染が発生し、療養・経過観察をしている期

間は自粛を余儀なくされました。大規模なクラスター感染には至らず、比較的短期間で行事や

活動を再開することができました。 

  行事等の内容(実施日) 
 

４月 誕生会（9日) 

 
 

５月 
誕生会（13 日）、菖蒲湯（2，4～5日）、スポーツデイ（28 日）、 

衣類訪問販売（23日）、避難訓練（2 日） 

 

 

６月 誕生会（5日）、預り金報告会（26 日） 

 
 

７月 七夕まつり（1～5日）、 誕生会（5 日） 

 
 

８月 恵楽園祭り（6日）、誕生会（8 日）、 迎え火（13日）、 送り火（16日） 

 
 

９月 誕生会（2日）、 敬老式典（17日）、日舞扇の会（ボラ）演舞会(24 日)   
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１０月 誕生会（15 日）、避難訓練（8日）、預り金報告会（8日） 

 
 

１１月 誕生会（6日）、預り金報告会（30 日）、老施協(ZOOM でじゃんけん大会)（28 日） 

 
 

１２月 
誕生会（6日）、年末お楽しみ会（10日）、ゆず湯（21、22 日）、小学生交流会（梶が

谷小）（9、13 日） 

 
 

１月 新年祝賀会（4日）、誕生会（14日）、 

 
 

２月 
節分（3 日）、誕生会（13 日）、預り金報告会（26 日）、小学生交流会（梶が谷小）

（3、7 日） 

 
 

３月 誕生会（3日）、夜間想定避難訓練（4日） 

 
 

 

シ 業務改善 

（ア） 現状分析・課題把握・改善策検討を行う体制 

恵楽園内の職員会議にて、前年度に実施した入所者の生活満足度調査の結果を基に、現

状分析・課題把握・改善策検討を行いました。 

また、施設内に 8部会を設け、それぞれが会議を開催し、現状分析、課題抽出、改善検討、

部会発信を行いました。 

（イ） 8 部会の内訳：リスクマネジメント、ボランティア、研修/勉強会、身体拘束/虐待防止、

防災/危機管理、給食、事例検討、医務衛生/感染症対策 

（ウ） 今年度に実施した業務改善の具体事例 

事例検討部会によりケースについて、他職種による検討が定期的に行えるようになりま

した。 

（エ） 取組によって表れた具体的な効果 

研修/勉強会を動画で撮り、パソコン上でいつでも受けられるようになったため、これ 

まで業務等により参加できなかった職員も受講できるようになりました。 

 

ス その他 
（ア） 収入と預り金等の区別について 

収入は、法人経理課が管理している専用の口座で取扱うなど区別化しています。 
ご利用者の預り金は、3 万円までの小口現金については、鍵付きの書庫にて管理し、それ

以外の現金や金品については大金庫にて各利用者別の袋に入れて管理をしました。金庫の

鍵は、事務職員と役付の職員が管理しました。 
また、預り金は「入所者預り金等取扱い要綱」により取扱い、年 3 回（6 月、11 月、2

月）の預り金報告会にてご利用者本人と確認をしました。 
（イ） 所管課との連絡・連携について 

園内で発生した受診を伴う事故などについては、必要に応じて所管課へまずは電話で一報

を入れ、その後、所定の報告書を提出しました。 
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セ 業務日誌・点検記録・修繕履歴等の適切な管理について 
川崎市の施設である恵楽園を管理している中で、ご利用者の生活に直結する設備等の管理を

重視しました。業者には大型設備の修繕時のみならず定期点検時も報告書の提出を求め保管し

ました。 
ソ 施設内外における清潔な環境の維持について 

清掃員を雇用し、施設内美化に努めました。食堂などは消毒を行い感染症予防に努めていま

す。浴槽の循環浴槽には、ろ過器と消毒液注入ポンプにより衛生的な入浴を確保しました。 
     川崎市により浴室リフォーム及びろ過機と消毒液注入ポンプ等の設備の更新工事を行って 

います。 
タ 施設・敷地内の警備 

   警備職員は 1 日 1 名を配置し、夜間の定期巡回などを行いました。 
チ ご利用者が使用する消耗品等の補充 

     共用部の必需品(トイレットペーパーなど)は清掃員もしくは他の職員が適宜補充しました。

消耗品類の欠品に留意し、随時倉庫の在庫確認をしています。 
 ツ ご利用者の生活ゴミの一般ゴミ化 

     これまでご利用者の生活ゴミについて「事業ゴミ」として取り扱ってきましたが、行政 

の担当者、管轄の宮前生活環境事務所と連絡を取り合い、令和 4年 10 月 1日からご利用 
者の生活ゴミは一般ゴミでの取り扱いへと変更しましたが、ゴミの排出が地域と同じ 

枠組みとなり、ご利用者がゴミの分別を行う事で、ごみの減量にもつながっています。 
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９－３ 恵楽園デイサービスセンター 
 

種 別  通所介護 

開 所 年 月 日 2006 年 4 月 1 日 

定 員 30 名 

所 在 地 〒213-0033 

          神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

          TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

床 面 積 デイ関連施設 336 ㎡ 

責 任 者 伊藤 陽子 

事 業 所 番 号 1475301097 

職員配置計画                    令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

看護職員 

機能訓練指導員 

介護職員 

事務員 

運転手 

1 

1.5 

1 

1 

4 

0.2 

1.5 

0.5 

0.5 

3.7 

0.2 

1 

0.5 

0.5 

0 

0 

1 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0.7 

1 

1 

※配置人数は常勤換算数 

 

令和 6 年度の通所利用者数は年間で延べ 5,044 人、85 歳以上 89 歳未満の方の利用が最も多く、年間

1,587 名。次いで 80 歳以上 84 歳未満の方が年間 1,583 名という結果となりました。 

今年度は養護老人ホームでのインフルエンザ感染症のため、令和 7年 1 月半ばから月末前 

までは縮小した営業を行ったため、ご利用者にはご迷惑をお掛け致しました。また、１月 27日から 3 月

21 日までの期間、浴室改修工事を行ったため、2 階の養護老人ホームの集会室を借りて営業しました。

その間、リフト浴の実施が出来なくなったため、ご利用者の方々には入浴回数を減らしたり、シャワー

浴のみなどとさせていただく等の対応を行い、ご利用者にはご不自由な思いをさせてしまいました。 

 今年度も例年と同様に、介護保険法等の関係法令に従い、各関係機関との連携を図り、高齢者の尊厳

の保持と自立生活の支援に努めながら、ご利用者の身体状態に応じて、健康で明るく、楽しい生活を送

りながら自立した日常生活を営むことができるように、サービス提供を行いました。養護老人ホームに

て介護が必要になったご利用者においては、デイサービスの利用をすることにより生活機能の改善及び

保清を行い養護老人ホームでの自立した生活を維持していただくための計画と支援を行いました。 

川崎市主催の「かわさき健幸福寿プロジェクト」へ今年度も参加し、養護老人ホーム川崎市恵楽園と

恵楽園居宅介護支援センターの協力のもと、金賞１名・銀賞１名・銅賞２名と素晴らしい結果になり、

ADL 維持・向上、ご本人の「したい、やりたい、あきらめない」というプロジェクトのスローガンを念

頭に置き、職員がご利用者に寄り添い機能訓練等を行いました。 
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健康福寿プロジェクト受賞実績 

 金賞 銀賞 銅賞 実施期間 

第 1 期   2 名 2016 年 7 月～2017 年 6 月 

第 2 期 1 名 2 名 1 名 2017 年 7 月～2018 年 6 月 

第 3 期 1 名 1 名  2018 年 7 月～2019 年 6 月 

第 4 期  1 名 1 名 2019 年 7 月～2020 年 6 月 

第 5 期 1 名 2 名 1 名 2020 年 7 月～2021 年 6 月 

第 6 期  2 名 1 名 2021 年 7 月～2022 年 6 月 

第 7 期  2 名  2022 年 7 月～2023 年 6 月 

第 8 期 1 名 1 名 3 名 2023 年 7 月～2024 年 6 月 

 

 

令和 6 年度 平均利用者数及び稼働率 

令和 6 年度 １日平均人数 稼働率 

4 月 22 人 88％ 

5 月 20 人 83％ 

6 月 21 人 86％ 

7 月 19 人 79％ 

8 月 18 人 73％ 

9 月 19 人 78％ 

10 月 19 人 77％ 

11 月 20 人 80％ 

12 月 20 人 81％ 

１月 16 人 67％ 

2 月 18 人 73％ 

3 月 18 人 75％ 

 

令和 6 年度 新規利用者数及び終了者数 

新規利用者数 終了者数 

18 17 

 

令和 6 年度 利用開始後の要介護度の改善人数 

改善人数 

1 

【内訳】 

前回の介護度 現在の介護度 改善理由もしくは予想される原因 

3 1 
圧迫骨折が治り、サービスの利用で意欲向上され

た。 
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令和 6 年度 介護度改善までは至らないものの、認知症の要介護高齢者の BPSD の改善人数 

 

改善人数 

5 

【内訳】 

前回の介護度 現在の介護度 改善理由もしくは予想される原因 

2 2 退院後は内服コントロールにより、気持ちが落ち着

かれ、行動も落ち着かれている。 
3 3 通所介護利用を続けることで状態の維持が出来ている。 

1 1 水分摂取や運動補助による行動が落ち着かれている 

2 2 水分摂取や運動補助による行動が落ち着かれている 

2 2 水分摂取や運動補助による行動が落ち着かれている 

 

令和 6 年度 利用状況 ※延べ利用者数（延べ利用日数） 

１．年齢構成別利用者数 

 ～ 

64 歳 

65 歳 

～69

歳 

70 歳 

～74 

歳 

75 歳 

～79 

歳 

80 歳 

 ～84 

歳 

85 歳 

 ～89 

歳 

90 歳 

～ 

 

合計 

4 月 14 0 21 70 176 129 75 485 

5 月 13 0 23 57 170 125 92 480 

6 月 12 0 20 53 145 116 87 433 

7 月 14 0 23 60 157 136 64 454 

8 月 12 0 22 53 138 121 56 402 

9 月 9 0 27 55 130 131 59 411 

10 月 14 0 32 69 115 155 62 447 

11 月 13 0 32 58 106 161 51 421 

12 月 12 0 40 46 99 157 58 412 

1 月 11 0 29 41 101 112 42 336 

2 月 9 0 33 45 121 117 41 366 

3 月 12 0 22 60 125 127 51 397 

合計 145 0 324 667 1,583 1,587 738 5,044 

 

 ２．介護度別利用者数 

 要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

 

合計 

4 月 9 17 103 229 109 9 9 485 

5 月 4 15 100 221 112 18 10 480 

6 月 4 15 99 184 107 16 8 433 

7 月 4 14 101 195 114 19 7 454 
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8 月 3 10 86 184 97 16 6 402 

9 月 3 17 85 188 87 26 5 411 

10 月 5 16 93 217 84 25 7 447 

11 月 6 16 68 191 91 20 29 421 

12 月 7 16 62 183 92 20 32 412 

1 月 4 13 56 147 70 17 29 336 

2 月 4 8 47 176 91 19 21 366 

3 月 4 9 55 193 91 21 24 397 

合計 57 166 955 2,308 1,145 226 187 5,044 

 

３．行事等実施状況 

 行事の内容（実施日） 

4 月 お花見外出  （４/１1 日～１６日） 

5 月 菖蒲湯    （１日～５日） 

6 月 ステンシル 

7 月 七夕まつり  （１０日～１４日） 

8 月 夏祭り    （１９日～２２日） 

9 月 敬老会    （１６日～２０日） 

10 月 秋の運動会  （１４日～１８日） 

11 月 じゃけん大会  （１４日～２９日） 

12 月 おたのしみ会・ゆず湯 （１２日～１８日）(１９日～２５日) 

1 月 だるま飾り    （８日～１２日） 

2 月 豆まきと鬼ゲーム （１０日～１４日） 

3 月 ひな祭り・ひなあられ(３日～７日) 
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９－４ 恵楽園居宅介護支援センター 

種 別  居宅介護支援 

開 所 年 月 日 2006 年 4 月 1 日 

所 在 地   〒213-0033 

           神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

           TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

責 任 者 伊藤 陽子 

事 業 所 番 号 1475301105 

職員配置計画            

職種 
正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

1 

1 

0 

2 

0 

0 

事務職員 0 0 １ 

※配置人数は常勤換算数 

 

 

今年度も感染症防止に配慮しながらのケアマネジメント業務を行いました。担当者会議は各サービ

ス事業所の担当者を招集し開催していますが、感染症の流行期には書面での照会などでの意見聴取を

行うなど、感染症への配慮をしています。 

毎年参加している「かわさき健幸福寿プロジェクト」では、第 8 期(令和 5年 7 月～令和 6年 6月)

の結果、金賞１名・銀賞 1 名・銅賞 2 名で金賞受賞のご利用者は川崎市長から直接表彰を受けまし

た。今後も取りまとめ事業所としてエントリーを続け、ご利用者の自立支援に向けての取り組みを続

けていきたいと思います。 

職員育成としては、介護支援専門員のスキルアップや専門性を確保するために、川崎市介護支援専

門員連絡会に入会しています。今年度も、区の定例会へは会場へ出向き参加しており、他事業所のケ

アマネジャーらと直接会い、情報交換なども行えました。 

所内研修としては、恵楽園の 3 事業所合同研修を月に 1 度のペースで計画し実施しました。また、

合同研修とは別に、通所介護と合同で動画を活用した研修も、月 1 回行い、介護保険事業所として必

要な研修内容を学びました。 

新規相談は養護老人ホームの入所者を中心にコンスタントに受けることができました。 

地域包括支援センターやサービス事業所からの紹介ケースに加え、地域住民から直接連絡を受け、相

談に応じることも増えています。3 月末の受任内訳としましては、地域のご利用者 64名、養護入所者

50 名となっています。 

今後も、地域の方々からの信頼に応えられる事業所を目指します。 
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◇月別 給付件数・稼働状況 

 

 目標 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

人数（名） 115 名 114 121 120 120 120 

稼働（％） 100％ 99.1 105.2 104.3 104.3 104.3 

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

121 119 122 118 118 113 114 

105.2 103.4 106 102.6 102.6 98.2 99.1 

 

◆介護度改善までは至らないものの、認知症の要介護高齢者の BPSD 等の改善状況 
 

  
             

サービス

開始時の

介護度 

現在の 

介護度 
改善理由、もしくは予想される原因 

 

２ 1 通所介護利用継続することで、活性化した生活が送れている。  

１ 2 
要介護度は上がってしまったが、通所介護の利用を始めたことで筋

力低下を防ぎ心身ともに安定している。 

 

 

◆介護度改善までは至らないものの、身体障害を伴う要介護高齢者の障害状況の改善状況 
 

  
             

サービス

開始時の

介護度 

現在の介

護度 
改善理由、もしくは予想される原因 

 

3 1 圧迫骨折が治り、サービス利用で意欲向上された。  

3 1 
退院後、訪問看護やリハビリ・デイサービスを利用することで意欲

向上され、筋力低下も防げた。 

 

2 1 
肩の骨折後の状態が改善され、デイサービス利用により、心身とも

活性化した生活が送れている。 
 

１ 1 
令和 6 年 10 月に入院。入院中、要介護４となるが、退院後、サービ

ス利用を行うことで心身とも活性化し、介護度改善が図れた。 
 

2 2 デイサービスの利用を継続することで、状態の維持が出来ている。  

 

利用状況  ※給付管理者数 

 ア 年齢構成別給付管理者                   （単位：名） 

 ～64 歳 65 歳～ 

69 歳 

70 歳～ 

74 歳 

75 歳～ 

79 歳 

80 歳～ 

84 歳 

85 歳～ 

89 歳 

90 歳～  合計 

4 月 4 5 7 18 28 31 21 114 

5 月 5 7 7 17 28 33 24 121 
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6 月 5 7 7 17 27 32 25 120 

7 月 5 7 7 18 25 33 25 120 

8 月 5 7 8 18 24 33 25 120 

9 月 5 7 9 19 26 32 23 121 

10 月 5 6 10 19 27 31 21 119 

11 月 5 6 10 20 27 31 23 122 

12 月 5 6 10 19 24 32 22 118 

1 月 5 4 10 20 22 34 23 118 

2 月 5 4 8 19 21 33 23 113 

3 月 5 4 7 20 20 36 22 114 

合計 59 70 100 224 299 391 277 1,420 

 

 イ 介護度別給付管理者数                             (単位：人) 

 要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

2 

要介護 

３ 

要介護 

4 

要介護 

5 
合計 

4 月 0 0 37 46 25 3 3 114 

5 月 0 0 42 48 24 4 3 121 

6 月 0 0 41 44 28 4 3 120 

7 月 0 0 40 44 27 6 3 120 

8 月 0 0 41 42 26 7 4 120 

9 月 0 0 38 45 26 8 4 121 

10 月 0 0 37 46 23 8 5 119 

11 月 0 0 34 47 25 9 7 122 

12 月 0 0 34 46 24 7 7 118 

1 月 0 0 35 47 26 3 7 118 

2 月 0 0 33 47 23 3 7 113 

3 月 0 0 36 46 20 4 8 114 

合計 0 0 448 548 297 66 61 1,420 
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１０．井田重度障害者等生活施設  桜の風 もみの木 
 

種 別    自立（生活）訓練  

          宿泊型自立訓練   

          短期入所      

          地域生活推進事業  

開 所 年 月 日  2013 年 4 月 1 日 

定 員  自立（生活）訓練 20 名/日 

          宿泊型自立訓練  20 名/日 

          短期入所      5 名/日 

          地域生活推進事業  2 名/日 

所 在 地  〒211-0035 

           神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1 

           TEL044-920-9006   FAX044-788-7968 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 3階建て 

床 面 積 4929.38 ㎡ 

責 任 者   石渡 学  

事 業 所 番 号   1415200680 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 ― １ １ ０ ０ 

サービス管理責任者 1.0 １ １ ０ ０ 

生活支援員 5.5 10 5 ０ 5 

看護師 1.0 １ １ ０ ０ 

地域移行支援員 2.0 2 2 ０ ０ 

体験宿泊支援員 1.5 2 2 ０ ０ 

事務員 ― １ 1 ０ ０ 

嘱託医 ― １ ０ ０ １ 

※配置人数は常勤換算数 

 

（1） 年度総括 

   令和年 6年度で 12 年目、指定管理第 3期目の 2 年が終了しました。 

   年度当初より新型コロナウイルスをはじめとした感染症への対策を徹底した上での行事や活動

を行いました。また、ご利用者に発熱等の不調が見られた際は「簡易検査キット」を使用するなど

感染への早期発見に努めたこともあり、施設内において集団感染に陥ることはありませんでした。 

宿泊型自立訓練については 20代から 60 代まで幅広く利用されています。精神科病院から地域へ

の中間ステップとしての役割を関係機関と連携しながら進めてきました。また、地域で様々な生活

のしにくさを抱えるご家族と暮らす方など自宅から自立を目指すために短期入所の枠で宿泊型自

立訓練への体験利用をする方も増えています。年齢が若いケースほどご家族との距離感が課題とな

ることが多くみられています。 
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「宿泊型自立訓練」を経てアパートへ地域移行（卒業）したご利用者が、「短期入所」の定期利用で

フォローする方が多く、ご利用者の状況を関係機関と共有する役割も増えてきています。 

また、当事者であるご利用者自身がピアサポーターとして発揮できますよう施設内活動の企画や地

域の関係事業所でもある「地域生活支援センターはるかぜ」とも連携いたしました。 

一方で出口支援として、住宅支援の制度の活用や関係機関との連携などをしてもなかなか居住地が

定まらずケースによってはご利用者自身が希望する地域での物件を諦めざることもあり、今後の課

題となっています。 

   施設全体への取組みとしては、「桜の風」の共同事業体として、所属法人が違えども一体的な運営

を図るために定期的な運営調整の会議を開催し、スケジュールや日常業務関係の調整、修繕や対外

的な取り組みなどをおこないました。 

 

（2）利用者への支援 

①  宿泊型の自立訓練施設として、精神科病院から施設を挟んで単純に地域へ通過させるのではな

く、実際の地域生活を前提とした日常生活の支援を基本に支援を行っています。宿泊型を利用中

は、地域のグループホームより手厚い職員配置を強みに、見守りを中心に必要最小限の介入によ

り、ご利用者のアセスメントを行っています。地域の社会資源とのマッチングやご本人の意向を

確認しながら地域移行への支援を展開しました。 

 

②  自立（生活）訓練では、一つのプログラムを複数人でおこなう「集団プログラム」おこないま

した。これにより他者と自分の意見についての差異や取り組みを知り、個別の課題に対して自分

なりの解決方法を考える機会となっています。毎月プログラムを担当する SFA 班がご利用者と振

り返りを行い、個別評価をいたしました。また、SFA 班を中心に 12 月にご利用者へアンケートを

実施し、ご利用者の意見を基に次年度に向けてプログラムの内容を検討いたしました。 

 

（3）事業成果 

①  宿泊型自立訓練 

令和 6 年度の宿泊型自立訓練での入退所の状況は、入所者が 7 名、退所者は 10 名となってい

ます。退所先の内訳として、市営住宅へ 1 名、市内グループホームが 2 名、市外グループホーム

が 1 名、アパートが 5 名、医療機関への再入院が１名でした。 

一方、入所者は病院からが 3 名、家族と暮らすご自宅からが 2 名、自立支援センター等の施設

からが 2 名でした。 

②  短期入所 

もみの木の短期入所を利用する方の目的として多くの方が「ご本人または家族へのレスパイト」

ですが、「親元を離れて一人暮らしをしたい」という自立生活を目的とした利用も多くありました。

また、宿泊型自立訓練から地域のアパートなどへ地域移行された方がしばらくの間、定期的に短期

入所を利用することが多く見られています。これは地域生活で直面した課題への対応や困りごとへ

の相談など、いち早く察知し、対応をおこなうことができました。 
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③  地域生活体験宿泊事業（川崎市単独事業） 

  今年度は実人数で 8 名（延べ利用人数 95人）の方がこの事業を利用しました。関連する医療機

関等は市内や市外に及んでいます。体験宿泊は自立訓練（宿泊型）を利用するにあたり事前に課題

を明確化出来ることもあり、入所後すぐに効果的な支援の展開ができ、ご利用者にも地域生活へチ

ャレンジするイメージ作りができる事業として重要な位置づけとなっています。 

 

（4）適切なサービスの提供 

 地域移行と地域定着を目的とした自立訓練（生活訓練）のご利用者に対しては「生活リズム・服薬

管理・金銭管理・通院状況・個別的課題など」基礎的な生活スキルの維持・向上を図るために定期的

な面接を通して支援を行っています。また、日中に社会生活力プログラムを実施し、生活スキルの他

に社会的コミュニケーションの維持・向上を図る取組みを実施しました。 

 嘱託医として精神科医師を毎月 2回程度配置し、ご利用者との診察相談の他、職員への支援内容な

どについても専門的アドバイスを受け、支援の質の向上を図りました。 

 

（5）サービス向上への取組 

 ケース検討や事業運営などについて協議できる仕組みとして、毎週火曜日の午後を職員会議の時間

としました。この職員会議の中でケース会議を行い、複数の意見を聴くことで支援方針の客観性と多

面性を保つことを図っています。また、突発的に対応が必要となる場合には、随時、ミニカンファレ

ンスを実施し、早期対応に努めました。 

 

（6）利用者の意見・要望等への対応 

 リビングに「ご意見箱」を設置し、毎週火曜日の職員会議時に返答内容を協議し、周知方法として

は廊下に返答用紙を貼り出して全体化を図りました。 

 また、ご利用者による施設自治へのかかわり、不安・不満解消を目的に「もみの木ミーティング」

を毎月 2 回ほど開催した。ミーティングの記録についてはリビングに設置し、どなたでも閲覧できる

ようにしています。 

意見要望等の総数は 159 件でした。内容により職員会議で議題にする事もあれば毎月 2 回のもみの木

ミーティングでも取り上げ、すべての件数につきまして「川崎市障害福祉施設等苦情解決支援事業 

第三者委員会」へ提出いたしました。 

また、宿泊型自立訓練、短期入所のご利用者を対象に満足度調査を実施し、支援や生活環境改善の参

考にしました。 

 

（7）職員の資質向上  

  ご利用者との相談場面の多い当事業において、より個別性を重視した適切な支援が求められていま

す。よって、職員個々には相談技術をはじめ、関係法令・社会資源・ネットワークづくり・セルフマ

ネジメントなど総合的なスキル習得を図っております。毎年、研修計画を立てて実施しています。 
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新人職員に横浜市内の宿泊型自立訓練施設へ現場実習を行い、支援職員向けには横浜保護観察所の

職員による医療観察法の研修を行いました。 

また、合同の虐待防止委員会では外部第 3 者委員及びご利用者、保護者の出席の上、虐待防止特別

委員会を開催いたしました。 

 

(内部研修) 

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 

備 考 

（対象者

等） 

新人・新任研修

（法人階層別） 

R6.6.14 ・社会人マナー

など 

社会人マナーを学ぶ振り返りや

本人他部署の職員同士でのグル

ープワーク 

入職2年目ま

で職員 1 名 

一般職員研修

Ⅰ 

（法人階層別） 

R6.7.13 ・ずっと自分ら

しく暮らした

い（家族の視

点） 

・グループワークで行う、自己覚

知を行い自身の目指す先を意識

しながら仕事に取り組む 

職員 3名 

新人研修（法人

階層別） 

R6.7.26 ・ストレスマネ

ジメント 

ストレスについて学びを深め上

手に付き合っていく必要性を知

る 

職員 1名 

施設内勉強会 

（育桜福祉会

主催） 

R6.8.27 ・市民救命士習

得 （川崎市消

防防災指導公

社） 

・AED や市民救命士の技術を学び

緊急時に対応するため 

職員 2名 

一般職員研修

Ⅱ 

（法人階層別） 

R6.9.21 ・ずっと自分ら

しく暮らした

い（当事者とし

ての視点） 

・グループワークで行う、自己覚

知を行い自身の目指す先を意識

しながら仕事に取り組む 

職員 2名 

所内研修 R6.10.17 ・気分障害（う

つ病と双極症）

について 

・嘱託医によるスーパーバイズ

を受け、精神障害についての学び

を深める 

支援職 7 名 

一般職員研修

ⅢA 

（法人階層別） 

R6.10.26 ・ずっと自分ら

しく暮らした

い 

・意思決定支援について学ぶ。事

例検討グループワーク 

入職5年目以

降の職員 

2 名 

リーダー研修 

（法人階層別） 

R6.11.16 ・リーダー職員

に求められる

事について 

・リーダー職として考えるコス

ト管理についてグループワーク

リーダー 

1 名 
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を行い事業所運営の意識化を図

る 

係長・管理職研

修 

（法人階層別） 

R6.12.14 ・係長・管理職

に求められる

事について 

・事前に提出された事業所の課

題について 

グループワーク対応をまとめ、職

場改善に活かす 

所長 1名 

支援係長1名 

一般職員研修

ⅢB 

（法人階層別） 

R7.1.25 ・ずっと自分ら

しく暮らした

い 

・意思決定支援について学ぶ。事

例検討グループワーク 

入職5年目以

降の職員 

2 名 

所内研修 R7.2.4 ・部署研修 精神的不調が見られる方を支え

るにはどのような観点が必要な

のかを学び深めるため 

発表者 1 名 

職員 6名 

実践・研究発表

大会 

R7.2.9 ・法人実践研究

発表会 

法人の各部署の取り組みについ

て選出された事業所が発表する。

職員個々のモチベーションアッ

プをテーマに外部講師による講

演を行った。 

8 名 

 

所内研修 R7.2.18 ・部署研修 ・住宅確保要配慮者への賃貸物

件など居住支援の取り組みを学

ぶため 

発表者 1 名 

職員 5名 

所内研修 R7.2.25 ・部署研修 ・SST ファーストレベル研修 精

神障害をお持ちの方への社会復

帰に向けた技法を習得し、支援に

活かすため 

発表者 1 名 

職員 4名 

所内研修 R7.3.4 ・部署研修 ・横浜市内の精神障害者の宿泊

型自立訓練での実習から社会復

帰に向けた支援を習得し、もみの

木での利用者支援に活かすため 

発表者 1 名 

職員 5名 

所内研修 R7.3.11 ・部署研修 統合失調症についてより深く理

解するため基礎的な知識を学ぶ

ため 

発表者 1 名 

職員 5名 

所内研修 R7.3.18 ・部署研修 ・神奈川県サービス管理責任者

及び児童発達支援管理責任者基

礎研修の報告から共有し支援に

活かす 

発表者 1 名 

職員 6名 
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所内研修 R7.3.25 ・部署研修 虐待のメカニズム等を学び、虐待

防止を図るため 

職員 5名 

 

 (外部研修)  

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 
備 考 

（対象者等） 

横浜市内宿泊

型自立訓練施

設現場実習 

ヴィラあさひ

の丘 

R6.6.7 

 

・他法人の宿泊

型自立訓練施

設での実践を

学ぶ 

精神障害者の宿泊型自立訓練で

の社会復帰に向けた支援を習得

するため 

支援職 1 名 

 

多機能型施設

実習 

Job support 

blue 

R6.6.20 

・他法人の就労

系事業所実践

を学ぶ 

日中活動先のひとつとして正し

く理解するため 

支援職 1 名 

 

権利擁護推進

委員会職員研

修会 

R6.7.10 

 

・川崎市障害福

祉施設事業協

会主催 

福祉職に対する価値観や倫理観

について学びを深めるため 

支援職 2 名 

 

身寄りがない

身元保証と死

後の手続き 

R6.8.7 ・川崎市社会福

祉協議会主催 

親族との関係性が疎遠な方の手

続きについて学びを深めご利用

者支援に繋げるため 

 

支援職 1 名 

神奈川県サー

ビス管理責任

者及び児童発

達支援管理責

任者基礎研修 

R6.8.28 公益社団法人

かながわ福祉

サービス振興

会主催 

サービス管理責任者 基礎研修。 支援職 

１名 

グレーゾーン

の不適切ケア

が虐待となる

まで 

R6.9.3 ・川崎市社会福

祉協議会主催 

グレーゾーンと呼ばれる不適切

ケアから虐待につながるメカニ

ズムを知り未然に防ぐため 

支援職 

１名 

川崎市内宿泊

型自立訓練施

設現場実習 

ラシクル 

R6.9.12 

 

・他法人の宿泊

型自立訓練施

設での実践を

学ぶ 

精神障害者の宿泊型自立訓練で

の社会復帰に向けた支援を習得

するため 

支援職 1 名 

 

川崎市内宿泊

型自立訓練施

設現場実習 

ラシクル 

R6.9.20 

 

・他法人の宿泊

型自立訓練施

設での実践を

学ぶ 

精神障害者の宿泊型自立訓練で

の社会復帰に向けた支援を習得

するため 

支援職 1 名 
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SST ファースト

レベル研修 

R6.11.23,24（2

日間） 

民間企業主催 

SST 技能習得 

SSTプログラムや精神障害をお持

ちの方への社会復帰に向けた技

法を習得し、支援に活かすため 

支援職 

各 1 名 

 

令和 6年度 精

神保健福祉口

座 

R6.12.12 ・川崎市主催 精神的不調が見られる方を支え

るにはどのような観点が必要な

のかを学び深めるため 

支援職 

各 1 名 

SST ファースト

レベル研修 

R7.1.25,26（2

日間） 

民間企業主催 

SST 技能習得 

SSTプログラムや精神障害をお持

ちの方への社会復帰に向けた技

法を習得し、支援に活かすため 

支援職 

各 1 名 

 

統合失調症の

基礎知識 

R7.2.13 ・川崎市社会福

祉協議会主催 

統合失調症についてより深く理

解するため基礎的な知識を学ぶ

ため 

支援職 

各 1 名 

 

（8）もみの木における事故件数及びヒヤリハット件数 

（ヒヤリハット件数） 

 ４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

合 

計 

ヒヤリハット 全件

数 
2 3 3 3 4 3 6 2 2 4 2 3 37 

うち金銭関係 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 

うちその他 2 3 3 3 4 3 5 2 2 4 2 2 35 

 ※金銭関係は領収書のへの転記ミスの発覚や小銭が混入してしまい確認を要した事。 

 その他は給食関係、浴室の湯はり、服薬チェックなどで生じたヒヤリ事案でした。 

 

(事故件数) 

 ４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

合 

計 

事故件数 4 5 4 5 6 4 4 6 5 5 10 7 65 

うち事故報告書提

出件数 
0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ関係 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

医療関係 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

その他 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 
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（事故内訳等）                              

この 1 年間、行政へ報告する事故としては 3 件あった。5 月の 1 件は、他ご利用者に不満が募り自身

で警察へ通報されています。職員付き添いで臨時受診を行い落ち着かれたため帰所しています。8 月

の事案は、地域生活を送っている中で精神的に不安定となられ、対応してくださった保佐人から緊急

で短期入所の依頼があり来所されたが、不穏状態がみられておりソフト救急へ相談した上、23条通報

扱いで最寄りの警察署へ一時保護されました。2 月の事案は呼吸器系の発作がみられたため救急要請

の対応をいたしました。 

（9）コンプライアンス 

 虐待防止委員会を設置し委員会にてセルフチェックシートを職員に実施、チェックシートの集計結果

を話し合い虐待防止に活かしています。また、就業規程にコンプライアンスについてあり、職員に周知

しています。 

（10）適正な業務の実施 

① 施設・設備の保守管理、管理記録の整備保管 

共同企業体の育桜福祉会に施設設備の保守管理を依頼しています。 

② 清掃・警備 

    共有部については共同企業体の育桜福祉会に清掃、警備の依頼をしておりますが、もみの木利

用者の居室などは使用している利用者が清掃し職員が確認しています。 

（11）「かわさき SDGs パートナー」 

川崎市 SDGs の登録認証制度「かわさき SDGs パートナー」に当法人は登録して 

います。もみの木もご利用者の理解の元と共に取り組みを行っています。例えば 

ごみの分別など意識し見える形で行いました。 

（12）その他 

①関係機関からの見学（実習）の受け入れ 

福祉専門職養成課程の学生 2 名の実習を受け入れています。また、川崎市から「社会福祉職短期

派遣研修」として 2 名を受け入れました。福祉行政職の方や精神障害者親の会などの見学会も随

時行いました。 

②地域との交流 

   地域の市民団体「神庭・里山を楽しむ会」に団体会員として登録し交流をして 

   います。竹林の保全やジャガイモ堀りに参加しました。 

③ 他施設との連携 

同じ宿泊型自立訓練を行っている川崎ラシクルとの連携を進めています。 

   体験評価会議にラシクル職員も参加してケース検討等を行っています。 

（13）利用状況 

①宿泊型自立訓練（定員：20名/日） 

利用者延人数 

4 月：411 名 5 月：332 名 6 月：300 名 7 月：301 名 

8 月：311 名 9 月：300 名 10 月：328 名 11 月：293 名 
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12 月：291 名 1 月：308 名 2 月：308 名 3 月：362 名 

 

障害程度別状況 

 区分無 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

4 月 0 名 0 名 6 名 6 名 2 名 1 名 0 名 

5 月 0 名 0 名 5 名 4 名 3 名 1 名 0 名 

6 月 0 名 0 名 3 名 3 名 3 名 1 名 0 名 

7 月 0 名 0 名 3 名 3 名 3 名 1 名 0 名 

8 月 0 名 0 名 4 名 3 名 3 名 1 名 0 名 

9 月 0 名 0 名 5 名 3 名 3 名 1 名 0 名 

10 月 0 名 0 名 5 名 3 名 3 名 0 名 0 名 

11 月 0 名 0 名 5 名 3 名 3 名 0 名 0 名 

12 月 0 名 0 名 6 名 2 名 3 名 0 名 0 名 

1 月 0 名 0 名 5 名 2 名 4 名 0 名 0 名 

2 月 0 名 0 名 5 名 2 名 4 名 0 名 0 名 

3 月 0 名 0 名 5 名 3 名 4 名 0 名 0 名 

 

年齢別状況 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 

4 月 0 名 1 名 3 名 3 名 6 名 2 名 

5 月 0 名 1 名 1 名 3 名 6 名 2 名 

6 月 0 名 1 名 1 名 1 名 4 名 2 名 

7 月 0 名 1 名 1 名 2 名 4 名 2 名 

8 月 0 名 1 名 1 名 3 名 4 名 2 名 

9 月 0 名 1 名 1 名 3 名 4 名 2 名 

10 月 0 名 0 名 1 名 3 名 4 名 2 名 

11 月 0 名 0 名 1 名 4 名 3 名 2 名 

12 月 0 名 0 名 1 名 4 名 3 名 2 名 

1 月 0 名 0 名 2 名 3 名 3 名 2 名 

2 月 0 名 0 名 2 名 3 名 3 名 2 名 

3 月 0 名 0 名 2 名 3 名 4 名 2 名 

 

出身区別状況 

 川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 他都市 

4 月 2 名 2 名 2 名 2 名 4 名 2 名 0 名 1 名 

5 月 2 名 2 名 3 名 0 名 4 名 1 名 0 名 1 名 
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6 月 2 名 2 名 3 名 0 名 1 名 1 名 0 名 1 名 

7 月 2 名 2 名 3 名 0 名 1 名 1 名 0 名 0 名 

8 月 2 名 2 名 3 名 0 名 2 名 1 名 0 名 1 名 

9 月 2 名 2 名 3 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

10 月 2 名 1 名 3 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

11 月 2 名 1 名 3 名 0 名 1 名 2 名 0 名 1 名 

12 月 2 名 1 名 3 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

1 月 2 名 1 名 3 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

2 月 2 名 1 名 3 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

3 月 2 名 1 名 4 名 0 名 2 名 2 名 0 名 1 名 

 

手帳別状況（重複取得者含む） 

 精神 1級 精神 2級 精神 3級 知的 B1 知的 B2 その他 

4 月 0 名 11 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

5 月 0 名 9 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

6 月 0 名 6 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

7 月 0 名 6 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

8 月 0 名 7 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

9 月 0 名 8 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

10 月 0 名 8 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

11 月 0 名 9 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

12 月 0 名 8 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

1 月 0 名 7 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

2 月 0 名 7 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

3 月 0 名 8 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

 

入退所状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10

月 

11

月 

12

月 

1 月 2 月 3 月 計 

入

所 

0 名 1 名 0 名 0 名 1 名 1 名 0 名 1 名 1 名 1 名 0 名 1 名 7 名 

退

所 

3 名 3 名 0 名 0 名 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 0 名 0 名 0 名 10

名 

 

＊入所前の居所 

 ・精神科病院（市内）    2 名 
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 ・精神科病院（市外）    1 名 

 ・自立支援センター     1 名 

 ・無料定額宿泊所      1 名 

 ・地域生活（親と同居、他） 2名          計 7名 

 

＊退所先内訳 

 ・賃貸住宅（地域移行）    5 名 

・市営住宅（地域移行）    1 名 

 ・グループホーム（地域移行） 3 名 

 ・精神科病院（市内）     1 名        計 10 名 

 

入所者の主疾患状況（令和 7年 3月 1 日在籍者） 

 ・統合失調症      9 名            

 ・双極性感情障害   1 名        

 ・精神発達遅滞    1 名            計 11 名 

②自立（生活）訓練（定員：20 名/平日） 

利用者延人数 

4 月：206 名 5 月：195 名 6 月：153 名 7 月：190 名 

8 月：193 名 9 月：192 名 10 月：248 名 11 月：234 名 

12 月：243 名 1 月：253 名 2 月：251 名 3 月：297 名 

③短期入所（定員：5 名/日） 

利用者延人数 

4 月：66 名 5 月：86 名 6 月：88 名 7 月：95 名 

8 月：88 名 9 月：81 名 10 月：97 名 11 月：80 名 

12 月：121 名 1 月：98 名 2 月：90 名 3 月：85 名 

＊この延人数のうち、緊急扱いで受け入れた延べ人数は 7 名となっています。 

障害程度別状況（実人数）             

 区分無 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

4 月 0 名 0 名 6 名 6 名 4 名 0 名 0 名 

5 月 0 名 0 名 7 名 6 名 4 名 0 名 0 名 

6 月 0 名 0 名 6 名 6 名 3 名 0 名 0 名 

7 月 0 名 0 名 9 名 6 名 3 名 1 名 0 名 

8 月 0 名 0 名 7 名 8 名 4 名 0 名 0 名 

9 月 0 名 0 名 7 名 6 名 4 名 0 名 0 名 

10 月 0 名 0 名 7 名 8 名 3 名 0 名 0 名 

11 月 0 名 0 名 7 名 6 名 4 名 0 名 0 名 
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12 月 0 名 0 名 12 名 7 名 5 名 0 名 0 名 

1 月 0 名 0 名 9 名 7 名 4 名 0 名 0 名 

2 月 0 名 0 名 10 名 6 名 3 名 0 名 0 名 

3 月 0 名 0 名 10 名 5 名 2 名 0 名 0 名 

 

年齢別状況（実人数） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 

4 月 0 名 1 名 3 名 6 名 5 名 1 名 

5 月 0 名 1 名 3 名 6 名 7 名 1 名 

6 月 0 名 0 名 4 名 4 名 7 名 0 名 

7 月 0 名 1 名 3 名 8 名 7 名 0 名 

8 月 0 名 0 名 5 名 7 名 8 名 0 名 

9 月 0 名 1 名 3 名 7 名 7 名 0 名 

10 月 0 名 0 名 3 名 8 名 9 名 0 名 

11 月 0 名 0 名 4 名 5 名 9 名 0 名 

12 月 0 名 1 名 6 名 9 名 9 名 0 名 

1 月 0 名 1 名 2 名 7 名 9 名 1 名 

2 月 0 名 1 名 3 名 9 名 7 名 0 名 

3 月 0 名 0 名 3 名 7 名 7 名 1 名 

 

出身区別状況 

 川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 

4 月 2 名 1 名 3 名 5 名 2 名 3 名 1 名 

5 月 2 名 2 名 2 名 5 名 4 名 2 名 1 名 

6 月 2 名 2 名 1 名 5 名 4 名 1 名 1 名 

7 月 2 名 2 名 2 名 5 名 4 名 2 名 2 名 

8 月 2 名 2 名 3 名 5 名 4 名 1 名 3 名 

9 月 3 名 2 名 1 名 5 名 4 名 0 名 3 名 

10 月 2 名 2 名 3 名 5 名 3 名 3 名 2 名 

11 月 1 名 1 名 2 名 7 名 3 名 1 名 3 名 

12 月 2 名 2 名 3 名 5 名 3 名 3 名 2 名 

1 月 2 名 3 名 2 名 9 名 3 名 1 名 1 名 

2 月 3 名 2 名 2 名 7 名 3 名 1 名 2 名 

3 月 2 名 2 名 1 名 6 名 4 名 1 名 2 名 
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④体験宿泊事業：市単事業（定員：2 名/日） 

利用者延人数 

4 月：5 名 5 月：7 名 6 月：2 名 7 月：7 名 

8 月：5 名 9 月：4 名 10 月：15 名 11 月：6 名 

12 月：5 名 1 月：19 名 2 月：14 名 3 月：6 名 

 年齢別状況（実人数） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～  

0 名 1 名 2 名 4 名 1 名 0 名 

 

（14）各種行事等 

4 月：桜の風記念式

典 

5 月：菖蒲湯、 

誕生会(4～6 月) 

6 月：温泉行事 

（発泡浴剤）  

7 月 

8月：井田ｸﾞﾗﾝﾄﾞ花火

大会（参加 6 名） 

誕生会(7～9 月)  

9 月 10 月：なかはら会

バスハイク  

（参加 4 名） 

11 月：温泉行事 

（温泉の素） 

誕生会(10～12 月)  

12月：ゆず湯、  ク

リスマス会(参加 11

名)   

1 月：桜の風賀詞交

歓会  

2 月：温泉行事 

（温泉の素） 

誕生会（1～3月）  

3 月：卒業者交流会

（卒業者参加：7 名） 

 

＊午後の活動 午後の時間の充実と利用者間の交流時間 

  4 月 24 日  参加者 6名 茶話会 

7 月 29 日  参加者 5 名 流しそうめん 

8 月 30 日  参加者 4 名 ポテト収穫祭 

  8 月 30 日  参加者 6名  風鈴づくり 

  9 月 19 日  参加者 3名  レジンアクセサリー作り 

 12 月 12 日  参加者 3名  フラワーアレンジメント  

  1 月 20 日  参加者 6名  お餅茶話会 

＊OGOB 会 地域移行した卒業者との会話や質疑応答を通して、地域移行後の生活をイメージできるよ

うにしました。 

 10 月 23 日 参加者 6名   もみの木卒業（地域移行）者 2名（アパート 1名､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 1 名） 

 

（15） 令和 6 年度 利用者満足度調査 

実施方法：アンケート形式 

実施期間：令和 6年 12 月 6 日～12 月 20 日 

＊結果については別紙参照 
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Ⅲ 事業報告の附属明細書 

令和６年事業年度においては、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34 条第

3 項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しておりません。 
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